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口絵１

区１号環状柱穴列　上方の吾妻川が北にあたる。

区１号環状柱穴列（東から）　直径１～ . ｍ、深さ . ～ . ｍの柱穴７本のうち、６本は直径 . ｍの円周上に配置さ
れている。時期は後期堀之内式期と想定される。



口絵２

区３号掘立柱建物確認状況（北東から）　確認当初は１×３間の８本柱長方形の建物を想定したが、その後埋没谷にか
かる円形の配石下で柱穴が見つかった。右手上方の 号住居は、ほぼ同時期の柄鏡形住居。

区３号掘立柱建物（北東から）　棟持ち柱を備えた 本柱亀甲形の高床建物で、長軸は南北方向にほぼ一致する。長
辺 . ｍ、短辺 . ｍ、棟持ち柱間の距離は . ｍで、いずれも縄文尺とされる ㎝の倍数に合致している。縄文時代後
期堀之内１式期の建物で、当時の技術水準の高さをよく示している。



口絵３

区３号掘立柱建物柱１　上面の 号配石　中央の丸い空白部が柱痕。

区５号掘立柱建物（北から）　右手下方の大きな地山礫には、数カ所に磨り面が付く。時期は後期加曽利B２～３式期。

区３号掘立柱建物柱２　上面の 号配石

区３号掘立柱建物柱１　底面の礎石

区３号掘立柱建物柱２　配石下の柱穴



口絵４

区 号土器埋設遺構

区 号土器埋設遺構

区 号土器埋設遺構

区 号土器埋設遺構の土器

区 号土器埋設遺構の土器

区 号土器埋設遺構の土器



序

八ッ場ダムは、首都圏の利水および治水を目的として計画され、現在

は吾妻郡長野原町を中心に工事が進められています。

八ッ場ダムの建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査は、当事業団が平成

６年度から実施し、本年度で14年目を迎えます。横壁中村遺跡は平成８

年度から発掘調査が開始され、平成19年度以降も調査の継続が予定され

ており、長期にわたる大規模な調査となりました。また調査された遺構

や遺物は本遺跡が縄文時代を中心とする、非常に大規模な、また長く続

いた集落であることを示しております。これら膨大な資料を整理し報告

する作業は平成15年度から開始され、今回は平成16年度までに調査され

た土器埋設遺構や掘立柱建物等に関して報告を纏めることができまし

た。本書は、縄文時代から長く続く横壁中村遺跡の様相と共に、縄文時

代の集落構造を考える上で、また長野県、新潟県地域との広域な交流を

考える上でも、重要な資料になると考えています。

発掘調査から報告書刊行に至るまで、国土交通省八ッ場ダム工事事務

所、群馬県教育委員会、および長野原町教育委員会をはじめとする関係

機関や地元関係者のみなさまには、多大なるご尽力を賜りました。本報

告書を上梓するにあたり、衷心より感謝申し上げます。

また本書が吾妻郡内、ひいては群馬県の歴史を解明する上で末永く活

用されることを願い、序といたします。

平成20年３月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 高橋 勇夫



例 言

１ 本書は、八ッ場ダム建設工事に伴う事前調査として、平成８年度から実施されている「横壁中村遺跡」の

発掘調査報告書である。横壁中村遺跡の発掘調査報告書は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報

告書第319集『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』を第１冊目として既に６冊が刊行され

ている。本書は、平成16年度までに検出された土器埋設遺構・掘立柱建物・集石遺構・焼土遺構と出土遺

物を掲載しており、横壁中村遺跡の発掘調査報告書の第７冊目である。

２ 横壁中村遺跡は群馬県吾妻郡長野原町大字横壁字観音堂530他に所在し、長野原町教育委員会と協議の結

果、本遺跡名が決定された。

３ 本発掘調査は、群馬県教育委員会の調整に基づき、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が国土交通省関

東地方整備局（平成13年１月までは建設省）の委託を受けて実施した。平成14年度からは、八ッ場ダム地

域埋蔵文化財調査を目的に設置された、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団八ッ場ダム調査事務所が担

当している。

４ 発掘調査は平成８年４月１日から平成18年３月31日まで実施し、平成18年度以降も調査は継続する予定で

ある。今回報告する土坑の調査年度は、平成８年度から16年度に調査されたものである。詳細は、各遺構

一覧に記している。

５ 発掘調査組織は下記の通りである。

管理・指導 理事長 小寺弘之（平成８･９年度）、菅野 清（平成10年度）、小野宇三郎（平成11～17年７

月まで）、高橋勇夫（平成17年７月～平成19年度）

常務理事 菅野 清（平成８･９年度）、赤山容造（平成10～12年度）、吉田 豊（13･14年度）、

住谷永市（平成15･16年度）、木村裕紀（平成17～19年度）

事務局長 原田恒弘（平成８･９年度）、赤山容造（平成10～13年度）

事業局長 神保侑史（平成14～16年度）、津金澤吉茂（平成17～19年度）

管理部長 蜂巣 実（平成８年度）、渡辺 健（平成９･10年度）、住谷 進（平成11～13年度）、

萩原利通（平成14･15年度）、矢崎俊夫（平成16･17年度）、萩原 勉（平成18･19年度）

調査研究部長 赤山容造（平成８～10年度）、神保侑史（平成11年度）、能登 健（平成12･13年度）、

巾 隆之（平成14年度）、右島和夫（平成15･16年度）西田健彦（平成17～19年度）

調査研究課長 岸田治男（平成８年度）、能登 健（平成９～11年度）、飯島義雄（平成12年度）、下

城 正（平成13年度）

八ッ場ダム調査事務所長 水田 稔（平成14･15年度）、巾 隆之（平成16～19年度）

同調査研究部長 津金澤吉茂（平成14･15年度）、佐藤明人（平成16～18年度）、中束耕志（平成19年度）

同調査研究課長 下城 正（平成14年度）、斎藤和之（平成15･16年度）、中沢 悟（平成17年度）、佐

藤明人（平成18年度兼務）

事務担当 井上 剛、大島信夫、岡島伸昌、小渕 淳、笠原秀樹、片岡徳雄、国定 均、小山建夫、

坂本敏夫、須田朋子、野口富太郎、町田文雄、宮崎忠司、富沢よねこ、森下弘美、矢嶋知恵子、

柳岡良宏、吉田有光

調査担当 阿久津 聡、飯田陽一、飯森康広、池田政志、石坂 聡、石田 真、今井和久、岡部 豊、

小野和之、金井 武、唐沢友之、久保 学、児島良昌、小林大悟、斎藤幸男、篠原正洋、

関 俊明、田村公夫、田村邦宏、友廣哲也、原 雅信、榛沢健二、廣津英一、藤巻幸男、

松原孝志、森田真一、諸田康成、山川剛史、渡辺弘幸、綿貫邦男

６ 整理期間は平成19年４月１日から平成20年３月31日である。

７ 整理組織は下記の通りである。

管理・指導 理事長 高橋勇夫、常務理事 木村裕紀、事業局長 津金沢吉茂、総務部長 萩原 勉、

八ッ場ダム調査事務所長 巾 隆之、同事務所調査研究部長兼整理ＧＬ 中束耕志

事務担当 八ッ場ダム調査事務所庶務ＧＬ 吉田有光、事務所庶務 若林正人、



庶務臨時補助員 鈴木理佐

整理担当 藤巻幸男

８ 本報告書作成の担当

編 集 藤巻幸男

本文執筆 黒澤照弘（遺物観察表）、石田 真（第２章及び遺物観察表）、

藤巻幸男（前記以外）

骨 鑑 定 楢崎修一郎

石材鑑定 渡辺弘幸

遺構写真撮影 各調査担当者

遺物写真撮影 佐藤元彦

機械実測 田所順子 伊東博子 岸 弘子

委託関係 遺構測量および空中写真 株式会社測研

遺構図デジタル編集 株式会社測研

整理補助 黒岩扶美枝 足立やよい 日野亮子 中嶋公江 関 裕子 山﨑崇史

９ 出土遺物及び記録図・写真などの記録類は、すべて群馬県埋蔵文化財センターで保管している。

10 発掘調査及び本書の作成にあたっては、次の機関、諸氏から貴重なご教示やご指導をいただいた。記して

感謝の意を表したい。（敬称省略、五十音順）

国土交通省関東地方建設局八ッ場ダム工事事務所、群馬県教育委員会文化課、長野原町教育委員会

飯島義雄 大竹幸恵 金子直行 小池岳史 佐藤雅一 白石光男 寺内隆夫 寺内敏郎 富田孝彦

能登 健 萩原昭朗 平林 彰 福島 永 古郡正志 松島榮治 綿田弘実 渡辺清志

凡 例

１ 挿図中に使用した方位は、座標北を表している。本書で使用する測量図の座標はすべて、2002年４月改正

以前の日本測地系を用いている。

２ 遺構図の縮尺は、個別図は１/50を基本とし、全体図は１/400または１/500（付図）を基本としている。

３ 今回の報告は、平成16年度までに調査された土坑を対象としている。遺構番号は、30区を除き調査時の番

号を用いている。発掘調査中或いは整理作業中に、他の遺構に変更された土坑や遺構として認定できなかっ

た土坑もあり、欠番が多く遺構番号は連続していない。

４ 遺構図面中における遺物番号は遺物実測図の番号と一致する。また、●は土器、▲は石器を表し、図示し

た遺物でこの表示のない遺物は出土位置を記録しなかったものである。

５ 遺物図の縮尺は土器実測図は１/４、土器拓本は１/３、石器２/３または１/３を原則としたが、これ以外

の縮尺を用いている場合も多い。各図下部にスケ－ルを示すか、各遺物実測図に縮尺を記している。

６ 写真図版中の遺物の縮尺は、概ね遺物実測図と同縮尺とした。

７ 遺物観察表、石器計測表の記載方法は下記の通りである。

(１）土器の計測値の単位は㎝である。

(２）石器及び銭の計測値の単位は㎜である。

(３）石器、銭、鉄滓等の重量は全て残存値であり、単位はℊである。

(４）色調については、農林水産省水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修の「新版標

準土色帖」に基づいている。

８ 石器実測図では、自然面は点描、磨り面と欠損面は白抜きとした。
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第58図 30区11号土器埋設遺構

第59図 30区土器埋設遺構出土遺物（10・11号）

第60図 20区・30区掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列分布図

第61図 19区・29区掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列分布図

第62図 18区・28区掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列分布図

第63図 18区１号掘立柱建物

第64図 18区２号掘立柱建物

第65図 18区３号掘立柱建物礫出土状況

第66図 18区３号掘立柱建物全体図

第67図 18区３号掘立柱建物 柱痕確認状況

第68図 18区３号掘立柱建物 柱１

第69図 18区３号掘立柱建物 柱２

第70図 18区３号掘立柱建物 柱３

第71図 18区３号掘立柱建物 柱４

第72図 18区３号掘立柱建物 柱５・柱６・柱７・柱８

第73図 18区３号掘立柱建物 柱９

第74図 18区３号掘立柱建物 柱10・柱11

第75図 18区３号掘立柱建物 柱12

第76図 18区４号掘立柱建物

第77図 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱１・柱２）

第78図 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱３・柱４・柱８・柱９）

第79図 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱９）

第80図 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱７・柱10・柱11）

第81図 18区４号掘立柱建物出土遺物（柱２・柱３）

第82図 20区１号掘立柱建物

第83図 20区２号掘立柱建物⑴

第84図 20区２号掘立柱建物⑵

第85図 20区２号掘立柱建物⑶

第86図 20区２号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・５・６・11）

第87図 20区２号掘立柱建物出土遺物（柱７・８・９・10・12）

第88図 20区２号掘立柱建物出土遺物⑴

第89図 20区２号掘立柱建物出土遺物⑵

第90図 20区５号掘立柱建物 確認状況

第91図 20区５号掘立柱建物

第92図 20区５号掘立柱建物出土遺物（柱２・柱３・柱４）

第93図 20区５号掘立柱建物出土遺物⑴

第94図 20区５号掘立柱建物出土遺物⑵

第95図 20区６号掘立柱建物出土遺物（柱１・柱３・柱４）

第96図 20区６号・８号掘立柱建物

第97図 20区６号掘立柱建物

第98図 20区８号掘立柱建物

第99図 20区８号掘立柱建物出土遺物（柱１・柱２・柱３・柱４）

第100図 20区７号掘立柱建物

第101図 20区７号掘立柱建物出土遺物（柱２・柱３）

第102図 29区１号掘立柱建物

第103図 29区１号掘立柱建物出土遺物（柱１・柱２・柱３）

第104図 19区１号環状柱穴列

第105図 19区１号環状柱穴列出土遺物（柱４）

第106図 19区２号環状柱穴列⑴

第107図 19区２号環状柱穴列⑵

第108図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱１）

第109図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱１・柱２）

第110図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱２）

第111図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱２・柱３）

第112図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱３）

第113図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱４）

第114図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱５・柱６）

第115図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱６・柱７）

第116図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱７）

第117図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱７）

第118図 30区１号環状柱穴列の位置

第119図 30区１号環状柱穴列⑴

第120図 30区１号環状柱穴列⑵

第121図 30区１号環状柱穴列⑶

第122図 30区１号環状柱穴列 柱１・柱２・柱８



第123図 30区１号環状柱穴列 柱３・柱４

第124図 30区１号環状柱穴列 柱５・柱６

第125図 30区１号環状柱穴列 柱７

第126図 30区１号環状柱穴列出土遺物

第127図 30区１号環状柱穴列出土遺物（柱１・柱２）

第128図 30区１号環状柱穴列出土遺物（柱２・柱３・柱４）

第129図 19区１号柱穴列・29区１号柱穴列の位置

第130図 19区１号柱穴列

第131図 19区１号柱穴列出土遺物

第132図 29区１号柱穴列

第133図 18区１号、20区１号・２号・４号集石遺構

第134図 20区集石遺構出土遺物（１号・２号）

第135図 20区集石遺構出土遺物（２号・４号）

第136図 18区１号～４号・９号焼土遺構

第137図 18区10号～15号焼土遺構

第138図 18区16号・17号焼土遺構

第139図 18区焼土遺構出土遺物（11号）

第140図 19区２号・４号・６号～11号焼土遺構

第141図 20区９号～12号・14号～17号焼土遺構

第142図 20区13号焼土遺構

第143図 20区18号・19号焼土遺構

第144図 20区23号～25号・29号～32号焼土遺構

第145図 20区焼土遺構出土遺物（９号）

第146図 20区焼土遺構出土遺物（９号・13号・18号）

第147図 29区１号・２号、30区１号焼土遺構

第148図 29区焼土遺構出土遺物（１号）

図版目次
ＰＬ１ １ 18区１号・２号土器埋設遺構 確認当初の状況

２ 18区１号・２号土器埋設遺構 確認状況

ＰＬ２ １ 18区１号・２号土器埋設遺構 埋設状況

２ 18区２号土器埋設遺構 埋設土器下出土の土器

３ 18区５号土器埋設遺構

４ 18区７号土器埋設遺構

５ 18区10号土器埋設遺構

ＰＬ３ １ 18区11号土器埋設遺構 確認状況

２ 18区11号土器埋設遺構 埋設状況

３ 18区12号土器埋設遺構 確認状況

４ 18区12号土器埋設遺構

５ 18区12号土器埋設遺構 埋設状況

６ 18区12号土器埋設遺構 土坑掘り方

７ 18区13号土器埋設遺構 確認状況

８ 18区13号土器埋設遺構 埋設状況

ＰＬ４ １ 18区14号土器埋設遺構 確認状況

２ 18区14号土器埋設遺構 埋没土と礫

３ 18区14号土器埋設遺構 埋設状況

４ 18区14号土器埋設遺構 埋設状況

５ 18区14号土器埋設遺構 埋設状況

６ 18区14号土器埋設遺構 土器内部の土壌と礫

７ 18区14号土器埋設遺構 土坑掘り方

８ 18区16号土器埋設遺構 確認状況

ＰＬ５ １ 18区16号土器埋設遺構 埋設状況

２ 18区16号土器埋設遺構 土器内部の土壌と礫

３ 18区16号土器埋設遺構 土坑掘り方

４ 18区17号土器埋設遺構 確認状況

５ 18区17号土器埋設遺構 埋設状況

６ 18区17号土器埋設遺構 周辺の状況

７ 18区17号土器埋設遺構 埋設状況

８ 18区17号土器埋設遺構 掘り方

ＰＬ６ １ 18区22号土器埋設遺構 確認状況

２ 18区22号土器埋設遺構 周囲の礫

３ 18区22号土器埋設遺構 埋設状況

４ 18区22号土器埋設遺構 掘り方

５ 18区23号土器埋設遺構 確認状況

６ 18区23号土器埋設遺構 埋設状況

７ 18区24号土器埋設遺構 確認状況

８ 18区24号土器埋設遺構 掘り方

ＰＬ７ １ 19区２号・３号土器埋設遺構確認状況（40号住居内）

２ 19区２号・３号土器埋設遺構 確認当初の状況

３ 19区２号土器埋設遺構 確認時の状況

４ 19区３号土器埋設遺構 確認時の状況

５ 19区３号土器埋設遺構 埋設状況

ＰＬ８ １ 19区４号土器埋設遺構 確認状況

２ 19区４号土器埋設遺構 埋設状況

３ 19区６号土器埋設遺構 確認状況

４ 19区６号土器埋設遺構 埋設状況

５ 19区７号土器埋設遺構 確認状況（上から）

６ 19区７号土器埋設遺構 埋設状況

７ 19区７号土器埋設遺構 埋設状況（上から）

８ 19区７号土器埋設遺構 掘り方

ＰＬ９ １ 20区２号土器埋設遺構 確認状況

２ 20区２号土器埋設遺構 埋設状況

３ 20区３号土器埋設遺構 埋設状況

４ 20区４号土器埋設遺構 確認状況

５ 20区６号土器埋設遺構 確認状況

６ 20区６号土器埋設遺構 埋設状況

７ 20区12号土器埋設遺構

８ 20区11号土器埋設遺構

ＰＬ10 １ 20区10号土器埋設遺構 埋設状況

２ 20区10号土器埋設遺構 土器内部の状況

３ 20区10号土器埋設遺構

４ 20区10号土器埋設遺構 土坑掘り方

５ 20区14号土器埋設遺構 右手の段差は４号列石

６ 20区14号土器埋設遺構 上方の段差は４号列石

７ 20区14号土器埋設遺構 埋設状況（北から）

８ 20区14号土器埋設遺構 埋設状況（東から）

ＰＬ11 １ 20区15号土器埋設遺構（北西から）

２ 20区15号土器埋設遺構 埋設状況

３ 20区16号土器埋設遺構 確認状況

４ 20区18号土器埋設遺構 上面の大形礫

５ 20区18号土器埋設遺構 埋設状況

６ 20区18号土器埋設遺構 土坑掘り方

７ 20区19号土器埋設遺構（上から）

８ 20区19号土器埋設遺構 埋設状況

ＰＬ12 １ 20区20号土器埋設遺構 確認状況

２ 20区20号土器埋設遺構 土器内に丸い凹石

３ 20区21号土器埋設遺構（上から）

４ 20区21号土器埋設遺構 埋設状況

５ 20区23号土器埋設遺構（上から）

６ 20区23号土器埋設遺構 埋設状況

７ 20区23号土器埋設遺構 掘り方の礫

８ 20区23号土器埋設遺構 掘り方

ＰＬ13 １ 20区24号土器埋設遺構

２ 20区25号土器埋設遺構

３ 20区26号土器埋設遺構 確認状況

４ 20区26号土器埋設遺構 蓋石と扁平円礫

５ 20区26号土器埋設遺構 埋設状況

６ 20区26号土器埋設遺構（上から）

７ 20区26号土器埋設遺構 土器下の板石

８ 20区26号土器埋設遺構 掘り方

ＰＬ14 １ 20区28号土器埋設遺構 確認状況

２ 20区28号土器埋設遺構 掘り方確認

３ 20区28号土器埋設遺構 掘り方



４ 20区30号土器埋設遺構

５ 20区28号土器埋設遺構 手前に449号土坑

６ 20区28号土器埋設遺構

７ 28区１号土器埋設遺構 確認状況

８ 28区１号土器埋設遺構 埋設状況

ＰＬ15 １ 28区２号土器埋設遺構 埋設状況

２ 28区２号土器埋設遺構 埋設状況

３ 28区３号土器埋設遺構 埋設状況

４ 28区３号土器埋設遺構 掘り方

５ 30区10号土器埋設遺構 確認状況

６ 30区10号土器埋設遺構 埋設状況

７ 30区10号土器埋設遺構 周囲の礫

８ 30区11号土器埋設遺構 埋設状況

ＰＬ16 １ 18区１号掘立柱建物（南から）

２ 18区１号掘立柱建物（南から）

３ 18区２号掘立柱建物 柱２

４ 18区２号掘立柱建物 柱２

５ 18区２号掘立柱建物（南から）

ＰＬ17 １ 18区２号掘立柱建物（南から）

２ 18区４号掘立柱建物（北から）

ＰＬ18 １ 18区３号掘立柱建物 確認状況（北から）中央部に埋

没谷

２ 18区３号掘立柱建物 確認状況（北から）北西部の一

部が埋没谷上にある。南側に後期の５号・６号列石が

見える。柱穴上面に配石・礫群がのる。

ＰＬ19 １ 18区３号掘立柱建物 確認当初の状況（北から）

埋没谷上の柱穴の上面に配石・礫群がのる。

２ 18区３号掘立柱建物 確認状況（北から）

確認当初は８本柱の構造を想定していた。

ＰＬ20 １ 18区３号掘立柱建物 完掘状況（東から）

棟持ち柱を持つ12本柱の構造が判明。

２ 18区３号掘立柱建物 完掘状況（北東から）

左手の棟持ち柱の上に、後期の６号列石がのる。

ＰＬ21 １ 18区３号掘立柱建物 遠景（北東から）

南側（左手）に後期の６号列石。

２ 18区３号掘立柱建物 遠景（北北東から）

掘立柱建物の南側は、１ⅿほどの段差がある。

ＰＬ22 １ 18区３号掘立柱建物 柱１ 上面の37号配石

２ 同１ 37号配石下の礫群

３ 同１ 礫群中央に柱１の柱痕

４ 同１ 柱１ 柱痕を取り巻く礫

５ 同１ 柱１ 柱痕を取り巻く礫

６ 同１ 底面で礎石を確認

７ 同１ 柱１ 礎石

８ 同１ 柱１ 礎石

ＰＬ23 １ 18区３号掘立柱建物 柱２ 上面の21号配石確認

２ 同１ 21号配石 周囲の小石

３ 同１ 21号配石

４ 同１ 21号配石

５ 同１ 配石下の確認調査

６ 同１ 柱２ 確認状況

７ 同１ 柱２ 確認状況

８ 同１ 柱２ 完掘

ＰＬ24 １ 18区３号掘立柱建物 柱３ 上面の22号配石確認

２ 同１ 22号配石

３ 同１ 配石下で柱３を確認

４ 同１ 柱３ 柱痕を取り巻く礫

５ 同１ 柱３ 下部の状況

６ 同１ 柱３ 完掘

７ 18区３号掘立柱建物 柱４ 上面の38号配石

８ 同７ 柱４ 下層に敷かれた礎石

ＰＬ25 １ 18区３号掘立柱建物 柱４ 柱痕を取り巻く礫

２ 同１ 柱４ 下層に敷かれた礎石

３ 同１ 柱４ 完掘

４ 18区３号掘立柱建物 柱５ 確認状況

５ 同４ 柱５ 柱痕確認状況

６ 同４ 柱５ 完掘

７ 18区３号掘立柱建物 柱６ 確認状況

８ 同７ 柱６ 柱痕確認状況

ＰＬ26 １ 18区３号掘立柱建物 柱６ 完掘

２ 18区３号掘立柱建物 柱７ 遺物出土状況

３ 同２ 柱７ 下層の状況

４ 同２ 柱７ 完掘

５ 18区３号掘立柱建物 柱８ 柱痕確認状況

６ 18区３号掘立柱建物 柱９ 上面の中世土坑

７ 同６ 柱９ 上面の中世土坑

８ 同６ 柱９ 確認状況

ＰＬ27 １ 18区３号掘立柱建物 柱10 柱穴確認状況

２ 同１ 柱10 底面の礎石

３ 同１ 柱10 完掘

４ 18区３号掘立柱建物 柱11

５ 18区３号掘立柱建物 柱12 底面の礫

６ 同５ 柱12 柱痕を取り巻く礫

７ 同５ 柱12 完掘

８ 同５ 柱12 底面の状況

ＰＬ28 １ 20区１号掘立柱建物 全景（南東から）

２ 20区２号掘立柱建物 全景（西から）

ＰＬ29 １ 20区２号掘立柱建物 柱１

２ 同１ 柱１

３ 同１ 柱２

４ 同１ 柱３

５ 同１ 柱４

６ 同１ 柱５

７ 同１ 柱６

８ 同１ 柱７

ＰＬ30 １ 20区５号掘立柱建物 全景（北から）

２ 同１ 柱２ 完掘

３ 同１ 柱２ 柱痕調査

４ 同１ 柱１ 柱痕調査

５ 同１ 柱１ 完掘

ＰＬ31 １ 20区５号掘立柱建物 柱１ 掘り方

２ 同１ 柱３ 柱痕調査

３ 同１ 柱３ 柱痕調査

４ 同１ 柱３ 掘り方

５ 20区６号掘立柱建物 全景（北から）

ＰＬ32 １ 20区６号掘立柱建物 柱１

２ 同１ 柱１ 掘り方

３ 同１ 柱２

４ 同１ 柱２ 掘り方

５ 同１ 柱３ 柱痕調査

６ 同１ 柱３

７ 同１ 柱４ 柱痕調査

８ 同１ 柱４

ＰＬ33 １ 20区７号掘立柱建物 全景（西から）

２ 20区８号掘立柱建物 全景（北から）

ＰＬ34 １ 20区８号掘立柱建物 柱１

２ 同１ 柱２

３ 同１ 柱３

４ 同１ 柱４

５ 29区１号掘立柱建物 全景（南から）

６ 同５ 柱１

７ 同５ 柱２

８ 同５ 柱３

ＰＬ35 １ 19区１号環状柱穴列 全景（東から）



２ 同１ 柱３と柱４

３ 同１ 柱２ 手前に炭化材

４ 同１ 柱２ 炭化材

５ 同１ 柱２ 炭化材

ＰＬ36 １ 19区２号掘立柱建物 柱１

２ 同１ 柱１

３ 同１ 柱２

４ 同１ 柱２

５ 同１ 柱３

６ 同１ 柱３

７ 同１ 柱４ 上面の礫

８ 同１ 柱４ 埋没土上層の礫と遺物

ＰＬ37 １ 19区２号掘立柱建物 柱４ 埋没土上層の礫

２ 同１ 柱４ 完掘

３ 同１ 柱５

４ 同１ 柱５ 完掘

５ 同１ 柱６

６ 同１ 柱６ 下層の礫と遺物

７ 同１ 柱７ 16号住居床面で確認

８ 同１ 柱７ 完掘

ＰＬ38 １ 30区１号環状柱穴列 全景（北北東から）

２ 30区１号環状柱穴列 全景（南東から）

ＰＬ39 １ 30区１号環状柱穴列 柱１ 柱痕調査

２ 同１ 柱１ 完掘

３ 同１ 柱８ 確認状況

４ 同１ 柱８と柱１

５ 同１ 柱２ 柱痕調査

６ 同１ 柱２ 下層の礫

７ 同１ 柱２ 完掘

８ 同１ 柱３ 上面の礫

ＰＬ40 １ 30区１号環状柱穴列 柱５ 上面の礫

２ 同１ 柱５ 柱痕調査

３ 同１ 柱５ 完掘

４ 同１ 柱６ 柱痕調査

５ 同１ 柱６ 完掘

６ 同１ 柱７

７ 同１ 柱穴の調査状況

ＰＬ41 １ 18区１号集石（南東から）

２ 20区１号集石（南から）

３ 20区１号集石（東から）

４ 20区１号集石（南から）

５ 20区１号集石（東から）

６ 20区２号集石（東から）

７ 20区４号集石（北から）

８ 20区４号集石 掘り方確認

ＰＬ42 １ 18区１号焼土（北から）

２ 18区２号焼土 断面調査

３ 18区２号焼土 断面調査

４ 18区２号焼土 掘り方

５ 18区３号焼土 確認状況

６ 18区３号焼土 断面調査

７ 18区４号焼土 断面調査

８ 18区９号焼土 確認状況

ＰＬ43 １ 18区９号焼土 断面調査

２ 18区９号焼土 完掘

３ 18区10号焼土 確認状況

４ 18区11号焼土

５ 18区12号焼土

６ 18区13号焼土 確認状況

７ 同６

８ 同６ 断面調査

ＰＬ44 １ 18区13号焼土 断面調査

２ 同１

３ 同１

４ 同１

５ 18区14号焼土 確認状況

６ 同５

７ 18区15号焼土 確認状況

８ 同７ 断面調査

ＰＬ45 １ 18区16号焼土 確認状況（北から）

２ 同１ 焼土Ａ

３ 同１ 焼土Ａ 断面調査

４ 同１ 焼土Ｂ

５ 同１ 焼土Ｂ 断面調査

６ 同１ 焼土Ｃ

７ 同１ 焼土Ｃ 確認状況

８ 同１ 調査状況

ＰＬ46 １ 18区17号焼土 確認状況

２ 19区１号焼土

３ 19区２号焼土

４ 19区３号焼土

５ 19区４号焼土

６ 19区６号焼土

７ 19区７号焼土

８ 19区８号焼土

ＰＬ47 １ 19区９号焼土

２ 19区10号焼土

３ 19区11号焼土

４ 20区９号焼土 確認状況

５ 同４ 遺物出土状況

６ 同４ 遺物出土状況

７ 同４ 焼土の確認

８ 20区10号焼土

ＰＬ48 １ 20区11号焼土

２ 20区12号焼土

３ 20区13号焼土 確認状況

４ 同３

５ 同３ 断面調査

６ 同３ 断面調査

７ 20区14号焼土

８ 同７

ＰＬ49 １ 20区14号焼土

２ 20区15号焼土

３ 20区16号焼土 確認状況

４ 20区17号焼土

５ 20区18号焼土 確認状況

６ 同５ 焼土下の礫

７ 同５ 焼土下の礫

８ 20区19号焼土

ＰＬ50 １ 20区20号焼土

２ 20区21号焼土

３ 20区22号焼土

４ 20区23号焼土

５ 20区24号焼土

６ 20区25号焼土

７ 20区26号焼土

８ 20区27号焼土

ＰＬ51 １ 20区29号焼土 確認状況

２ 同１ 断面調査

３ 同１ 遺物出土状況

４ 20区30号焼土

５ 20区31号焼土

６ 同５

７ 同５



８ 20区32号焼土

ＰＬ52 18区土器埋設遺構出土遺物（１・２・４・５・６・７号）

ＰＬ53 18区土器埋設遺構出土遺物（７・８・９・10号）

ＰＬ54 18区土器埋設遺構出土遺物（11・12・13・14・16・17号）

ＰＬ55 18区土器埋設遺構出土遺物（19・22・23・24・25号）

ＰＬ56 19区土器埋設遺構出土遺物（１・２・３・４・５・６・７・

９号）

ＰＬ57 20区土器埋設遺構出土遺物（２・３・４・６・11・12・13・

14・15・16号）

ＰＬ58 20区土器埋設遺構出土遺物（18・19・20・21・23号）

ＰＬ59 20区土器埋設遺構出土遺物（24・25・26・28号）

28区土器埋設遺構出土遺物（２号）

ＰＬ60 28区・30区土器埋設遺構出土遺物（３・５・10・11号）

18区12号配石出土遺物（１～20）

ＰＬ61 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・４・７・８）

ＰＬ62 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱９・10・11）

18区４号掘立柱建物出土遺物（柱２・３）

ＰＬ63 20区２号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・５・６・７・

８）

ＰＬ64 20区２号掘立柱建物出土遺物（柱９・10・11・12）

20区５号掘立柱建物出土遺物（柱２・３）

ＰＬ65 20区５号掘立柱建物出土遺物（柱４）

20区６号掘立柱建物出土遺物（柱１・３・４）

20区７号掘立柱建物出土遺物（柱２）

ＰＬ66 20区７号掘立柱建物出土遺物（柱２・３）

20区８号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・４）

29区１号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３）

ＰＬ67 19区１号環状柱穴列出土遺物（柱４）

19区２号環状柱穴列出土遺物（柱１・２）

ＰＬ68 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱２・３）

ＰＬ69 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱３・４）

ＰＬ70 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱７）

ＰＬ71 30区１号環状柱穴列出土遺物（柱１・２・３）

ＰＬ72 30区１号環状柱穴列出土遺物（柱４）

19区１号柱穴列出土遺物

30区１号環状柱穴列出土遺物

ＰＬ73 20区１号集石出土遺物

20区２号集石出土遺物

20区４号集石出土遺物

18区11号焼土出土遺物

20区９号焼土出土遺物⑴

ＰＬ74 20区９号焼土出土遺物⑵

20区13号焼土出土遺物

20区18号焼土出土遺物

29区１号焼土出土遺物
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第１章 調査の方法と経過

第１節 調査に至る経緯

八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

は、建設省関東地方建設局（当時。現在は国土交通

省関東地方建設局）と群馬県教育委員会、長野原町

教育委員会、吾妻町教育委員会（当時。現在は東吾

妻町）がその実施に関する協議を重ね、建設省関東

地方建設局長と群馬県教育委員会教育長が、平成６

年３月18日に「八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化

財の実施に関する協定書」を締結し、八ッ場ダム建

設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査事業の実施計画が

決定されたことによって開始されることとなった。

実施計画書に示された調査組織等の役割は、調査実

施機関は群馬県教育委員会で、調査機関は財団法人

群馬県埋蔵文化財調査事業団である。

この協定をふまえて、平成６年４月１日に関東地

方建設局長と群馬県教育委員会教育長により発掘調

査受諾契約を、同日に群馬県教育委員会教育長と財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長により発

掘調査委託契約を締結し、八ッ場ダム進入路関連遺

跡を調査箇所とする八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵

文化財発掘調査事業が開始された。平成６年度から

実施されている調査は、工事用進入路に関するもの

が主体となっている。これは、八ッ場ダム建設工事

の大規模な工事を円滑に進めるため、機材や重機を

搬入・搬出する進入路や仮設道路の整備が先行され

る状況にあったためである。

平成６年度に締結された協定によると、調査対象

遺跡は48遺跡であり、そのうち本遺跡の位置する長

野原町横壁地区の遺跡は７遺跡であった。横壁地区

でも工事用進入路を原因とする調査が先行され、平

成６年度には協定対象遺跡である横壁勝沼遺跡の調

査が実施された。

本遺跡も平成６年度に締結された協定での対象遺

跡であり、平成６・７年度に行われた横壁勝沼遺跡

の調査が終了した後、平成８年度から調査が行われ

ることになった。工事用進入路部分の調査は平成11

年度に終了し、平成12年度からは横壁地区護岸工事

部分の調査に着手した。詳しくは次節「調査の経過」

にゆずる。

なお、関東地方建設局長と群馬県教育委員会教育

長と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長

は、平成11年４月１日に「八ッ場ダム建設工事に伴

う埋蔵文化財調査の実施に関する協定の一部を変更

する協定書」を締結し、平成11年４月以降は調査実

施機関を財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に変

更し、現在の調査体制に至っている。

また、協定書の対象遺跡で、横壁地区に位置する

７遺跡のうち上野Ⅳ遺跡と観音堂遺跡は、長野原町

教育委員会との協議の結果、本遺跡に統合されるこ

とになった。

第２節 調査の経過

横壁中村遺跡の調査は平成８年度より行われた。

平成８年度から11年度までは工事用進入路部分、平

成12年度からは横壁地区護岸工事部分を中心とした

調査であるが、これらの工事は一体のもので、調査

は継続して行われてきた。各年度ごとの調査範囲は、

図示した通りであるが、年度をまたいで調査された

範囲もあるので、図示した範囲は調査の終了した年

度を表している。各年度ごとの調査経過を調査日誌

を元に抜粋する。

平成８年度 調査事務所の設置、調査区への進入路

等の造成工事などを行ったため、本調査は７月１日

開始となった。本年度は担当者３名による１班での

調査であり、27地区18・28区を中心とする調査を実

施した。進入路が狭く重機を導入できず、人力によ

る掘削を強いられ調査は困難であった。11月23日に

現地説明会を開催し、見学者は157名であった。

平成９年度 前年度の継続である18・28区の調査と

ともに、その西側にあたる19・20・29・30区の表土

掘削を実施し、調査に着手した。担当者は４名の配

置であったが、７月から９月まで１名は久々戸遺跡

の調査にまわっている。調査面積は約5,000㎡であ
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る。11月３・４日に当事業団主催の平成９年度出土

文化財巡回展示会が八ッ場地区で実施され、遺物・

パネルを出展した。

平成10年度 平成８・９年度の継続調査である。担

当者は年度当初４名の配置であったが、うち１名は

林地区及び西久保Ⅰ遺跡の調査を担当することに

なったため、実質３名の１班体制による調査となっ

た。本年度の調査面積は約6,200㎡であった。

平成11年度 前年度までの継続調査と20・30区で調

査区を拡張した。担当者は５名、２班の体制であっ

たが、うち２名が長野原地区の調査を担当すること

になったため、10月末までは３名、１班での調査と

なった。４月29日に前年度に検出された大形敷石住

居、環状柱穴列等を現地説明会で公開し、153名の見

学者を集めた。さらに本年度は調査区西側の28地区

11区でも調査を行ったが、試掘の結果、遺構は確認

できなかった。

また、平成11年８月13日からの豪雨により横壁地

区が被災したため、８月22日まで調査を休止した。

本年度で工事用進入路部分の調査はすべて終了し

た。調査面積は6,200㎡である。

平成12年度 工事用進入路部分の調査が終了したた

め、この南側の代替地護岸工事部分の調査を担当者

７名による２班体制で開始する予定であったが、１

班は林地区の調査に対応することとなり、残る１班

も、西久保Ⅰ遺跡との掛け持ちとなったため、調査

対象面積は当初予定よりも大幅に減少した。本年度

の調査は20区の調査が中心となり、一部18区の試掘

調査を行った。また、調査区南側にあるゲートボー

ル場の東側にパンザマスト（気象用観測マスト）が

設置されるにあたって42㎡を併せて調査し、縄文時

代後期の住居、中世の土坑を検出している。調査面

積1,800㎡であった。

平成13年度 発掘作業員の雇用システムが変更にな

り、調査開始が６月４日となった。本年度の調査対

象地は遺跡中央を流れる山根沢の両側にあり、18・

19・20区にあたる。工事が予定されている山根沢の

西側は、工事行程にあわせて調査が終了した地区を

順次、工事側に引き渡しながら進められた。11月に

国土交通省より希少猛禽類保護のため対策を講じて

ほしいとの要請があり、12月１日から調査体制を縮

小したため調査の一部は次年度に継続となり、調査

面積は当初の6,200㎡から5,200㎡となった。

平成14年度 本年度より当事業団八ッ場ダム調査事

務所が開所し、八ッ場地区の調査を管轄することに

なった。担当者は７名の２班体制での調査となり、

前年度からの継続である18区を中心に調査を行っ

た。本年度は６月から８月にかけて担当者２名が西

ノ上遺跡へ、10月からは担当者４名が上郷岡原遺跡

へ異動している。また、前年度と同様に11月下旬か

ら希少猛禽類保護のため調査体制を縮小しての調査

となった。調査面積は5,400㎡であった。

平成15年度 前年度の継続調査の18区と９・10・19・

20区の調査を行った。担当者は当初６名の配置で

あったが、４月から６月は担当者２名が久々戸遺跡

の調査を行い、７月から１名が整理事業への異動と

なった。また11月からは１名が増員となった。調査

は前年度からの継続であり、18区の埋没河道の調査

から開始し、その後19・20区の調査を行った。本年

度は平成12・13年度の調査区まで終了する予定で

あったが、用地買収が遅れ、一部次年度に継続となっ

た。本年度の調査面積は約8,000㎡であった。

平成16年度 前年度に調査未了となった20区の調査

を行った。担当者２名による１班体制である。本年

度で代替地護岸工事部分の調査終了の予定であった

が、調査区南側の道路沿いの一部が用地買収と墓地

移転の遅れにより、調査が未了となり、次年度以降

に継続となった。本年度の調査面積は約1,400㎡で

あった。

平成17年度 国道145号線部分の調査を、担当者５名

による２班体制で行った。調査区は９・10区である。

調査面積は約14,000㎡であった。

平成18年度 10・20区の平成17年度調査で経塚が検

出された地点を中心に、４月１日から４月13日まで

担当者３名による短期間の調査を実施した。調査面

積は188㎡である。

第１章 調査の方法と経過
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第３節 調査の方法

⑴ 調査の手順

調査は初めはバックフォーによる表土掘削を行

い、順次作業員による遺構確認、遺構調査へと進ん

でいった。遺跡の現況は畑、水田、道路であった。

出土遺物は遺構から出土したものは、その遺構番

号を付し、さらに図面上に出土位置を記録したもの

については個別番号を付し、標高を測定して取り上

げた。遺構外から出土した遺物については、後述す

るグリッド単位で取り上げた。さらに出土位置を記

録したものは遺構出土のものと同様に個別番号を付

し取り上げた。遺構測量は作業員によるものと測量

会社に委託して測量したものがある。縮尺について

は、住居・土坑・配石等は１/20、炉・埋甕・埋設土

器等は１/10、その他の遺構も１/20を原則としたが、

溝・列石等規模の大きい遺構については１/40、全体

図は１/100、１/200で作成した。また、列石の一部

においては、バルーン撮影による空中写真測量も委

託して実施した。

遺構の個別写真は、主に35㎜モノクローム及びリ

バーサル、６×７判モノクロームで撮影し、一部６×

７判リバーサルも状況に応じて使用している。

⑵ 遺跡の名称

本遺跡は、吾妻郡長野原町大字横壁字観音堂に位

置する。発掘調査時の遺跡名称は、財団法人群馬県

埋蔵文化財調査事業団で行っている遺跡命名の慣例

に従うと大字名＋小字名となり、「横壁観音堂遺跡」

となるべきであるが、国土地理院１/25,000地形図

「長野原」によると遺跡地には「中村」という小字

名が記されているため、平成８年度の発掘調査開始

時に「横壁中村遺跡」と命名した。しかし、この「中

村」という小字名は行政的には用いられておらず、

正確には前述の通り「観音堂」である。また、『長野

原町の遺跡―町内遺跡詳細分布調査報告書―』（長野

原町教育委員会 1990）によると本遺跡は「観音堂遺

跡」「上野Ⅳ遺跡」の範囲に入っている。さらに群馬

県遺跡台帳には「横壁中村遺跡」が記されているが

記述によるとこれは本遺跡の南西にあたり、位置が

やや異なる。このように、本遺跡の遺跡名に関して

は若干混乱があるが、長野原町教育委員会との協議

により、「横壁中村遺跡」が本遺跡の正式名称として

決定されている。

⑶ 調査区の設定

調査区の設定については、1994（平成６）年度か

ら始まった八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財の

発掘調査においては、「八ッ場ダム関係埋蔵文化財発

掘調査方法」に基づき実施されてきた。この方法に

ついては、『長野原一本松遺跡(１)』（群埋文 2002）

に詳しいので、詳細はそちらを参照していただきた

い。ここでは概略を記す。

調査区については、八ッ場ダム建設工事に伴う埋

蔵文化財調査対象地内を国家座標（2002年４月改正

以前の日本測地系）を使用し、吾妻郡吾妻町（現東

吾妻町）大柏木の東部付近を基点（Ｘ＝58000.00、

Ｙ＝－97000.00）とした。そして、まずこの基点か

ら１㎞四方の地区（大グリッド）を西に10区画、北

に６区画の60地区を設定した。次に各地区を100ⅿ四

方の区（中グリッド）に区分し、南東隅から西に１

～10区、次の列を11～20区のように100区に区部し

た。更に各区を４ⅿ四方のグリッドに細分した。グ

リッドは、南東を基点に西へＡ～Ｙ、北へ１～25ま

での番号を付し、組み合わせてグリッド名としてい

る（例：20区Ａ―１）。

本遺跡の調査区は、地区では「27地区」を中心と

し、一部「28地区」にかかり、「区」では27地区は「９・

10・17・18・19・20・28・29・30区」、28地区は「１・

11区」に相当している。遺構名称は、区ごとに連続

する番号を付し、区をまたぐ遺構の場合は遺構の主

体と考えられる区の番号を付している。

第１章 調査の方法と経過
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第２章 遺跡の環境

八ッ場地区の遺跡の立地する環境については、既

刊の『長野原一本松遺跡(１)』（群埋文 2002）およ

び『八ッ場ダム発掘調査集成(１)』（群埋文 2003）

に詳述されているので、そちらを参照していただき

たい。ここでは、横壁中村遺跡の立地する地理的環

境および歴史的環境について概観するにとどめる。

第１節 地理的環境

横壁中村遺跡の位置する長野原町は群馬県北西部

に位置し、草津町、嬬恋村、六合村、東吾妻町と接

するとともに、長野県とも県境をなしている。

この地域の地質形成に大きな影響を与えたものに

は吾妻川と浅間山がある。吾妻川は長野県境の鳥井

峠付近に源を発し、東流して渋川市で利根川と合流

する全長76.2㎞の一級河川である。本遺跡はこの合

流点から約43㎞遡った地点であり、また、本遺跡か

ら約６㎞下流には「関東の耶馬溪」の異名をとる国

指定名勝である吾妻渓谷がある。浅間山は町域の南

西部、長野県境に位置し、黒斑・仏岩・前掛山・釜

山の４つの火山体で構成される標高2,568ⅿの成層

火山である。

本遺跡の立地する長野原地域の段丘面は、この吾

妻川と浅間山の活動の影響を多分に受けて形成され

ている。本地域の段丘面は最上位、上位、中位、下

位の４段丘面に区分されるが（長野原町 1993）、こ

のうちの最上位段丘と上位段丘の２面は約21,000万

年前の黒斑火山の噴火に伴い発生し、当時の吾妻川

河床を数10ⅿ以上の厚さで埋めつくした応桑泥流堆

積物がその基盤となっている。最上位段丘は吾妻川

からの比高が約80～90ⅿであり、泥流流下後にほと

んど浸食されずに段丘面となったもの、上位段丘は

比高が約60～65ⅿであり泥流堆積物を浸食し形成さ

れている。これら２面の上には、約11,000年前に噴

出した浅間―草津黄色軽石（As-YPk）を含む関東

ローム層が堆積している。中位段丘は比高30ⅿ前後

で、本遺跡のある横壁地区などこの地域に最も広く

分布する。低位段丘は比高約10～15ⅿである。

横壁中村遺跡は、この長野原町の北東に位置し、

先述のように吾妻川右岸の中位段丘上に立地する。

標高は約570ⅿで、調査区北を流れる吾妻川とは比高

差40ⅿほどの急峻な段丘崖により隔てられている。

また南側には山地が迫り、西は深沢、東は東沢とい

う２本の沢によって深く区画され、調査区のほぼ中

央にも山根沢という小沢が北流している。遺跡のあ

る中位段丘面上は、これらの沢からもたらされた堆

積物や土砂崩れなどによる崖錐堆積物が、吾妻川に

より形成された段丘礫層上を覆い、吾妻川に向かい

緩く傾斜している。調査区内の比高差は約15ⅿであ

る。調査区内には、この崖錐堆積物の夥しい数の礫

が存在し、調査を困難なものとした一因でもあった。

中位段丘については、離水時期は明らかでないが、

本遺跡の調査では段丘礫層上に関東ローム層及び

As-YPkの堆積が認められないことから、それ以降

の離水と考えられる。

浅間山の活動では、本遺跡の中心となる縄文時代

中期から後期にかけては大きな影響はないと考えら

れるが、その後も活動は続き、遺跡内にその痕跡を

とどめている。平安時代の住居の埋土の中には、浅

間山起源と思われる火山灰の堆積が認められるもの

も存在し、また江戸時代の1783（天明三）年には、

噴火とともに泥流を発生させ、流域に甚大な被害を

及ぼしている。本遺跡においても、この天明泥流に

より埋没した畑跡が検出されている。

また、本遺跡の景観を語る上で欠かせないのが丸

岩の存在である。調査区の南南西約1.5㎞に位置する

標高1,124ⅿをはかる岩峰で、100万年ほど前に活動

していた菅峰火山の溶岩に由来すると考えられてい

る。南側を除いた３方が100ⅿにも達する垂直の崖に

囲まれ、本遺跡から望むと巨大な円柱状にも見える

特徴的な山容を呈している。この崖面には、柱状節

理による割れ目が顕著に現れており、山の形状とあ

わせ見た独特の景観は、この遺跡に暮らした人々が

ランドマークとして仰ぎ見たであろうことを推測す

るにたる奇峰と言える。

第１節 地理的環境
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第２節 歴史的環境

横壁中村遺跡のある長野原町は明治22年の町村制

実施の際に、川原畑、川原湯、横壁、林、長野原、

大津、羽根尾、古森、与喜屋、応桑の旧十ヶ村を合

併して成立した。町内での遺跡の調査は、昭和29年

に行われた堪場木遺跡の調査を嚆矢とし、昭和38・

47・48年には群馬県による分布調査が行われ、昭和

53年には石畑Ⅰ岩陰遺跡が発掘調査された。

昭和62年からは八ッ場ダム建設に先行して、町教

委による埋蔵文化財詳細分布調査が実施され、183箇

所の遺跡地が確認された。（その後の調査で、平成17

年３月現在では214遺跡に増加している。）これ以降、

町教委による発掘調査が行われている。さらに平成

６年からは八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発

掘調査事業が当事業団によって進められている。こ

れらの調査をもとに横壁中村遺跡の歴史的環境を概

観してみる。

旧石器時代 長野原町内では、これまでの調査にお

いて旧石器時代の遺跡は確認されていない。吾妻川

流域は前述したように応桑泥流や浅間―草津黄色軽

石（As-YPk）によって厚く覆われており、この下位

を調査することは、掘削方法や安全上の問題などか

ら難しいのが現状である。ただし、柳沢城跡(14)か

ら遺構外ながら細石器文化に伴うと考えられる珪質

頁岩の削器が１点出土しており、より山間部の遺跡

などでこれらの堆積物の下位の調査が実施されれ

ば、当該期の遺跡が確認される可能性は否定できな

い。

縄文時代 長野原町による埋蔵文化財詳細分布調査

によれば現在までに214箇所の遺跡地が確認されて

おり、このうち約半数の105遺跡で縄文時代の遺構、

遺物の存在が確認されている。

まず、草創期の遺跡としては石畑Ⅰ岩陰遺跡(２)

があげられる。奥行４ⅿ、幅40ⅿの大規模な岩陰遺

跡であり、草創期から前期、そして晩期にわたる遺

物と獣骨が出土している。旧石器時代の遺跡は確認

されていないが、縄文時代草創期には長野原町域に

人間が生活していたことを証明する遺跡である。早

期では、楡木Ⅱ遺跡(27)で多くの撚糸文系土器、表

裏縄文土器、スタンプ形石器とともに、竪穴住居が

31軒検出されている。この住居の中には石囲炉を持

つものがあるとともに、重複関係を示すものもある

ことから、同時期の集落における定住性について新

たな視点を与えるものと思われる。また、立馬Ⅰ遺

跡(17)でも撚糸文期の住居と田戸下層式期の住居が

検出されている。この立馬Ⅰ遺跡では、早期から晩

期までのほぼすべての時期の遺物が出土している。

山間の狭隘な谷に位置するこの遺跡からこのように

長い時期にわたって遺物が出土していることは、こ

の地域の縄文時代の環境を復元する上で興味深い事

実である。さらに同時期の遺物は幸神遺跡(28)、長

野原一本松遺跡(29)、坪井遺跡(35)でも出土が確認

されている。

前期の遺跡は、坪井遺跡で花積下層式期の住居と

土坑が検出されているほか、長野県域を主体とする

塚田式、北陸地方の極楽寺式と関連すると思われる

遺物が出土している。また暮坪遺跡(38)では二ツ木

式期の住居が検出されている。さらに長畝Ⅱ遺跡

(41)では黒浜式期の住居が検出されている。本遺跡

でも関山式、あるいは黒浜式期と思われる遺物が出

土しているが、量は少なく、遺構も確認されていな

い。前期後半では、楡木Ⅱ遺跡で諸磯式期の住居が、

川原湯勝沼遺跡(10)で同時期の土坑が検出されてお

り、本遺跡でも同時期の土坑が確認されている。

中期になると遺跡数、遺構量ともに大幅に増加す

る。本遺跡では勝坂式期の住居から中期末まで200軒

以上の住居が確認されている。長野原一本松遺跡で

も本遺跡と同様に大集落が形成されている。ただそ

の始まりは本遺跡より若干時期が下り、中期後半の

加曽利Ｅ式期になってからと思われる。この時期の

特徴としては他地域との密接な交流がうかがえる点

である。本遺跡の出土遺物でも、関東系の土器とと

もに中部高地系、特に長野県東部との強い関連がう

かがえる土器が多く、さらに新潟県方面から持ち込

まれたと思われる土器も少なくない。これは長野原

第２章 遺跡の環境
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一本松遺跡でも新潟県方面から伝播したと思われる

大木系の土器が出土していることや、坪井遺跡でも

新潟県域で主体的な「栃倉類型」などの資料が出土

していることからも確認できよう。

後期になると長野原一本松遺跡の集落はやや縮小

の傾向にあるが、本遺跡は加曽利Ｂ式期まで継続す

る。この時期の住居では、柄鏡形敷石住居の検出例

が多く、本遺跡や長野原一本松遺跡のほか、林中原

Ⅰ遺跡(20)、上原Ⅳ遺跡(21)、向原遺跡(32)、 Ⅱ

遺跡(37)、滝原Ⅲ遺跡(44)、古屋敷遺跡(45)、上郷

岡原遺跡(48)などで確認されている。

晩期になると遺跡数は減少する傾向にあり、前述

した石畑Ⅰ岩陰遺跡以外ではほとんど確認されてい

なかったが、最近の調査により検出例が増加してい

る。川原湯勝沼遺跡では氷Ⅱ式土器による再葬墓と

思われる土坑が検出され、久々戸遺跡(31)では氷式

土器の鉢形土器、立馬Ⅰ遺跡でも長野県北部を主体

とする女鳥羽川式土器の浅鉢が出土している。本遺

跡でも平成15年度の調査で晩期終末から弥生時代初

頭と思われる埋設土器、土坑が確認された。検出で

きた遺構数は少ないが、土器片を中心とする遺物量

は多く、県内でも有数のものと考えられる。

弥生時代 長野原町域では、この時期の遺跡は極め

て希薄である。遺構では、本遺跡で甕形土器を埋設

した前期の再葬墓の可能性のある土坑が検出されて

いるほか、立馬Ⅰ遺跡で前期から中期の住居と中期

の甕棺墓が検出されている程度である。また、楡木

Ⅲ遺跡(25)、坪井遺跡、外輪原Ⅰ遺跡(42)などで前

期から中期の遺物、二社平遺跡(４)で後期の遺物が

出土している。

古墳時代 1938（昭和13）年に編纂された『上毛古

墳綜覧』によれば、長野原町には大津の鉄塚と与喜

屋の五輪塚の２基の古墳が存在するとされている。

しかし、現在までに発掘調査によって確認されたも

のは一つもなく、現時点では東吾妻町の岩島地区が

古墳の西限である。集落としては、林宮原遺跡(22)

で１軒、下原遺跡(23)で１軒の住居が確認されてい

るが、いずれも小規模なものである。

奈良・平安時代 奈良時代の遺跡は極めて希薄で、

分布調査では僅かに羽根尾Ⅱ遺跡(40)で確認された

だけである。これに対して平安時代の遺跡は多く、

97遺跡が確認されている。主な遺跡としては横壁中

村遺跡、花畑遺跡(18)、林宮原Ⅱ遺跡、楡木Ⅱ遺跡、

長野原一本松遺跡、向原遺跡、坪井遺跡などが挙げ

られる。各遺跡での住居の検出数は数軒と少ないが、

楡木Ⅱ遺跡では、９世紀後半から10世紀前半にかけ

ての竪穴住居が約30軒とまとまって検出されてお

り、「三家」や「長」と書かれた墨書土器の存在とと

もに注目される。この地域の平安時代の集落は、楡

木Ⅱ遺跡にみられるように９世紀後半に出現し10世

紀前半に消滅するものがほとんどであり、特徴的で

ある。特徴的な遺物としては、町立中央小学校の敷

地から出土した瓦塔がある。塔の最上層にあたる屋

根部がほぼ完形で残っているもので、現在は同小学

校に保管されている。

中世 この時期の資料は柳沢城跡、丸岩城跡(15)、

長野原城跡(33)、羽根尾城跡(39)、などの城館跡が

中心であったが、近年の発掘調査により遺跡が増え

つつある。西久保Ⅰ遺跡(13)、立馬Ⅰ遺跡、下原遺

跡、二反沢遺跡(24)、楡木Ⅱ遺跡、長野原一本松遺

跡などで遺構が確認されている。下原遺跡では畑跡

や建物跡、二反沢遺跡では区画跡のほか、羽口や鉄

滓など製鉄関連遺跡も検出されている。本遺跡にお

いても、石垣を伴う館跡が検出されており、柳沢城

跡との関連で注目される。また平成12年度には踏査

により金花山砦跡(９)が新たに見つかっている。

近世 近世の遺跡の大部分は1783（天明三）年の浅

間山の噴火に伴い発生した泥流堆積物により埋没し

たものである。主な遺跡としては、東宮遺跡(７)、

西ノ上遺跡(８)、川原湯勝沼遺跡、下田遺跡(19)、

中棚Ⅱ遺跡(26)、尾坂遺跡(30)、久々戸遺跡(31)、

小林家屋敷跡(34)などが挙げられる。多くは畑を中

心とする生産遺跡であるが、東宮遺跡、尾坂遺跡、

下田遺跡、小林家屋敷跡などでは民家跡も検出され

ている。特に小林家屋敷跡は、農業・酒造業を営み

この地域の分限者と呼ばれた小林家の屋敷の一部が

第２節 歴史的環境

7



表１ 周辺遺跡一覧表

番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 の 主 な 内 容 文献

１ 横壁中村 長野原町横壁 本遺跡。 ５．７他

２ 石畑Ⅰ岩陰 長野原町川原畑 県教委昭和53年度調査。縄文草創期から晩期の遺物と獣骨が出土。 30

３ 石畑 長野原町川原畑 事業団平成８・９・10年度調査。縄文前期包含層。弥生中期土坑。近世畑。 ４

４ 二社平 長野原町川原畑 事業団平成８・10年度試掘。弥生後期土器片。近世畑。 ４

５ 三平Ⅰ・Ⅱ 長野原町川原畑 事業団平成16年度調査。縄文前期住居。中世建物。陥し穴多数。 15

６ 上ノ平Ⅰ 長野原町川原畑 事業団平成18・19年度調査。縄文中期中葉から後期住居。平安住居。陥し穴多数。 24

７ 東宮 長野原町川原畑 事業団平成７・９・19年度調査。近世民家、畑。 ４

８ 西ノ上 長野原町川原湯 事業団平成14年度調査。近世畑。 ６

９ 金花山砦跡 長野原町川原湯 町教委・事業団により平成12年度に踏査・確認。中世城跡。

10 川原湯勝沼 長野原町川原湯 事業団平成９・16年度調査。縄文前期後半の土坑、晩期終末期の再葬墓。近世畑。 ８

11 横壁勝沼 長野原町横壁 事業団平成６・７年度調査。縄文中期から後期の土器。槍先形尖頭器が出土。 ４

12 山根Ⅲ 長野原町横壁 事業団平成10・13・18年度調査。縄文中期後半の住居、土坑。 21．24

13 西久保Ⅰ 長野原町横壁 事業団平成６・10・12年度調査。縄文中期末葉の敷石住居、土坑。中期の水場遺構。 ４

14 柳沢城跡 長野原町横壁 町教委平成５年度調査。中世城跡。郭、堀切、土居等検出。 28

15 丸岩城跡 長野原町横壁 中世城跡。 28

16 立馬Ⅱ 長野原町林 事業団平成14年度調査。縄文時代中期初頭から後半の住居。 10

17 立馬Ⅰ 長野原町林 事業団平成13・14年度調査。縄文早期初頭、晩期の住居。弥生中期の住居、甕棺墓。 13

18 花畑 長野原町林 事業団平成９～12年度調査。平安住居。陥し穴多数。 ４

19 下田 長野原町林 事業団平成７年度調査。近世民家、畑。 ４

20 中原Ⅰ 長野原町林 町教委平成15年度調査。縄文後期前半の敷石住居。 38

21 上原Ⅳ 長野原町林 事業団平成15年度調査。縄文後期前半の敷石住居。晩期後半の土器。近世水路。 23

22 林宮原 長野原町林 町教委15年度調査。古墳住居１軒。平安住居６軒。 39

23 下原 長野原町林 事業団平成12～16年度調査。古墳住居１軒。平安住居２軒。中世建物。近世畑。 ５．14

24 二反沢 長野原町林 事業団平成12年度調査。中世区画、製鉄関連遺物。近世畑。 11

25 楡木Ⅲ 長野原町林 事業団平成10年度調査。縄文前期、後期の包含層。弥生中期の包含層。 ４

26 中棚Ⅱ 長野原町林 事業団平成11・15年度調査。近世畑、石垣、道など。 ５

27 楡木Ⅱ 長野原町林 事業団平成12・13年度調査。縄文早期初頭の集落。前期、中期初頭の住居。平安住居。

中世建物。

20．21

28 幸神 長野原町長野原 事業団平成８・９年度調査。縄文中期中葉から後半の住居。古代の可能性ある畑。 19

29 長野原一本松 長野原町長野原 事業団平成６～19年度調査。縄文中期後半から後期初頭にかけての拠点的集落。 ３．17

30 尾坂 長野原町長野原 事業団平成６・７・11・18・19年度調査。近世民家、畑。 ４

31 久々戸 長野原町長野原 事業団平成９～15年度調査。縄文晩期土器。近世畑、道、掘立柱建物。 ５．６

32 向原 長野原町長野原 町教委平成５年度調査。縄文中期から後期の住居。平安住居。 34

33 長野原城跡 長野原町長野原 中世城跡。 28

34 小林家屋敷 長野原町長野原 町教委平成14年度調査。近世礎石建物、土蔵、石垣。 40

35 坪井 長野原町大津 町教委平成３・10年度調査。縄文前期、中期住居。弥生土器。平安住居。 33．36

36 堪場木石器時

代住居

長野原町大津 昭和29年調査。縄文中期後半の住居。群馬県史跡。 26

37 Ⅱ 長野原町大津 町教委昭和63年度調査。縄文後期前半の敷石住居４軒。 32

38 暮坪 長野原町羽根尾 町教委平成12年度調査。縄文前期前半の住居。 37

39 羽根尾城跡 長野原町羽根尾 中世城跡。 28

40 羽根尾Ⅱ 長野原町羽根尾 奈良散布地。 31

41 長畝Ⅱ 長野原町与喜屋 町教委平成12年度調査。縄文前期前半、中期後半の住居。 33

42 外輪原Ⅰ 長野原町与喜屋 町教委平成７年度試掘。縄文前期後半の土器。弥生土器。 27

43 上ノ平 長野原町与喜屋 縄文中期、後期の土器、石器類出土。 28

44 滝原Ⅲ 長野原町応桑 町教委平成８年度調査。縄文中期後半の住居。中期末の敷石住居。 35

45 古屋敷 長野原町応桑 昭和34年発見。縄文後期前半の敷石住居。 28

46 広池 六合村赤岩 群馬大学昭和44年度調査。縄文中期後半の住居。 １

47 上郷Ａ 東吾妻町三島 事業団平成15年度調査。陥し穴多数。押型文土器出土。 ６

48 上郷岡原 東吾妻町三島 事業団平成14年度調査。縄文中期後半から後期前半住居。近世民家、畑。 18

第２章 遺跡の環境
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検出されたものであり、文献との照合もなされ重要

な発見である。本遺跡からは墓跡や泥流堆積物によ

り埋没した畑跡が検出されている。また平成17年度

調査では経塚を検出し、多数の一字一石経が出土し

ている。

泥流下から発見される遺跡は、旧地表面がそのま

ま保存されているものが多く、集落や生産域の構成

要素及びその関連性を具体的に読み取ることが可能

である。泥流の発生した日時が明らかであるため、

遺物の時期をほぼ限定することも可能であり、また、

通常では残らない建築部材や漆器などの植物遺存体

の検出例も多い。今後水没地の調査が進展するにつ

れ、泥流に埋没した遺跡の調査はさらに増えること

が予想され、近世農村史研究に多大な寄与をもたら

すものと考えられる。

参考文献（番号は表１の文献欄に対応）

１．六合村 1973『六合村誌』

２．群埋文 1998『長野原久々戸遺跡』第240集

３．群埋文 2002『長野原一本松遺跡(１)』八ッ場ダム建設工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第１集

４．群埋文 2003『八ッ場ダム発掘調査集成(１)』八ッ場ダム建設

工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第２集

５．群埋文 2003『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村

遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第３

集

６．群埋文 2004『久々戸遺跡(２)・中棚Ⅱ遺跡(２)・西ノ上遺跡・

上郷Ａ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

書第４集

７．群埋文 2005『横壁中村遺跡(２)』八ッ場ダム建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書第５集

８．群埋文 2005『川原湯勝沼遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書第６集

９．群埋文 2006『横壁中村遺跡(３)』八ッ場ダム建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書第７集

10．群埋文 2006『立馬Ⅱ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書第８集

11．群埋文 2006『上郷Ｂ遺跡 廣石Ａ遺跡 二反沢遺跡』八ッ場

ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第９集

12．群埋文 2006『横壁中村遺跡(４)』八ッ場ダム建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書第10集

13．群埋文 2006『立馬Ⅰ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書第11集

14．群埋文 2007『下原遺跡Ⅱ』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告書第12集

15．群埋文 2007『三平Ⅰ・Ⅱ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書第13集

16．群埋文 2007『横壁中村遺跡(５)』八ッ場ダム建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書第14集

17．群埋文 2007『長野原一本松遺跡(２)』八ッ場ダム建設工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第15集

18．群埋文 2007『上郷岡原遺跡(１)』八ッ場ダム建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書第16集

19．群埋文 1998『年報17』

20．群埋文 2001『年報20』

21．群埋文 2002『年報21』

22．群埋文 2003『年報22』

23．群埋文 2005『年報23』

24．群埋文 2007『年報26』

25．群馬県史編纂委員会 1988『群馬県史 資料編』１

26．塩野新一 1972『群馬県吾妻郡長野原町 堪場木遺跡調査（概

報）』

27．富田孝彦 2000「外輪原遺跡の弥生中期土器」『群馬考古学手帳』

10

28．長野原町 1976『長野原町誌』上巻

29．長野原町 1993『長野原町の自然』

30．長野原町教育委員会・高崎鉄道管理局 1979『石畑遺跡略報』

31．長野原町教育委員会 1990『長野原町の遺跡―町内遺跡詳細分

布調査報告書―』

32．長野原町教育委員会 1990『 Ⅱ遺跡』

33．長野原町教育委員会 1992『長畝Ⅱ遺跡・坪井遺跡』

34．長野原町教育委員会 1996『向原遺跡』

35．長野原町教育委員会 1997『滝原Ⅲ遺跡』

36．長野原町教育委員会 2000『坪井遺跡Ⅱ』

37．長野原町教育委員会 2001『暮坪遺跡』

38．長野原町教育委員会 2004『町内遺跡Ⅳ』

39．長野原町教育委員会 2004『林宮原遺跡Ⅱ』

40．長野原町教育委員会 2005『小林家屋敷跡』
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第３図 横壁中村遺跡全体図（1/1000）



第３章 発見された遺構と遺物

第１節 遺跡の概要

横壁中村遺跡は、縄文時代中期後半から後期後半

を中心とする集落遺跡で、平成18年度までの調査で

竪穴住居230軒以上が確認されており、県内でも有数

の大規模集落であることが判明しつつある。

遺跡は、その中央を流下する通称「山根沢」の両

側に展開しており、東側は「丸岩」の足下から流れ

る「東沢」までを範囲としている。北側及び西側の

範囲は今後の調査に追うところとなるが、冬には午

後３時で日が山に入る北向きの台地に、これほどの

大規模集落が維持されたのは、間近にこれらの沢が

あったからであろう。

この地で人々の生活が始まるのは、縄文時代早期

からで、19区の山根沢沿いで撚糸文土器が少量出土

している。前期では、初頭の花積下層式から諸磯ｃ

式までの土器が断続的に出土しているが、この時期

の住居はまだ確認されていない。中期では、五領ヶ

台式から勝坂式にかけての土器がかなり広範囲で出

土しており、土坑はいくつか確認されている。住居

が出現するのは勝坂式後半からである。中期後半は

集落が最大規模となり、その後も集落はやや規模を

縮小しながら継続し、列石遺構や配石遺構、掘立柱

建物等が伴う集落が後期前半まで認められる。後期

後半になると山根沢の西側に配石墓群が形成され

る。この時期の集落の構成はまだはっきりしない。

後期後半以後の様子を示す材料は少ないが、晩期終

末期の遺物は多量に出土しており、本地域の主要遺

跡の一つといって良いだろう。

弥生中期前半期の遺物も比較的多く出土している

が、県内で稲作農耕が始まる中期後半期になると活

動の痕跡は途絶えてしまう。この状況は、本遺跡に

限らず、西吾妻地域全体に認められる傾向である。

その後、本地域に集落が戻るのは９世紀代からで、

本遺跡でも平安時代の住居が数軒確認され、炭化し

た床材が遺存する焼失住居跡も検出されている。

中世になると本地域には、海野一族が支配する「三

原荘」が成立し、戦国時代にはその一系でもある真

田氏が、甲斐武田氏の指示で本地域を掌握するよう

になる。本遺跡の南西には柳沢城と丸岩城があり、

遺跡内では20区を中心に鍛冶場を伴う中世の館が確

認されている。また、その他に中世から江戸期の墓

や経塚、天明三年の浅間山噴火に伴う泥流で埋没し

た畑も検出されている。

以上が本遺跡の概要であるが、遺跡の内容は多岐

にわたるため、今回は、平成16年度までに調査され

た掘立柱建物、埋設土器、焼土等についての報告で

あり、資料編的な内容と捉えていただきたい。表２

は現段階における本遺跡の遺構種別ごとにその数を

集計したものである。特に、本年度整理を行った掘

立柱建物、埋設土器、土坑などについては、これま

でに報告されたものと数量が変更されている。本遺

跡の整理は継続中であるため、さらに変更される可

能性があることをご了解いただきたい。

表２ 横壁中村遺跡遺構数集計表（平成８～16年度）

９区 10区 18区 19区 20区 28区 29区 30区 合計

竪穴住居 1 3 27 52 104 19 18 13 237

土坑 縄文 86 110 272 11 21 28 528

弥生 4 4

平安 １ １ 2

中世以降 161 134 170 2 1 4 472

掘立柱建物 縄文 4 6 1 11

中世 3 7 10

埋設土器 縄文 2 23 9 27 4 2 67

９区 10区 18区 19区 20区 28区 29区 30区 合計

配石遺構 42 17 28 17 53 15 172

列石遺構 7 4 5 12 4 32

集石遺構 1 4 5

環状柱穴列 縄文 2 1 3

柱穴列 縄文 1 1 2

中世 1 1

焼土 縄文 1 2 2 2 1 8

中近世 12 6 16 34

埋没河道 1 5 6

第１節 遺跡の概要
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第２節 基本土層（第４図）

本遺跡が乗る段丘面は、岩盤の上に吾妻川が運ん

だ段丘礫層を基盤としており、その上に南側の岩塊

を核とする山地からの崩落土と礫が繰り返し堆積し

て形成された、北向きの緩傾斜地に遺跡は立地して

いる。台地上の基本土層は、図に示した ～ 層ま

で確認しているが、この10層が１箇所ですべて揃う

断面は今のところ認められない。また、各土層の層

厚は地区によって異なっているため、あえて記入し

ていない。

今回の報告対象となる縄文時代中期の遺構は、土

層としては 層に該当するが、第１章本文中で「地

山の黄色砂質土」と呼んでいるのは、 層に該当する。

第４図 横壁中村遺跡基本土層

Ⅰ層 表土（耕作土）

Ⅱａ層 浅間Ａ泥流

Ⅱｂ層 浅間Ａ軽石

Ⅱｃ層 浅間Ａ軽石下畑の耕作土

Ⅲ層 淡褐色土 軟質で炭化物を含む。中世に比定される土壌で、20区１号館付近では炭化物

を多量に含み、黒土化していた。

Ⅳ層 灰黒褐色土 やや軟質で均質。古代に比定される土壌であるが、本遺跡では大半が混土

化されて、層としてはほとんど残っていない。

Ⅴ層 黄褐色土 やや軟質。縄文時代後期後半頃の土壌で、加曽利Ｂ式期の遺構と関連する。

今のところ、山根沢周囲に認められることから、Ⅷ層ないしはローム層の２次堆積の可

能性が高い。

Ⅵ層 灰褐色土 締まりのある土壌で、黄色軽石や白色粒子を多く含む。縄文時代に比定され

る土壌で、中期から後期前半の遺構・遺物はこの土層中に含まれる。なお、下半部を中

心に多量の礫（山石）を含む。

Ⅶ層 西側縁辺に特有に土壌で、層位はⅧ層と同じであり、沢沿いに流れたものかもしれない。

この土層の上層部には縄文時代前期前半の土器が包含され、この土層で埋没した土坑も

確認されている。

Ⅷ層 黄褐色粘質土 崩落したローム層の２次堆積土で、多量の礫・砂礫を含む部分が多い。

本遺跡では20区の西半部でのみ確認されており、現在の山根地区集落はこの土層の高ま

りの上に立地していると考える。供給源は山根集落南側の沢上流部、つまり丸岩の北麓

で、崩落時期は縄文時代早期後半頃と思われる。

Ⅸ層 黒褐色粘質土 硬質で粘性が強く、黄色軽石と白色粒子を多量に含む。

Ⅹ層 黄色砂礫層 吾妻川が運んだ段丘砂礫層で、本遺跡北側の崖面では15ⅿ以上の堆積が確

認できる。この下層は基盤の岩塊となる。

第３章 発見された遺構と遺物
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第３節 土器埋設遺構

縄文時代の土器を埋設した遺構は、調査段階で総

計71基が確認された。各区の内訳は18区に23基、19

区に９基、20区に28基、28区に６基、29区に１基、

30区に４基が分布する。これは集落の密集の度合い

を反映しているが、この数が直ちに土器埋設遺構の

総数とはならない。

当遺跡はローム層の堆積が認められず、南側に迫

る山地からの礫を多量に含む崩落土や雨水による堆

積があり、縄文時代の遺構は黒褐色土中に遺構面を

構築したものも多い。また、後世の畑耕作等に伴う

削平もかなり及んでいることから、住居の炉内に埋

設した土器や埋甕が単独で確認される事例や、埋設

土器の一部が散乱している事例も数多い。本来は発

掘調査時に遺構の見極めと検討を加えるべきだが、

諸般の事情で果たされていないため、整理作業では

周辺グリッド出土遺物との接合関係の確認と、土器

本体の観察、特に炉内埋設土器に認められる二次的

な被熱痕跡の観察等を実施し、周辺遺構との関係も

考慮して検討を加えた。

その結果、単独の土器埋設遺構と判断されるもの

は総数56基で、他に住居の施設と判断されるものが

10基、土器埋設遺構とは認められないもの５基と

なった。また、単独の土器埋設遺構には、土坑内に

埋設されたものと、そうでないものとがある。

表３（19～20頁）に一覧を掲載した。網掛けした

ものは今回は掲載していないもので、欠番、名称変

更のほかに、住居の施設に変更されてすでに報告し

たもの、住居の施設として今後報告を予定している

もの、土器埋設遺構とは判断できないもの、などを

含む。今回報告したもののなかにも、住居の施設と

判断されるものも含んでおり、再度検討を加えるつ

もりである。

また、第５図～第７図に区毎の分布図を示した。

これは付図を区毎に裁断したもので、縄文時代中期

～後期の主要遺構と重ねて表示してある。調査区外

の地形を表現していないため、第１図の地形図と併

せて見ていただきたい。調査区の北側は吾妻川が東

西に流れており、本遺跡とは比高差30ⅿ以上の断崖

で画されている。調査区の東側、つまり18区の東側

には、南側の山地から流れる東沢があり、これも遺

跡内との比高差は５ⅿ以上あるが、本遺跡にとって

重要な水源である。遺跡中央を南北に蛇行する山根

沢（濃いトーンで表示、調査結果を加味して復元）

も、本遺跡の重要な水場で、現在も適度な水を供給

している。淡いトーンで示したのは埋没谷で、年代

ははっきりしないが、地山土のシルト～砂質土が堆

積する際に南側の山地から流れる沢によって刻まれ

た痕跡で、このうち18区の中央を南東から北西に横

切る谷は、上層に縄文時代中期から後期前半代の遺

物と礫を大量に包含している。この谷については、

本文中で埋没谷と表記する。19区・20区の北半部か

ら29区・30区には、中期後半の環状集落があり、29

区西側には後期後半の配石墓群がある。整理作業は

未だ途上にあり、時期別の遺構分布は今後の課題で

ある。

ここでは、全体の分布状況を見ておきたい。本遺

跡で土器埋設遺構が一般化するのは、中期勝坂３式

～加曽利Ｅ１式期からで、その後、後期堀之内２式

期までのものが確認されている。それ以前の時期で

は、前期黒浜式期が１基（19区５号）あるが、これ

は住居の炉と判断した。ただし、勝坂３式～加曽利

Ｅ１式は３基のみで、次ぐ加曽利Ｅ２式期の土器埋

設遺構は確認されていないため、この点については

検討を要する。

山根沢の西側の分布は、ほぼ環状集落の分布に符

合している様に見える。時期別にみると、中期のも

のと後期のものが拮抗しており、継続的な分布のよ

うに見えるが、実際には後期の住居分布は環状集落

を継承してはいない。ただし、集落は継続している

可能性が高く、今後の作業でその実態を明らかにし

ていきたい。山根沢の東側の分布も、西側と同様に、

住居群分布と符合している。ここでは中期のものが

やや優勢であり、後期のものは分布が西側に偏る傾

向が認められる。

第３節 土器埋設遺構
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第５図 20区・30区土器埋設遺構分布図

第３章 発見された遺構と遺物
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第６図 19区・29区土器埋設遺構分布図

第３節 土器埋設遺構
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第７図 18区・28区土器埋設遺構分布図

第３章 発見された遺構と遺物
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表
３

横
壁
中
村
遺
跡

土
器
埋
設
遺
構
一
覧

＊
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
土
器
の
大
き
さ
を
、
口
径
40
㎝
以
上
を
大
形
、
40
～
25
㎝
を
中
形
、
25
㎝
以
下
を
小
形
と
表
記
す
る
。

遺
構
名

位
置

時
期

型
式

名
調
査

器
種

大
き
さ

使
用

部
位

設
置

認
定

備
考

18
区
１
号

Ｏ
-2
5

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
中

19
98

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
列
石
南
側
礫
群
中
に
あ
り
。
上
面
に
石
蓋
。

18
区
２
号

Ｐ
-2
5

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
中

19
98

深
鉢

大
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
直
下
か
ら
小
形
深
鉢
（
２
埋
―
２
）
出
土
。
グ
リ
ッ
ド
２
点
接
合
。

18
区
３
号

Ｌ
-2
0

欠
番

19
98

欠
番

11
号
埋
設
に
変
更

18
区
４
号

Ｐ
-2
5

中
期

唐
草
文
系

19
98

深
鉢

胴
部
下
半
～
底
部

正
位

覆
土

大
形
土
器
の
下
半
部
。
被
熱
な
し
。
５
号
を
炉
と
す
る
住
居
の
遺
物
か
。

18
区
５
号

Ｐ
-2
5

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

19
98

深
鉢

小
形

胴
部
上
位
～
下
位

正
位

炉
周
囲
に
板
石
。
上
端
被
熱
明
瞭
。
炉
と
認
定
。

18
区
６
号

Ｐ
-2
5

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

19
98

深
鉢

胴
部
下
半
～
底
部

正
位

埋
甕

大
形
土
器
の
下
半
部
。
被
熱
な
し
。
５
号
を
炉
と
す
る
住
居
の
遺
物
か
。

18
区
７
号

Ｔ
-2
3

後
期

称
名
寺
１
式

19
98

深
鉢

大
形

胴
部
中
位
～
底
部
1/
3

正
位

炉
円
形
状
の
土
坑
内
に
埋
設
。
周
囲
か
ら
遺
物
出
土
。

18
区
８
号

Ｒ
-1
4

後
期

後
期
前
半

20
01

深
鉢

大
形

胴
部
中
位

正
位

炉
上
端
部
５
～
７
㎝
幅
が
変
色
。
小
形
棒
状
礫
の
磨
石
共
伴
。

18
区
９
号

Ｑ
-1
4

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
新

20
01

深
鉢

大
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
掘
り
方
不
明
瞭
。

18
区
10
号

Ｐ
-1
5

後
期

堀
之
内
１
式

20
01

深
鉢

大
形

口
縁
～
胴
部
下
位
1/
4

墓
石
組
み
の
隅
に
大
形
破
片
を
重
ね
て
縦
位
に
設
置
。
グ
リ
ッ
ド
３
点
接
合
。

18
区
11
号

Ｌ
-2
0

中
期

唐
草
文
系

20
01

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
３
号
埋
設
土
器
か
ら
変
更
。
掘
り
方
不
明
。

18
区
12
号

Ｒ
-1
3

中
期

加
曽
利
Ｅ
１
式
古

20
01

深
鉢

大
形

完
形
、口

縁
１
/２

欠
損

斜
位

墓
注
記
は
11
号
。
楕
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。

18
区
13
号

Ｗ
-2
1

後
期

堀
之
内
１
式

20
02

深
鉢

小
形

口
縁
～
胴
部
下
半

正
位

炉
１
/３

を
欠
失
。

18
区
14
号

Ｑ
-1
6

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
中

20
02

深
鉢

大
形

完
形
品

逆
位

墓
楕
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。

18
区
15
号

Ｎ
-1
5

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
新

20
02

深
鉢

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

横
壁
（
４
）
で
報
告
済
み
（
18
区
12
住
埋
甕
）

18
区
16
号

Ｘ
-1
1

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
中

20
02

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

正
位

墓
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。
土
器
下
に
柱
穴
状
の
落
ち
込
み
。

18
区
17
号

Ｔ
-1
3

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
中

20
02

深
鉢

大
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
掘
り
方
不
明
。

18
区
18
号

Ｑ
-６

後
期

20
02

19
号
住
居
の
炉
に
変
更
。
後
期
住
居
と
し
て
後
日
報
告
予
定
。

18
区
19
号

Ｖ
-1
1

後
期

後
期
前
半

20
02

深
鉢

中
形

胴
部
中
位

正
位

墓
グ
リ
ッ
ド
13
点
接
合
。

18
区
20
号

欠
番

欠
番

18
区
21
号

Ｊ
-1
1

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

20
02

深
鉢

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

埋
甕

横
壁
（
４
）
で
報
告
済
み
（
18
区
24
住
埋
甕
）

18
区
22
号

Ｉ
-1
1

中
期

加
曽
利
Ｅ
４
式
古

20
02

深
鉢

大
形

口
縁
～
胴
部
中
位

正
位

埋
甕

口
縁
部
に
小
石
が
め
ぐ
り
、
周
囲
に
敷
石
あ
り
。
グ
リ
ッ
ド
１
点
接
合
。

18
区
23
号

Ｗ
-1
6

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
新

20
02

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
47
号
配
石
中
に
あ
り
、
丸
石
（
23
埋
―
２
）
近
接
。

18
区
24
号

Ｉ
-1
2

中
期

曽
利
Ⅳ
～
Ⅴ
式

20
02

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

正
位

埋
甕

周
囲
に
厚
手
の
敷
石
あ
り
。
グ
リ
ッ
ド
２
点
接
合
。

18
区
25
号

Ｗ
-1
4

後
期

後
期
前
半

20
02

深
鉢

大
形

胴
部
中
位
～
下
位

逆
位

墓
上
面
に
土
器
集
中
。

19
区
１
号

Ｘ
-1
9

後
期

後
期
前
半

20
01

深
鉢

胴
部
中
位
～
底
部

正
位

墓
周
囲
に
板
石
あ
り
。

19
区
２
号

Ｆ
-1
2

後
期

堀
之
内
１
式

20
02

深
鉢

小
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
40
号
住
居
を
切
る
。
被
熱
痕
跡
な
し
。

19
区
３
号

Ｆ
-1
3

後
期

堀
之
内
１
式

20
02

深
鉢

胴
部
下
位
～
底
部

正
位

炉
40
住
炉
の
一
部
を
切
る
。
上
端
部
被
熱
変
色
。
底
部
内
面
に
凹
石
。

19
区
４
号

Ｘ
-1
2

後
期

称
名
寺
１
式

20
03

深
鉢

中
形

胴
部
中
位
～
底
部

正
位

墓
34
号
住
居
を
切
る
。
凹
石
共
伴
。

19
区
５
号

Ｔ
-1
8

前
期

黒
浜
式

20
03

深
鉢

胴
部
中
位
～
下
位

正
位

炉
住
居
の
炉
と
み
る
の
が
妥
当
。

19
区
６
号

Ｙ
-1
8

後
期

堀
之
内
２
式

20
03

深
鉢

小
形

口
縁
～
胴
部
下
位
2/
3

正
位

祭
祀

朝
顔
形
、
被
熱
な
し
、
４
号
列
石
下
で
確
認
。

19
区
７
号

Ｖ
-1
8

後
期

堀
之
内
２
式

20
03

深
鉢

大
形

口
縁
～
底
部
１
/３

埋
納

４
号
列
石
下
で
確
認
。
破
片
を
重
ね
て
押
し
込
ん
だ
状
態
。

19
区
８
号

Ｗ
-1
8

後
期

堀
之
内
１
式

20
03

深
・
浅
鉢

口
縁
～
底
部

正
位

炉
複
数
個
体
の
土
器
を
使
用
。
後
期
住
居
炉
に
変
更
。
後
日
報
告
予
定
。

19
区
９
号

Ｖ
-1
5

後
期

後
期
前
半

20
03

深
鉢

大
形

底
部

正
位

炉
14
2号

土
坑
を
対
ピ
ッ
ト
と
す
る
住
居
の
炉
か
。

20
区
１
号

Ｕ
-2
1

後
期

称
名
寺
１
式
期

19
99

深
鉢

口
縁
～
胴
部
中
位

正
位

埋
甕

11
号
住
居
の
埋
甕
に
変
更
。
上
端
部
劣
化
。
後
日
報
告
予
定
。

20
区
２
号

Ｎ
-2
2

後
期

後
期
前
半

19
99

深
鉢

大
形

胴
部
中
位
～
底
部

正
位

墓
１
号
掘
立
柱
建
物
柱
１
を
切
る
。
上
部
は
攪
乱
で
消
失
か
。

20
区
３
号

Ｕ
-2
5

中
期

唐
草
文
系

19
99

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

正
位

埋
甕

横
壁
（
２
）
報
告
済
み
の
22
号
住
居
の
埋
甕
と
な
る
。

20
区
４
号

Ｏ
-2
4

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

19
99

深
鉢

大
形

口
縁
部
片

逆
位

墓
口
縁
端
部
の
一
部
の
み
確
認
。
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遺
構
名

位
置

時
期

型
式

名
調
査

器
種

大
き
さ

使
用

部
位

設
置

認
定

備
考

20
区
５
号

Ｐ
-2
3

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

19
99

深
鉢

口
縁
～
胴
中
位

正
位

埋
甕

横
壁
（
２
）
で
報
告
済
み
（
20
区
30
住
埋
甕
）

20
区
６
号

Ｐ
-2
4

中
期

曽
利
Ⅲ
式

19
99

深
鉢

小
形

胴
中
位
～
底
部

正
位

墓
円
筒
状
の
土
坑
内
に
埋
設
。

20
区
７
号

19
99

深
鉢

30
区
に
変
更
。

30
区
に
変
更

20
区
８
号

Ｐ
-2
3

中
期

唐
草
文
系

19
99

深
鉢

口
縁
～
胴
中
位

正
位

炉
横
壁
（
２
）
で
報
告
済
み
（
20
区
30
住
炉
）

20
区
９
号

深
鉢

30
区
に
変
更
。

30
区
に
変
更

20
区
10
号

Ｏ
-1
9

後
期

称
名
寺
１
式

20
00

深
鉢

大
形

口
縁
～
胴
部
下
位

正
位

墓
39
住
埋
甕
か
ら
変
更
。
円
筒
状
の
土
坑
内
に
埋
設
。

20
区
11
号

Ｋ
-2
0

中
期

唐
草
文
系

20
00

台
付
深
鉢

小
形

胴
中
位
～
底
部

正
位

２
号
掘
立
柱
建
物
の
西
側
に
あ
り
。

20
区
12
号

Ｋ
-2
0

後
期

後
期
前
半

20
00

深
鉢

胴
中
位
～
底
部

正
位

炉
数
片
の
土
器
が
伴
出
。
11
号
と
近
接
。

20
区
13
号

Ｑ
-1
8

中
期

中
期
後
半

20
00

深
鉢

胴
下
半
～
底
部

覆
土

42
号
住
居
の
遺
物
か
。

20
区
14
号

Ｂ
-1
9

後
期

堀
之
内
１
式

20
01

深
鉢

中
形

口
縁
～
底
部
3/
4

逆
位

祭
祀

４
号
列
石
下
で
確
認
。
円
形
状
の
土
坑
内
に
埋
設
。

20
区
15
号

Ｇ
-1
9

中
期

唐
草
文
系

20
01

深
鉢

大
形

胴
部
中
位
～
下
位

正
位

墓
楕
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。
小
形
棒
状
礫
の
台
石
共
伴
。

20
区
16
号

Ｂ
-2
0

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

20
01

深
鉢

大
形

胴
部
中
位
～
下
位

正
位

上
面
に
円
礫
が
の
り
、
周
囲
に
板
石
が
散
乱
。

20
区
17
号

Ｌ
-４

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
新

20
03

深
鉢

胴
中
位
～
下
位

正
位

埋
甕

横
壁
（
５
）
で
報
告
済
み
（
20
区
12
2住

埋
甕
）

20
区
18
号

Ｇ
-1
2

後
期

称
名
寺
１
式

20
03

深
鉢

中
形

胴
部
中
位
～
下
位

正
位

墓
1
0
2
住
・
1
0
5
住
を
切
る
。
楕
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。
上
面
に
棒
状
円
礫
、
周
囲
に
土
器

散
乱
。
グ
リ
ッ
ド
1
3
点
接
合
。

20
区
19
号

Ｈ
-1
0

後
期

称
名
寺
１
式

20
03

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

正
位

墓
97
号
住
居
を
切
る
。
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。

20
区
20
号

Ｇ
-1
3

後
期

称
名
寺
１
式

20
03

深
鉢

中
形

胴
部
中
位
～
底
部

正
位

墓
円
形
状
の
土
坑
内
に
埋
設
。
底
部
内
面
に
凹
石
。

20
区
21
号

Ｇ
-1
2

後
期

後
期
前
半

20
03

鉢
中
形

胴
部
上
位
～
底
部

正
位

墓
特
殊
な
把
手
付
き
鉢
。
18
号
に
隣
接
。

20
区
22
号

Ｇ
-1
1

中
期

加
曽
利
Ｅ
４
式

20
03

深
鉢

完
存

横
転

横
壁
（
５
）
で
報
告
済
み
（
20
区
97
住
覆
土
の
土
器
）

20
区
23
号

Ｇ
-1
2

中
期

唐
草
文
系

20
03

深
鉢

小
形

胴
部
上
位
～
中
位

正
位

炉
10
5住

と
重
複
。
石
囲
い
を
伴
う
。
上
端
部
被
熱
痕
跡
明
瞭
。

20
区
24
号

Ｄ
-1
2

中
期

唐
草
文
系

20
03

深
鉢

中
形

完
形

正
位

埋
甕

10
7号

住
居
内
に
あ
り
。

20
区
25
号

Ｌ
-1
2

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
中

20
04

深
鉢

中
形

胴
部
中
位

正
位

掘
り
方
不
明
。
住
居
の
炉
あ
る
い
は
埋
甕
か
。

20
区
26
号

Ｍ
-1
0

中
期

唐
草
文
系

20
04

深
鉢

中
形

口
縁
部
～
胴
部
中
位

逆
位

埋
甕

上
面
に
蓋
石
が
の
り
、
直
下
に
も
板
石
あ
り
。

20
区
27
号

Ｔ
-1
1

中
期

唐
草
文
系

20
04

深
鉢

口
縁
～
胴
下
位

横
転

土
器
埋
設
遺
構
に
あ
ら
ず
。
欠
番
。

20
区
28
号

Ｎ
-５

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
新

20
04

深
鉢

小
形

口
縁
～
胴
部
中
位
1/
3

逆
位

周
囲
に
礫
あ
り
。
土
器
は
３
分
の
１
の
破
片
。

20
区
29
号

Ａ
-2
1

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
新

20
01

深
鉢

大
形

口
縁
～
胴
部
上
位

逆
位

墓
44
7号

土
坑
か
ら
変
更
。
楕
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。

20
区
30
号

Ａ
-2
1

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
新

20
01

深
鉢

中
形

胴
部
上
位
～
下
位

逆
位

墓
44
8号

土
坑
か
ら
変
更
。
楕
円
形
の
土
坑
内
に
埋
設
。

28
区
１
号

Ｆ
-１

中
期

唐
草
文
系

19
96

深
鉢

小
形

口
縁
～
胴
中
位

正
位

炉
礫
群
中
に
あ
り
。
住
居
炉
の
可
能
性
あ
り
。
土
器
所
在
不
明
中
。

28
区
２
号

Ｇ
-１

中
期

加
曽
利
Ｅ
１
式
古

19
98

深
・
浅
鉢

口
縁
部
・
胴
部
・
底
部

方
形
状
の
掘
り
方
に
別
個
体
数
片
を
重
ね
て
埋
納
。

28
区
３
号

Ｋ
-３

中
期

加
曽
利
Ｅ
１
式
古

19
96

深
鉢

小
形

胴
部
中
位
～
底
部

正
位

炉
台
付
き
土
器
台
部
共
伴
。

28
区
４
号

Ｌ
-３

欠
番

19
97

配
石
中
に
土
器
片
が
集
積
。

28
区
５
号

Ｐ
-１

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
中

19
96

深
鉢

中
形

胴
部
中
位
～
底
部

正
位

埋
甕

12
号
配
石
内
の
大
形
地
山
礫
に
接
し
て
設
置
。

28
区
６
号

Ｐ
-４

中
期

唐
草
文
系

19
97

深
鉢

胴
部
下
位
～
底
部

正
位

11
号
住
居
石
囲
い
炉
の
上
面
に
あ
り
。
覆
土
中
の
遺
物
で
あ
ろ
う
。

29
区
１
号

Ｙ
-１

欠
番

19
99

埋
設
に
あ
ら
ず
。
22
号
住
居
の
遺
物
。

30
区
７
号

Ｎ
-２

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式
古

19
99

深
鉢

胴
部
中
位

正
位

炉
30
区
32
号
住
居
の
炉
に
変
更
。
後
日
報
告
予
定
。

30
区
８
号

欠
番

欠
番
。

30
区
９
号

Ｂ
-４

後
期

高
井
東
式

19
97

深
鉢

胴
部
1/
4周

分
横
位

潰
れ
た
状
態
で
確
認
。
埋
設
に
あ
ら
ず
。

30
区
10
号

Ｃ
-４

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

19
97

深
鉢

小
形

胴
部
中
位

逆
位

炉
礫
群
中
に
埋
設
。
端
部
の
被
熱
痕
跡
明
瞭
。

30
区
11
号

Ｂ
-１

中
期

加
曽
利
Ｅ
３
式

19
99

深
鉢

中
形

口
縁
～
胴
部
中
位

逆
位

墓
改
30
区
18
4号

土
坑
に
接
し
て
あ
り
。
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以下、個別に報告するが、埋設に使用された土器

の大きさを、ここでは便宜的に口径40㎝以上のもの

を大形、25㎝～40㎝を中形、25㎝以下を小形と表記

する。

18区１号土器埋設遺構

調査年度 平成10年度

位 置 Ｏ―25グリッド

確認状況 28区の列石の調査に伴い、大小礫が全面

に拡がる縄文時代の文化層を調査中に、一辺40㎝ほ

どの扁平な亜角礫の直下で確認された。

埋設状況 使用された土器は、口径38㎝ほどの加曽

利Ｅ３式期中段階の深鉢で、胴部下半を打ち欠いて

礫の間に逆位に埋設し、それに蓋をするように扁平

な亜角礫が乗せられていた。土器は残存高が31㎝で、

口縁部に渦巻文と楕円区画文を組み合わせて４単位

で構成し、胴部には懸垂文を11本垂下させた関東系

の土器で、区画内を縦位条線で充塡している。土器

の中は土壌で満たされており、その土壌も調査した

が、検出できたものはない。

掘 り 方 明瞭な掘り方は確認できなかった。

所 見 深鉢の上半部を逆位に埋設したもので、

蓋石を伴う。周辺の調査状況より、住居その他の遺

構との関連は認められないことから、単独の遺構と

判断した。時期は、使用された土器から中期加曽利

Ｅ３式期中段階に比定されよう。

18区２号土器埋設遺構

調査年度 平成10年度

位 置 Ｐ―25グリッド

確認状況 １号埋設の西南西1.2ⅿに近接する。埋設

されたレベルも近いため、ほぼ同時に発見された。

埋設状況 使用された土器は口径42㎝ほどの加曽利

Ｅ３式中段階の大形深鉢で、やはり胴部下半を打ち

欠いて逆位で埋設されていた。これには蓋石は無

かったが、上方にあった下端部が潰れた状態で確認

されており、あるいは確認以前に気づかずに蓋石を

取り去ってしまった可能性もある。土器は残存高が

31㎝で、口縁部に渦巻文と楕円区画文を組み合わせ

て５単位で構成し、胴部には無文懸垂帯と蛇行沈線

を10本垂下させた関東系の土器で、区画内を充塡す

る縄文はRLである。

また、埋設土器の直下から、胴部下半を欠損した

小形深鉢（２埋―２）が、横転して潰れた状態で確

認された。この土器は、埋設土器の口唇部との間に

２～３㎝の間𨻶があり、接してはいない。また残っ

ていたのは２／３周分で、表の破片が下位に、裏の

破片がその上にあることから、埋設土器を設置する

のに先立って、破片の状態で入れられたか混入した

ものと考えるのが順当であろう。

なお、埋設土器の中は土壌で満たされており、そ

の土壌を調査したところ、中位付近から長さ９㎝ほ

どの小さな磨石（２埋―３）が１個確認された。

掘 り 方 明瞭な掘り方は確認できなかった。

所 見 深鉢の上半部を逆位に埋設したもので、

住居その他の遺構との関連は認められないことか

ら、単独の遺構と判断した。時期は、使用された土

器から中期加曽利Ｅ３式期中段階に比定されよう。

18区４号土器埋設遺構

調査年度 平成10年度

位 置 Ｐ―25グリッド

確認状況 大形の礫が集積した12号配石を調査中

に、配石遺構中に埋設された土器として確認された。

12号配石は長軸2.7ⅿほどの小さな纏まりとして認

定され、その一部は28区にも及んでいるが、そのな

かに本遺構も含めて４つの土器埋設遺構が確認され

ている。18区帰属の４号・５号・６号、そして28区

帰属の５号である。また、配石遺構の範囲では、礫

の上面から比較的多くの遺物が出土している。

埋設状況 ４号は唐草文系深鉢の胴部下半を使用し

たもので、配石中の南西寄りで正位で確認された。

確認されたレベルは、北東側に隣接する５号や28区

５号よりやや高い位置にあり、楕円形状にひしゃげ

た状態であった。底部はほぼ完存するが、上位は大

半を失っている。土器内部は土壌で満たされており、

第３節 土器埋設遺構
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第８図 18区１号・２号土器埋設遺構

18区１号土器埋設遺構 確認状況 18区２号土器埋設遺構 確認状況

18区１号土器埋設遺構 埋設状況 18区２号土器埋設遺構 埋設状況
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伴出物はなかった。また、二次的な被熱痕跡も認め

られない。

掘 り 方 確認できない。

伴出遺物 特にない。

所 見 深鉢の胴下半部が正位で確認されたが、

底部のレベルが高く、潰れた状態を示していること

から、土器埋設遺構とは認定しがたい。むしろ、12

号配石上面からの出土遺物の一部であったとするの

が妥当であろう。時期は中期加曽利Ｅ３式期に比定

されよう。

18区５号土器埋設遺構

調査年度 平成10年度

位 置 Ｐ―25グリッド

確認状況 表土掘削の段階で大形の地山礫が点在

し、その中央で一端が球状に加工された特異な石製

品と28区５号土器埋設遺構が確認された。この段階

で12号配石と命名され、その後浮いた礫を取り去っ

て面的に掘り下げた段階で、18区４号・５号・６号

土器埋設遺構は確認された。

埋設状況 ５号は、胴上半部と底部を打ち欠いた粗

製の小形深鉢を正位に埋設したもので、東側に大き

く傾けた状態で確認された。使用された土器は上半

部内面が強い被熱による変色・劣化が著しく、土器

の周囲には同様に被熱痕跡が明瞭な礫片が数個残さ

れていた。また、土器の東側の下端部付近には、明

瞭な焼土が残っていた。

掘 り 方 確認できなかった。

伴出遺物 特にない。

所 見 土器の内面に明瞭な被熱痕跡があるこ

と、周囲に同様の被熱痕跡が明瞭な礫片が残ってい

ること、焼土を伴うことなどから、本遺構は住居の

炉とみて間違いない。本遺跡でも小形深鉢を使用し

た土器埋設石囲い炉は数多く確認されており、炉内

隅に設置する場合は大半が中央に向かって大きく傾

けて設置されている。

この想定が正しいとすれば、18号配石遺構は住居

に変更されることになる。18号配石から出土した遺

物を第28図～第29図に示した。そのうち、20は敲打

によって頭状の造り出しを設けた特異な石製品であ

るが、これは当埋設土器の西側に近接して、頭部を

上にして設置しており、炉の石囲いの一部であった

と考えられる。

なお、当遺構の時期は、使用された土器から中期

加曽利Ｅ３式期に比定されよう。

18区６号土器埋設遺構

調査年度 平成10年度

位 置 Ｐ―25グリッド

確認状況 12号配石の南東に隣接して確認された。

18区５号との距離は南東へ1.5ⅿである。

埋設状況 深鉢の底部のみが正位で確認された。断

面図では底部内面に円礫が記載されている。おそら

く、土器の上半部は耕作等で失われたのであろう。

掘 り 方 断面図では掘り方が明記されているが、

平面図が残っていない。

伴出遺物 土器内の底部付近に、直径数㎝ほどの円

礫があったと見られる。

所 見 想定の域を出ないが、18区５号を炉とす

る住居の出入り口部に埋設された埋甕であったと考

えたい。本遺跡では南東側に出入り口部が想定され

る中期後半段階の住居事例が多く、５号を炉と想定

した場合の距離も妥当な位置にある。

18区７号土器埋設遺構

調査年度 平成10年度

位 置 Ｔ―23グリッド

確認状況 地山礫が多量に散在するなかに、単独で

確認された。南西側に２号掘立柱建物が隣接する以

外は周囲に遺構はなく、土器の散布も少ない地区で

ある。２号掘立柱建物のすぐ南には後世の石垣があ

り、その構築の際にかなり削平を受けたためであろ

う。埋設土器の周囲からは、少量の土器が出土して

いる。

埋設状況 大形の深鉢を正位に埋設したものである

が、胴部以上と下部の北側半分を失っており、残さ

第３節 土器埋設遺構
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第９図 18区４号・５号・６号、28区５号土器埋設遺構⑴

18区12号配石 18区４号土器埋設遺構

第３章 発見された遺構と遺物
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18区５号土器埋設遺構

18区６号土器埋設遺構 28区５号土器埋設遺構

第３節 土器埋設遺構
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第11図 18区７号土器埋設遺構

18区７号土器埋設遺構

第３章 発見された遺構と遺物
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れたのは僅かな部分に留まる。後世の攪乱によるも

のと考えられるが、本来は胴部中位以上を打ち欠い

た大形の土器を使用したのではないかと想像する。

使用された土器は、１本単位の断面三角形隆線の懸

垂文以外は無文であることから、後期称名寺１式期

に比定される深鉢で、内部からの出土遺物はない。

掘 り 方 上部と北側半分を大きく失っているが、

東西長95㎝、深さ35㎝の鍋底状の土坑が認められた。

平面形は円形を呈するものと見られ、埋設土器はそ

の中央に正位で設置されていた。土坑は軟質の黒褐

色土で埋められており、埋め土中および周囲から後

期前半期の少量の土器と軽石製品が出土している。

伴出遺物 埋設土器の内部からの伴出はなかった

が、周囲から後期称名寺１式を中心とする土器等が

出土している。

所 見 円形の土坑の中央に、大形の深鉢を正位

に埋設したもので、周囲から同時期の遺物がかなり

出土しており、炉の可能性も否定できない。時期は、

使用された土器から後期称名寺１式期に比定されよ

う。

18区８号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｒ―14グリッド

確認状況 この地区は地山礫が少なく、耕作による

削平が強く及んでいることから、縄文時代の土壌は

ほとんど残っていない。そのため、耕作土の下はす

ぐ地山であり、遺物分布も少ない。当遺構は、石垣

をはじめとする中世以後の調査が終了し、縄文時代

の遺構確認中に、埋設土器の上端が全周した状態で

確認された。周辺には、東４ⅿに加曽利Ｅ３式期の

９号、南東６ⅿに加曽利Ｅ１式期の12号、南西９ⅿ

に加曽利Ｅ３式期の17号があり、北４ⅿに後期堀之

内１式期の15号住居が位置する。

埋設状況 胴部上半と下半部を打ち欠いた大形の深

鉢を、地山を掘り込んで正位に埋設した状態で確認

された。西側に接して淡く焼土化した土壌が残り、

東側に接して被熱した小さな扁平礫が認められた。

使用された土器は後期前半の深鉢で、現況で上端部

直径37㎝ほどである。器面が劣化しているためはっ

きりしないが、斜位方向の強い撫で調整が認められ

ることから、残存部は無文と見られる。また、内面

上位の４～５㎝が被熱で明色化・劣化している。

伴出遺物 土器の内部から、上げ底様の高台がつく

小型土器の底部（８埋―２）と、長さ10㎝ほどの小

さな棒状円礫を使用した磨石（８埋―３）が出土し

ている。

掘 り 方 明瞭ではないが、45×50㎝ほどの円形状

の掘り方が認められた。

所 見 焼土と被熱した礫を伴っており、土器の

内面上位にも被熱痕跡が認められることから、当遺

構は住居の炉であった可能性が高いと判断される。

時期は、使用された土器から後期前半期に比定され

よう。

18区９号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｑ―14グリッド

確認状況 ８号に隣接するが、当遺構は大形礫が散

布する地区にあり、縄文時代の黒褐色土が礫に守ら

れて存在する。当遺構はその大形礫の間で確認され

た。

埋設状況 使用された土器は胴部下半を打ち欠いた

大形の深鉢で、黒褐色土中に逆位に埋設されていた。

口唇部はちょうど地山の黄色砂質土に届く位置にあ

り、大礫を側縁に利用するように設置されている。

土器は加曽利Ｅ３式新段階に比定される深鉢で、口

径が約40㎝、残存部は高さ15㎝ほどで、周囲の礫に

守られた部分のみが残存したと言ってよいだろう。

文様は、口縁部に底隆帯と凹線による渦巻文と楕

円区画文を組み合わせて４単位で構成し、胴部には

上端がアーチ状に区画された縄文懸垂帯と蕨手状沈

線を施す関東系の土器である。内部は土壌で充たさ

れており、遺物等の伴出は認められない。

掘 り 方 長軸58㎝、短軸54㎝、深さ10㎝ほどの楕

円形状の掘り方が確認された。遺物は異系統の土器

第３節 土器埋設遺構
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第12図 18区８号・９号土器埋設遺構

18区９号土器埋設遺構

18区８号土器埋設遺構

第３章 発見された遺構と遺物
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第13図 18区10号・11号土器埋設遺構

18区10号

１、褐色土 軟質。

２、暗褐色土 軟質。

３、明褐色土 軟質で灰を多く含む。

４、淡褐色土 やや硬質で炭化物を含む。

18区11号

１、暗褐色土

２、淡褐色土

３、淡褐色土と地山の混土

18区10号土器埋設遺構

18区11号土器埋設遺構

第３節 土器埋設遺構
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小片（９埋―２）が出土している。

所 見 胴下半部を打ち欠いた大形の深鉢を逆位

に埋設したもので、単独の遺構と判断する。時期は、

使用された土器から中期加曽利Ｅ３式期新段階に比

定されよう。

18区10号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｐ―15グリッド

確認状況 耕作等による削平が強い地区で、まだ中

世以後の土壌が残る面で方形状に組んだ礫群が確認

され、その隅で大形の土器片が重なった状態で確認

された。１～４層は中世以後の土壌で、５層が地山

土にあたる。当初は攪乱中の遺物とも考えたが、い

ずれも同一個体であり、その一部は地山土中に届い

ていた。

埋設状況 ３片の大形土器片を重ねて縦位に設置

し、地山土中には取り残された小破片が円形状に数

片認められた。３片の大形土器片は接合関係にあり、

口径40㎝以上の大形深鉢の口縁部から胴部の20％ほ

どの部分であることがわかった。取り残された小破

片も同一個体だが、接合はできなかった。想像を逞

しくすれば、当初はここに胴下半部を打ち欠いた大

形深鉢が埋設されていたが、後世の畑地耕作等で大

半が失われ、残った一部が礫と共に埋め込まれたこ

とになる。使用された土器は、口径推定45㎝の口縁

に突起が付く無文の大形深鉢で、後期堀之内１式に

比定される。

所 見 後期堀之内１式期の単独の遺構と判断し

たい。

18区11号土器埋設遺構

調査年度 平成10・13年度

位 置 Ｌ―20グリッド

確認状況 平成10年度の調査で礫が集積した中で確

認され、３号土器埋設遺構と命名されたが、その年

は調査の手がつかずに終了した。平成13年度にこの

地区の調査が再開されたが、前回のデータが正確に

引き継がれていなかったため、11号として再確認し

てしまった。周囲に礫が多く、そのいくつかは被熱

痕跡が認められた。

埋設状況 礫を多く含む黒褐色土中に、胴下半部を

打ち欠いた中形の深鉢を逆位に埋設している。口唇

部は地山の黄色砂質土に近いが、地山は大形の礫を

多量に含むため、その直前で止まっている。使用さ

れた土器は加曽利Ｅ３式中段階の深鉢で、口径35㎝

でほぼ全周する。一部は胴部中位まで残存するが、

口唇部から10㎝ほどの部分も多く、後世の耕作等で

消失したものと考えられる。

文様は、口縁部の楕円区画文を等間隔に並べ、胴

部には蕨手状沈線による無文懸垂帯を垂下させてい

る。器形や文様の特徴から、地元でつくられた関東

風の土器と言えよう。なお、周囲には礫が多く、埋

設土器の上面付近の一部は被熱痕跡が認められた。

伴出遺物 特にない。

掘 り 方 明確な掘り方は確認できていない。

所 見 中形の深鉢の上半部を逆位に埋設したも

ので、上端部は耕作等で削平されているものと考え

られる。上端部付近の礫のいくつかは被熱痕跡が認

められたが、周囲の状況から住居の炉とは考えにく

く、単独の遺構と判断した。時期は、使用された土

器から中期加曽利Ｅ３式期中段階に比定されよう。

18区12号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｒ―13グリッド

確認状況 地山に礫が少ない地区で、すぐ東側に石

垣があるため、後世の削平が強く及んでいる。石垣

を中心に中世以降の調査を実施した段階で、土器の

一部が確認された。そのため、上半部の半分はすで

に欠失していた。周囲に遺物の散布はほとんど見ら

れなかった。

埋設状況 楕円形の土坑内に、底部を南東側、口縁

部を北西側に大きく傾けた状態で埋設されていた。

土器の底部は土坑の底面より10㎝ほど浮いており、

器体は垂直に対して55度も傾いている。当初よりこ

第３章 発見された遺構と遺物
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第14図 18区12号・13号土器埋設遺構

18区12号

１、明褐色土 軟質。

２、褐色土 硬質。

３、暗褐色土 軟質。

４、淡褐色土 硬質。

５、淡褐色土 硬質で炭化物を含む。

18区13号

１、淡褐色土と暗褐色土の混土。硬質。

18区12号土器埋設遺構

18区13号土器埋設遺構

第３節 土器埋設遺構
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の状態で埋設されていたとすれば、土坑の深さは60

㎝以上はあったはずだが、現状では25～40㎝で、上

部は大きく削平されていた。使用された土器は中期

加曽利Ｅ１式期古段階の勝坂系大形深鉢で、口径45

㎝、高さ52.4㎝で、口縁部の半分は後世の削平で失

われている。土器の内部は土壌で充たされており、

伴出したものはない。

伴出遺物 埋設土器内および土坑からの出土遺物は

認められなかった。

掘 り 方 長軸84㎝、短軸80㎝の楕円形を呈する土

坑で、深さは60㎝以上あったと見られるが、上部は

後世の削平で失われており、現況で25～40㎝である。

掘り込み面は褐色土中にあるが、地山の黄色シルト

質土を大きく掘り込んで構築されている。底面はほ

ぼ平坦で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は炭

化物を少量含む淡褐色土で、礫を少量含む。

所 見 楕円形の土坑内に、大形深鉢を大きく傾

けて埋設したもので、単独の遺構と判断する。時期

は、使用された土器から中期加曽利Ｅ１式期古段階

に比定されよう。

18区13号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｗ―21グリッド

確認状況 現況の石垣が通る位置にあり、かなりの

攪乱を受けている。地山の黄色粗砂層及び淡褐色土

の上面が斑状に見えており、遺物の散布もいたって

少ない。当遺構の周囲には礫が多く集積しており、

それらに守られるようにして土器の一部が確認され

た。南西側に後期の11号住居が隣接するが、この住

居も床面まで攪乱を受けている。

埋設状況 小形の深鉢を正位に埋設したもので、口

縁部から底部まで残存するが、各部位の半分は失わ

れていた。胴部は地山土を掘り込んで設置されてい

るが、礫の少ない北東側は破片が散乱していた。使

用された土器は後期堀之内１式の深鉢で、口縁部と

胴部の一部に被熱による著しい劣化が認められる。

土器は口径約21㎝、高さ約21㎝の小形の深鉢で、文

様は４単位で構成される。土器内部は土壌で充たさ

れており、内部からの出土遺物はない。

掘 り 方 直径30㎝、深さ10㎝前後の円形状の掘り

方が確認された。

所 見 使用された土器の一部に強い被熱痕跡が

認められることから、住居の炉であった可能性も考

えられるが、残された手懸かりは僅かであり、判断

は難しい。時期は、使用された土器から後期堀之内

１式期に比定されよう。

18区14号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｑ―16グリッド

確認状況 大量の大形礫が分布する地区で、礫の間

から土器の一部がわずかにのぞいた状態で確認され

た。当初はわずかに分布する土器の一つと見ていた

が、礫をどけてみると大形土器の胴下半部であった。

埋設状況 南北方向に長軸をとる楕円形の土坑の南

端に、口径41㎝、高さ59㎝の大形深鉢の完形品を逆

位に埋設している。土器の口縁部は掘り方の底面か

ら７～８㎝ほど浮いた状態で設置されていた。

土器の上面には15～20㎝大の礫がのっており、確

認時には土器内部は土壌で充たされていたが、この

土器の底部は土器内部の口縁部付近に落ち込み、そ

の上に拳大の礫を詰め込んだような状態で確認され

た。つまり、埋設時には土器内部は空洞だったとみ

てよいだろう。土器の高さは59㎝だから、埋設時は

完存状態だったとすれば、底部は調査確認時よりも

20㎝ほど上方にあったことになる。当時の地表面を

想定するのは難しいが、あるいは底部が地表に見え

ていたことも想定される。

使用された土器は、関東地方の流儀でつくられた

中期加曽利Ｅ３式中段階の大形深鉢で、口縁部に渦

巻文と楕円区画文を一体化した文様を入り組み状に

５単位施し、胴部には無文懸垂帯を14本施す。区画

内を充塡する縄文はRL.。

掘 り 方 長軸113㎝、短軸98㎝、深さ48㎝の楕円形

の土坑が確認された。先述のように長軸をほぼ南北

第３章 発見された遺構と遺物
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第15図 18区14号土器埋設遺構
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にとり、土器は長軸上の南端に寄せて埋設されてい

た。底面はほぼ平坦であるが、土器が埋設されてい

た南側はやや低くなっており、北側は南側よりやや

高く、幅もやや狭い作りになっている。壁面は、底

面から15㎝ほどは垂直に立ち上がるが、上方は扇状

に開いている。

底面および壁面の地山土中には大量の礫が含まれ

ており、硬質で掘削は容易ではなかったであろう。

土坑の埋め土中にも礫は多く見られたが、大形のも

のは少なく、遺構の上面や周囲の大形礫は当遺構を

作った時に掘り出された礫で、埋め戻す際に上面に

寄せた可能性もある。

なお、土坑からの伴出遺物等は認められない。

所 見 当遺構は、南北方向に長軸をとる楕円形

の土坑内に、完形品の大形深鉢を逆位に埋設したも

ので、単独の遺構と判断される。また、土器底部の

出土状況から、埋設した当初は土器内部に土壌は存

在しなかったと考えられる。もし、当遺構が遺体を

埋葬するための施設だったとすれば、遺体が朽ちた

後に底部が陥没したことになるが、今回の調査では、

土器内部等からそのことを検証できる証拠は得られ

ていない。時期は、使用された土器から中期加曽利

Ｅ３式期中段階に比定されよう。

18区16号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｘ―11グリッド

確認状況 南東から北西側に流下する縄文時代の埋

没谷の西側に隣接する位置で確認された。この地区

は礫が少なく、地山の黄色シルト～砂壌土の上面に

10㎝ほどの厚さで黒褐色土の堆積が認められた。当

遺構はこの黒褐色土面で確認されたが、周囲には大

小の川原石が数個認められた。

埋設状況 直径75㎝の円形を呈する土坑の中央に、

胴部下半を打ち欠いた中形の深鉢を正位で埋設して

いた。土器の直下には直径30㎝、深さ25㎝の柱穴状

の穴があり、その中は拳大以下の小石と砂壌土で

ぎっしり充塡され、その上部は土坑の底面から10㎝

以上も突き出していた。土器は、掘り方の底面から

10㎝ほど浮いた状態で埋設されていたが、土器の底

面はその礫の上にのっていたのである。土坑は、地

山の砂礫を含むやや硬質の黒褐色土で埋められてお

り、礫は少ない。

使用された土器は、口径36㎝の中期加曽利Ｅ３式

中段階の中形深鉢で、口縁部には隆帯による渦巻文

を６単位施し、胴部には無文懸垂帯を垂下させてい

る。直線的に開口する器形や、口縁部文様等の特徴

から、唐草文系土器の色彩が強く看取される。

なお、土器の内部は地山土と硬質の黒褐色土で充

たされており、小石が比較的多く含まれていた。

伴出遺物 特にない。

掘 り 方 北側の約半分は未確認だが、形状等の特

徴から平面形が円形の土坑と考えられる。規模は直

径は75㎝で、断面形は箱形を呈し、深さは40㎝であ

る。土坑の確認面は黒褐色土面にあり、地山の黄色

シルト～砂壌土を30㎝ほど掘り込んで構築されてい

る。底面は平坦で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

土器は土坑のほぼ中央に埋設されており、土坑内は

地山の砂礫を含むやや硬質の黒褐色土で埋められて

いた。埋設土器の真下には直径30㎝、深さ25㎝の柱

穴状の穴があり、この穴には先述のとおり、拳大以

下の小礫が詰め込まれていた。

所 見 円形の土坑内に、胴部下半を打ち欠いた

中形の深鉢を正位に埋設したもので、単独の遺構と

判断される。時期は、使われた土器から中期加曽利

Ｅ３式期中段階に比定されよう。

18区17号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｔ―13グリッド

確認状況 縄文時代の埋没谷の東側に隣接する地区

に位置する。埋没谷は縄文時代中期後半から後期前

半の遺物の廃棄場所になっており、当遺構は大形の

礫や土器片が多く分布する暗褐色土面で、胴部が全

周した状態で確認された。当遺構の南側には、中期

加曽利Ｅ１式期の18号住居が近接する。

第３章 発見された遺構と遺物
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第16図 18区16号・17号土器埋設遺構

18区16号

１、黒褐色土 硬質。

２、多量の礫を詰め込んだ穴。

18区17号土器埋設遺構

18区16号土器埋設遺構
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埋設状況 暗褐色土面を掘り込んで、胴部下半を打

ち欠いた大形の深鉢を逆位で埋設していた。口縁部

は地山の黄色シルトにちょうど達しており、小礫を

並べて平坦面をつくった上に設置されていた。

使用された土器は中期加曽利Ｅ３式中段階の大形

深鉢で、胴部の一部は埋設後に欠失しているだろう。

大きさは口径41㎝、残存高は22㎝ほどで、ほぼ完存

している。口縁部は渦巻文と楕円区画文を組み合わ

せて５単位で文様構成し、胴部には沈線区画の無文

帯と蛇行沈線を８本垂下させており、器形や文様は

関東地方の流儀でつくられている。

なお、土器の内部は暗褐色土で充たされており、

伴出した遺物等はない。

掘 り 方 土壌が一様で、掘り方は確認できなかっ

た。

所 見 明確な掘り方は確認できなかったが、小

礫等で設置面を調整していること、土器の形態が崩

れていないことから、土器埋設遺構と考えてよいだ

ろう。当遺構は、胴部下半を打ち欠いた大形の深鉢

を逆位に埋設したもので、単独の遺構と判断される。

時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３式器中

段階に比定されよう。

18区19号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｖ―11グリッド

確認状況 縄文時代の埋没谷上流部のほぼ中央で確

認された。縄文時代後期の18区24号配石の東側に隣

接しており、その南西には後期の３号掘立柱建物が

位置する。谷内には中期後半から後期前半の土器が

多く分布し、当遺構の周囲にも数多くの礫や後期の

土器等の遺物が散布する。

埋設状況 縄文時代の包含層中に、胴部上半以上と

底部を打ち欠いた無文の中形深鉢を正位に埋設して

いた。確認時は上半部を中心にかなりの破片が動い

ていたが、接合の結果、上半部を中心に30％は欠落

するが、ほぼ全周する形態に復元できた。埋設に使

用された胴部中位の部分は、上端部と下端部が粘土

帯で外されており、周囲に分布する土器との接合関

係は認められなかった。

使用された土器は、後期前半の無文の深鉢で、接

合痕の凹凸が残る外面にかるく研磨を施し、内面に

は横位の荒いナデ痕を残す。堀之内１式期の無文深

鉢であろうか。なお、土器に二次的な被熱痕跡は認

められない。

掘 り 方 土器内を充たす土壌も含めて、土壌は一

様であり、掘り方は確認できなかった。

所 見 明確な掘り方は確認できないが、ほぼ全

周する土器が正位の状態を保ったまま確認されてい

ることから、土器埋設遺構として扱っておきたい。

当遺構は、胴部上半と底部を打ち欠いた中形の深鉢

を正位に埋設したもので、単独の遺構と判断される。

時期は、使用された土器から後期前半に比定してお

きたい。

18区22号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｉ―11グリッド

確認状況 18区の東側を画す東沢の崖上で確認され

た。この地点は住居数軒が重複する遺構密集地だが、

耕作等による後世の削平もかなり及んでおり住居の

大半は床面での確認がほとんどである。

当遺構はこれら住居の調査に伴って確認されたも

ので、確認面は地山の黄色シルト層が微かに覗いた

面である。この面では地山土中の礫はほとんど無い。

当遺構は平坦面を揃えて敷かれた数枚の板石に接し

て、円形の口唇部が全周した状態で確認された。周

囲には扁平礫も数個しかれており、精査の結果、土

器の周囲には小さな円礫と小石が並べた状態で確認

された。小さな円礫は、敷石住居等で敷石間の根詰

めに多用される、当地域では特徴的なもので、敷石

住居を認定する根拠の一つになっている。

この段階で、当遺構は敷石住居内の施設との認識

で調査を進めたが、炉をはじめとする住居認定に必

要な施設が確認できず、また当遺構が敷石住居の出

入り口部埋甕としては大きすぎることから、単独の

第３章 発見された遺構と遺物
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第17図 18区19号・22号土器埋設遺構

18区22号

１、暗褐色土 やや軟質。

２、暗褐色土 粘性があり、やや硬質。

３、暗褐色土と地山黄色シルトの混土。

18区19号土器埋設遺構

18区22号土器埋設遺構
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土器埋設遺構の可能性も考慮して変更登録された。

埋設状況 胴部下半を打ち欠いた大形の深鉢を正位

に埋設している。掘り方は、土器に合わせて地山土

を掘り込んでおり、底面付近は地山土中に多量の礫

が認められる。掘り方内は、やや軟質の暗褐色土で

埋められており、土器内は粘性があるやや硬質の暗

褐色土で充たされていた。

使用された土器は、口径52㎝、残存高34㎝の中期

加曽利Ｅ４式土器で、ほぼ全周するが、胴部の一部

を欠失している。口縁部がゆるく内湾しながら開く

バケツ状の器形で、３条の沈線による無文懸垂帯で

器面を４分割し、縄文施文部の１箇所に２条の沈線

で区画した無文懸垂帯を、もう１箇所に楕円文を施

している。なお、小さな磨石（22埋―２）は、埋設

土器の周囲に並べられた円礫の一つである。

掘 り 方 直径75㎝ほどの円形を呈し、深さは30㎝

である。

所 見 確認当初に想定したとおり、当遺構は敷

石住居の出入り口部埋甕と考えるのが妥当であろ

う。埋甕の周囲を円礫その他の小石で取り囲む手法

は、本遺跡でも20区66号住居（加曽利Ｅ４式期）に

も事例があり、当遺構では板石を使用した敷石がそ

れに接して敷き込まれ、原位置を保っている。

時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ４式期

に比定されよう。

18区23号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｗ―16グリッド

確認状況 縄文時代の埋没谷の中流部内東側縁辺で

確認された。ここには、埋没谷を南北方向に横断す

る通路ではないかと想定している47号配石があり、

当遺構は47号配石の北西部に重複する位置で確認さ

れた。周辺には大形礫が数多く点在するが、当遺構

の周囲に礫が集積することはなかった。なお、埋設

土器の北側端部に接して丸石が確認されている。

埋設状況 埋没谷内の黒褐色土を掘り込んで、胴部

下半を打ち欠いた中形の深鉢を逆位に埋設してい

る。土器の残存部上端に接するようにして丸石（23

埋―２）があり、これも掘り方内に含まれることか

ら、当遺構に伴うものとして扱った。

使用された土器は、中期加曽利Ｅ３式新段階の深

鉢で、口径35㎝、残存高は27.5㎝で、残存部はほぼ

完存している。器形は湾曲の弱いキャリパー形を呈

し、口縁部に渦巻文と楕円区画文を組み合わせた文

様を入り組み状に７単位施し、胴部には懸垂無文帯

を12本垂下させた、関東系の深鉢である。

なお、土器内部は掘り方埋め土と同質の黒褐色土

で充たされており、遺物等の出土は認められない。

掘 り 方 平面形は埋設土器よりやや大きな円形

で、断面形は箱状を呈する。規模は長径56㎝、短径

52㎝、深さは25㎝である。

所 見 胴部下半を打ち欠いた中形深鉢を逆位に

埋設したもので、単独の遺構と判断される。時期は、

使用された土器から中期加曽利Ｅ３式期新段階に比

定されよう。

18区24号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｉ―12グリッド

確認状況 18区の東側を画す東沢の崖上で確認され

た。この地点は住居数軒が重複する遺構密集地だが、

耕作等による後世の削平もかなり及んでおり住居の

大半は床面での確認がほとんどである。

当遺構はこれら住居の調査に伴って22号と共に確

認されたもので、確認面は地山の黄色シルト層が微

かに覗いた面である。この面では地山土中の礫はほ

とんど無いが、当遺構の周囲では同一面で厚手の扁

平礫４個が確認された。

埋設状況 礫を多量に含む地山の黄色シルトを掘り

込んで、胴部下半を打ち欠いた中形の深鉢を正位に

埋設している。周囲には敷石住居に使用可能な厚手

の扁平礫が４個あり、その一部は重なった状態で確

認された。土器は南西方向からの圧力で一部が欠損

して傾いており、その北東側の扁平礫が重なってい

ることから、後世の攪乱がかなり及んでいることが
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想定される。

使用された土器は曽利Ⅳ式新段階～Ⅴ式の深鉢

で、口径28.5㎝、残存高は23㎝で、口縁部の半分を

欠失するが、その他の残存部は完存している。器形

は単純に開く深鉢で、逆Ｕ字状の無文懸垂帯と上端

が蕨手状の沈線間に綾杉状沈線を施した懸垂帯を６

単位で構成している。口縁部等に二次的な被熱痕跡

は認められない。やや粗い作りの土器であるが、当

地方では希な曽利式系の一群である。

なお、土器内部は掘り方と同質の黒褐色土で充た

されており、遺物の出土は認められない。

掘 り 方 当初は土器よりやや大きな円形の掘り方

であったと思われるが、南西方向からの大きな圧力

で楕円形に変形している。規模は長軸52㎝、短軸32

㎝、深さ25㎝で、黒褐色土で埋められている。なお、

埋め土中から関東系の小形深鉢の破片（24埋―２）

が出土している。

所 見 胴部下半を打ち欠いた中形の深鉢を正位

に埋設したもので、付熱痕跡が認められないことか

ら、敷石住居の出入り口部埋甕の可能性が高いと判

断したい。炉の確認ができていない点で根拠を欠く

が、同一面に敷かれた扁平礫の存在は無視できない。

時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ４式期古

段階に比定されよう。

第18図 18区23号土器埋設遺構

18区23号

１、黒褐色土 軟質。

２、黒褐色土 やや硬質。

18区23号土器埋設遺構
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第19図 18区24号・25号土器埋設遺構

18区24号土器埋設遺構

18区25号土器埋設遺構
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第23図 18区土器埋設遺構出土遺物（11・12・13号）
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第24図 18区土器埋設遺構出土遺物（14号）
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第25図 18区土器埋設遺構出土遺物（16・17・19号）
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第27図 18区土器埋設遺構出土遺物（24・25号）
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第28図 18区12号配石出土遺物⑴
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18区25号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｉ―12グリッド

確認状況 縄文時代の埋没谷の中央部で確認され

た。隣接する47号配石より高いレベルで確認されて

おり、縄文時代後期の包含層と同レベルにある。周

囲には後期前半の土器が数多く分布する。

埋設状況 縄文時代後期の包含層である淡褐色土中

に、大形深鉢の胴下半部を逆位に伏せた状態で確認

された。発掘時には底部の一部が存在しており、胴

下半部が完存することから、土器埋設遺構として

扱った。使用された土器は、残存部上端の直径が30

㎝ほどの深鉢の胴下半部で、外面に粗いケズリ痕を

残す。二次的な被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 土質が一様であり、掘り方は確認できな

かった。

所 見 埋没谷のやや上流部で確認された19号と

類似した状況であり、設置する意図が見て取れるこ

とから、土器埋設遺構として扱いたい。当遺構は大

形深鉢の胴下半部を逆位に埋設したもので、単独の

遺構と判断する。時期は、使用された土器から後期

前半に比定されよう。

19区１号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｘ―19グリッド

確認状況 中期後半環状集落内の東部地区に位置

し、中期の住居が重複しながら群在するなかで確認

された。東側に中期の20号・22号住居が近接し、南

側には後期の４号列石が隣接する。この地区は、地

山礫の量はさほど多くはないが、中期の住居群と南

側の後期４号列石が錯綜する複雑な領域でもあり、

礫や遺物の取り上げには慎重を要する地区である。

特に、４号列石から流れ落ちた礫と後期の遺物が比

較的後半に散布しており、当遺構もそのなかの一つ

であるが、正位を保持していることから、土器埋設

遺構と登録された。

埋設状況 深鉢の胴下半部を正位に埋設した状態で

確認された。使用された土器は、底径10㎝、残存高

15㎝ほどのもので、器外面に磨きを施し、底部に網

代痕を残した後期の土器である。すぐ西側に板状の

礫が当遺構の土器底部とほぼ同じレベルにあり、そ

の上方には大形の礫が分布する。

掘 り 方 明瞭な掘り方は確認できない。

所 見 残存部位が僅かであるが、不安定な底部

第29図 18区12号配石出土遺物⑵

第３章 発見された遺構と遺物
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で正位を保持しており、ここでは単独の遺構として

扱っておきたい。時期は、使用された土器から、後

期前半に比定しておきたい。

19区２号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｆ―12グリッド

確認状況 山根沢の西側に位置する。この地区は、

山根沢と埋没谷の間にある、もう一つの小さな谷に

より、18区より一段低い地形になっており、遺物の

散布も少ないことから、まずトレンチによる確認調

査から開始した。そのトレンチにかかって確認され

たのが２号・３号埋設土器で、この地区の全面調査

の契機となった。確認当初は住居であろうと考えて

いたが、その後の調査で40号住居を切って埋設され

ていることが判明した。

埋設状況 ２号は、小形の深鉢を逆位に埋設したも

ので、40号住居炉の南東に位置する。40号住居の床

面は地山の黄色砂質土を掘り込んで構築しており、

埋没土との違いは明瞭である。当遺構はその床面を

さらに15㎝ほど掘り込み、底面から10㎝ほど浮いた

状態で土器を逆位に設置している。そのため、土器

の上端部は40号住居床面より８㎝ほど上方にある。

掘り込み面は不明。40号住居の覆土は、床面から

10～15㎝の厚さで確認できたが、その上部は後世の

削平で失われており、当遺構の埋設土器が胴下半部

を打ち欠いた土器を使用したのか、後世の削平で欠

失したのか、判断できない。

使用された土器は、口縁に小突起が４個付く後期

堀之内１式の小形深鉢で、胴部文様も４単位で構成

される。縄文はLRで、無文部にはかるく研磨が施さ

れている。なお、炉に使用された痕跡は認められな

い。

伴出遺物 なし。

掘 り 方 直径24㎝の円形状を呈し、40号住居床面

からの深さは14㎝、底面から土器上端まで22㎝であ

る。埋め土は黒褐色土で、小礫を多く含む。

所 見 小形の深鉢を逆位に埋設したもので、単

独の遺構と判断する。時期は、使用された土器から

後期堀之内１式期に比定されよう。

19区３号土器埋設遺構

調査年度 平成14年度

位 置 Ｆ―13グリッド

確認状況 ２号と同様である。

埋設状況 やや大きな深鉢の胴下半部を正位に埋設

したもので、40号住居の炉に伴う焼土を切り込んで

構築している。土器の上端部は40号住居より若干突

出しており、内面の底に長さ12.6㎝の丸い凹石（３

埋―２）が据えられていた。

使用された土器は、底径9.5㎝、残存高が13㎝で、

内面上位部分が被熱により劣化していた。

掘 り 方 長軸41㎝、短軸37㎝の円形状を呈し、深

さ18.5㎝の掘り方が確認された。土器は掘り方底面

より若干浮いた状態で設置されており、上端部は２

号よりやや低いレベルで欠失していた。掘り方の底

面は、40号住居の炉の底面より20㎝前後高いレベル

にある。

所 見 深鉢の胴下半部を正位に埋設したもの

で、内面に被熱による劣化が認められることから、

40号住居の新規の炉であった可能性も否定できない

が、判断は難しい。時期は、使用された土器、２号

土器埋設遺構、および40号住居の出土土器との関係

から、後期堀之内１式期に比定されよう。

19区４号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｘ―12グリッド

確認状況 中期加曽利Ｅ２式期の34号住居の石囲い

炉上面覆土中に重複した状態で確認された。確認面

にはまだ遺物は少なく、住居の存在も不確定だった

が、当遺構の掘り方調査で34号住居の石囲い炉の一

部が露呈し、住居調査の契機となった。

埋設状況 胴部上半を打ち欠いた深鉢を、34号住居

の埋没土を掘り込んで、正位に埋設されていた。土

器は胴部直径34㎝、残存高36㎝で、確認面では上端

第３節 土器埋設遺構
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第30図 19区１号・４号・５号土器埋設遺構

19区４号土器埋設遺構

19区５号土器埋設遺構
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第31図 19区２号・３号土器埋設遺構

19区２・３号土器埋設遺構 確認状況

19区２・３号土器埋設遺構 埋設状況

第３節 土器埋設遺構
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が潰れて周囲に散乱していた。その一部は埋設土器

に接合したが、なかには口縁部の破片もあり、本来

は口縁部まで完存する土器が使用された可能性もあ

る。

使用された土器は、断面三角形の微隆帯でＵ字状

文を組み合わせてＸ字状の文様を構成するもので、

文様の要点に円形の貼り付けを施した、本地域特有

の後期称名寺１式土器である。なお、埋設土器に二

次的な被熱痕跡は認められない。

伴出遺物 当遺構の確認面には50点の土器破片が散

乱していた。このうち、中期の土器は34号住居の遺

物となろう。後期土器のうち、当埋設土器と接合し

なかった土器の一部を第33図に掲載した。４埋

―２・３は口縁部片で、当埋設土器の一部である可

能性が高い。４埋―４の凹石は、埋設土器の内部か

らの出土である。

掘 り 方 明瞭ではないが、直径50㎝ほどの円形状

を呈し、深さは40㎝ほどの掘り方が認められた。埋

め土は34号住居の埋没土と大差なく、掘り方の形状

は心許ない。

所 見 中形の深鉢を正位に埋設したもので、単

独の遺構と判断する。時期は、使用された土器から

後期称名寺１式期に比定されよう。

19区５号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｔ―18グリッド

確認状況 中期後半環状集落域内の東側、山根沢左

岸沿いに位置する。この地区は地山礫が少なく、中

期後半代の遺構が集中する地区にあたるが、後世の

削平が及んでいて、住居の確認が難しい地区である。

また、本遺跡では初期にあたる、前期前半代の遺物

分布が集中する地区でもある。当遺構は中期の８号

住居の調査に伴い、住居の南西部壁にかかった状態

で確認された。

埋設状況 直径50㎝の円形状を呈する浅い掘り込み

の中央に、深鉢の胴下半部を正位に埋設した状態で

確認された。土器は上から押し潰された状態で一部

が重なっており、上端部も不揃いであることから、

上部を削平されていると考えられる。使用されて土

器は結節縄文を施す前期有尾・黒浜式期のもので、

残存部は胴下半部の半分強ほどである。周囲で長さ

10㎝前後の扁平礫が２個確認されている。

伴出遺物 特にない。

掘 り 方 直径50㎝の円形状で、深さ10㎝の掘り方

が確認された。底面は平坦で、暗褐色土で埋まって

おり、焼土は認められない。

所 見 胴部上半を欠失した小形の深鉢を正位に

埋設したもので、炉内埋設土器と判断したい。明瞭

な焼土は確認できないが、上部を一部削平されてい

るものと考えられる。時期は、使用された土器から

前期有尾・黒浜式期に比定されよう。

19区６号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｙ―18グリッド

確認状況 後期の４号列石の列石下で確認された。

４号列石に28号住居が取り付く西側にあり、列石の

石を取り去った段階で確認された。

埋設状況 地山の黄色シルト質土を掘り込んで、胴

下半部を欠失した朝顔形の小形深鉢を正位に埋設し

ていた。上面を４号列石の礫で覆われたためか、土

器はかなり変形した状態で確認されたが、口縁部の

７割と体部の半分は残存していた。埋設土器は菱形

文様を施した後期堀之内２式土器で、二次的な被熱

痕跡は認められない。

伴出遺物 別個体の堀之内２式土器破片（６埋―２）

が１点出土している。

掘 り 方 直径33㎝、深さ10㎝ほどの円形状の掘り

方が確認された。

所 見 ４号列石に伴う埋設土器と判断する。時

期は、使用された土器から後期堀之内２式期に比定

されよう。

第３章 発見された遺構と遺物
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第32図 19区６号・７号・９号土器埋設遺構

19区９号土器埋設遺構

19区６号土器埋設遺構

19区７号土器埋設遺構

第３節 土器埋設遺構
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19区７号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｖ―18グリッド

確認状況 後期の４号列石の列石下で確認された。

列石の東端部にあり、同じく列石下で確認された284

号土坑に近接する。

埋設状況 ４号列石の礫下から、土器破片を折り重

ねて詰め込んだような状態で確認された。土器破片

は全て同一個体で、各部位の一部の破片のみであっ

たが、推定口径49㎝、高さ49㎝の大形深鉢の破片で

あった。つまり、埋設された土器が押し潰されたの

ではなく、当初から破片になったものを一括して埋

納されたことになる。

掘 り 方 長軸35㎝、短軸28㎝、深さ８㎝ほどの浅

い掘り込み内に、土器は埋納されていた。

所 見 ４号列石に伴う埋納物と判断する。時期

は、出土土器から後期堀之内２式期に比定されよう。

19区９号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｖ―15グリッド

確認状況 中期後半代の環状集落域内の東側、後期

の32号住居の南で確認された。この地区は、中期後

半集落域に重なって後期の住居や土坑が集中する箇

所で、各遺構が密集するなかから確認された。なお、

当遺構の周囲には焼土が転々と散布していた。

埋設状況 褐色土を掘り込んだ浅い掘り方内に、深

鉢の胴下半部を正位に埋設した状態で確認された。

土器は底径10.8㎝、残存高10.6㎝で、内面に被熱に

よる変色と劣化が認められた。

伴出遺物 なし。

掘 り 方 長軸42㎝、短軸39㎝、深さ８㎝の円形の

掘り方が確認された。埋め土中に焼土は認められな

いが、掘り方の周囲には焼土が転々と散布していた。

所 見 埋設土器の内面に被熱痕跡が認められ、

周囲に焼土が点在することから、住居の炉の可能性

が高いと判断する。時期は、使用された土器から後

期前半期に比定しておきたい。

20区２号土器埋設遺構

調査年度 平成11年度

位 置 Ｎ―22グリッド

確認状況 20区中央の北側、中期後半代環状集落域

の西側内縁で確認された。この地区は、中世の館が

構築された場所で、縄文時代の遺構はかなりの部分

が削平を受けている。確認面は地山の黄色砂質土で、

礫はほとんど含まない。

埋設状況 地山面を浅く掘り込み、鉢の胴下半部を

正位に埋設した状態で確認された。土器は圧力で変

形しており、上部を削平されたと見て間違いない。

使用された土器は、底径13㎝、残存高14.4㎝で、底

部に網代痕が付く。被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 平面形が楕円形を呈し、断面形が鍋底状

の浅い掘り方が確認された。規模は長軸73㎝、短軸

53㎝、深さ15㎝である。

所 見 鉢の胴下半部を正位に埋設したもので、

単独の遺構と判断したい。時期は、使用された土器

から後期前半期に比定されよう。

20区３号土器埋設遺構

調査年度 平成11年度

位 置 Ｕ―25グリッド

確認状況 20区の北西部、中期後半代環状集落域の

西北側外縁で確認された。確認面は暗褐色土面で、

北西側に22号住居が近接する。

埋設状況 暗褐色土面を掘り込んで、胴部下半を打

ち欠いた中形の深鉢を正位に埋設している。使用さ

れた土器は、バケツ形をした地元の唐草文系土器で、

口径28.5㎝、残存高は23.5㎝で、残存部はほぼ完存

している。被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 埋設土器の形状に合わせた掘り方が確認

された。規模は直径40㎝前後、深さ22㎝で、やや明

るい暗褐色土で埋め土されている。

所 見 22号住居の埋甕に該当すると判断した。

第36図に当遺構を組み込んだ22号住居を示す。20区

22号住居は、2005年刊行の横壁中村遺跡(２)で報告

済みであるが、当時想定していた出入り口部にちょ

第３章 発見された遺構と遺物
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第35図 20区２号・３号・４号土器埋設遺構

20区２号土器埋設遺構

20区３号土器埋設遺構

20区４号土器埋設遺構
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第36図 20区22号住居

20区22号

１、黒褐色土 炭化物を含む。

２、暗褐色土 炭化物・焼土を少量含む。

３、暗褐色土 焼土を多く含む。

４、黒褐色土 硬質。

５、黒褐色土 軟質。
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うど３号が位置しており、時期的にも妥当と判断し

た。時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３式

期中段階に比定される。

20区４号土器埋設遺構

調査年度 平成11年度

位 置 Ｏ―24グリッド

確認状況 20区中央の北側、中期後半代環状集落域

の西側で確認された。この地区は、中世の館が構築

された場所で、縄文時代の遺構はかなりの部分が削

平を受けている。確認面は地山の黄色シルト質土で、

礫はほとんど含まない。

埋設状況 地山面に、大形深鉢の口縁部片を逆位に

置いた状態で確認された。口縁部片は５分の１周分

しか残っていないが、その痕跡は直径46㎝の円形状

に残っており、掘り方が存在したものと判断される。

残存した口縁部片は高さ５㎝ほどであり、大半が削

平されたと考えられる。使用された土器は、関東系

の中期加曽利Ｅ３式土器である。

掘 り 方 直径46㎝の円形状に地山土が汚れてお

り、掘り方が存在したものと判断される。

所 見 明確な掘り方は確認できないが、大形の

深鉢を逆位に埋設したもので、単独の遺構の可能性

が高い。時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ

３式期に比定されよう。

20区６号土器埋設遺構

調査年度 平成11年度

位 置 Ｐ―24グリッド

確認状況 ５号の北西部にあり、確認面は地山の黄

色シルト質土面である。中世の館に関わる土坑や柱

穴が密集する地区で確認された。

埋設状況 直径50㎝ほどの円形土坑の片隅から、口

縁部を欠失し、胴部上半が破砕した小形の深鉢が、

正位を保持した状態で確認された。使用された土器

は、中期加曽利Ｅ３式期の地元唐草文系土器で、被

熱痕跡は認められない。

掘 り 方 直径50㎝ほどの円筒形を呈する土坑で、

深さは24㎝である。覆土は、地山土と礫を多く含む

黒褐色土で、焼土等は含まない。

所 見 土器と土坑の規模は小さいが、円形土坑

に深鉢を埋設する点では、18区16号や20区10号と共

通しており、単独の遺構と判断しておきたい。時期

は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３式期古段階

に比定されよう。

20区10号土器埋設遺構

調査年度 平成12年度

位 置 Ｏ―19グリッド

確認状況 中期後半代環状集落域の南西部にある。

この地区は、中期住居群と後期住居群が重複する遺

構密集地区であり、そこに後世の石垣が重なってい

る。当遺構は、後期堀之内１式期の柄鏡形住居であ

る47号住居の北側にあり、調査当初は柄部に集積し

た礫群を39号住居と捉え、当遺構もその一部として

調査された。最終的に39号住居は欠番となり、47号

住居の柄部北側に近接する当遺構は、単独の扱いと

なった。

埋設状況 円筒状の土坑の北東側壁面に寄せて、底

部を打ち欠いた大形の深鉢を正位に埋設していた。

土器は、土坑の底面から10㎝前後浮いた状態で設置

し、その周囲に大小の礫をあてがって押さえとして

いる。土坑の周囲にも大小の礫が数多く認められた

が、当遺構に続いて構築された、南西側に近接する

47号住居柄部に集積された多量の礫群との見分け

は、困難だった。

使用された土器は、口径49㎝、残存高55㎝の樽形

を呈する大形深鉢で、体部に断面三角形の微隆帯で

区画された縄文帯でＨ字状の文様を３単位で構成し

ている。

なお、土器内部はよく締まった黒褐色土で充たさ

れており、遺物等の出土は認められない。

掘 り 方 円筒状を呈する大形の土坑で、規模は長

径126㎝、短径123㎝、深さは61.5㎝である。埋め土

は、１層が締まった黒褐色土、２層が地山の黄色砂

質土を多量に含んだ硬質の褐色土、３層が軟質の黒
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第37図 20区６号・11号・12号土器埋設遺構

20区12号土器埋設遺構

20区６号土器埋設遺構

20区11号土器埋設遺構
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第38図 20区10号土器埋設遺構

20区10号

１、黒褐色土 硬質。

２、褐色土 硬質で、地山黄色シルトを含む。

３、黒褐色土 軟質。

４、黒褐色土 炭化物を少量含む。

５、褐色土と地山黄色シルトの混土。硬質。

20区10号土器埋設遺構 確認状況

20区10号土器埋設遺構 埋設状況

20区10号土器埋設遺構 土器内部の状況

20区10号土器埋設遺構 掘り方
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褐色土、４層が礫を多量に含む黒褐色土、５層が３

層と近似した硬質の褐色土である。

所 見 大形の円筒状土坑に、底部を打ち欠いた

大形深鉢を正位に埋設したもので、単独の遺構と判

断する。時期は、使用された土器から後期称名寺１

式期に比定されよう。

20区11号土器埋設遺構

調査年度 平成12年度

位 置 Ｋ―20グリッド

確認状況 中期後半代環状集落域の南側内縁にあ

る。地山礫が集中する地区で、後世の攪乱も多く、

遺構分布は希薄である。当遺構は、地山礫が集中す

る最終確認面でかろうじて検出できた遺構の一つ

で、東側に２号掘立柱建物が隣接する。

埋設状況 大量の礫を含む暗褐色土中に、胴部上半

と脚部を欠失した脚台付深鉢を正位に埋設してい

た。土器の周囲には大形の礫が点在し、掘り方の有

無ははっきりしない。土器は７割を破損し、その破

片は周囲に点在していた。その一部は接合したが、

半分以上の部分は欠失していることから、本来の掘

り込み面は失われていると考えられる。

使用された脚台付深鉢は、地元の唐草文系土器で、

平行隆線で曲線的な文様を構成する。被熱痕跡は不

明瞭だが、外面上半と内面下半に煤状炭化物の付着

が認められた。

掘 り 方 明瞭な掘り方は確認できない。

所 見 胴部上半と脚部を欠失した脚台付深鉢を

正位に埋設したもので、使用された土器の大きさや

周囲の状況から、住居の炉の可能性も考えられるが、

判断する要素が不足しており、断定できない。時期

は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３式期に比定

されよう。

20区12号土器埋設遺構

調査年度 平成12年度

位 置 Ｋ―20グリッド

確認状況 11号の西側２ⅿに近接しており、状況は

11号と同様である。

埋設状況 大量の礫を含む暗褐色土中に、胴部中位

以上を打ち欠いた深鉢を正位に埋設していた。埋設

されていた土器（11埋―３）は、胴部下半がほぼ残

存しており、その上に別個体の深鉢の口縁部破片（11

埋―２）と胴部破片（11埋―１）がのっていた。埋

設に使用された土器は、底面に網代痕が付く深鉢で、

内外面とも被熱による劣化・摩耗が著しい。

掘 り 方 明瞭な掘り方は確認できなかった。

所 見 深鉢の胴下半部を正位に埋設したもの

で、土器に被熱痕跡が認められることから、住居の

炉の可能性が高いと判断する。時期は、使用された

土器から後期前半期に比定されよう。

20区13号土器埋設遺構

調査年度 平成12年度

位 置 Ｑ―18グリッド

確認状況 中期後半代環状集落域の南西部、中期加

曽利Ｅ３式期の５号住居を調査中に、その南東の範

囲外で確認された。その場所は、後の調査で５号住

居に先行する42号住居の範囲内となったが、当遺構

の確認面には他に土器の出土がなく、土器は正位を

保持していることから、認定に至った。

埋設状況 ５号住居壁外直近の暗褐色土中に、深鉢

の底部が正位に置かれていた。同一面に礫が数多く

認められたが、その多くは５号住居の範囲内にあた

る。土器の底部は、底径8.4㎝、残存高6.6㎝で、網

代痕は認められない。

掘 り 方 認められない。

所 見 42号住居の遺物とするのが妥当であろ

う。時期は中期後半に比定されよう。

20区14号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｂ―19グリッド

確認状況 後期の４号列石下で確認された。列石の

礫を上位から順次取り外し、列石構築当初の段階で

階段状の段差が確認された。これは礫をのせる際の
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地行にあたるが、その段差の直下で当遺構の土器の

一部が確認された。

埋設状況 土器よりやや大きな円形状の掘り方に、

体部の４分の１を欠失した鉢を逆位に埋設してい

た。確認面は、地行で削平された地山の黄色砂質土

面で、地山に礫は含まない。掘り方内は黒褐色土で

埋め土されており、埋設土器の直上には列石の一部

がのって、土器の底部を押し潰していた。

確認時は、埋設土器は約半分を欠損しており、そ

の欠損部に20㎝ほどの割れた厚手の扁平礫が、あた

かも土器に投げつけて割ったような状況で食い込

み、その傍らに数片の破片が折り重なってこぼれ落

ちていた。復元作業で、掘り方から出土した土器片

の大半は接合し、口縁部から底部まで揃ってはいる

が、体部の４分の１は見つからない。

使用された土器は、口径30㎝、底径８㎝、器高20.

9㎝の鉢で、口縁部には９個の山形突起が付き、胴部

には渦巻文を５つ配した、後期堀之内１式土器であ

る。

掘 り 方 円形状の掘り方が確認された。規模は長

軸55㎝、短軸50㎝、深さ26㎝である。

所 見 ４号列石に伴う埋設土器と判断する。出

土状況から、４号列石構築に伴う最初期の祭祀的な

遺構の可能性が想定される。時期は、使用された土

器から後期堀之内１式期古段階に比定されよう。

20区15号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｇ―19グリッド

確認状況 中期後半代環状集落域の南側内縁で確認

された。現況の道に関連して後世の削平が及んでお

り、表土下が直接地山の黄色砂質土となっており、

地山礫も多い。当遺構も地山の黄色砂質土面で確認

された。周囲には数基の土坑が集中する。

埋設状況 円形状土坑の中央に、胴部上半と底部を

欠失した大形の深鉢を正位に埋設していた。確認状

況から、上部のかなりの部分を削平されているもの

と考えられる。使用された土器は、６単位文様で構

成された地元の唐草文系土器で、大きさは胴部直径

36㎝、残存高34.5㎝である。土器は、土坑の底面に

ほぼついた状態で設置されている。

伴出遺物 特にない。

掘 り 方 地山の黄色砂質土を掘り込んだ円形状の

土坑で、規模は長軸104㎝、短軸91.2㎝で、深さは16

㎝である。地山中の礫が所々に突出しており、土坑

内と土器内は黒褐色土で埋め土されている。なお、

埋め土中から小さな棒状円礫を使用した、小形石器

加工用の台石（15埋―２）が１点出土している。

所 見 円形状の土坑内に、胴部上半と底部を欠

失した大形の深鉢を正位に埋設したもので、墓の可

能性が強いと判断する。時期は、使用された土器か

ら中期加曽利Ｅ３式期に比定されよう。

20区16号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ｂ―20グリッド

確認状況 中期後半代環状集落域の南東内縁で確認

された。礫を多く含む暗褐色土中にあり、東側に29

号・30号が隣接する。

埋設状況 上方にのる長さ30㎝の礫で、押し潰され

た状態で確認されており、調査時に大形深鉢の胴部

中位を正位に埋設したものと判断された。周囲には

割れた板石や円礫など数点が散布しているが、遺構

の範囲を示すものが認められない。

整理作業で、直径36㎝、残存高22.5㎝の深鉢胴部

が復元されたが、残存部は約半分しか残されていな

かった。

伴出遺物 他に出土遺物は認められなかった。

掘 り 方 確認できない。

所 見 出土状況から、住居あるいは土坑に投棄

されたものと判断する。埋設された土器が、これほ

ど破損することはないだろう。時期は、中期加曽利

Ｅ３式期に比定されよう。
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第39図 20区13号・14号土器埋設遺構

20区13号土器埋設遺構

20区14号土器埋設遺構 確認状況

20区14号土器埋設遺構 埋設状況
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第40図 20区15号・16号土器埋設遺構

20区15号土器埋設遺構

20区16号土器埋設遺構
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20区18号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｇ―12グリッド

確認状況 中期後半代の住居が密集する地区で確認

された。当遺構は、中期加曽利Ｅ３式期の102号・105

号住居が重複する場所にあり、両住居の覆土を切り

込んで構築している。周囲には、ほぼ同時期の20号・

21号が近接する。

埋設状況 楕円形状の浅い土坑の中央に、口縁部と

底部を欠失した深鉢（18埋―１）を、やや傾けて正

位で埋設されていた。土器は土坑底面から７㎝ほど

浮いた状態で設置されており、直上には長さ40㎝の

大きな棒状円礫が、あたかも墓標のように斜めに

のっていた。

また、埋設土器の中とその周囲には数多くの土器

破片が散在しており、接合の結果、それらは１個体

の深鉢（18埋―２）と口縁部（18埋―３）に復元で

きた。18埋―２の口縁部は埋設土器の周囲から、底

部は埋設土器の中からの出土である。18埋―３は、

埋設土器の口縁部になる可能性がある。

埋設されていた土器（18埋―１）は、胴部直径推

定38㎝、残存高30㎝の深鉢で、胴部の８割が残存し

ていた。劣化が著しく、被熱痕跡の有無は不明であ

る。文様は、断面三角形の微隆帯でＨ字状文を構成

し、交点に円形の刺突を施す。復元された深鉢（18

埋―２）は、口径推定27㎝、高さ42.8㎝で、全体の

６割が残存していた。文様は、口縁部に押圧を施し

た隆線がめぐる。

掘 り 方 楕円形状の浅い土坑で、規模は長軸129

㎝、短軸91㎝、深さは33㎝である。大半は暗褐色土

で埋め土されており、下層に薄く黒褐色土が認めら

れた。焼土は認められない。

所 見 楕円形状の土坑内に、口縁部と底部を欠

失した深鉢を正位に埋設したもので、墓の可能性が

強いと判断する。時期は、使用された土器から後期

称名寺１式期に比定されよう。

20区19号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｈ―10グリッド

確認状況 当遺構も中期後半代住居密集地区にあ

り、中期加曽利Ｅ４式期の97号住居の覆土を切り込

み、床面を掘り抜いて構築されている。

埋設状況 円形土坑の中央に、胴下半部を打ち欠い

た深鉢を、やや傾けて正位に埋設していた。土器は、

土坑底面から12㎝ほど浮いた状態で設置されてお

り、口縁部の一部は後世の攪乱で欠失している。

使用された土器は、口唇部が強く内折し、胴部に

２段の渦巻文を構成するもので、口縁部をめぐる円

形刺突列と、把手下に垂下する鎖状隆線が特徴的な、

後期称名寺１式土器である。なお、土器に被熱痕跡

は認められない。

伴出遺物 土坑埋め土中から土器片25点と剥片１点

が出土している。19埋―２・３は、埋設土器と同時

期の資料である。

掘 り 方 平面形が円形、断面形が鍋底状の土坑で、

規模は長軸94㎝、短軸89㎝、深さは36㎝である。埋

め土は18号と同様に、上層が暗褐色土、下層が黒褐

色土である。

所 見 円形の土坑内に、胴部下半を打ち欠いた

深鉢を正位に埋設したもので、墓の可能性が強いと

判断する。やや傾けた埋設状態や埋め土など、18号

と良く似ている。時期は、使用された土器から後期

称名寺１式期に比定されよう。

20区20号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｇ―13グリッド

確認状況 中期後半代の住居が密集する地区で確認

された。当遺構は、中期加曽利Ｅ３式期の102号・105

号住居が重複する場所にあり、105号住居の覆土を切

り込んで構築している。周囲には、ほぼ同時期の18

号・21号が近接する。

埋設状況 直径75㎝の円形状土坑の中央に、深鉢の

胴下半部を正位で埋設していた。土器は土坑底面か
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第41図 20区18号・19号土器埋設遺構

20区18号

１、暗褐色土 軟質で炭化物を少量含む。

２、黒褐色土 軟質。

20区19号

１、暗褐色土 軟質で炭化物を少量含む。

２、黒褐色土 軟質。

20区18号土器埋設遺構

20区19号土器埋設遺構

第３節 土器埋設遺構
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ら10㎝ほど浮いた状態で設置されており、攪乱等に

よりかなり崩れた状態で確認されている。土器上半

部の一部は土器内面や周囲に散在しており、残存し

ていたのは底部から19㎝ほどの部分に留まった。土

器に比熱痕跡は認められない。なお、直径10㎝前後

の丸い磨石（20埋―４）が、埋設土器内の底に置い

た状態で確認されている。

掘 り 方 円形状の浅い土坑で、規模は直径75㎝、

深さは24㎝である。埋め土は隣接する18号と同じで、

下層に黒褐色土があり、上層は暗褐色土で埋没して

いる。なお、埋め土から少量の土器片が出土してい

る。

所 見 円形の土坑内に、深鉢の胴下半部を正位

に埋設したもので、墓の可能性が強いと判断する。

使用された部位は異なるが、土坑の形態や埋没土の

状況、底面から浮いた埋設手法などは、18号・19号

と良く似ており、土器内部の底に丸い凹石が置かれ

ていた点では、19区３号と共通している。時期は、

使用された土器から後期称名寺１式期に比定されよ

う。

20区21号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｇ―12グリッド

確認状況 中期後半代の住居が密集する地区で確認

された。当遺構も、中期加曽利Ｅ３式期の102号・105

号住居が重複する場所にあり、105号住居の覆土を切

り込んで構築している。周囲には、ほぼ同時期の18

号・20号が近接する。

埋設状況 105号住居覆土の暗褐色土面を掘り込ん

で、胴部上半を欠失した深鉢を正位で埋設していた。

当遺構では、明確な掘り方は確認できなかった。使

用された土器は、胴部がくの字に突出した鉢で、突

出部の両側に円環状の把手が付く特異な器種であ

る。上半部は後世の攪乱で失い、残存していたのは

体部の半分ほどであった。

伴出遺物 埋設土器を中心に土器片10点と剥片１点

が出土した。土器片のいくつかは埋設土器に接合し

たが、別個体の鉢の胴部２点（21埋―１・２）と深

鉢の破片１点（21埋―３）を第51図に示した。

掘 り 方 土壌が一様で、掘り方は確認できなかっ

た。

所 見 特異な鉢を正位に埋設したもので、墓の

可能性が強いと判断する。時期は、使用された土器

から後期前半期に比定されよう。

20区23号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｇ―12グリッド

確認状況 中期後半代の住居が密集する地区で確認

された。当遺構も21号の西側に隣接した位置にあり、

中期加曽利Ｅ３式期の105号住居と重複する。確認面

は礫を多く含む暗褐色土中にあり、数個の礫と埋設

土器の上端部が同時に露出した状態で確認された。

埋設状況 暗褐色土中に、口縁部と胴下半部を打ち

欠いた深鉢を正位に埋設した状態で確認された。土

器の周囲には炉石状に設置された扁平礫が数個あ

り、土器の下には多量の礫が詰め込まれていた。

使用された土器は、平行隆線による懸垂文を６単

位施し、その間を充塡した縦位の条線に３本の平行

沈線を加えた、地元の中期唐草文系土器で、上端部

と内面に明瞭な比熱痕跡が認められた。

掘 り 方 礫の多い暗褐色土を掘り込んだ、楕円形

状の掘り方が確認された。規模は長軸73.2㎝、短軸

64.8㎝、深さは29㎝で、下層に多量の礫があり、埋

設土器はその上に設置されていた。

所 見 口縁部と胴部下半を打ち欠いた深鉢を正

位に埋設したもので、炉石と焼土は確認できないが、

土器の上端部と内面に明瞭な比熱痕跡が認められる

ことから、住居の炉と判断する。掘り方の状態から、

長方形の石囲い炉が想定される。時期は、使用され

た土器から中期加曽利Ｅ３式期古段階に比定されよ

う。
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第42図 20区20号・21号土器埋設遺構

20区20号

１、暗褐色土 軟質で炭化物を少量含む。

２、黒褐色土 軟質。

20区21号土器埋設遺構

20区20号土器埋設遺構
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第43図 20区23号土器埋設遺構

20区23号土器埋設遺構 確認状況

20区23号土器埋設遺構 埋設状況
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第44図 20区24号・25号・28号土器埋設遺構
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20区24号土器埋設遺構

調査年度 平成15年度

位 置 Ｄ―12グリッド

確認状況 中期後半代環状集落域にあり、94号・107

号住居が重複する地点で確認された。この地区は地

山の黄色砂質土が無いため、遺構の切り合い関係は

ほとんど見分けがつかない。当遺構は、107号住居の

床面調査時に確認されたが、両住居との切り合い関

係は不明である。

埋設状況 ほぼ完形の小形深鉢が正位に埋設されて

いた。掘り方は不明瞭だが、土器の大きさに合わせ

て礫を多く含む暗褐色土を掘り込み、掘り方はやや

軟質の暗褐色土で埋められていた。

使用された土器は、胴部上半に綾杉状施文の条線

を充塡した楕円区画文と蕨手状沈線を交互に７単位

施した地元の唐草文系土器で、器形や文様構成に関

東の加曽利Ｅ式の流儀が看取される。土器の大きさ

は、口径23.7㎝、器高34㎝で、被熱痕跡は認められ

ない。

掘 り 方 土壌の差はほとんどないが、地山中の礫

が目安となった。直径34㎝ほどの円形を呈し、深さ

は32㎝である。

所 見 ほぼ完形の小形深鉢を正位に埋設したも

ので、関連する遺構が見あたらないことから、単独

の墓としておきたい。時期は、使用された土器から

中期加曽利Ｅ３式期新段階に比定されよう。

20区25号土器埋設遺構

調査年度 平成16年度

位 置 Ｌ―12グリッド

確認状況 20区中央部の遺構分布が少ない地区で確

認された。現況の道に沿った地区で後世の攪乱がか

なり及んでおり、遺構の分布も少ない。確認面は礫

を多量に含む暗褐色土である。

埋設状況 暗褐色土中に、口縁部と胴部下半を欠失

した深鉢が正位に埋設されていた。土器は、後世の

攪乱等で破損して散在し、埋設状態を保っていたの

は胴部半周分のみである。使用された土器は、地文

に縦位の条線を施した、加曽利Ｅ３式期の深鉢で、

上半部は後世の攪乱で失われている。土器に明瞭な

被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 明瞭な掘り方は確認できなかった。

所 見 口縁部と胴部下半を欠失した中形の深鉢

を正位に埋設したもので、住居の炉あるいは埋甕の

可能性が考えられるが、根拠に乏しく、確定できな

い。時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３式

期に比定されよう。

20区26号土器埋設遺構

調査年度 平成16年度

位 置 Ｍ―10グリッド

確認状況 20区の中央部、中期加曽利Ｅ３式期新段

階の116号住居の南東端部にかかった位置にある。

116号住居の調査が終盤になった頃に確認されたが、

当遺構の確認面は116号住居より20㎝ほど低い位置

にあり、中期後半代の住居の出入り口が南東側にあ

ることも知られていなかったため、注意されなかっ

た。当遺構は、116号住居石囲い炉の中央から南東側

に2.8ⅿの位置にあり、周囲には破砕した板石や円礫

が散在していた。

埋設状況 大小の礫を多量に含む淡褐色土を掘り込

んで、胴部下半を打ち欠いた深鉢を逆位に埋設して

いた。土器の上面には30×20㎝の板石で蓋がしてあ

り、その東側上面に28×20㎝ほどの扁平な円礫が

のっていた。確認時に蓋石は割れていたが、それは

扁平な円礫を投げつけた際に割れたものであること

が、状況から看取される。掘り方底面から10㎝ほど

の位置に26×19㎝の厚手の板石が敷いてあり、土器

はその上に据えられ、周囲には押さえのために小礫

が数多く詰められていた。

使用された土器は、口径35.7㎝、残存高27.4㎝の

地元の唐草文系土器で、口縁部には斜行沈線を施し、

胴部には渦巻文や蕨手文を配した区画文様を６単位

で構成する。なお、被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 楕円形のやや深い掘り方が確認された。

規模は、長軸73.5㎝、短軸61㎝、深さは33㎝で、淡
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第45図 20区26号土器埋設遺構

20区26号

１、暗褐色土 軟質で炭化物を少量含む。

２、黒褐色土 軟質で地山黄色シルトを含む。

20区26号土器埋設遺構 土器下の板石

20区26号土器埋設遺構 埋設状況

20区26号土器埋設遺構 確認状況
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褐色土面から掘り込んで、底面は地山の黄色砂質土

に達していた。埋め土は、小礫を多く含む暗褐色土

で、埋設土器の内部は礫を含まない暗褐色土で埋没

していた。なお、掘り方覆土中から石鏃１点、砕片

１点が出土している。

所 見 楕円形の掘り方内に、胴部下半を打ち欠

いた中形の深鉢を逆位に埋設したもので、住居の出

入り口部埋甕に該当すると判断される。時期は、使

用された土器から、中期加曽利Ｅ３式期に比定され

よう。

当遺構は、埋設土器の上面に蓋石、下面に板石を

伴っており、埋設位置は116号住居の石囲い炉の中心

から南東方向に2.8ⅿにある。本遺跡の中期後半代住

居の出入り口部埋甕は、斜面の傾斜に対して平行す

る南東側に設置される傾向にあり、当遺構は116号住

居の出入り口部埋甕に該当する可能性が高い。

20区28号土器埋設遺構

調査年度 平成16年度

位 置 Ｎ―５グリッド

確認状況 中期後半代の環状集落域から南側にはず

れた高所で確認された。確認面は暗褐色土面で礫が

多く点在するが、遺物の分布は少ない。南東側に111

号・121号・122号住居が隣接する。

埋設状況 暗褐色土面に、胴部下半を欠失した小形

深鉢の破片を、逆位に置いたような状態で確認され

た。周囲には大形礫や円礫、あるいは被熱痕跡があ

る割れた厚手の扁平礫が点在するが、焼土等は確認

できない。

使用された土器は、中期加曽利Ｅ３式新段階の小

形深鉢で、残存していたのは胴部上半の約３分の１

にすぎない。大きさは、口径推定17.4㎝、残存高は

8.9㎝ほどのもので、口縁部の一部に被熱痕跡が認め

られた。

掘 り 方 図では炉状の掘り方となっているが、土

壌が一様で、明瞭な掘り方は確認できなかった。

所 見 土器の一部と周囲の礫の一部に被熱痕跡

は認められたが、埋設土器とは判断しがたい。

20区29号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ａ―21グリッド

確認状況 中期後半代の環状集落域の南東部内縁で

確認された。後期の４号列石の北側にあたり、楕円

形の浅い土坑が集中するなかの一つが当遺構であ

る。確認面は暗褐色土中で、449号・450号土坑と一

部を重複するが、切り合い関係は不明である。確認

当初は、暗褐色土中に逆位の土器と周囲の礫が分布

しており、住居を想定していたが、炉が見つからず、

浅い楕円形の土坑内に埋設してあることが判明し、

447号土坑とした。

なお、当遺構は横壁中村遺跡(６)土坑編では447号

土坑として扱ったが、土器埋設遺構でも同種の遺構

が存在するため、本編では29号として併せて掲載す

ることにした。

埋設状況 楕円形の土坑の北側寄りに、胴部下半を

欠失した大形の深鉢を逆位に埋設していた。土器は

土坑の底面から10㎝ほど浮いた状態で設置されてお

り、胴部は後世の攪乱で欠失している。

使用された土器は、口縁部直径40㎝の大形深鉢で、

残存していたのは口縁部の13㎝幅の部位だけであ

る。文様は、凹線による弧状文様で構成される、中

期加曽利Ｅ３式新段階の土器で、関東の流儀でつく

られている。土器に被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 南北方向に長軸を持つ楕円形の土坑で、

規模は長軸125㎝、短軸95㎝で、確認面からの深さは

16㎝であるが、土器の上端までは27㎝で、本来は30

㎝以上の深さがあったものと想定される。土坑内は

暗褐色土で埋没しており、焼土は認められない。

所 見 楕円形の土坑に、大形の深鉢を逆位に埋

設したもので、墓の可能性が強いと判断する。土坑

の規模や埋設手法は18区14号と共通しており、興味

深い。時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３

式期新段階に比定されよう。
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20区30号土器埋設遺構

調査年度 平成13年度

位 置 Ａ―21グリッド

確認状況 29号と一連の土坑群中にあり、29号の北

東1.5ⅿで確認された。確認面は同様で、地山の黄色

砂質土の直前面で楕円形の土坑の形状が判明し、448

号土坑とした。なお、東側の一部を451号土坑と重複

し、それを切っていると判断した。

当遺構も29号と同様に土坑編では448号土坑とし

て扱ったが、本編では30号として併せて掲載するこ

とにした。

埋設状況 楕円形の土坑内に大形の扁平礫を中心に

礫を集積し、その南側に口縁部と胴部下半を欠失し

た中形の深鉢を逆位に埋設していた。礫と土器は土

坑の底面から10㎝ほど浮いた状態で設置されてお

り、土器の胴部下半は後世の攪乱で欠失している。

土坑は、確認面から17㎝ほどの深さだが、土器の端

部までは30㎝ほどあり、本来は30㎝以上の深さが

あったものと想定される。

埋設に使用された土器は、胴部に無文懸垂帯を施

す中期加曽利Ｅ３式新段階の土器で、関東の流儀で

つくられている。また、礫群中から赤色塗彩が施さ

れた浅鉢の大形破片（30埋―２）と、扁平礫を利用

した台石（30埋―３）が出土している。

掘 り 方 南北方向に長軸を持つ楕円形の土坑で、

規模は長軸120㎝、短軸83㎝で、確認面からの深さは

17㎝であるが、土器の上端までは30㎝で、本来は30

㎝以上の深さがあったものと想定される。土坑内は

暗褐色土で埋没しており、焼土は認められない。

所 見 楕円形の土坑に、大形礫と共に深鉢を逆

位に埋設したもので、墓の可能性が強いと判断する。

時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３式期新

段階に比定されよう。

第３節 土器埋設遺構

77



第46図 20区29号・30号土器埋設遺構

20区29号土器埋設遺構

20区30号土器埋設遺構
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第47図 20区土器埋設遺構出土遺物（２・３・４・６・11・13号）

第３節 土器埋設遺構
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第51図 20区土器埋設遺構出土遺物（19・21・23・24・28号）

第３節 土器埋設遺構
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第52図 20区土器埋設遺構出土遺物（25・26・29号）
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第53図 20区土器埋設遺構出土遺物（30号）

第３節 土器埋設遺構
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28区１号土器埋設遺構

調査年度 平成８年度

位 置 Ｆ―１グリッド

確認状況 本遺跡の東側を画す東沢の崖上にある。

この地区は、地山土中に大量の礫を含んでおり、当

遺構も礫群中で確認された。確認面は暗褐色土面で、

同一面で土器の出土はほとんど認められない。

埋設状況 礫群中に、胴部下半を欠失した小形の深

鉢を正位に埋設していた。土器の上端部と礫群の上

端部はほぼ同レベルで、その上層は後世の耕作等で

削平されている。埋設に使用された土器は、地元の

唐草文系深鉢で、現在行方不明中のため、図示でき

ない。所在が判明した段階で提示する予定である。

なお、焼土等の伴出は認められない。

掘 り 方 明確な掘り方は確認されていない。

所 見 胴部下半を欠失した小形の深鉢を正位に

埋設したもので、住居の炉に伴う土器の可能性が高

いと判断する。礫群の上面に床があった可能性が高

く、石囲いや出土土器は削平されてしまったのでは

ないか。時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ

３式期に比定されよう。

28区２号土器埋設遺構

調査年度 平成８年度

位 置 Ｇ―１グリッド

確認状況 １号の西側６ⅿほどのところに位置す

る。周囲には列石や住居が展開するが、当遺構はそ

れらの調査が終了し、地山の黄色砂質土面での最終

確認で検出された。当初は、地山土から１片の土器

片がわずかに覗いている状態だったが、掘り出して

みると、数個体の土器が重なっていた。地山土中に

は、小礫が数多く含まれている。

埋設状況 地山の黄色砂質土を掘り込んで、４個の

大きな土器破片を重ねた状態で縦位に埋納してい

た。土器は、小形深鉢の口縁部片と胴部片、および

２個体の浅鉢の体部片で、通常の埋設土器とは異な

る。小形の深鉢は勝坂式の様式を色濃く残す土器で、

浅鉢２個体は加曽利Ｅ１式期に該当するであろう。

掘 り 方 一辺40㎝ほどの方形状の掘り方で、深さ

は18㎝である。土器は北側に寄せて埋納され、地山

の黄色砂質土と暗褐色土の混土で埋め土されてい

た。焼土等は認められない。

所 見 掘り方の形状と規模から、炉の可能性も

考えられるが、他の状況証拠が乏しく、断定できな

い。

確認時には一片の土器しか見えていないことか

ら、掘り方内に埋納することが意図されていたのか

もしれない。通常の埋設土器とは異なっており、特

殊な埋納遺構の可能性もある。時期は、使用された

土器から中期加曽利Ｅ１式期に比定されよう。

28区３号土器埋設遺構

調査年度 平成８年度

位 置 Ｋ―３グリッド

確認状況 吾妻川に寄った北側に位置する。この地

区は暗褐色土が厚く堆積しており、所々に大形礫が

点在する。上面を後世の耕作等で削平されたためか、

遺構・遺物の分布も少ない。

埋設状況 暗褐色土中に、胴部上半を欠失した小形

の深鉢を正位に埋設していた。土器の上端部は後世

の削平で欠落しており、残存部は22㎝ほどである。

使用された土器は、縦位の撚糸文を地文に、隆帯と

平行沈線で区画文を構成する、中期加曽利Ｅ１式土

器で、内面に弱い被熱痕跡が認められた。

掘 り 方 明瞭ではないが、直径35㎝、深さ15㎝ほ

どの円形状の掘り方が認められた。また、掘り方付

近から台付土器の台部（３埋―２）が出土している。

所 見 胴部上半を欠失した小形深鉢を正位に埋

設したもので、住居の炉に伴う土器の可能性が高い

と判断する。土器の上端部は削平されており、住居

の床面は失われている可能性が高い。時期は、使用

された土器から、中期加曽利Ｅ１式期古段階に比定

されよう。
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第54図 28区１号土器埋設遺構

28区１号

１、暗褐色土 硬質で焼土・炭化物を少量含む。

２、暗褐色土 軟質で地山黄色シルトを含む。

28区１号土器埋設遺構 確認状況 28区１号土器埋設遺構 埋設状況

第３節 土器埋設遺構
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第55図 28区２号・３号土器埋設遺構

28区２号

１、暗褐色土と地山黄色シルトの混土。

２、暗褐色土 やや軟質。

３、暗褐色土 やや硬質。

28区３号土器埋設遺構

28区２号土器埋設遺構

第３章 発見された遺構と遺物
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第56図 28区土器埋設遺構出土遺物（２・３・５号）

第３節 土器埋設遺構
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28区５号土器埋設遺構

調査年度 平成８年度

位 置 Ｐ―１グリッド

確認状況 12号配石の北東部から、18区４号～６号

と共に確認された。当遺構は、12号配石中の大きな

地山礫に接して埋設されており、礫群の調査時に円

形にめぐる上端部がはっきりと確認された。確認面

は暗褐色土中である。

埋設状況 暗褐色土中に、胴部上半を欠失した深鉢

を正位に埋設していた。土器は底部までほぼ完存し

第57図 30区10号土器埋設遺構

30区10号土器埋設遺構 確認状況 30区10号土器埋設遺構 埋設状況

第３章 発見された遺構と遺物
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ており、残存高は21.8㎝であった。使用された土器

は、胴部に無文懸垂帯を施した加曽利Ｅ３式中段階

の土器で、被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 明瞭な掘り方は確認できなかったが、直

近から深鉢の胴部破片（５埋―２）が出土している。

所 見 18区12号配石が、18区５号を炉とする住

居となることを前提とすれば、当遺構はその住居の

出入り口部埋甕に該当する可能性が高いと判断す

る。時期は、使用された土器から中期加曽利Ｅ３式

期中段階に比定されよう。

30区10号土器埋設遺構

調査年度 平成９年度

位 置 Ｃ―４グリッド

確認状況 大量の地山礫が散布する地区で確認され

た。周囲は一面に地山礫が広がり、住居等の遺構が

ある場所だけが転々と窪んでいた。当遺構が位置す

る地点も、大形礫とその間を埋める小礫が一面に集

積しており、その一画にある直径80㎝ほどの浅い窪

みの中央で確認された。

埋設状況 礫を多量に含む暗褐色土を掘り込んで、

口縁部と胴部下半を欠失した小形の深鉢を逆位に埋

設していた。土器は掘り込みの底面より５㎝ほど浮

いた状態で埋設されており、その上端部は周囲の礫

面より８㎝ほど低いレベルにあった。使用された土

器は、直径16㎝、残存高８㎝ほどの深鉢胴部で、上

第58図 30区11号土器埋設遺構

30区11号土器埋設遺構 埋設状況30区11号土器埋設遺構 確認状況

第３節 土器埋設遺構
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方にあった部分には明瞭な被熱痕跡が認められた。

なお、周囲に焼土や炉石は認められなかった。

掘 り 方 礫を多量に含む暗褐色土を、直径約80㎝、

深さ20㎝ほど掘り込んだ掘り方が確認された。掘り

方の底面は地山の黄色砂質土に達しており、小礫を

少量含む暗褐色土で埋め土されていた。埋め土中に

焼土は認められない。

所 見 浅い掘り込み内に、口縁部と胴部下半を

欠失した小形の深鉢を逆位に埋設したもので、土器

に明瞭な被熱痕跡が認められることから、住居の炉

に使用されたものと判断する。時期は、使用された

土器から中期加曽利Ｅ３式期に比定されよう。

30区11号土器埋設遺構

調査年度 平成11年度

位 置 Ｂ―１グリッド

確認状況 当遺構も地山礫が多量に散布する地区で

確認された。分布図には記載してないが、18号土坑

の東側に後期の33号住居があり、その周囲には大形

の地山礫が点在している。当遺構は、暗褐色土面を

調査中に胴部の一部が検出された。当初は住居を想

定して調査が進められたが、炉が確認できないこと

から、11号埋設土器として扱った。なお、当遺構は

現在、平面図が所在不明であり、判明した段階で提

示したい。

埋設状況 暗褐色土中から、胴部下半を欠失した深

鉢が逆位で出土した。土器は、地山の黄色砂質土面

より若干浮いた状態を保持しており、その周囲にあ

てがうように礫が認められることから、掘り方を伴

う可能性もある。また、周囲には大形の礫が点在し

ており、土器の口縁部のレベルで平坦面を確保する

ことが難しいことから、住居床面の伏せ甕を想定す

ることは困難であろう。

使用された土器は、口径30.4㎝、残存高は18.9㎝

の深鉢で、縦位の沈線が施された中期加曽利Ｅ３式

土器である。器形は関東の流儀でつくられている。

なお、被熱痕跡は認められない。

掘 り 方 明確な掘り方は確認できなかった。

所 見 胴部下半を欠失した中形の深鉢を逆位に

据えたもので、本来は掘り方を伴う墓の可能性が高

いと想定する。時期は、使用された土器から中期加

曽利Ｅ３式期に比定されよう。

第59図 30区土器埋設遺構出土遺物（10・11号）

第３章 発見された遺構と遺物
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第４節 掘立柱建物

当遺跡では、縄文時代の掘立柱建物が13棟、柱穴

列が２箇所で確認されている。これらの遺構の多く

は、住居の確認面よりも低い地山面で単独の土坑と

して調査されたもので、その後に周辺の遺構調査が

終了し、掘り方調査の段階で新たに確認された柱穴

と組み合わせて全形が判明したものも多い。そのた

め、本来の遺構面よりもかなり低いレベルで記録が

作成されており、柱穴の深さはその点を考慮してお

く必要がある。また、当遺跡は地山が黄色シルト～砂

質土であり、最終的な遺構確認が困難な地点もある

ことから、確認漏れの遺構も少なからず存在する。

ここで再度、遺構分布図について説明しておきた

い。この図は、付図の中から必要な箇所を抜き出し

たもので、第５節の環状柱穴列、および第６節の柱

穴列を含んだ分布図になっている。

調査区外の地形を表現していないため、第１図の

地形図と併せて見ていただきたい。調査区の北側は

吾妻川が東西に流れており、本遺跡とは比高差30ⅿ

以上の断崖で画されている。調査区の東側、つまり

18区の東側には、南側の山地から流れる東沢があり、

これも遺跡内との比高差は５ⅿ以上あるが、本遺跡

にとって重要な水源である。遺跡中央を南北に蛇行

する山根沢（濃いトーンで表示、調査結果を加味し

て復元）は、本遺跡の重要な水場で、現在も適度な

水を供給している。淡いトーンで示したのは埋没谷

で、年代ははっきりしないが、地山土のシルト～砂

質土が堆積する際に南側の山地から流れる沢によっ

て刻まれた痕跡で、このうち18区の中央を南東から

北西に横切る谷は、上層に縄文時代中期から後期前

半代の遺物と礫を大量に包含している。この谷につ

いては、本文中で埋没谷と表記する。なお、遺構は、

縄文時代中期後半～後期の遺構の住居・列石・配石

を図化してある。

確認された掘立柱建物の形態は、方形と長方形と

が認められた。柱構造は、１×１間の４本柱建物が

９棟で最も多く、他に１×２間の６本柱長方形建物

が１棟と、棟持ち柱を持つ２×３間の12本柱長方形

建物が１棟ある。１×１間の４本柱建物には、正方

形および正方形に近いタイプが６棟、長方形タイプ

が３棟ある。

当遺構の分布は、集落を２分する山根沢の両側で

確認されており、東側にあたる18区に４棟、西側に

あたる20区に６棟、29区に１棟である。

18区には、４本柱方形建物である１号と、４本柱

長方形建物である２号・４号と、棟持ち柱を持つ12

本柱長方形建物である３号がある。１号は集落中央

部の遺構が比較的少ない地区に単独で位置し、２号

と４号は集落北西部の遺構群の内側に接近して位置

する。大形で棟持ち柱を持つ３号は、集落の南西部

縁辺にあり、一部が埋没谷にかかる。

20区には、４本柱方形建物である１号・５号・６

号・７号・８号と、６本柱長方形建物の２号がある。

これらは、いずれも中期後半の環状集落内の空白部

縁辺に位置し、２号と７号は近接し、６号と８号は

一部を重複している。

29区には、４本柱長方形である１号があり、中期

後半の環状集落の北東部に位置する後期配石墓群の

北西側に、単独で配置されている。

なお、掘立柱建物の時期は、柱穴内から各期の土

器が出土しているものも多く、判断は難しい。

以下、個別に報告する。
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第60図 20区・30区掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列分布図
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第61図 19区・29区掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列分布図

第４節 掘立柱建物
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第62図 18区・28区掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列分布図
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96



表
４

横
壁
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式
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0
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山
根
沢
の
低
地
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に
沿
う
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表７ 横壁中村遺跡 掘立柱建物 柱穴対照一覧
報告用 調査時名称 共伴遺構 重 複 遺 構 長径 短径 深さ 主 な 遺 物 備 考
18区１号掘立柱建物
柱１ 73号土坑 88 75 41
柱２ 14号住居 105 86 51
柱３ 117 107 64
柱４ 18号配石 75 64 66

18区２号掘立柱建物
柱１ 87号土坑 ９号焼土 50 43 54
柱２ 86号土坑 ９号焼土 58 57 71
柱３ 55 46 48
柱４ 52 45 49

18区３号掘立柱建物
柱１ 206号土坑 37号配石 138 127 124 堀之内１式土器 根巻き礫 柱痕 礎石(板石)
柱２ 194号土坑 21号配石 113 103 106 堀之内１式土器 ― ― ―
柱３ 205号土坑 22号配石 126 122 113 堀之内１式土器 根巻き礫 柱痕 ―
柱４ 204号土坑 38号配石 120 97 110 堀之内１式土器 ― ― 礎石(板石)
柱５ 196号土坑 ― 119 95 97 ― 柱痕 ―
柱６ 197号土坑 礫 集積 82 77 115 堀之内１式土器 根巻き礫の一部 ― ―
柱７ 168号土坑 ― 105 97 60 堀之内１式土器 ― ― ―
柱８ 191号土坑 礫 集積 93 75 97 堀之内１式土器 根巻き礫の一部 ― ―
柱９ 152号土坑 ― 152号 土 坑(中

世)
110 107 (67) 堀之内１式土器 ― ― ―

柱10 209号土坑 ― 107 107 92 堀之内１式土器 ― 柱痕 礎石(割石)
柱11 190号土坑 礫 集積 195号土坑 104 100 98 堀之内１式土器 ― ― ―
柱12 207号土坑 ― ６号列石 147 123 172 根巻き礫 柱痕 ―

18区４号掘立柱建物
柱１ 41号土坑 49 45 58
柱２ 56号土坑 108 ― 72 称名寺２式土器
柱３ 51号土坑 51 ― 51 堀之内１式土器
柱４ 43号土坑 67 57 59

20区１号掘立柱建物
柱１ 23号住居柱17 23号住居 82 78 76 23住を切り、２号埋設に切られる。
柱２ 97号土坑 87 73 82
柱３ 115号土坑 138号土坑 98 98 87
柱４ 23号住居柱３ 23号住居 83 76 83 23号住居を切る。

20区２号掘立柱建物
柱１ 312号土坑 99 79 67
柱２ 310号土坑 104 80 99 堀之内１式土器
柱３ 314号土坑 115 86 61
柱４ なし 100 75 32
柱５ なし 110 87 40
柱６ なし 136 102 46
柱７ 316号土坑 90 76 35
柱８ 317号土坑 91 83 68
柱９ 394号土坑(東) ― 84 54
柱10 395号土坑 88 67 68
柱11 404号土坑 114 100 64
柱12 407号土坑 95 79 54

20区５号掘立柱建物 台石２点、丸石１点、石棒片１点、軽石製品１点
柱１ 414号土坑 (旧２号柱) 125 101 91
柱２ 410号土坑 (旧１号柱) 156 118 119 加曽利Ｂ２～３式土器
柱３ 416号土坑 (旧４号柱) 140 97 103 隣接地山礫に磨り面
柱４ 415号土坑 (旧３号柱) 139 137 95 隣接地山礫に磨り面

20区６号掘立柱建物
柱１ 370号土坑 (旧２号柱) 130 124 107
柱２ 388号土坑 (旧１号柱) 104 88 103
柱３ 364号土坑 (旧４号柱) 127 109 112
柱４ 366号土坑 (旧３号柱) 111 85 96

20区７号掘立柱建物
柱１ 349号土坑 (旧４号柱) 102 98 49
柱２ 389号土坑 (旧１号柱) 94 83 58
柱３ 405号土坑 (旧２号柱) 121 80 75
柱４ 394号土坑 (旧３号柱) 108 81 55

20区８号掘立柱建物
柱１ 428号土坑 (旧２号柱) 134 85 51 堀之内２式土器
柱２ 442号土坑 441号土坑 (旧１号柱) 86 82 60 石棒片１点
柱３ 384号土坑 (旧４号柱) 110 93 79 堀之内１～２式土器
柱４ 419号土坑 435号土坑 (旧３号柱) 146 83 68 堀之内２式土器

29区１号掘立柱建物
柱１ 24号土坑 54 48 52 加曽利Ｂ式土器 Ｗ-６ａ土坑
柱２ 23号土坑 65 43 59 後期土器 Ｗ-５ａ土坑
柱３ 31号土坑 50号配石 60 53 51 加曽利Ｂ式土器 Ｘ-５ａ土坑
柱４ 32号土坑 58 48 57 加曽利Ｂ式土器 Ｘ-６ａ土坑
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18区１号掘立柱建物

調査年度 平成14年度

位 置 Ｎ―21グリッド

方 位 Ｎ78度Ｗ

確認状況 台地中央部の、礫が全面に拡がる地区で

確認された。ここでは後期の14号住居と18号配石、

および土坑数基が確認され、遺構調査が終盤になっ

た頃、14号住居内と18号配石内で大きな柱穴が見つ

かり、周辺の土坑と組み合わせたところ、方形の規

格的な配置にのっていることがわかった。両遺構と

の新旧関係は不明である。

形 状 斜面地の等高線方向にほぼ平行して、東

西に長軸を持つ１×１間の建物で、平面形は方形に

近い長方形を呈し、規模は東西方向が290㎝、南北方

向が254㎝である。各柱穴は直交する位置に整然と配

置されており、そのうち柱２は14号住居内に、柱４

は18号配石内に重複する。

柱 穴 地山礫が多い場所であるが、各柱穴とも

第63図 18区１号掘立柱建物
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直径70～100㎝前後の円形状の掘り方が認められた。

深さは41～66㎝であるが、本来はこれよりも数十㎝

増しの深さがあったと想定される。

伴出遺物 柱穴内から遺物等は確認されていない。

所 見 柱穴からの出土遺物もなく、重複する遺

構との新旧関係も判然としないため、帰属時期の特

定は難しいが、形態と規模は20区で確認された５

号・６号・８号掘立柱建物に類似しており、それら

と同じ時期に該当する可能性が高いと判断する。

18区２号掘立柱建物

調査年度 平成14年度

位 置 Ｔ―22グリッド

方 位 Ｎ75度Ｅ

確認状況 ４号石垣のすぐ北側で確認された。この

地区は、石垣構築に伴って地山の黄色砂質土上面ま

で削平を受けており、土坑が数基確認されるに留

まったが、そのうちの４基が長方形の規格にのって

おり、柱の規模も揃っていることから、掘立柱建物

と判断した。東側に９号焼土が重なるが、この遺構

はかなり上面で存在した遺構であり、当遺構との関

わりはない。縄文時代の遺構では、北東１ⅿほどに

後期の７号土器埋設遺構が接近する。

形 状 斜面地の等高線方向にほぼ平行して、東

西に長軸を持つ１×１間の建物で、平面形は長方形

を呈し、規模は東西方向が245㎝、南北方向が

110～135㎝である。柱穴は、柱１を除いて直交する

位置にある。

第64図 18区２号掘立柱建物
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柱 穴 ここも地山礫が多い場所だが、各柱穴と

も直径50㎝前後の円形状の掘り方が認められた。深

さは48～71㎝まであるが、50㎝前後のものが多く、

ここでも本来はこれよりも数十㎝増しの深さがあっ

たと想定される。

伴出遺物 柱穴内から遺物等は確認されていない。

所 見 確認面は住居等の遺構より低いレベルに

あり、掘り方もしっかりしていることから、縄文時

代の掘立柱建物と判断したい。柱穴からの出土遺物

等もなく、時期の詳細は不明である。

18区３号掘立柱建物

調査年度 平成14年度

位 置 Ｗ―８～11グリッド

方 位 Ｎ３度Ｗ

確認状況 縄文時代の埋没谷の調査段階で、谷の縁

辺部に分布する後期前半の遺物包含層上面から、直

径１ⅿ前後の範囲に礫を集積した遺構が数カ所で確

認され、配石遺構として調査を進めていた。

ところが、配石遺構の下部に深い土坑が存在する

ことが判明し、その周囲にある大形の土坑と共に南

北線上に並んでいることがわかった。確認当初は、

８本柱の単純な長方形を呈するものと考えていた

が、最終的には長軸に棟持ち柱を持つ12本柱の長大

な掘立柱建物となった。

当遺構は、南側の一部を縄文時代後期の６号列石、

および構成の１号石垣と重複しており、この地区は

かなりの削平が及んでいる。そのため当遺構の確認

面は、南半部の大半は削平された地山の黄色シルト

～砂質土面であり、北側の一部は埋没谷の後期前半

包含層中であった。

形 状 斜面地の等高線方向に直交して、南北に

長軸を持つ２×４間の長方形を呈し、南北の長軸線

上の両外側に棟持ち柱が付く12本柱の構造となる。

規模は、長軸7.35ⅿ、短軸3.5ⅿ、長軸線上に位置す

る南北の両棟持ち柱間の距離は12.95ⅿであり、その

確認面の比高差は1.5ⅿ前後である。柱の配置に若干

のぶれは認められるものの、各柱穴間の距離は、縄

文尺といわれる35㎝の増数に合致している。また、

建物の長軸はほぼ磁北に沿っており、全体の構造と

共に、高度な規格性が感じられる。

柱 穴 当掘立柱建物を構成する柱穴は12本あ

り、それぞれに詳細な調査内容があるため、ここで

は伴出遺物も含めて個別に報告したい。

柱１ 北側の棟持ち柱に該当する柱穴で、埋没谷の

中程で確認された。西側に後期の24号配石が隣接す

る。上面に多量の礫が集積されており、確認時には

37号配石とした。

上面の礫は、長さ50㎝の大型礫を中心に、拳大～20

㎝大の小礫が円形状に集積されており、その小礫を

取り去ると、20～40㎝大の大振りな礫が面的に並べ

たような状態で組まれていた。この段階で、礫の中

央部に直径30㎝前後の柱痕が明確に認められた。こ

の柱痕を取り囲んだ根巻き状の礫群は、底面に至る

まで連続して認められた。

底面には、50㎝前後の板石を中心に、その周囲に

小礫を敷いて直径90㎝の円形状に仕上げた敷石が、

礎石として敷かれていた。柱痕部分の埋没土は軟質

の暗褐色土で、その他は地山を多く含むやや硬質の

暗褐色土である。

掘り方は、確認時に206号土坑としたもので、平面

形は138×127㎝のほぼ円形を呈し、深さは124㎝で、

断面形は箱状となる。断ち割り調査でも、掘り方中

央部の南東寄りで直径30㎝前後の柱痕を確認するこ

とができた。柱痕部は軟質の暗褐色土で埋まってお

り、その他は地山の黄色砂質土を多く含むやや硬質

の褐色土で埋め土されていた。

遺物は、37号配石とした上面の礫群中から後期堀

之内１式土器破片４点と完形の凹石１点が、206号土

坑とした掘り方内から堀之内１式土器破片９点が出

土している。

柱２ 埋没谷の縁辺部で確認された。上面の北西に

ずれた位置に、掘り方とほぼ重なる大きさの敷石が

あり、確認時は21号配石とした。この配石は20～40

㎝大の扁平礫を敷き並べ、礫の間やまわりに小石を

根詰めして、直径90㎝の円形状に設置したもので、
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第65図 18区３号掘立柱建物 礫出土状況
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第66図 18区３号掘立柱建物全体図



第67図 18区３号掘立柱建物 柱痕確認状況
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柱１の底面に敷かれていた礎石と規模・手法ともに

共通している。なお、この手法は敷石住居の敷石に

多用される手法である。

掘り方は確認時に194号土坑としたもので、平面形

は113×103㎝の円形状を呈し、深さは106㎝で、断面

形は上方が直線的にやや開く逆台形状となる。埋め

土は、地山の黄色砂質土を多く含む褐色土で、よく

締まっており、上層には小石を多く含み、下層には

大きな礫を多く含む。柱痕は確認できない。

遺物は、21号配石中から後期前半の土器破片が２

点、194号土坑とした掘り方の中位付近から礫と共に

後期堀之内１式土器破片８点が出土している。

柱３ 埋没谷の縁辺部で確認された。確認時には、

直径１ⅿほどの円形状に拳大の礫が集積されてお

り、22号配石とした。上層の礫を取り去ると、その

直下に大形礫が敷いたように配置されており、その

中央に直径30㎝前後の柱痕が認められた。ここでは

断ち割り調査は実施してないが、柱１と同様に、こ

の柱痕を取り巻く根巻き状の礫は、底面付近まで続

いていることが確認されている。

掘り方は、確認時に205号土坑としたもので、平面

形は126×122㎝の円形状を呈し、深さは113㎝で、断

面形は箱形である。埋め土は、地山の黄色砂質土を

多く含むやや軟質の褐色土で、柱痕部分はさらに軟

質であった。

遺物は、上面の22号配石中から後期堀之内１式土

器破片が２点と石皿の破片１点が、205号土坑とした

掘り方から堀之内１式土器破片３点が出土してい

確認面の配石（37号配石） 柱穴上層の礫

上層礫下の状況 柱痕を確認

下層の柱痕を取りまく礫

底面の礎石
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第68図 18区３号掘立柱建物 柱１

注１

１、暗褐色土 やや軟質。大形礫、及び拳大の礫が集積。

２、暗褐色土 軟質で礫は少ない。柱痕部分あたる。

３、暗褐色土 地山の黄色砂質土を多く含み、やや硬質。

４、暗褐色土と地山黄色砂質土の混土。周囲は軟質だが、板石の

下には小礫が敷き詰めてあり、いたって硬質。
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第69図 18区３号掘立柱建物 柱２

質。

21号配石確認状況

21号配石全景

配石下に柱穴確認

柱穴完掘
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第70図 18区３号掘立柱建物 柱３

多く含む。

確認状況

上面の配石（22号配石）

上層の礫

柱穴完掘
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第71図 18区３号掘立柱建物 柱４

柱４

１、暗褐色土 黒みが強く、軟質。

２、暗褐色土と地山の黄色砂質土の混土。

３、褐色土 やや軟質で、礫と地山黄色砂質土を多く含む。

４、褐色土 ３層と近似するが、礫が少なく、やや硬質。

上面の配石（38号配石）

上～中層の礫

中層の礎石

柱穴完掘
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る。

柱４ 埋没谷の中程で確認された。上面の中央に３

個の大形礫がのっており、確認時は38号配石とした。

配石の下には軟質の暗褐色土があり、礫は少ない。

中層付近からは礫が多量に含まれるが、柱痕を取り

巻くような状況は認められず、柱痕も確認できない。

その礫の下には、底面から40㎝のレベルに60㎝ほど

の大きな板石と小さな板石を組み合わせた礎石が敷

かれていた。この礎石の下は礫を含まない硬質の褐

色土で埋められていた。

掘り方は、確認時に204号土坑としたもので、平面

形は120×97㎝の楕円形状を呈し、深さは110㎝で、

断面形は上方が直線的に開いた逆台形である。

遺物は、上面の38号配石中から後期堀之内１式土

器他の破片５点が、204号土坑とした掘り方から堀之

内１式土器４点が出土している。

掘り方から出土した土器４点は同一個体であり、

柱２の掘り方出土の３と、柱３の掘り方出土の５も、

これと同一個体と判断される。

柱５ 地山の黄色砂質土の上面がわずかに覗く平坦

面で確認された。確認時は196号土坑としたもので、

上面に礫の集積は認められない。平面形は119×95㎝

の楕円形を呈し、深さは97㎝で、断面形は上方が直

線的に開いた逆台形状となる。

断ち割り調査で掘り方中央に直径25㎝前後の柱痕

が確認された。柱痕は軟質の暗褐色土で埋没してい

た。掘り方は拳大の礫と地山の黄色砂質土を多く含

む褐色土で埋められており、上層に焼土ブロックの

堆積が認められた。

なお、遺物の出土は認められなかった。

柱６ 埋没谷の縁辺部で確認された。確認時は197号

土坑としたもので、上面に拳大～20㎝大の礫が集積

されていた。平面形は82×77㎝の円形状を呈し、深

さは115㎝で、断面形は箱状である。

断ち割り調査では、掘り方中位に根巻きの一部と

見られる礫が認められたが、明瞭な柱痕は確認でき

なかった。掘り方の大半は、地山の黄色砂質土を多

く含む硬質の褐色土で埋められており、下層に軟質

の淡褐色土が堆積していた。

なお、遺物の出土は認められなかった。

柱７ 地山の黄色砂質土の上面が削平された平坦面

で確認された。確認時は168号土坑としたもので、上

面に礫の集積は認められない。平面形は105×97㎝の

円形状を呈し、深さは60㎝で、断面形は上方が開い

た逆台形状となる。

断ち割り調査を実施したが、深さが思いのほか浅

く、柱痕は確認されなかった。掘り方内はやや硬質

の淡褐色土で埋められており、土器と礫が多く含ま

れていた。

遺物は、堀之内１式土器破片４点が出土している。

このうち１・２・３としたものは大形深鉢口頸部の

同一個体であり、柱２の掘り方出土の３・７もこれ

と同一個体と判断される。

柱８ 地山の黄色砂質土の上面が削平された平坦面

で確認された。この地点は地山土中に多量の礫を含

んでいる。確認時は191号土坑としたもので、掘り方

上面に拳大～20㎝大の礫の集積が認められた。平面

形は93×75㎝の卵形を呈し、深さは97㎝で、断面形

は上方が直線的に開く逆台形状となる。地山が砂質

土のため、壁面の一部が崩落している。

断ち割り調査では、掘り方中位に根巻きの一部と

見られる礫が認められたが、明瞭な柱痕は確認でき

なかった。掘り方内は地山の黄色砂質土を多く含む

軟質の暗褐色土で埋められており、礫の混入は少な

い。

遺物は、埋め土中から堀之内１式土器破片が２点

出土している。

柱９ 地山の黄色砂質土の上面が削平された平坦面

で確認された。この地点は、１号石垣の構築で大き

く削平されており、地山土中に多量の礫を含んでい

る。確認面は石垣南側の面より70㎝ほど下がってい

る。

この柱穴の上面には中世の大形土坑が重複してお

り、確認時は152号土坑とした。中世土坑は220×200

㎝の不整円形状を呈し、深さは60㎝で、断面形は鍋

底状となる。土坑の下層に多量の礫が集積されてお
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第72図 18区３号掘立柱建物 柱５・柱６・柱７・柱８

18区３号掘立柱建物 柱８

18区３号掘立柱建物 柱７

18区３号掘立柱建物 柱６

18区３号掘立柱建物 柱５

柱５

１、暗褐色土 軟質で、地山黄色砂質土を多く含む。

２、褐色土と焼土の混土。

３、褐色土 軟質で、径１㎝大の小礫を多量に含む。

４、淡褐色砂質土 軟質で、拳大の礫と地山黄色砂質土を多く含む。

柱６

１、褐色土 砂質でよく締まっている。

２、暗褐色土

３、淡褐色土 砂質で軟質。
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73 18区３ 掘立 ９

152号土坑確認状況

中央のくぼみが柱９
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り、その中から打ち割られた大形の荒砥石１点（４）

と牛馬歯片１点が出土している。

当掘立柱建物の柱９は、その中央部下に僅かに底

の一部が残存していた。平面形は110×107㎝の円形

状を呈し、確認面からの深さは65㎝である。埋め土

は淡褐色土で、拳大の礫が含まれていた。

遺物は、埋め土中から堀之内１式土器破片２点

（１・２）と完形の凹石１点（３）が出土している。

柱10 地山の黄色砂質土の上面が削平された平坦面

で確認された。削平の状況等は柱９と同様である。

確認時は209号土坑としたもので、平面形は107×107

㎝の円形を呈し、深さは92㎝で、断面形は箱形であ

る。

断ち割り調査で、掘り方のほぼ中央に直径20～30

㎝の柱痕が確認できた。柱痕は、上層から順に地山

の黄色砂質土、やや硬質の暗褐色土、軟質の黒褐色

土で埋められており、底面には柱状に割った扁平礫

を鉤手状に組んだ礎石が敷かれていた。掘り方内は、

地山の黄色砂質土を多く含む軟質の褐色土で埋めら

れている。

遺物は、埋め土中から後期堀之内１式土器破片３

点が出土している。

柱11 地山の黄色砂質土の上面が削平された平坦面

で確認された。削平の状況等は柱10と同様である。

確認時は190号土坑としたもので、当初は一つの柱穴

と捉えていたが、その後の調査で２基の柱穴が重複

していることが判明し、北側の深い柱穴を190号、南

側の浅い柱穴を195号とした。

190号は、平面形が104×100㎝の方形状を呈し、確

認面からの深さは98㎝で、断面形は箱形である。東

側の上端部に195号とほぼ同じ深さの段があり、柱穴

の位置を微調整したことを示している可能性があ

る。掘り方の上面には、拳大～30㎝大の礫が集積さ

れていた。埋め土は、地山の砂質土を多く含む軟質

の暗褐色土で、柱痕は確認されていない。遺物は、

覆土中から後期堀之内１式土器破片２点と土製円盤

１点、および完形の凹石１点が出土している。

195号土坑は、長軸122㎝の方形状を呈し、確認面

からの深さは56㎝で、断面形は箱形である。埋め土

は、地山の砂質土を多く含む軟質の暗褐色土で、柱

痕は確認されていない。また、埋め土中に拳大～30

㎝大の礫を多く含む。遺物の出土は認められない。

190号土坑との重複関係は不明だが、柱穴の平面規

模や埋め土は当掘立柱建物のものと共通しており、

当掘立柱建物に関わる柱穴と判断したい。具体的に

は、柱11の当初計画時の設置位置が195号土坑で、何

らかの理由で190号土坑に変更されたと考えたい。

柱12 南側の棟持ち柱に該当する柱穴で、縄文時代

後期の６号列石と重複し、それに切られている。確

認面は、６号列石の構築によって削平された地山の

黄色砂質土面で、当柱穴の上に６号列石の根石列が

乗った状態で確認されている。

確認時は207号土坑としたもので、平面形は147×

123㎝のＵ字状を呈し、深さは172㎝で、断面形は箱

状である。上面にのる礫は６号列石のもので、当柱

穴には礫の集積は認められない。断ち割り調査は実

施できなかったため、セクションで柱痕の確認はし

ていないが、下層部に柱痕を取り囲む根巻き状の礫

が残っていた。それによれば、柱痕は掘り方のほぼ

中央にあり、その直径は35㎝前後である。掘り方内

は淡褐色土で埋め土されており、掘り方の壁面には

地山土中に含まれる多量の礫が認められた。

なお、遺物の出土はなかった。

所 見 棟持ち柱を備えた12本柱長方形の建物

で、時期は柱穴内出土遺物から後期堀之内１式期に

比定されよう。

各柱穴の調査では、１箇所の柱穴で上面に配石遺

構が伴い、６箇所の柱穴で上面に礫の集積が認めら

れた。配石遺構は柱２に伴う21号配石で、柱穴の掘

り方平面と規模・形態が一致しているが、なぜか北

側に50㎝、つまり直径の半分だけずらして設置して

いる。その理由はまだ解らないが、この配石は当時

の地表面をほぼ示していると考えてよいだろう。上

面に礫が集積された６本の柱穴は、いずれも当掘立

柱建物の北東側、つまり埋没谷に面した側に当たっ

ており、単なる偶然ではないだろう。６箇所のうち、
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第74図 18区３号掘立柱建物 柱10・柱11

柱10

１、褐色土 軟質。

２、黄褐色土 地山の黄色砂質土を多く含む。

３、暗褐色土 やや硬質。

４、暗褐色土 軟質で黒みが強い。下部に大きな扁平礫が組んである。

18区３号掘立建物 柱10

18区３号掘立柱建物 柱11
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３箇所は大形礫を伴う規模の大きなもので、確認時

に配石としたものである。これらは確認面も21号配

石とほぼ一致しており、当時の地表面を示している

との前提に立てば、当掘立柱建物が機能を停止して

間もない頃に、この建物に対する何らかの儀礼が執

り行われた可能性が高いと考える。

構造的な側面では、５箇所の柱穴で直径30㎝前後

の円形状の柱痕が確認されており、礫を使用した根

巻き状の造作も、５箇所の柱穴で認められた。また、

３箇所の柱穴で、底面に板石等を敷いた礎石が確認

されている。掘り方底面に礎石を持つのは柱１・柱

４・柱10で、柱１は北側の棟持ち柱、柱４は埋没谷

の中程に位置する北東隅の柱、柱10は南側の中軸柱

にそれぞれ該当する。

出土遺物では、12本の柱穴のうち、９本の柱穴か

ら遺物の出土が認められた。土器はいずれも破片で

の出土で、意図的に埋納されたものはないが、柱２

と柱７、および柱２と柱３と柱４から、それぞれ同

一個体の土器が出土しており、当遺構の構築時期、

および柱穴の時間的共有性を示す、有効な資料と

なった。

全体の構造に関わる点では、当掘立柱建物は傾斜

地の等高線に対して直交する方向に長軸を持ってお

り、南北の棟持ち柱（柱１と柱12）の確認面には1.

4ⅿの比高差がある。当掘立柱建物は、この傾斜に対

して、あえて長軸を直交させて構築しており、平地

式あるいは竪穴式の構造は考えがたく、高床構造の

建物と考えるのが最も妥当であろう。その場合、傾

斜地の下方にあたる北側の短辺と南側の短辺では、

１ⅿ前後の高位差があり、地盤の高い南側の床が地

表から１ⅿの高さであったとすれば、北側では２ⅿ

となり、その時の屋根の高さは、かなりのものとなっ

第75図 18区３号掘立柱建物 柱12

18区３号掘立柱建物 柱12
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たことが想定される。

18区４号掘立柱建物

調査年度 平成13年度

位 置 Ｗ―19グリッド他

方 位 Ｎ77度Ｗ

確認状況 平成13年度に18区の調査を再開するにあ

たり、確認調査を実施した際にトレンチにかかって

柱２と柱３が確認された。当初は土坑として扱った

が、調査の終盤になって周辺で土坑数基が確認され、

しっかりとした柱穴状の土坑４基が長方形の規格で

並ぶことから、掘立柱建物と判断した。確認面は地

山の黄色シルト～砂質土で、上面には礫が多く認め

られた。

なお、平成13年度調査時には18区１号掘立柱建物

としたが、次年度への引継ミスで遺構名が重複した

ため、今報告では改めて４号掘立柱建物として扱う

ことを付記する。

形 状 斜面地の等高線方向にほぼ平行して、東

西に長軸を持つ１×１間の建物で、平面形は方形に

近い長方形を呈し、規模は東西方向が265㎝、南北方

向が200㎝である。柱２は明確さに欠けるが、他の柱

第76図 18区４号掘立柱建物
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第77図 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱１・柱２）
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第79図 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱９）
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第80図 18区３号掘立柱建物出土遺物（柱７・柱10・柱11）
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穴は直交する位置にある。

柱 穴 確認時の遺構名は、柱１が41号土坑、柱

２が56号土坑、柱３が51号土坑、柱４が43号土坑で

ある。このうち、柱２と３はトレンチにかかって北

側半分を消失している。平面形は、柱２を除いて、

直径50㎝前後の円形を呈し、断面形は円筒状で、確

認面からの深さは50～60㎝である。柱２は上方が大

きく開き、中位に多量の礫が集積されていた。残存

部直径108㎝、深さは72㎝である。

伴出遺物 柱２から後期堀之内１式土器を主体とす

る破片６点、柱３からも後期堀之内１式土器を主体

とする破片６点が出土している。

所 見 規模の小さな建物であるが、柱穴の配置

には規格性が認められる。時期は、複数の柱穴の出

土土器の時期が共通しており、後期堀之内１式期に

比定されよう。

20区１号掘立柱建物

調査年度 平成11年度

位 置 Ｎ―21～22グリッド

方 位 Ｎ35度Ｗ

確認状況 平成11年度の最終確認で、中期加曽利Ｅ

４式期の23号住居に重複する大形の柱穴４基を確認

した。住居に隣接する97号土坑が、23号住居の柱３・

柱17と直交する位置にあり、規模も同規模であるこ

とから、規格性を重視して115号土坑を割り出した。

６本柱も考慮して周辺を調査したが、この他に大形

の柱穴は確認できなかった。

形 状 斜面地の等高線方向に対角線を合わせて

設置した１×１間の建物で、平面形は正方形を呈し、

規模は１辺200㎝である。柱穴の規模、および直交す

る規格がよく揃った建物である。

柱 穴 形状や規模はよく揃っており、いずれも

円筒状の形態を保っている。埋め土は、上層に硬質

の暗褐色土、中層以下は淡褐色土で埋没しており、

第81図 18区４号掘立柱建物出土遺物（柱２・柱３）
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第82図 20区１号掘立柱建物
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柱痕は確認されていない。柱穴の規模（長軸×短軸×

深さ）は、柱１が82×78×76㎝、柱２が87×73×82

㎝、柱３が98×98×87㎝、柱４が83×76×83㎝であ

る。

伴出遺物 出土遺物は認められなかった。

所 見 20区で確認された掘立柱建物は、いずれ

も中期後半環状集落の中央空白部にあり、規模は当

遺構より大きい。当遺構は単独で構築されており、

正方形のよく整った規格を持ち、方位も当遺跡では

独自性を持っている。柱穴内からの出土遺物はない

が、23号住居を切っている可能性が高いことから、

後期に比定したい。

20区２号掘立柱建物

調査年度 平成13年度

位 置 Ｉ～Ｊ―19～20グリッド

方 位 Ｎ82度Ｗ

確認状況 中期後半期環状集落の中央空白部の南寄

りで確認された。この地点は、後世の石垣や道の造

成に伴ってかなりの削平をうけており、確認面は地

山の黄色シルト～砂質土面で、地山面には全面に大

量の地山礫が累々と点在している。ここには、大形

の柱穴状落ち込みが数多く点在しており、そのなか

から規格性を持った配置をとるもの２組を取り上げ

た（２号、７号）。当遺構はそのうちの一つで、すぐ

東側に７号掘立柱建物が隣接する。

調査時には、この２組のほかにも建物を想定して

取り組んだが、果たせなかった。２号掘立柱建物と

認定したのは柱１～柱６までであるが、柱７～柱12

の出土遺物も参考として掲載してある。また、整理

段階でも、平図面上で規格を持つ方形状の組み合わ

せを検討した。波線で結んだのがそれであり、参考

として掲載しておく。

形 状 傾斜地の等高線方向に平行して、東西方

向に長軸を持つ１×２間の６本柱建物で、平面形は

長方形を呈し、規模は東西方向が510㎝、南北方向が

280㎝である。東西方向の中間に位置する柱２・柱５

と両側との距離は、250㎝前後である。

柱 穴 ２号掘立柱建物の柱穴は柱１～柱６まで

であり、柱７～柱12は参考として掲載した。

当遺構の柱穴は、平面形が楕円形状を呈するもの

が多く、なかには不定形のものもあるが、その多く

は無数の地山礫に阻まれた結果と考えられる。規模

は長軸99～136㎝、短軸75～102㎝で、深さは32～99

㎝である。深さが浅いものが多いのは、確認面が下

がっているからで、断面図Ｃ・Ｄ・Ｅを見ると、柱

穴底面の標高はほぼ揃っていることがわかる。おそ

らく、構築時は１ⅿ以上の深さがあったものと想定

されよう。

柱穴内には多量の礫が詰まっており、柱１・柱２・

柱４・柱６では、ほぼ中央に柱痕が確認された。柱

痕の大きさは直径25㎝前後で、礫はそれを取り巻く

ように根詰めされていた。

なお、参考の柱７～柱12も、ほぼ同様の規模を持っ

ている。

伴出遺物 各柱穴から比較的多くの遺物が出土して

いる。出土土器の時期は、中期後半加曽利Ｅ３式～Ｅ

４式が主体であり、一部に後期前半の土器も僅かに

含まれている。なお、第88・89図の台石３点は、本

建物の範囲内で確認されたものである。

所 見 焼土と被熱した礫を伴っており、土器の

内面上位にも被熱痕跡が認められることから、当遺

構は住居の炉であった可能性が高いと判断される。

時期は、使用された土器から後期前半期に比定され

よう。
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第84図 20区２号掘立柱建物⑵
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第86図 20区２号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・５・６・11）
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20区５号掘立柱建物

調査年度 平成13年度

位 置 Ｈ―22グリッド

方 位 Ｎ88度～90度Ｅ

確認状況 中期後半期環状集落の中央空白部の中央

部で確認された。この地点も地山に礫を多量に含ん

でいる。そのなかでも、ひときわ大きな地山礫が集

積した場所で、当遺構は確認された。確認面は、当

初は黒褐色土面であったが、遺構の正確な把握がで

きないことから、最終確認は地山の黄色シルト上面

まで下げて調査した。

形 状 傾斜地の等高線方向にほぼ平行して、東

西方向に長軸を持つ１×１間の建物で、平面形は平

行四辺形状にやや歪んだ長方形を呈し、規模は東西

方向が312～326㎝、南北方向が234～244㎝である。

当遺構は、北西から南東方向に並ぶ３つの大形地

山礫に接して構築しており、そのうち柱３と柱４に

接する地山礫の上面平坦部には、明瞭な人為的磨り

面が確認された。この磨り面が、いつの時期のもの

かは不明だが、柱４に接する大形礫は長さ２ⅿの規

模があり、地山の黄色シルト中にしっかりと埋没し、

その面から50㎝ほど突出している。

柱 穴 柱穴の平面形状はほとんどが不定形であ

るが、これは無数の地山礫に阻まれた結果であり、

その大きさはほぼ揃っている。柱穴の規模（長軸×

短軸×深さ）は、柱１が125×101×91㎝、柱２が156×

第89図 20区２号掘立柱建物出土遺物⑵
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118×119㎝、柱３が140×97×103㎝、柱４が139×

137×95㎝である。この数値は地山の黄色シルト面で

のもので、断面図に見られる小礫の上面が当初の確

認面であるから、深さはさらに20～30㎝を加えた数

値になる。

柱穴内はいずれも軟質の黒褐色土で埋められてお

り、土層断面で柱痕は確認できなかったが、柱穴底

面に直径20～30㎝の柱痕状の凹みが確認できた。こ

の凹み穴による各柱間の距離は、柱１と柱２が234

㎝、柱２と柱３が326㎝、柱３と柱４が244㎝、柱４

と柱１が312㎝である。

伴出遺物 各柱から中期から後期の土器破片が出土

しており、その中から時期特定に必要なものを第92

図に示した。主体となるのは、中期加曽利Ｅ３式～４

式土器と後期加曽利Ｂ２式～３式土器で、両者の時

間差は大きい。また、第93図～第94図に示した石器

は、柱穴の上面に接して集積されていた礫の中から、

あるいは隣接して出土したものである。敲石(２・

４)、台石(５・７)の他に、石棒の破片(１)や軽石未

製品(３)、丸石(５)などの非実用の石器もある。

所 見 柱４に接する大形地山礫は、縄文時代に

おいても地山から突出していた可能性が高く、その

前提に立てば、当遺構は高床の構造だったことにな

る。時期は、出土遺物のみで判断すれば、後期加曽

利Ｂ２式～Ｂ３式期に比定される。

第90図 20区５号掘立柱建物 確認状況
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第91図 20区５号掘立柱建物
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第92図 20区５号掘立柱建物出土遺物（柱２・柱３・柱４）

第３章 発見された遺構と遺物

134



第４節 掘立柱建物

135



第94図 20区５号掘立柱建物出土遺物⑵
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20区６号掘立柱建物

調査年度 平成13年度

位 置 Ｃ～Ｄ―22グリッド

方 位 Ｎ77度Ｅ

確認状況 中期後半期環状集落の中央空白部の東側

寄りで確認された。北西に８号掘立柱建物が接近す

る。この地点も地山に礫を多量に含んでいる。確認

面は、地山の黄色シルトの上面に若干の黒褐色土が

のる面で、やはり礫が大量に含んでおり、その上層

までは耕作が及んでいた。

この地点では２棟の掘立柱建物を認定したが、周

囲にはその候補となる柱穴状の落ち込みが数多く認

められた。参考として掘立柱建物の候補を図面上に

波線で示す。

形 状 傾斜地の等高線方向に沿って設置された

１×１間の建物で、平面形はほぼ正方形を呈し、規

模は東西方向が280㎝、南北方向が290㎝である。各

柱穴はほぼ直交する位置にあり、柱穴間の距離もよ

く揃っている。

柱 穴 柱穴の平面形状は、地山礫の多い北側で

は不定形であるが、礫の少ない南側では円形状を呈

する。柱穴の規模（長軸×短軸×深さ）は、柱１が

130×124×107㎝、柱２が104×88×103㎝、柱３が

127×109×112㎝、柱４が111×85×96㎝である。こ

の数値は地山の黄色シルト面でのもので、断面図に

見られる小礫の上面が当初の確認面であるから、深

さはさらに20㎝前後を加えた数値になる。

また、断面図の柱痕状の線は、最初の平面確認段

階で想定された柱痕を掘削した図である。この調査

は、上面の礫の状況や土質の硬軟をもとに判断した

もので、図は途中段階のものもあるが、いずれの柱

穴でも直径30㎝前後の柱痕を取り巻くように礫が根

詰めされていた。柱穴内は軟質の黒褐色土で埋めら

れており、土層断面では柱痕ははっきりしなかった。

伴出遺物 柱１・３・４から、中期から後期の土器

破片が少量出土したが、いずれも小片が多い。図示

したのは後期のもので、柱３出土の４は堀之内２式

に比定される。

所 見 時期は、出土遺物のみで判断すれば、後

期堀之内式期に比定される。

20区７号掘立柱建物

調査年度 平成13年度

位 置 Ｈ―19グリッド

方 位 Ｎ88度Ｗ

確認状況 中期後半期環状集落の中央空白部の南側

寄りで確認された。20区２号掘立柱建物の調査に

伴って、その周辺部で数多くの柱穴状落ち込みが確

認された。当遺構は、そのなかから選出されたもの

で、２号掘立柱建物の東側に隣接する。

確認面は地山の黄色シルト～砂質土面で、地山面

には全面に大量の地山礫が累々と点在している。ま

第95図 20区６号掘立柱建物出土遺物（柱１･３･４）
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た、本遺構はちょうど現況の道と重なっており、地

山自体が他の地区よりも深く削平されている。

形 状 傾斜地の等高線方向にほぼ平行して、東

西方向に長軸を持つ１×１間の建物で、平面形は方

形に近い長方形を呈し、規模は東西方向が354㎝、南

北方向が310㎝である。各柱穴はほぼ直交する位置に

あり、柱穴間の距離もよく揃っている。

柱 穴 地山礫が多い地区であるが、大形の礫が

比較的少ないため、平面形は円形状のものが多い。

柱穴の規模（長軸×短軸×深さ）は、柱１が102×98×

49㎝、柱２が94×83×58㎝、柱３が121×80×75㎝、

柱４が108×81×55㎝である。深さが浅いものが多い

のは、先述したように、本遺跡が現況の道と重複し

ているためで、本来は１ⅿ前後の深さがあったと考

えてよいだろう。

伴出遺物 柱２から土器破片16点と台石破片１点、

柱３から土器破片31点と台石１点、柱４から土器破

片３点が出土しており、土器のほとんどは中期加曽

利Ｅ３式期のものであった。柱２から出土した土器

は接合するものが多く、１・４などは意図的に埋納

された可能性も考えられる。

所 見 20区で確認された同型の掘立柱建物のな

第97図 20区６号掘立柱建物
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かでは、最も大形の規模を持つ。時期は、出土遺物

のみから判断すれば、中期加曽利Ｅ３式期に比定さ

れる。

20区８号掘立柱建物

調査年度 平成13年度

位 置 Ｄ～Ｅ―23グリッド

方 位 Ｎ２度Ｗ

確認状況 中期後半期環状集落の中央空白部の東側

寄りで確認された。南東に６号掘立柱建物が接近す

る。この地点も地山に大形礫を多量に含んでいる。

確認面は、地山の黄色シルトの上面に若干の黒褐色

土がのる面で、やはり礫を大量に含んでおり、その

上層までは耕作が及んでいた。

形 状 傾斜地の等高線方向に沿って設置された

１×１間の建物で、平面形は正方形を呈し、規模は

各辺とも280㎝である。各柱穴はほぼ直交する位置に

あり、柱穴間の距離もよく揃っている。

柱 穴 柱穴の平面形状は、円形～楕円形を呈す

る。柱穴の規模（長軸×短軸×深さ）は、柱１が134×

85×51㎝、柱２が86×82×60㎝、柱３が110×93×79

㎝、柱４が146×83×68㎝である。この数値は地山の

黄色シルト面でのもので、断面図に見られる小礫の

上面が当初の確認面であり、深さは１ⅿ前後であっ

たと想定される。

第98図 20区８号掘立柱建物
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柱１では直径30㎝前後の柱痕を取り巻くように礫

が根詰めされていたが、その他の柱穴には礫は少な

かった。柱穴内は軟質の黒褐色土で埋められており、

土層断面でも柱痕は確認できない。

伴出遺物 各柱穴から遺物が出土した。土器はいず

れも破片の状態であるが、柱１から１点、柱２から

15点、柱３から５点、柱４から18点が出土しており、

内訳は中期が４点、後期が35点であり、後期土器が

圧倒的主体である。なかでも主体となるのは堀之内

２式土器で、この時期の土器は４基全ての柱穴から

出土しており、柱４では13点がまとまって出土して

いる。石器は、柱２から打製石斧の完形品１点と石

棒の頭部が１点出土している。

所 見 方位はやや異なるが、形態は近接する６

号掘立柱建物と近似している。時期は、出土遺物か

ら後期堀之内２式期に比定されよう。

第99図 20区８号掘立柱建物出土遺物（柱１・柱２・柱３・柱４）
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29区１号掘立柱建物

調査年度 平成10年度

位 置 Ｘ～Ｙ―５～６グリッド

方 位 Ｎ90度

確認状況 29区の北西隅に位置する。この地区は、

中期後半期環状集落の北東側居住区にあたるが、後

期後半に配石墓群が形成された地点に隣接している

ため、中期住居の分布は少ない。当遺構は、配石墓

群の北西６ⅿのところで、配石墓群の調査に伴って

確認された。南西側12ⅿに30区１号環状柱穴列が位

第100図 20区７号掘立柱建物
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置する。

この地点も地山に大形礫を多量に含んでいる。確

認面は、地山の黄色シルトの上面に若干の黒褐色土

がのる面で、やはり礫を大量に含んでおり、その上

層までは耕作が及んでいた。

形 状 傾斜地の等高線方向にほぼ平行して、東

西方向に長軸を持つ１×１間の建物で、平面形は細

長い長方形を呈し、規模は東西方向が410㎝、南北方

向が160㎝である。

各柱穴はほぼ直交する位置にあり、柱穴間の距離

もよく揃っているが、本遺跡で確認された４本柱方

形タイプの掘立柱建物と比べて、長辺と短辺の比率

がまったく異なっており、異質な形態である。

柱 穴 柱穴の平面形状は、円形～楕円形を呈す

る。柱穴の規模（長軸×短軸×深さ）は、柱１が54×

48×52㎝、柱２が65×43×59㎝、柱３が60×53×51

㎝、柱４が58×48×57㎝である。この数値は地山の

黄色シルト面でのもので、断面図にはかかっていな

いが、柱穴の周囲には地山面から50㎝も突出した大

形礫が数多く点在しており、本来の深さは１ⅿ前後

はあったものと想定される。

柱穴内は軟質の黒褐色土で埋没しており、明瞭な

柱痕は確認されていない。断面図では、柱穴内の側

縁に礫が数多く記載されているが、この年度の調査

では側縁の礫を外さずに図面化しており、なかには

掘り方が一回り大きくなるものもあるだろう。また、

第102図 29区１号掘立柱建物
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側縁の礫は、他の掘立柱建物でも確認されている柱

痕を取り巻く根巻き礫の可能性もある。

伴出遺物 各柱穴から遺物が出土した。土器はいず

れも小破片であるが、柱１から27点、柱２から12点、

柱３から１点、柱４から３点が出土しており、内訳

は中期が１点、後期が42点で、後期土器が圧倒的主

体である。後期土器で時期が特定できる21点はいず

れも加曽利Ｂ式であり、そのなかから良好なものを

掲載した。いずれも加曽利Ｂ２式～３式に比定され

よう。石器は、柱２から完形の有柄石鏃１点、柱３

から磨製石斧の欠損品１点が出土している。

所 見 本遺跡では異例な形態だが、縄文時代の

調査面で確認されており、埋没土も他の掘立柱建物

と共通している。時期は、柱穴出土の土器から後期

加曽利Ｂ２～３式期に比定されよう。

第５節 環状柱穴列

本遺跡では、縄文時代の環状柱穴列が３棟確認さ

れている。これらの遺構の多くは、住居の確認面よ

りも低い地山面で単独の土坑として調査されたもの

で、その後に周辺の遺構調査が終了し、掘り方調査

の段階で新たに確認された柱穴と組み合わせて全形

が判明したものも多い。そのため、本来の遺構面よ

りもかなり低いレベルで記録が作成されており、柱

穴の深さはその点を考慮しておく必要がある。また、

当遺跡は地山が黄色シルト～砂質土であり、最終的

な遺構確認が困難な地点もあることから、確認漏れ

の遺構も少なからず存在する。

確認された場所は、20区の北西隅から30区南東隅

にかかる地点で、３棟が斜めに並んだ状態で分布す

る。この地点は、縄文時代中期後半の環状集落の北

東側居住区にあたるが、その後の後期後半には配石

墓群が形成された地区でもある。

確認された環状柱穴列の形態は、円形にめぐるも

のと楕円形状にめぐるものの２者があり、時期はい

ずれも縄文時代後期に該当する。

なお、遺構分布および位置は、第60図～第62図の

分布図、あるいは付図を参照していただきたい。

19区１号環状柱穴列

調査年度 平成11年度

位 置 Ｗ～Ｘ―24グリッド

確認状況 19区の北西隅に位置する。南側に中期後

半の２号・４号住居、北側に後期の29区３号住居が

隣接する。当遺構は、中期加曽利Ｅ４式期の敷石住

居である５号住居の掘り方調査の段階で、５号住居

には属さない大型の柱穴として２基が確認されたこ

とが発端となり、さらに周辺部の最終確認面でそれ

と同規格の柱穴が２基確認され、弧状にめぐる柱穴

列が判明した。当遺構が確認された時、すでに３号

住居を含めた29区は埋め戻されており、北側への追

跡調査は実施できなかった。確認当初は亀甲形の掘

立柱建物を想定していたが、すでに形態が判明して

第103図 29区１号掘立柱建物出土遺物（柱１･２･３）
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表８ 横壁中村遺跡 環状柱穴列 柱穴対照一覧
報告用 調査時名称 共伴遺構 重 複 遺 構 長径 短径 深さ 主 な 遺 物 備 考

19区１号掘立柱建物

柱１ 98 88 48

柱２ 19区５号住居 97 86 85

柱３ 19区５号住居 97 77 81

柱４ 123 89 88 凹石１点

19区５号掘立柱建物 10号・13号住居

柱１ ３号土坑 124 120 110 称名寺１式～高井東式土器

柱２ 42号土坑 135 119 75 称名寺１式～堀之内２式土器

柱３ 24号土坑 138 135 134 称名寺１式～堀之内１式土器

柱４ 20号土坑 159 138 44 称名寺１式～２式土器

柱５ 50号土坑 113 105 36 称名寺１式～堀之内１式土器

柱６ ５号土坑 204 158 70 称名寺１式～加曽利Ｂ式土器

柱７ 21号土坑 172 170 147 称名寺１式～加曽利Ｂ式土器

30区１号環状柱列 ９号埋設土器

柱１ 183号土坑 162 123 132 堀之内１式～加曽利Ｂ式土器

柱２ 182号土坑 174 120 138 堀之内１式～２式土器

柱３ 187号土坑 35号住居 136 115 168 堀之内１式土器

柱４ 186号土坑 35号住居 125 107 168 堀之内１式～２式土器

柱５ 189号土坑 35号住居 124 116 183 堀之内１式～加曽利Ｂ式土器

柱６ 36号住居柱11 110 107 152

柱７ 188号土坑 105 92 132

柱８ 柱１に重複 145 ― 128

第104図 19区１号環状柱穴列
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いた30区１号環状柱穴列と規格が一致することか

ら、ここでは環状柱穴列として扱う。

形 状 確認できた柱穴は４本のみである。30区

１号環状柱穴列より規模は小さいが、基本的な規格

は共通しており、柱穴は楕円形状にめぐるものと想

定する。各柱間の距離は235㎝でほぼ揃っている。

柱 穴 柱穴の平面形状は、各柱穴をつなぐ弧線

に沿って長軸を持つ楕円形を呈する。柱穴の規模（長

軸×短軸×深さ）は、柱１が98×88×48㎝、柱２が

97×86×85㎝、柱３が97×77×81㎝、柱４が123×

89×88㎝である。この数値は地山の黄色シルト面で

のもので、少なくとも重複する５号住居は壁高が30

㎝以上はあることから、本来の深さは１ⅿを優に超

えていたものと想定される。

柱穴の埋没土はやや硬質の暗褐色土で、柱痕は確

認されていない。なお、５号住居と重複する柱穴は、

５号住居の炉と壁を破壊しており、同住居を切って

いる。

伴出遺物 柱４から完形の凹石１点が出土してい

る。土器の出土は認められなかった。

所 見 柱穴列が北側に延びることは間違いない

と思われるが、３号住居をはじめとする29区の遺構

は未整理であり、今回は検討する時間が取れなかっ

た。この点については、今後の整理作業の中で再度

検討を加えて報告したい。当遺構の時期は、土器の

出土がないため詳細は不明だが、加曽利Ｅ４式期の

５号住居を切っていることから、後期に比定されよ

う。

19区２号環状柱穴列

調査年度 平成10・11年度

位 置 Ｕ～Ｖ―21～22グリッド

確認状況 19区の北西部に位置する。１号環状柱穴

列の南側15ⅿにあり、縄文時代中期後半の10号・13

号住居と重複し、それを切っている。当遺構の一部

は、平成10年度に３号・５号土坑として調査が実施

され、その他のものは平成11年度に20号以降の土坑

として調査された。このうち、柱２・３は10号住居、

柱４・７は13号住居と重複し、両住居を切っている。

この地区では、地山の黄色シルト面が標高573.6ⅿ

付近にあるが、柱穴の多くはその30～40㎝上、つま

り標高574ⅿ前後で確認されている。これらのうち、

柱５の確認面が低いのは、地山面まで下げてから確

認されたためである。この地区では、黄色シルト面

の上層に地山の黒褐色粘質土が堆積しており、柱穴

の多くはその面で確認された。また、柱２・３・４・

７は重複する住居の床面で確認されており、本来は

住居の壁高の上から重複していたはずである。つま

り、中期の住居床面が標高574ⅿ前後であるから、そ

の当時の地表面は標高574.5ⅿ前後にあったことに

なる。

形 状 柱１から柱６の配置が示す平面形は、わ

ずかに歪んだ六角形を呈する。直径5.6ⅿの円周上

に、各柱穴の中央付近がのる位置にあり、その円周

上での各柱穴の芯々間の距離は、柱１と柱２が275

㎝、柱２と柱３が275㎝、柱３と柱４が260㎝、柱４

と柱５が305㎝、柱５と柱６が335㎝であるが、半径

にあたる2.8ⅿを一辺とする正六角形でつなぐこと

も可能である。その場合、柱３と柱６の角をつなぐ

軸線を南北に合わせると、その北側延長線上15ⅿに

第105図 19区１号環状柱穴列出土遺物（柱４）
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後期後半の配石墓群が位置する。

この６本柱が示す規格性が、当遺構を一連の構造

物と判断した契機であり、検討する中で各柱穴の大

きさと底面標高の共通性、埋没土や出土遺物の量と

時期の共通性などが、その判断を高めた。また、柱

７は、６本柱の中心から大きく西側に寄った位置に

あり、底面形状や深さも他の柱穴と異なるが、埋没

土の状況、および出土遺物の量や時期に共通性が認

められることから、ここで扱うことにした。

柱 穴 平面形は円形状を呈し、側縁は垂直で、

底面は平坦となるものが多い。柱穴の規模（長軸×

短軸×深さ）は、柱１が124×120×110㎝、柱２が

135×119×75㎝、柱３が138×135×134㎝、柱４が

159×138×44㎝、柱５が113×105×36㎝、柱６が

204×158×70㎝、柱７が172×170×147㎝である。先

述したように、柱７を除いて深さは120～150㎝で

あったと想定できる。

平面形が楕円形を呈する柱７は、形態が後期柄鏡

形住居の出入り口部の対柱穴が一体化したものによ

く似ている。柄鏡形住居の柄部は、本遺跡でも傾斜

第106図 19区２号環状柱穴列⑴
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第107図 19区２号環状柱穴列⑵
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第110図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱２）
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第112図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱３）
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第116図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱７）
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第117図 19区２号環状柱穴列出土遺物（柱７）
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の低い側にあるが、柱６も同様に傾斜の低い側に位

置している点で共通している。

埋没土は、軟質の黒褐色土を主体にしており、土

層断面で柱痕が確認されたものはない。なお、埋没

土の中層や上層に、大小の礫を多量に含むものが多

く、本遺構の特徴の一つにあげておきたい。

伴出遺物 ７基全ての柱穴から、大量の遺物が出土

している。詳細は表12の一覧に掲載した。

土器は破片での出土ではあるが、その量は柱１が

492点、柱２が299点、柱３が493点、柱４が188点、

柱５が71点、柱６が395点、柱７が261点である。柱

５は確認レベルが低いため、出土量が少ない。この

うち、主体となるのは中期後半の土器であるが、い

ずれの土坑でも後期の土器が出土しており、僅かだ

が前期の土器も認められる。中期後半の土器は、お

そらく重複する住居の土器が混在したのであろう。

柱１・５・６は住居と直接重複していないが、その

範囲にも中期後半の住居があった可能性は高い。後

期の土器は、称名寺１式から高井東式まで認められ、

主体を特定することは難しい。

石器は、柱１から石鏃１点・打製石斧３点・磨製

石斧１点・凹石１点、柱２から石鏃８点・石錐２点・

削器１点・加工痕剥片２点・使用痕剥片３点・打製

石斧３点・石核２点・凹石１点、柱３から石鏃１点・

石錐１点・使用痕剥片１点・打製石斧１点・凹石１

点・軽石製品１点、柱４から石鏃１点・加工痕剥片

２点・使用痕剥片２点、柱５から磨製石斧１点・凹

石１点、柱６から石鏃１点・削器１点・打製石斧１

点・軽石製品１点、柱７から石鏃２点・削器１点・

使用痕剥片１点・打製石斧１点・凹石２点・多孔石

２点・石棒１点が出土している。土器と同様に考え

れば、このうちの半数以上が中期後半の住居からの

混在となるだろう。

所 見 以上のことから、当遺構は一連の構造物

になると考える。時期は、中期後半の住居を切って

いること、および柱穴内の出土遺物から、後期に比

定したい。性格については、柱６を出入り口とする

住居、あるいは７本柱の構造物も想定されるが、後

期の住居にしては柱穴の数が少なく、また明瞭な柱

痕も確認できていない。想像を逞しくすれば、楕円

形を呈する柱６の先には後期後半の配石墓群があ

り、それに関連した施設を想定しておきたい。

30区１号環状柱穴列

調査年度 平成10年度

位 置 Ａ～Ｃ―２～４グリッド

確認状況 30区の北西隅で確認された。この地区は、

中期後半期環状集落の北東側の居住区にあたるが、

配石墓群をはじめ、後期の配石や住居等が一面に重

複しており、中期段階の遺構は形を留めていない。

当遺構の北西の一部を後期後半期の36号住居と重複

し、北東には同期の34号住居が近接する。

当遺構は、36号住居の掘り方調査に伴って、同住

居には伴わない大型の柱穴が確認されたことを契機

に、周辺部での追跡調査で同タイプの柱穴が７本確

認された。このうち、柱１と柱２の上面には多量の

礫の集積が認められた。この礫の集積については、

記録が不十分なため、報告は後日を期したい。柱穴

の調査段階で、柱１の北西側に重複する同規模の柱

穴が確認され、最終的に８本となった。

確認面は、地山の黄色シルト～砂質土面の上に、

若干の黒褐色土が堆積した面である。周辺部には多

量の礫が分布するが、当遺構の柱穴で囲まれた内部

は礫が少なく、空白地のような状態であった。

なお、柱７の東側に接して極浅い落ち込みがあり、

底面から後期の深鉢が横転した状態で確認され、調

査時に９号埋設土器とされた。出土状況から、土器

埋設遺構からは除外したが、当遺構に伴う可能性を

考慮して、ここに掲載した。

形 状 確認された柱穴は８本であるが、柱８は

柱１に重複しており、柱穴の配置は７箇所となる。

このうち、柱５と柱６は、後期後半期の36号住居と

重複し、これに切られている。

この地区は南西から北東方向に傾斜しており、そ

の傾斜の等高線方向に長軸を持つ楕円形状を呈す

る。柱穴の配置７箇所のうち、柱２～柱７は直径7.
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6ⅿの円周上にのっており、柱１（柱８を含む）だけ

がその円周上より内側に入り込んでいる。また、柱

穴間の距離は260～270㎝でほぼ揃っており、その配

置には規格性が伺える。

柱 穴 柱穴の平面形状は、円形～楕円形を呈す

る。柱穴の規模（長軸×短軸×深さ）は、柱１が162×

123×132㎝、柱２が174×120×138㎝、柱３が136×

115×168㎝、柱４が125×107×168㎝、柱５が124×

116×183㎝、柱６が110×107×152㎝、柱７が105×

92×132㎝、柱８が145×―×128㎝である。柱穴の深

さは、傾斜の山側にあたる柱３～柱６が、より深い

造りになっている。

柱２と柱４は、各柱穴を繫ぐ円周に沿って長軸を

持つ楕円形を呈するが、これは19区１号環状柱穴列

の柱穴と共通する特徴である。また、柱１と柱２の

上面には、多量の礫の集積が認められた。量は少な

いが、柱３～柱５でも上面に礫の集積があり、これ

らは18区３号掘立柱建物の柱穴の状態と共通する特

徴である。

柱１は、円周上より内側に設置されたもので、確

第118図 30区１号環状柱穴列の位置
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第119図 30区１号環状柱穴列⑴

30区９号土器埋設遺構
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認時に183号土坑とされた。上面に多量の礫が集積さ

れており、それを取り去ると軟質の黒褐色土で埋没

した柱穴が確認された。この土層には小礫が僅かに

含まれ、柱痕は認められない。中層以下は硬質の黒

褐色土で、地山土ブロックと礫を多量に含んでいた。

礫は底面付近まで続いており、大形のものが多い。

礫が柱痕を取り巻くような状態であったかどうか

は、確認できない。

平面形は、傾斜地の等高線方向に直交する、南北

方向に長軸を持つ楕円形状を呈し、断面形は上方に

向かって直線的にやや開く円筒状で、底面は平坦な

つくりである。底面まで完掘した段階で、北西側の

側縁にもう一つの柱穴が重複していることが判明

し、これを柱８とした。

柱８の規模と形態は、柱１と近似しており、おそ

らく柱１は再構築したものであろう。柱８は硬質の

黒褐色土で埋められており、埋め土中には地山土ブ

ロックと多量の大形礫が含まれていた。

第121図 30区１号環状柱穴列⑶
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第122図 30区１号環状柱穴列 柱１・柱２・柱８

30区１号環状柱穴列 柱１埋没土

30区１号環状柱穴列 柱１掘り方

30区１号環状柱穴列 柱２埋没土

30区１号環状柱穴列 柱２掘り方

柱１

１、黒褐色土 黒みが強く、軟質。

２、黒褐色土 地山の黄色シルトを多く含む。

３、黒褐色土 硬質。

４、黒褐色土 硬質。礫と地山黄色シルトを多く含む。

柱２

１、黒褐色土 軟質で小礫を含む。

２、黒褐色土 黒みが強く、拳大の礫を多量に含む。
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第123図 30区１号環状柱穴列 柱３・柱４

含む。

柱４

１、黒褐色土 黒みが強く、拳大の礫を多量に含む。

２、黒褐色土 やや軟質。

３、黒褐色土 軟質で、地山の黄色シルトを多く含む。

４、暗褐色土 地山の黄色シルトを多く含む。

５、黄褐色土 硬質で、小礫と地山黄色シルトを多く含む。

６、黄褐色土 よごれた地山土。

30区１号環状柱穴列 柱４

30区１号環状柱穴列 調査風景
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第124図 30区１号環状柱穴列 柱５・柱６

柱５

１、黒褐色土 黒みが強く、小礫を多量に含む。

２、黒褐色土 やや軟質。

３、黄褐色土 地山の黄色シルトを多く含む。

４、黒褐色土 硬質で、礫を多量に含む。

５、黄褐色土 よごれた地山土。

黒褐色土 黒みが強く、小大の礫を多量に含む。

黒褐色土 やや軟質で地山黄色砂質土を多く含む。

黒褐色土 粘性があり、硬質。

暗褐色土 礫と地山の黄色シルトを多く含む。

黄褐色土 硬質で、小礫と地山黄色シルトを多く含む。

黄褐色土 よごれた地山土。硬質で礫を多く含む。

30区１号環状柱穴列 柱５掘り方

30区１号環状柱穴列 柱６埋没土 30区１号環状柱穴列 柱６掘り方

30区１号環状柱穴列 柱５埋没土
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柱２は、確認時に182号土坑としたもので、柱１と

同様に、上面に多量の礫が集積されていた。平面形

は、柱穴列を繫ぐ円周上に長軸を持つ楕円形を呈し、

断面形は円筒形で、底面はやや丸みを持つ。

埋没土も柱１と類似しており、上層に小礫を含む

軟質の黒褐色土があり、中層以下は大形礫を多量に

含む硬質の黒褐色土で埋められていた。柱痕は、土

層断面では確認できなかったが、礫は中央部の直径

30㎝前後の空白部を取り巻いており、これを柱痕と

考えてよいだろう。

柱３は、確認時に168号土坑としたもので、平面形

は円形状を呈し、断面形は上方に向かって直線的に

やや開く円筒状で、底面は平坦である。この柱穴で

は、断面調査で中心からやや北側に寄った位置に、

直径30㎝前後の柱痕が確認された。柱痕は軟質の黒

褐色土で埋没しており、底面から25㎝ほどの厚さで

埋め土された小礫を多量に含む硬質の黄褐色土で止

まり、上層は礫を多量に含む黒褐色土で覆われてい

た。

柱４は、確認時に186号土坑としたもので、上面に

大形礫を主体とする礫の集積が認められた。柱穴の

平面形は、柱２と同様に、柱穴列を繫ぐ円周上に長

軸を持つ楕円形を呈し、断面形は上部が外反する円

筒形で、底面は平坦である。断面調査では、明瞭な

柱痕は確認できなかったが、軟質の黒褐色土は中心

付近で大きく落ち込んでおり、この土層は柱３と同

様に、底面から25㎝ほどの厚さで埋め土された小礫

を多量に含む硬質の黄褐色土で止まり、上層は礫を

多量に含む黒褐色土で覆われていた。

柱５は、後期後半の36号住居に重複する柱穴で、

確認時は189号土坑とした。平面形は円形を呈し、断

面形は円筒状で、底面は平坦である。当遺構で最も

深い柱穴で、深さはなんと183㎝もある。断面調査で

は明瞭な柱痕は確認できないが、埋没土は柱４と近

似しており、底面に25㎝ほどの厚さで埋め土された

小礫を多量に含む硬質の黄褐色土があり、上層は礫

を多量に含む黒褐色土で覆われていた。

柱６も後期後半の36号住居に重複する柱穴で、確

認時は36号住居11号柱穴とした。当遺構発見の契機

となった柱穴で、36号住居の石囲い炉のすぐ北側の

床下で確認された。平面形は円形を呈し、断面形は

上方に向かって直線的に開く円筒状で、底面は平坦

である。断面調査では明瞭な柱痕は確認できないが、

埋没土は柱４と近似しており、底面に25㎝ほどの厚

第125図 30区１号環状柱穴列 柱７

柱７

１、黒褐色土 黒みが強く、小大の礫を多量に含む。

２、黒褐色土 やや軟質で地山黄色砂質土を多く含む。

３、黒褐色土 硬質で、地山黄色シルトを多量に含む。

４、暗褐色土 礫と地山の黄色シルトを少量含む。

５、黄褐色土 硬質で、地山黄色シルトを少量含む。

６、黄褐色土 よごれた地山土。硬質で礫を多く含む。

30区１号環状柱穴列 柱７
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さで埋め土された小礫を多量に含む硬質の黄褐色土

があり、上層は礫を多量に含む黒褐色土で覆われて

いた。また、写真で見ると、中央部を取り囲むよう

に礫があり、柱痕があった可能性が想定される。

柱７は、確認時に188号土坑としたもので、平面形

は円形状を呈し、断面形は下半部が細いＹ字状で、

底面は平坦である。断面調査では明瞭な柱痕は確認

できないが、埋没土は柱４と近似しており、底面に

25㎝ほどの厚さで埋め土された小礫を多量に含む硬

質の黄褐色土があり、上層は礫を多量に含む黒褐色

土で覆われていた。

伴出遺物 柱１～柱５の各柱穴から、遺物の出土が

認められた。土器はいずれも破片の状態であるが、

柱１から46点、柱２から83点、柱３から14点、柱４

から105点、柱５から10点、総計258点が出土した。

内訳は中期が31点、後期が227点であり、後期土器が

圧倒的主体である。

後期土器は、堀之内１式から高井東式までのもの

が混在して出土している。時期が判明するもので主

体となるのは堀之内１式土器で、この時期の土器は

いずれの柱穴でも出土量が最も多く、柱２では13点、

柱４では58点がまとまって出土しており、堀之内２

式土器がそれに次いでいる。

その他では、柱１から無頭石棒の頭部が１点、柱

２から完形の軽石製品１点と土製円盤が１点、柱４

から打製石斧の欠損品１点が出土している。

所 見 長大な柱穴が直径7.6ⅿの円周上に、ほぼ

等間隔に配置された構造物で、東側12ⅿにある後期

後半期の配石墓群との関係や、出土遺物を考慮して、

環状木柱列との見方もあるが、近年では直径８ⅿを

超える大形の柄鏡形住居も確認されており、本遺跡

でもその後の調査で直径８ⅿクラスの柄鏡形住居が

確認されている。当遺構の性格については、後期住

居の整理作業を待って、慎重に検討したい。

時期は、出土土器の中から最も新しい時期を選択

すれば、加曽利Ｂ式～高井東式が該当するが、当遺

跡に重複する36号住居と、北東に接近する34号住居

がその時期に該当しており、さらに柱７に接する９

号埋設土器も高井東式であることを考慮すれば、最

も出土量の多い後期堀之内１～２式に比定される妥

当性が高いと思われる。

第126図 30区１号環状柱穴列出土遺物
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第128図 30区１号環状柱穴列出土遺物（柱２・柱３・柱４）
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第129図 19区１号柱穴列・29区１号柱穴列の位置
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第６節 柱穴列

縄文時代の柱穴列は、19区と29区で各１箇所づつ、

合計２箇所が確認された。両遺構は、本遺跡の中央

を流れる山根沢が、吾妻川に落ちる手前の、東側に

迂回した位置にある。ここはちょうど19区と29区の

境にあたるが、現況は低い水田があったところで、

調査範囲から除外された場所である。おそらく、縄

文以前から低地だった場所で、本集落ではどのよう

な利用をしたのか興味深い。２つの柱列は、この低

地の西側に面して設置されており、19区１号柱列は

等高線に沿って配置するのに対し、29区１号柱列は

等高線に直交する南北方向に配置されている。柱列

の確認は一部に留まるが、両柱列の配置は、あたか

も低地を取り囲んでいるかのようにも見える。

なお、遺構分布および位置は、第129図の位置図、

あるいは付図を参照していただきたい。

以下、個別に報告する。

19区１号柱穴列

調査年度 平成11年度

位 置 Ｑ～Ｒ―24～25グリッド

確認状況 この地区は現況が水田であり、山根沢に

沿って階段状に造成されていた。削平は地山にまで

及んでいたが、平坦面の先端に僅かに縄文時代の遺

構が残っており、その部分で当遺構は確認された。

周辺には、西側に後期の21号・24号住居、北側に中

期の23号住居が隣接する。確認面は、地山の黄色シ

ルト～砂質土面である。

形 状 傾斜地の等高線方向に沿って、弧を描き

ながら６本の柱穴が並んで確認された。西端にある

柱１と柱２は重複しており、柱２と柱４の間には、

第130図 19区１号柱穴列

第６節 柱穴列

173



北側に寄った柱３が位置する。各柱穴間の距離は、

柱２と柱４が128㎝、柱４と柱５が144㎝、柱５と柱

６が140㎝、柱６と柱７が118㎝、柱７と柱８が118㎝

である。

柱 穴 平面形は円形あるいは楕円形を呈し、断

面形は上方が直線的に開く逆台形状で、底面は平坦

なものと尖ったものとが認められる。いずれも暗褐

色土で埋没しており、礫はほとんど含まない。柱穴

の規模（長軸×短軸×深さ）は、柱１が35×30×28

㎝、柱２が35×―×30㎝、柱３が42×33×44㎝、柱

４が40×40×38㎝、柱５が40×38×38㎝、柱６が32×

28×46㎝、柱７が34×27×30㎝、柱８が34×31×42

㎝である。

伴出遺物 柱２から後期後半の土器破片２点、柱３

から後期高井東式土器の破片が２点と、上面から多

孔石１点が出土した。

所 見 柱穴の大きさや柱穴間の距離に多少の幅

はあるが、その配置からみても一連の構造であった

可能性が高い。山根沢は本遺跡で最も重要な水場で

あり、当遺構の性格として、手向け等の儀式の場に

伴う柵列その他の施設を想定したいが、関連する遺

物等は得られていない。時期は、出土遺物から後期

後半に比定しておきたい。

29区１号柱列

調査年度 平成11年度

位 置 Ｒ―３～５グリッド

方 位 Ｎ９度Ｅ

確認状況 地山面に大量の地山礫が累々と点在する

地区で確認された。この地区には大形礫が多く集積

されており、後世に多少動かされている可能性もあ

る。確認面は、地山の黄色シルト～砂質土面で、周

辺に遺構はない。

形 状 傾斜地の等高線方向にほぼ直交して、南

北方向に柱穴状の落ち込み等が並んだ状態で確認さ

れた。柱穴状の落ち込みが３箇所と、皿状の浅い落

ち込み１箇所が、ほぼ直線上に並んでおり、両端の

柱穴間の距離は約6.2ⅿである。各柱穴間の距離は柱

１と柱２が150㎝、柱２と柱３が270㎝、柱３と柱４

が205㎝である。

柱 穴 柱３以外の落ち込みは、19区１号柱列の

柱穴と規模・形状が共通しており、本来はこの形態

第131図 19区１号柱穴列出土遺物
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の柱列だったと考えたい。柱穴の規模（長軸×短軸×

深さ）は、柱１が34×32×37㎝、柱２が42×30×54

㎝、柱３が86×84×12㎝、柱４が70×42×60㎝で、

深さは周囲の礫の上端部から計測した。

伴出遺物 出土遺物は認められなかった。

所 見 柱列の方向は異なるが、柱穴の規模や、

山根沢に面した低地の縁辺部に沿う点では19区１号

柱列と共通しており、一連の施設だった可能性が高

い。

第７節 集石遺構

礫を集めた集石遺構は、４箇所で確認されている。

内訳は18区が１箇所、20区が３箇所である。各遺構

の位置は、焼土遺構と共に付図３に示した。本遺跡

は地山土中に礫を多量に含む遺跡であり、河川も身

近にあるため、石を多用する遺構は各時代にわたっ

て認められる。そのため、土坑や焼土遺構等でも礫

が集積されたものを含んでいるものもある。ここで

は、調査時の遺構名称を優先し、以下個別に報告す

る。

18区１号集石

Ｗ―７グリッドに位置する。現況に残る１号石垣

南側の高い地点にあり、周囲の地山に礫は少ない。

東側に縄文時代後期の５号列石があり、当遺構はそ

の延長線上に位置するが、両者の関係は不明である。

長軸130㎝、短軸100㎝、深さ20㎝の楕円形状を呈

する浅い掘り方内に、拳大～20㎝大の礫がぎっしり

詰め込まれていた。礫は各種雑多であり、被熱等は

認められない。出土遺物はなく、時期ははっきりし

ない。

20区１号集石

Ｍ―18グリッドに位置する。現況の区画に残って

いた６号石垣の前面にあたるが、ここには馬入れ、

あるいは通路の痕跡と思われる溝状の掘り方があ

り、当遺構はその一部を円形状に掘り込み、そこに

大形の礫が集積されていた。円形状の掘り込みは、

当初は一連の構造と思われたが、楕円形の土坑状を

呈する掘り込みが２つ並んでおり、西側に161×146

㎝で深さは46㎝の土坑、東側に113×102㎝で深さ17

㎝の土坑が確認された。図では表現していないが、

18区１号土坑と同様に、当初は両土坑とも多量の礫

が集積されていた。礫の大きさは拳大～30㎝大まで

あり、各種雑多で被熱痕跡は認められない。

遺物は、礫群中から縄文時代の丸石と多孔石が各

１点づつ、中世の内耳鍋の破片が２点出土しており、

第132図 29区１号柱穴列
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当遺構は中世以後の時期に比定されよう。

20区２号集石

Ｌ―19グリッドに位置する。20区１号の北東７ⅿ

のところにあり、長さ30～50㎝の大形礫と共に、多

量の礫が長軸3.5ⅿ、短軸２ⅿの範囲に集積されてい

た。掘り方ははっきりしないが、礫群中から中世の

内耳鍋破片が３点出土しており、当遺構も中世以後

の時期に比定されよう。

20区４号集石

Ｅ―18・19グリッドに位置する。縄文時代中期加

曽利Ｅ４式期の68号住居に重複し、これを切ってい

る。浅い掘り方内に拳大前後の礫が集積されており、

円礫や破砕礫を含む。遺物は認められないため、時

期は特定できないが、縄文時代の遺構であろう。

第133図 18区１号、20区１号・２号・４号集石遺構
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第134図 20区集石遺構出土遺物（１号・２号）
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第８節 焼土遺構

焼土遺構は42箇所が確認されている。内訳は18区

が13箇所、19区が８箇所、20区が18箇所、29区が２

箇所、30区が１箇所である。各遺構の位置は、集積

遺構と共に付図３に示した。

調査段階で焼土遺構としたものを表９に示した。

網掛けしたものは、基本資料を点検・吟味するなか

で、他の遺構内に含まれる等の理由から除外したも

のである。残る42箇所をここで扱うが、性格の判然

としないものが多い。年代的には、中世以後と思わ

れるものが主体となっており、縄文時代と特定でき

るものは少ない。

遺構の種類としては、その場で火を焚いた結果、

表面が焼土化したものと、土坑等の掘り方を伴うも

のとがある。後者では、掘り方埋没土の上面が焼土

化したものの他に、土坑内に貼った粘土が焼土化し

たもの、焼土がまとめて廃棄されたもの等もある。

また、中世以後のものでは、焼土中に炭や灰を伴う

ものが多い傾向が伺える。

以下、主要な遺構を中心に区毎に報告する。

第135図 20区集石遺構出土遺物（２号・４号）
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表９ 横壁中村遺跡 焼土一覧
規 模(㎝)

遺構名 位 置 時 期 型式名 調査 備 考
長径 短径 深さ

18区１号 Ｌ-14 2001 116 84 24

18区２号 Ｑ-14･15中近世 2001 242 182 54浅い掘り込みの上面に黄色シルトを土間状に貼る。地山礫なし。

18区３号 Ｐ-15 中近世 2001 82 56 42浅い掘り込みの上面に黄色シルトを土間状に貼る。地山礫なし。

18区４号 Ｋ-19 中近世 2001 172 160 38浅い掘り込みの上面に黄色シルトを土間状に貼る。地山礫なし。

18区５号 Ｏ-21 縄文 欠番 2001 18号配石中にあり。散在した焼土の一部で、遺構ではない。

18区６号 Ｏ-21 縄文 欠番 2001 18号配石中にあり。散在した焼土の一部で、遺構ではない。

18区７号 Ｎ-20 縄文 欠番 2001 14号住居覆土中の焼土で、遺構ではない。

18区８号 欠番 2001

18区９号 Ｔ-22 中近世 2002 131 106 36側に粘土を貼った土坑で、覆土中に炭化材を伴う。

18区10号 N･O-16 中近世 2002 140 75 21浅い掘り込みの上面に黄色シルトを土間状に貼る。地山礫なし。

18区11号 Ｓ-７ 中近世 2002 ― ― 48117・118・119号土坑の上面で確認。３カ所に散在し、一部に炭化材を伴う。

18区12号 Ｔ-７ 中近世 2002 ― ― 42142号土坑の上面で確認。11号焼土と同じ性質か。

18区13号 Ｔ-10 中近世 2002 ― ― 34１号石垣の前面で確認。等間隔に列状に並ぶ。

18区14号 Ｔ-10 中近世 2002 ― ― 3813号焼土と一連の遺構。

18区15号 Ｓ-10 中近世 2002 ― ― 2413号焼土と一連の遺構。

18区16号 U･V-２ 中近世 2002 ― ― 24小規模な焼土が３カ所に点在。地山礫が抜かれている。

18区17号 Ｗ-14 縄文中期 2002 ― ― 21縄文時代の埋没谷で確認。北西１ｍに24号土器埋設遺構あり。

18区18号 欠番 2003

19区１号 Ｕ-16 欠番 2002 37住（平安）の南接、

19区２号 Ｆ-20 縄文後期 2002 120 71 24縄文埋没谷にあり、後期の層位で確認。

19区３号 Ｘ-12 縄文中期 欠番 2003 34住（加Ｅ２）覆土中にあり。34住覆土中の焼土。

19区４号 T･U-16 2003 52 48 1837住（平安）に近接。地山で確認したが時期不明。

19区５号 欠番 2003

19区６号 Ｕ-17 縄文 2003 ― 60 22２号溝に切られる。炭化物を伴う。

19区７号 Ｏ-12 中近世 2003 84 54 28山根沢の埋没谷にあり。

19区８号 Ｏ-11 中近世 2003 40 38 16山根沢の埋没谷にあり。１号畑より新しい。

19区９号 Ｏ-14 中近世 2003 28 14 ― 山根沢の埋没谷にあり。

19区10号 Ｏ-15 中近世 2003 ― ― ― 山根沢の埋没谷にあり。

19区11号 Ｌ-10 中近世 2003 90 70 22山根沢の埋没谷にあり。炭化物を伴う。

19区12号 Ｗ-18 縄文 欠番 2004 54号住居の炉に変更。８号埋設土器の下。

20区１号～８ Ｍ-20他 中世１号館内 1999 後日報告

20区９号 Ｔ-12 縄文中期 加Ｅ４式 2000 ― ― 46直上に加Ｅ４式土器が横転し、下部に223号土坑（陥穴）あり。

20区10号 Ｕ-16 中世 2000 68 65 34

20区11号 Ｐ-15 中世 2000 70 62 62

20区12号 Ｐ-16 中世 2000 68 58 4611号焼土の近く

20区13号 Ｉ-19･20近世 2000 ― ― 44焼土明瞭、土が貼ってある感じ。

20区14号 Ｐ-15 中世 2001 44 32 30石に囲まれる。

20区15号 Ｐ-14 中世 2001 60 48 46マメ出土。土サンプル採取。下部に灰あり。

20区16号 Ｑ-20 中世以降 2001 215 124 46焼土、炭、灰あり、炭は生焼け。新しいか

20区17号 Ｑ-19 中世以降 2001 106 58 36小規模で時期不明瞭。

20区18号 F･G-21 中世以降 2001 444 321 103長方形の土間状、下部に掘り方あり。

20区19号 Ｆ-19 中世以降 2001 86 58 ― しっかりした焼土で、長楕円形に分布。

20区20号 Ｐ-14 中世 欠番 2001 炭化物集中。土サンプリ採取。

20区21号 Ｆ-19 欠番 2001

20区22号 Ｎ-16 欠番 2001 炭を伴う

20区23号 Ｆ-18 中世 2001 ― 86 ―

20区24号 Ｆ-18 中世 2001 79 54 27灰、炭、礫を伴う

20区25号 B･C-19 中世以降 2001 158 88 26近世か

20区26号 縄文 欠番 2001 上面に多量の礫

20区27号 Ｊ-14 縄文 欠番 2001 多量の礫を伴う。411土坑とセットで住居か。

20区28号 Ｂ-15 縄文後期 堀之内１式 98号住居の炉に変更。欠番とする。

20区29号 Ｆ-４ 縄文後期 称名寺１式 2003 124 112 66住居の炉であろう。

20区30号 Ｌ-10 2004 ― ― 22炭を伴う

20区31号 Ｍ-12 2004 80 64 24下部に石組み

20区32号 Ｐ-８ 2004 44 32 38

29区１号 Ｃ-３他 縄文中期 加Ｅ３式 1999 ― ― 24６箇所に分散する旧１号～６号を一括した。12住や列石の下部で確認。

29区２号 Ｃ-３ 縄文中期 1999 40 40 14１号に隣接する。１号と一連の焼土であろう。

30区１号 Ｎ-２ 1999 ― ― ― 39住から変更

第８節 焼土遺構

179



第136図 18区１号～４号・９号焼土遺構

18区３号

１、焼土

２、淡褐色土

18区２号

１、淡褐色土

２、焼土

３、淡褐色土 黄褐色土を含む。

18区４号

１、焼土

２、暗褐色土 軟質でフカフカ。

18区９号

１、焼土

２、暗褐色土

３、焼けた粘土

４、淡い焼土

５、暗褐色土
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第137図 18区10号～15号焼土遺構

18区10号

１、焼土と褐色土の混土

２、暗褐色土 焼土粒を少量含む。

18区11号～15号

１、焼土

２、黒褐色土
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18区焼土遺構

18区では13箇所で焼土遺構が確認された。このう

ち、縄文時代に該当するのは17号だけで、その他は

中世以後の遺構と想定される。

17号は、埋没谷の中程の縄文時代中期後半期包含

層で確認されたもので、周囲には数多くの遺物と礫

が分布している。焼土はブロック状に点在しており、

この地点で直に火を焚いていたと考えられる。

その他の中世以後の遺構は、現況の地割りに隣接

して分布する傾向が伺える。このうち、２号・３号・

４号・９号・10号は、下部に掘り方を伴うもので、

いずれも礫を取り除いて構築している。２号・３号・

４号・10号は掘り方上面の粘質土が焼けているもの

で、大きさは様々である。９号は、土坑内に粘土を

第138図 18区16号・17号焼土遺構

18区16号

１、焼土 上面ほど赤化しており、直に被熱している状態で確認。炭化物を伴う。

２、灰褐色土
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貼ったタイプで、平面形が楕円形を呈し、覆土中に

炭化材を伴っている。

11号・12号・13号・14号・15号・16号は、掘り方

を伴わないもので、いずれも数地点に焼土が点在し

ている。11号～15号は、現況の１号石垣の上下に位

置している。付図には記載がないが、１号石垣は埋

没谷のところで東西方向から南北方向に折れてお

り、何らかの関連が想定される。また、13号は斜め

方向に等間隔に連なる方向性があり、畑のサクと関

連することも想定される。

16号は調査区の南端にあり、周囲は地山礫が累々

と拡がっているが、当遺構はその地山礫を片付けた

方形状の平坦面にある。平坦面の南側の大半は調査

区外となるため、詳細は不明だが、区画は西側に60

度ほど傾いた方向性を持ち、北東辺の一画に入口状

の突出部が付いている。周囲は地山の黄色シルト

～砂質土辺であるが、平坦面にはくすんだ灰褐色土

が敷き込まれており、簡易な屋敷か小屋があったの

かもしれない。ちなみに、調査区の南側には現在家

屋がある。焼土は、方形状区画の北東辺に沿って、

３箇所に認められた。焼土は、表面からグラデーショ

ンで変化しており、３箇所で直に火を焚いたと見て

間違いない。

なお、18区では11号焼土遺構から第139図に示した

遺物が出土した。１は平安時代の須恵器杯の底部片、

２は平安時代の須恵器瓶の底部片、３は鉄鍋の破片、

４は紐掛け孔が付いた軽石製品である。４は縄文時

代の遺物であろうが、３は時代が判然としない。本

遺跡では平安時代の住居が10数軒確認されており、

18区にもＷ―24グリッドに１軒存在しており、当遺

構は平安時代の遺構となる可能性もある。

19区焼土遺構

19区では８箇所で焼土遺構が確認された。このう

ち、縄文時代に該当するのは２号と６号の２箇所で、

その他は中世以後に該当するものと想定される。

２号は、縄文時代の埋没谷を調査中に、後期前半

の遺物が多量に含まれる層順で確認されたもので、

遺物と共に廃棄されたものの可能性が高い。６号は、

縄文時代中期後半期の環状集落の居住帯に位置す

る。北東側の一部を中世以後の溝と重複し、これに

切られている。上面をかなり削平されているが、円

形状の浅い掘り方を伴うもので、焼土の状態や形状

から、縄文時代の住居に伴う炉の可能性が高い。

中世以後の所属と想定される４号・７号・８号・

９号・10号・11号のうち、４号以外は山根沢の低地

に分布する。山根沢の低地は縄文時代の遺物包含層

が薄く、その後の天仁元年（1,108年）に降灰した浅

間Ｂテフラ堆積後の畑や掘立柱建物が確認されてい

る。焼土遺構もそれらと共に確認された遺構で、一

部は掘立柱建物と関連する可能性がある。焼土遺構

は、いずれもその地点で火を焚いたもので、下部に

掘り方を伴うものはない。

なお、19区焼土遺構で遺物を伴うものはない。

第139図 18区焼土遺構出土遺物（11号）
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20区焼土遺構

20区では18箇所で焼土遺構が確認された。このう

ち、縄文時代に該当するのは９号・29号の２箇所の

みで、その他は中世以後に該当するものと想定され

る。

９号はＴ―12グリッドに位置する。縄文時代中期

後半期の環状集落の居住帯にあり、周囲には縄文時

代中期後半の34号・37号・38号住居が近接する。当

遺構は、西側にほぼ接する34号住居と共に確認され

たもので、直径２ⅿ前後の円形状の範囲に集積した

多量の礫と共に、縄文時代中期加曽利Ｅ４式期の大

形土器が、横転して潰れた状態で確認された。その

下には広範にわたって焼土が堆積していることか

ら、当初は住居を想定して調査を進めたが、炉や床

面を検出することはできなかった。最終的に、当遺

構の下から長軸3.05ⅿ、短軸1.65ⅿ、深さ82㎝の、

東西方向に長軸を持つ陥穴（20区223号土坑）が確認

され、当遺構は多量の遺物や礫と共にその上面に廃

棄された焼土であることが判明した。礫を含めた当

遺構の大半は、ちょうど陥穴にすっぽりと含まれる。

第140図 19区２号・４号・６号～11号焼土遺構

19区６号

１、焼土と黒色土のブロック混土。

２、黒褐色土 焼土粒を少量含む。

19区７号

１、焼土

２、黒褐色土
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第141図 20区９号～12号・14号～17号焼土遺構

20区10号

１、焼土

２、暗褐色土 焼土を少量含む。

３、暗褐色土

20区11号

１、焼土

２、暗褐色土 軟質でフカフカ。

20区９号

１、黒褐色土 焼土を少量含む。

２、焼土

３、暗褐色土 焼土を少量含む。

４、黒褐色土

20区12号

１、焼土

２、被熱した褐色土。

３、暗褐色土 軟質でフカフカ。

20区15号

１、焼土

２、黒褐色土 焼土を少量含む。

20区17号

１、焼土

２、黒褐色土 焼土を少量含む。

３、暗褐色土

20区16号

１、灰層 炭化物を多く含む。

２、暗褐色土 焼土を多量に含む。

３、焼土

４、暗褐色粘質土
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第142図 20区13号焼土遺構

20区13号

１、焼土

２、黒色粘質土

３、黒褐色土
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礫のなかには板石や扁平礫が含まれており、おそら

く周辺の敷石住居の片付け等に伴って廃棄されたも

のであろう。なお、第145図～第146図に示した出土

土器は、加曽利Ｅ４式期の良好な一群である。

29号はＦ―４グリッドに位置する。この地点は、

縄文時代中期末～後期初頭の柄鏡形住居が集合する

場所で、中期後半の環状集落とは異なる、後期の特

徴的な居住形態を示している。当遺構の東側には中

期加曽利Ｅ３式新段階の103号住居が近接し、その隣

に後期の大形柄鏡形住居である82号住居がある。当

遺構は、焼土の下に円形を呈する大きな掘り方を伴

うもので、縄文時代後期住居の炉と考えられる。上

第143図 20区18号・19号焼土遺構

20区18号

１、焼土 褐色土粒、黄色土粒を多量に含む。硬質。

２、暗褐色土 粘質あり。

３、黄褐色土

４、大小礫を集積。暗褐色土を含む。
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、

第144図 20区23号～25号・29号～32号焼土遺構

20区25号

１、焼土

２、暗褐色土 焼土を含む。

20区29号

１、焼土

２、淡褐色土 焼土を少量含む。

３、暗褐色土

20区31号

１、焼土 炭化物を多量に含む。

２、淡褐色土
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面を削平されているため、床面は残っていないが、

西側に近接する後期堀之内１式期の523号・524号が、

この住居の柱穴の一部になるだろう。当遺構の掘り

方から後期堀之内１式期の土器が数多く出土してい

るが、これらも含めて後日後期住居編に掲載の予定

である。

中世以後のものは、やはり現況の地割りに沿って

分布する傾向があり、下部に土坑あるいは掘り方を

伴う10号・11号・12号・18号と、伴わないその他と

がある。10号・11号・12号は、直径60～70㎝の円形

第146図 20区焼土遺構出土遺物（９号・13号・18号）
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を呈する同規模のもので、いずれも上面に明瞭な焼

土が認められる。18号は、長軸が４ⅿ以上の大型の

もので、焼土下に大量の礫がぎっしり詰め込まれて

いた。下部に掘り方を伴わないものは、大きさも形

状もまちまちで、炭化材を伴うものが多い。13号は

18区16号と類似したもので、広範囲にわたって礫を

取り去り、焼土混じりの土を敷いて平坦面をつくっ

ている。北側の一部に出入り口状の硬化面があり、

南側の平坦面に直に火を焚いた焼土が数カ所認めら

れた。

なお、遺物は13号から中世の内耳鍋片が５点、18

号からも中世の内耳鍋片が２点と鉄スラグ１点が出

第147図 29区１号・２号、30区１号焼土遺構
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土しており、その他に15号と25号から鉄製品が各１

点づつ出土している。

29区焼土遺構

29区では２箇所で焼土遺構が確認された。いずれ

も山根沢沿いの斜面部にあり、縄文時代中期後半の

遺物包含層中で確認された。１号は12号住居の南側

にあり、焼土が数カ所に点在していた。同一面で第

148図に示した土器が出土しており、廃棄行為に伴う

可能性が高い。２号は、やや離れて単独で確認され

たもので、地山が直接被熱しており、炉の可能性も

ある。

30区焼土遺構

30区では１箇所のみ確認された。縄文時代中期後

半の環状集落居住帯にあり、住居が重複する地点に

位置する。確認当初は、住居の炉を想定して39号住

居としたが、確証が得られないため、焼土遺構に変

更された。遺物の伴出は認められない。

第148図 29区焼土遺構出土遺物（１号）

第３章 発見された遺構と遺物
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第４章 まとめ

本報告は、横壁中村遺跡報告書の７冊目になる。

(１)は天明三年（1783）の浅間山噴火に伴って発生

した泥流で被災した畑、(２)～(５)では縄文時代中

期の住居152軒、(６)で各時代の土坑約1,006基を報

告した。今回の(７)では、縄文時代の土器埋設遺構

と掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列、および各時代

の集石遺構と焼土遺構を取り上げた。今後に縄文時

代の配石・列石、縄文時代中期および後期の住居、

遺物包含層、古代～近世の遺構等の報告書作成を控

えているが、分冊にならざるをえないため、今後は

時期毎の集落総集編を併せて掲載する予定である。

本遺跡は、縄文時代中期後半～後期中葉を中心と

する集落で、縄文時代では前期初頭の花積下層式期

から晩期終末までの土地利用が伺える。その後、弥

生時代中期前半代までは継続的に利用され、古代で

は平安時代に20区を中心に集落が営まれ、中世には

20区から30区にかけて館跡が置かれた。山根沢沿い

の低地では、中世の掘立柱建物と畑が確認されてお

り、この頃から耕作が行われていたと考えられる。

20区の南側には、以前は地蔵堂があり、その跡地の

調査で掘立柱建物と墓、および2,000点以上の経石な

どが発見されている。

以上のように、本遺跡には長期にわたる土地利用

の痕跡が刻まれているが、これらの遺構のほとんど

は礫を多く含む黒褐色土中に重複している。そのた

め、ローム層の堆積がない土壌中での遺構の見極め

は困難を極め、一連の遺構が個別の扱いになったり、

重複する遺構がセットで扱われているケースも多

い。そこで、整理作業では、各遺構を様々な角度で

検討し、本来の状態に戻す作業が必要となる。今回

報告する遺構も、大半の時間をその作業に当てたが、

未整理の遺構との重複等もあり、総合的な検討がで

きていない部分も多い。各時期の集落様相および土

地利用の変遷を解明することが、当面の目標である。

ここでは、今回の報告で扱った遺構のうち、土器

埋設遺構と掘立柱建物・環状柱穴列について、成果

と問題点をまとめておきたい。

１、土器埋設遺構

発掘調査段階で、縄文時代の単独の埋設土器とし

て扱われたのは71基であったが、住居の整理作業に

伴ってすでに炉や埋甕に変更されたもの、および今

回の整理作業で埋設土器から変更されたものを含め

て15基あり、今回の報告では残る56基を扱った。

この56基のうち、①住居の炉内埋設土器あるいは

その可能性が高いものが12基、②住居の出入り口部

埋甕あるいはその可能性が高いものが７基、③墓と

判断されるものが26基、④祭祀行為と判断されるも

の２基、⑤判断が下せないものが９基であった。

①は前期黒浜式期が１基、中期加曽利Ｅ１式期が

１基、加曽利Ｅ３式期が４基、後期称名寺１式期が

１基、堀之内１式期が２基、後期前半期が３基であ

る。埋設方法は正位が11基、逆位が１基で、正位が

圧倒的に多い。使用された土器の大きさは、大形が

２基、小形が６基、不明が４基で、小形のものが多

い傾向にある。

②は中期加曽利Ｅ３式期が５基、加曽利Ｅ４式期

が２基である。埋設方法は正位が６基、逆位１基で、

圧倒的に正位が多く、使用された土器の大きさは、

大形が１基、中形が５基、不明が１基で、中形が多

い傾向にある。

③は中期加曽利Ｅ１式期が１基、加曽利Ｅ３式期

が14基、後期称名寺１式期が５基、堀之内１式期が

２基、後期前半期が５基である。埋設方法は正位が

12基、逆位が13基、斜位が１基、不明が１基で、正

位と逆位が拮抗している。使用された土器の大きさ

は、大形が12基、中形が12基で相半ばし、他に小形

が２基、不明が１基であった。

また、③では明らかな土坑に埋設した事例が11例

あり、このうち円形状の土坑に伴う事例は５例、楕

円形状のものは６例である。前者は中期が２基、後

期が３基あり、埋設方法は正位が５基で、逆位はな

い。後者は中期が５基、後期が１基で、埋設方法は

正位が２基、逆位が３基、斜位が１基である。
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④は19区６号と20区14号で、ともに４号列石の下

で確認された。19区６号は後期堀之内２式期で、底

部を打ち欠いた小形の深鉢を正位に埋設しており、

４号列石に取り付く28号住居と関連する可能性があ

る。20区14号は後期堀之内１式期で、中形の深鉢を

逆位に埋設しており、４号列石構築に伴う最初期の

祭祀行為の可能性が高い。

埋設土器の上面に蓋石を伴う事例は２例認められ

た。18区１号と20区26号で、ともに中期加曽利Ｅ３

式期に該当し、中形土器を逆位に埋設している。

石器を１点だけ伴う事例も比較的多く、18区２

号・22号・23号、19区３号・４号、20区20号では円

形状の凹石が１点、18区８号では棒状の磨石が１点、

20区15号では棒状の敲石が１点、それぞれ出土して

いる。このうち、19区３号と20区20号では、埋設土

器の内側底面に丸い凹石を置いた状態で確認されて

おり、注目される。また、18区23号では埋設土器の

上面に丸石がのっており、20区18号では棒状の円礫

がのっていた。

以上、調査および整理作業を通じて気づいた点を

記した。いずれも現段階での所見で、有効な証拠が

得られているものではないが、①および②とした19

基は住居に伴う施設の可能性が高いもので、この判

断が正しいとすれば、本遺跡の住居軒数は19軒増加

することになる。不明と判断したものも含めて、今

後の整理作業のなかで、再度検討を加えていきたい。

２、掘立柱建物と環状柱穴列

本遺跡では、縄文時代の掘立柱建物11棟、環状柱

穴列３棟が検出された。各遺構の分布は第３章第４

節の分布図と別添付図に示し、出土遺物は表11～12

に総量を示した。

掘立柱建物には、４本柱方形タイプが７棟、４本

柱長方形タイプが２棟、６本柱長方形タイプが１棟、

棟持ち柱を持つ12本柱長方形タイプが１棟あり、山

根沢を挟んだ東西両集落に分布する。時期の判定が

明確なものは少ないが、その多くは後期段階に該当

するであろう。本遺跡の対岸にある長野原一本松遺

跡では、中期後半の６本柱長方形タイプの掘立柱建

物を主体としているが、本遺跡では４本柱方形タイ

プが主体となっている点は、そのことを暗示してい

るものと考える。

本遺跡で確認された掘立柱建物の特徴として、東

西・南北の方位沿って配置されている点が上げられ

る。若干のぶれはあるものの、20区１号を除いて、

その大半の遺構にその傾向が見られ、地形の傾斜や

多量の地山礫の存在を考慮しても、単なる偶然の一

致とは思えない。特に18区３号は、地形の傾斜に沿っ

て約13ⅿの長軸側を当て、その長軸方位をＮ３度Ｗ

で設置している。また、柱間の計測では、縄文尺と

呼ばれる35㎝の倍数を敢えて使わなかったが、その

距離が共通する遺構も多く、本遺跡においても共通

した尺度が存在した可能性は高い。本遺跡で最も規

模の大きな18区３号は、柱間がいずれも35㎝の倍数

で設計されていたと考えてよさそうである。

なお、本遺跡で主体となる４本柱方形タイプにつ

いて、縄文時代後期中葉以降の住居の可能性を検討

する必要がある。本遺跡では、加曽利Ｂ式以降の住

居が数軒確認されているが、その形態は判然としな

い。今回は十分な検討ができなかったが、出土遺物

は後期終末まで認められており、本地域での後期中

葉以後の住居形態の変遷を把握することは、今後の

大きな課題である。

環状柱穴列は、19区から30区にかけて３棟が等高

線に沿って並んだ状態で確認され、いずれも重複関

係および出土遺物から、後期に属す遺構と判断した。

６本柱の19区２号は、一辺2.8ⅿの正六角形配置にほ

ぼ合致しており、その北側軸線上15ⅿに後期後半の

配石墓群があることから、それと関連する遺構の可

能性が高いと判断した。19区１号と30区１号は、大

形の柄鏡形住居となる可能性が高いが、炉は確認さ

れていない。この点は今後に予定されている後期住

居の整理作業のなかで、再度検討を加えていきたい。

第４章 まとめ
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表
10

横
壁
中
村
遺
跡

埋
設
土
器
遺
構
出
土
遺
物
総
量
一
覧

時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

18
区
１
号

加
Ｅ
３
中

15
3

9
27

№
上
げ
１
～
28
ま
で
あ
り

剥
片
１
点

18
区
２
号

加
Ｅ
３
中

円
礫
１
点

剥
片
１
点

18
区
３
号

欠
番

18
区
４
号

唐
草
文
系

18
区
５
号

加
Ｅ
３

18
区
６
号

加
Ｅ
３

18
区
７
号

称
名
寺
１

1
4

1
6

18
30

晩
期
末
～
弥
生
１
点

軽
石
製
品
１
点

剥
片
１
点

18
区
８
号

後
期
前
半

棒
状
円
礫
１
点

剥
片
１
点

砕
片
２
点

18
区
９
号

加
Ｅ
３
新

1
1

剥
片
１
点

18
区
10
号

堀
之
内
１

2
7

9
№
上
げ
１
～
９
ま
で

18
区
11
号

唐
草
文
系

加
工
痕
１
点

剥
片
１
点

18
区
12
号

加
Ｅ
１
古

1
1

1
3

6

18
区
13
号

堀
之
内
１

1
1

18
区
14
号

加
Ｅ
３
中

1
1

2

18
区
15
号

加
Ｅ
３
新

報
告
済
み

18
区
16
号

加
Ｅ
３
中

1
6

3
5

15
地
山
礫
１
点

18
区
17
号

加
Ｅ
３
中

2
2

4

18
区
18
号

後
期

5
5

10
19
号
住
居
の
炉

加
工
痕
１
点

18
区
19
号

後
期
前
半

2
2

18
区
20
号

欠
番

18
区
21
号

加
Ｅ
３

報
告
済
み

18
区
22
号

加
Ｅ
４
古

3
3

円
礫
１
点

剥
片
１
点

砕
片
２
点

18
区
23
号

加
Ｅ
３
新

1
3

1
1

7
13

砕
片
２
点

18
区
24
号

曽
利
Ⅳ
～
Ⅴ

砕
片
４
点

18
区
25
号

後
期
前
半

2
4

1
11

11
9

9
47

剥
片
２
点

18
区
12
号
配
石
（
４
・
５
・
６
号
埋
設
）

1
1

40
3

2
2

17
66

晩
期
末
４
点

く
ぼ
み
石
１
点

石
製
品
１
点

19
区
１
号

後
期
前
半

19
区
２
号

堀
之
内
１

3
3

19
区
３
号

堀
之
内
１

く
ぼ
み
石
１
点

19
区
４
号

称
名
寺
１

1
1

6
1

5
36

50
く
ぼ
み
石
１
点

19
区
５
号

黒
浜
式

19
区
６
号

堀
之
内
２

2
2

19
区
７
号

堀
之
内
２

石
核
１
点

19
区
８
号

堀
之
内
１

8
17

25
住
居
の
炉

19
区
９
号

後
期
前
半

1
2

14
17

20
区
１
号

称
名
寺
１

4
2

6
11
号
住
居
の
炉

20
区
２
号

後
期
前
半

1
1

20
区
３
号

唐
草
文
系

1
1
中
世
内
耳
１
点

20
区
４
号

加
Ｅ
３

1
1
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時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

20
区
５
号

加
Ｅ
３

報
告
済
み

20
区
６
号

曽
利
Ⅲ

5
2

7

20
区
７
号

30
区
に
変
更

20
区
８
号

唐
草
文
系

報
告
済
み

20
区
９
号

30
区
に
変
更

20
区
10
号

称
名
寺
１

20
区
11
号

唐
草
文
系

1
1

20
区
12
号

後
期
前
半

20
区
13
号

中
期
後
半

1
1

20
区
14
号

堀
之
内
１

20
区
15
号

唐
草
文
系

13
2

15
敲
石
１
点

20
区
16
号

加
Ｅ
３

20
区
17
号

加
Ｅ
３
新

報
告
済
み

20
区
18
号

称
名
寺
１

20
区
19
号

称
名
寺
１

1
2

2
14

6
25

剥
片
１
点

20
区
20
号

称
名
寺
１

1
1

2

20
区
21
号

後
期
前
半

2
8

10
砕
片
１
点

20
区
22
号

加
Ｅ
４

報
告
済
み

20
区
23
号

唐
草
文
系

3
3

砕
片
１
点

20
区
24
号

唐
草
文
系

1
2

15
18

剥
片
１
点

20
区
25
号

加
Ｅ
３
中

20
区
26
号

唐
草
文
系

4
2

6
石
鏃
１
点

砕
片
１
点

20
区
27
号

唐
草
文
系

2
2
欠
番

20
区
28
号

加
Ｅ
３
新

2
1

3

20
区
29
号

加
Ｅ
３
新

20
区
30
号

加
Ｅ
３
新

28
区
１
号

唐
草
文
系

28
区
２
号

加
Ｅ
１
古

28
区
３
号

加
Ｅ
１
古

5
1

3
9

28
区
４
号

欠
番

28
区
５
号

加
Ｅ
３
中

5
5

28
区
６
号

唐
草
文
系

4
11

24
14

53
11
号
住
居
の
遺
物

剥
片
２
点

使
用
痕
１
点

29
区
１
号

欠
番

30
区
７
号

加
Ｅ
３
古

32
号
住
居
の
炉

30
区
８
号

欠
番

30
区
９
号

高
井
東

1
1

5
7

30
区
10
号

加
Ｅ
３

2
1

3

30
区
11
号

加
Ｅ
３
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表
11

横
壁
中
村
遺
跡

掘
立
柱
建
物
出
土
遺
物
総
量
一
覧

旧
名
称

時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

1
8
区
１
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

7
3

1
1

柱
２

柱
３

柱
４

1
8
区
２
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

8
7

0

柱
２

8
6

0

柱
３

柱
４

1
8
区
３
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

2
0
6
堀
之
内
１

1
2
8

2
9

柱
２

1
9
4
堀
之
内
１

9
9

柱
３

2
0
5
堀
之
内
１

1
2

1
2

柱
４

2
0
4
堀
之
内
１

9
9

柱
５

1
9
6

0

柱
６

1
9
7
堀
之
内
１

1
1

柱
７

1
6
8
堀
之
内
１

1
8

1
8

柱
８

1
9
1
堀
之
内
１

2
2

柱
９

1
5
2
堀
之
内
１

2
2

く
ぼ
み
石
１
点

砥
石
１
点

柱
1
0

2
0
9
堀
之
内
１

6
6

柱
1
1

1
9
0
堀
之
内
１

1
8

9
く
ぼ
み
石
１
点

柱
1
2

2
0
7

0

3
7
号
配
石

堀
之
内
１

4
1

5
く
ぼ
み
石
１
点

加
工
痕
１
点

2
1
号
配
石

称
名
寺
２

2
2

2
2
号
配
石

堀
之
内
１

2
1

3
石
皿
１
点

3
8
号
配
石

堀
之
内
１

2
8

1
1
1

1
8
区
４
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

4
1

0

柱
２

5
6
称
名
寺
２

1
6

1
0

1
7

柱
３

5
1
堀
之
内
１

1
1

1
1

柱
４

4
3

0

2
0
区
1
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

柱
２

9
7

4
4

柱
３

1
1
5

2
2

柱
４
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旧
名
称

時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

2
0
区
２
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

3
1
2

0
剥
片
１
点

柱
２

3
1
0
堀
之
内
１

4
4

3
6

1
7

剥
片
２
点

柱
３

3
1
4

1
1

2

柱
４

柱
５

6
9

7
2
2

4
4

石
鏃
未
製
品
１
点

砕
片
１
点

柱
６

3
2

1
2

1
3

2
1

凹
石
１
点

剥
片
２
点

砕
片
２
点

柱
７

3
1
6

1
2

3
凹
石
１
点

柱
８

3
1
7

3
2

2
1

6
1
4

円
礫
１
点

敲
石
１
点

剥
片
１
点

柱
９

3
9
4

1
1

1
3

柱
1
0

3
9
5

1
1

柱
1
1

4
0
4

1
6

9
1
6

柱
1
2

4
0
7

1
1

3
5

2
0
区
5
号
掘
立
柱
建
物

台
石
２
点
、
丸
石
１
点
、
石
棒
片
１
点
、
軽
石
製
品
１
点
、
円
礫
２
点

柱
１

4
1
4

1
5

1
2

4
2

1
5

柱
２

4
1
0
加
Ｂ
２
～
３

9
1
3

2
2
4

柱
３

4
1
6

1
1

2

柱
４

4
1
5

1
1

1
2

3
8

2
0
区
６
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

3
7
0

1
1

4
1

7

柱
２

3
8
8

0

柱
３

3
6
4

1
8

1
1

2
0

柱
４

3
6
6

3
3

2
0
区
７
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

3
4
9

0

柱
２

3
8
9

1
6

1
6

打
製
石
斧
１
点

台
石
１
点

柱
３

4
0
5

3
1
6

1
2

3
1

柱
４

3
9
4

1
1

1
3

2
0
区
８
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

4
2
8
堀
之
内
２

1
1

柱
２

4
4
2

0
石
棒
１
点

剥
片
１
点

柱
３

3
8
4
堀
１
～
２

2
1

2
5

砕
片
１
点

柱
４

4
3
5
堀
之
内
２

1
1

1
3

3
1
8

4
4
1

2
3

1
7

2
1
5

2
9
区
１
号
掘
立
柱
建
物

柱
１

2
4
加
曽
利
Ｂ

1
7

1
0

2
7

柱
２

2
3
後
期

1
1
1

1
2

柱
３

3
1
加
曽
利
Ｂ

1
1

柱
４

3
2
加
曽
利
Ｂ

3
3
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表
12

横
壁
中
村
遺
跡

環
状
柱
穴
列
・
柱
穴
列
出
土
遺
物
総
量
一
覧

旧
名
称

時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

1
9
区
１
号
環
状
柱
穴
列

柱
１

柱
２

柱
３

柱
４

く
ぼ
み
石
１
点

1
9
区
１
号
環
状
柱
穴
列

柱
１

３
称
１
～
高
井

東
1
7

1
1

7
1
4

8
9

2
1

8
6

1
0

2
3

3
3
7

4
9
2
前
期
前
半
１
、
前
期
末
２
、
土

製
円
盤
２
、
高
井
東
式
2
2

石
鏃
１
、
打
製
石
斧
３
、
磨
製
石
斧
１
、

凹
石
１

柱
２

4
2
称
１
～
堀
２

2
4

7
3

6
7

7
6

2
5

1
0

1
0
1

7
3

2
5

2
3

2
9
9
前
期
前
半
３
点
、前
期
後
半
４
点

石
鏃
７
、
石
錐
２
、
削
器
１
、
加
工
痕

１
、
使
用
痕
１
、
打
製
石
斧
３
、
凹
石

１
、
石
核
２
、
剥
片
2
4
、
砕
片
3
4

柱
３

2
4
称
２
～
堀
１

1
3

1
7

5
4
2

2
1

6
6

7
7

1
7

2
4

2
8
3

4
9
3
前
期
諸
磯
ｂ
・
ｃ
式
4
点

石
鏃
１
、
石
錐
１
、
使
用
痕
１
、
打
製

石
斧
１
、
凹
石
１
、
軽
石
製
品
１
、
剥

片
1
5
、
砕
片
1
6

柱
４

2
0
称
１
～
２

３
1

5
1
1

1
2

4
3

1
1

1
2

6
1
2
9

1
8
8

石
鏃
１
、
加
工
痕
２
、
使
用
痕
２
、
台

石
１
、
剥
片
６
、
砕
片
1
5

柱
５

5
0
称
１
～
堀
１

2
1

8
7

5
1
1

3
3
4

7
1

磨
製
石
斧
１
、
凹
石
１
、
剥
片
１

柱
６

５
称
１
～
加
Ｂ

3
1

4
1
2

7
2

2
0

3
6
0

7
1
7

5
1
9
1

3
9
5
前
期
関
山
式
１
点
、
前
期
後
半
１
点

石
鏃
１
、
削
器
１
、
軽
石
製
品
１
、
剥

片
１

柱
７

2
1
称
１
～
加
Ｂ

5
2

4
3

5
1
7

8
2
6

4
1

6
1
0

4
3
2

1
3
4

2
6
1

石
鏃
２
、
削
器
１
、
使
用
痕
１
、
打
製

石
斧
１
、
石
棒
１
、
剥
片
５
、
砕
片
６

3
0
区
１
号
環
状
柱
穴
列

柱
１

1
8
3
堀
１
～
加
B

3
4

1
1
5

5
2

4
1
2

4
6
五
領
ヶ
台
式
１
点

石
棒
１
点

柱
２

1
8
2
堀
１
～
２

2
1

1
3

4
6
3

8
3
土
製
円
盤
１
点

柱
３

1
8
7
堀
之
内
１

1
5

8
1
4
1
8
6
坑
と
1
8
7
坑
の
接
合
１
列
あ
り
（
堀
１
式
）

柱
４

1
8
6
堀
１
～
２

1
1

1
5
8

2
2

4
0

1
0
5

柱
５

1
8
9
堀
１
～
加
Ｂ

4
1

1
4

1
0

柱
６

柱
７

1
8
8

0

柱
８

柱
１
に
重
複

1
9
区
１
号
柱
穴
列

柱
２

後
期
後
半

4
4

柱
３

後
期
後
半

2
2
高
井
東
式
３
点

剥
片
１
点

表
13

横
壁
中
村
遺
跡

集
石
遺
構
出
土
遺
物
総
量
一
覧

時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

18
区
１
号

20
区
１
号

中
世
以
後

2
1

4
9

16
内
耳
鍋
２
点

20
区
２
号

中
世
以
後

内
耳
鍋
３
点

茶
臼
１
点

く
ぼ
み
石
１
点

砥
石
１
点

剥
片
１
点

20
区
３
号

20
区
４
号

縄
文

1
2

4
9

16
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表
14

横
壁
中
村
遺
跡

焼
土
遺
構
出
土
遺
物
総
量
一
覧

時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

18
区
１
号

2
8

10
三
十
稲
場
式
１
点

く
ぼ
み
石
１
点

18
区
２
号

18
区
３
号

1
1
土
師
器
１
点

剥
片
１
点

18
区
４
号

4
3

2
9

剥
片
１
点

18
区
５
号

欠
番

18
区
６
号

欠
番

18
区
７
号

欠
番

18
区
８
号

欠
番

18
区
９
号

8
8

剥
片
２
点

砕
片
２
点

18
区
10
号

1
1
近
代
陶
器
１
点

剥
片
１
点

18
区
11
号

平
安

1
2

1
4
須
恵
器
片
２
点

鉄
製
品
１
点

打
製
石
斧
１
点

軽
石
製
品
１
点

18
区
12
号

1
1

1
2

5

18
区
13
号

1
5

6

18
区
14
号

18
区
15
号

18
区
16
号

18
区
17
号

縄
文
中
期

18
区
18
号

欠
番

19
区
１
号

欠
番

19
区
２
号

縄
文
後
期

剥
片
１
点

19
区
３
号

欠
番

19
区
４
号

19
区
５
号

欠
番

19
区
６
号

縄
文

19
区
７
号

19
区
８
号

19
区
９
号

19
区
10
号

19
区
11
号

近
～
現
代
陶
器
２
点

19
区
12
号

欠
番
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時
期

勝
坂

阿
玉
台
焼
町

加
Ｅ
１

加
Ｅ
２

加
Ｅ
３

加
Ｅ
４

曽
利
古

曽
利
新

唐
草
古

唐
草
新

中
期

称
１

称
２

堀
１

堀
２

加
Ｂ

後
期

不
明

合
計

そ
の

他
石

器

20
区
1～

8号
中
世
館
内

20
区
９
号

縄
文
中
期

加
Ｅ
４

4
3

7
44

11
54

12
3

剥
片
９
点

石
錐
１
点

石
鏃
未
製
品
２

点
加
工
痕
５
点

打
製
石
斧
１
点

砕
片
８
点

20
区
10
号

2
1

2
3

8
打
製
石
斧
１
点

20
区
11
号

7
3

12
5

3
1

35
66

剥
片
５
点

20
区
12
号

2
6

8
剥
片
１
点

20
区
13
号

中
世

1
15

16
中
世
内
耳
鍋
５
点

石
錐
１
点

砕
片
５
点

20
区
14
号

20
区
15
号

1
1
鉄
製
品
１
点

20
区
16
号

1
1

20
区
17
号

20
区
18
号

中
世

6
2

2
7

2
11

30
中
世
内
耳
鍋
２
点

鉄
ス
ラ
グ

１
点
（
堀
り
方
№
１
）

打
製
石
斧
１
点

く
ぼ
み
石
１
点

剥
片

３
点

砕
片
３
点

20
区
19
号

1
1

2
4

20
区
20
号

欠
番

20
区
21
号

欠
番

1
7

8
土
製
円
盤
（
大
形
）
１
点

20
区
22
号

欠
番

1
1

20
区
23
号

20
区
24
号

2
2

台
石
１
点

20
区
25
号

鉄
製
品
１
点

20
区
26
号

不
明

20
区
27
号

欠
番

8
1

9
剥
片
１
点

砕
片
１
点

20
区
28
号

欠
番

1
16

1
18

砕
片
２
点

20
区
29
号

縄
文
後
期

28
28

住
居
の
炉
に
変
更

剥
片
４
点

20
区
30
号

20
区
31
号

20
区
32
号

28
区
17
号

2
12

1
2

22
37

9
85

剥
片
１
点

29
区
１
号

縄
文
中
期

加
Ｅ
４

31
2

10
43

29
区
２
号

縄
文
中
期

30
区
１
号
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遺物観察表
18区１号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１埋-１ 深鉢 口縁～胴部下位 ほぼ完存
口径37.6 残存高31.2

砂粒多。良好。にぶい黄
褐～黒褐色。

口縁部渦巻文４、胴部懸垂文11。使用痕跡はほとん
ど感じられない。被熱なし。

加曾利Ｅ３式中

18区２号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

２埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 80％
口径40.0 残存高30.8

砂粒多。良好。にぶい黄
橙～にぶい黄褐色。

口縁部渦巻５単位、胴部懸垂文10本。縄文RL縦。 加曾利Ｅ３式

２埋-２ 深鉢 口縁～胴部中位 60％
推定口径16.5 残存高10.8

砂粒多。良好。灰褐～橙
色。

櫛歯の波状文と懸垂文。 中期後半

18区２号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

２埋-３ 磨石 完形 93 72 43 444.3粗粒安山岩

18区４号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

４埋-１ 深鉢 胴部中位～底部 80％
底径12.5 残存高22.4

砂粒多。良好。明赤褐色。底部に凹凸あり、網代痕ではない。 唐草文系

18区５号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

５埋-１ 深鉢 胴部中位～下位 ほぼ残
残存高15.8

砂粒少。並。にぶい黄褐
色。

上端５㎝が被熱・劣化明瞭（炉に使用）。外面：粗い
ケズリ調整後、縦位条痕。内面：ナデ。

加曾利Ｅ３式

18区６号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

６埋-１ 深鉢 底部 底径8.6 残存高5.7砂粒多。良好。明黄褐色。外面に白色粘土付着。内外面研磨。 中期後半

18区７号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

７埋-１ 深鉢 胴部中位～底部 １/３
底径11.6 残存高23.5

砂粒多。良好。橙色。 断面三角形微隆線のみ。外面軽い研磨。内面ナデ。
内面上位にスス付着。底部に調整痕、網代痕

加曾利Ｅ４式

７埋-２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。明黄褐色。突起上にＣ字状Ｓ字状の貼り付け。 称名寺式

７埋-３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒色。 上半部に沈線と刺突文。下半部に縄文無節Ｌ。

７埋-４ 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい黄
褐色。

口縁部に高い隆線がめぐる。 称名寺式

７埋-５ 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。黒褐色。 沈線文のみ。 称名寺２式

７埋-６ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

口縁部に〆縄状の隆線。 堀之内１式

７埋-７ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

縄文LR。 加曾利Ｅ４式

７埋-８ 深鉢 胴部片 細砂多。良好。明黄褐色。縦位の細かな条線。 晩期終末

７埋-９ 深鉢 底部片 砂粒多。良好。橙色（黒
色）。

縄文。 後期前半

18区７号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

７埋-10 軽石製品 破片 (36) (27) ９ 4.0軽石 全面加工（斧形か）の欠損品。

18区８号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

８埋-１ 深鉢 胴部中位 80％
残存高13.5

砂粒多。不明（２次被熱
使用時か）。橙色。

器面荒れ。内面上端５㎝幅が赤色化。 後期前半

８埋-２ 深鉢 高台付底部
底径6.0 残存高3.5

砂粒多。並。明赤褐色。 小形の高台付土器。 中期後半か

18区８号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

８埋-３ 磨石 完形 108 43 26 175.9粗粒安山岩

18区９号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

９埋-１ 深鉢 口縁～胴部上位 80％
口径36.7 残存高16.9

砂粒多。良好。橙色。 口縁突起４個。楕円区画７個。被熱なし。 加曾利Ｅ３式
新段階

９埋-２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。明黄褐色。口縁部に竹管の刺突と沈線文。内外面に横位の条痕
様ナデ。
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18区10号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

10埋-１ 深鉢 口縁 １/４ 胴部 １/８
口径44.0 残存高44.0

砂粒多。良好。黄橙色。 内外面ともナデ・軽い研磨。把手３単位。 堀之内１式

18区11号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

11埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 ２/３
推定口径33.3 残存高19.8

砂粒多。良好。明黄褐色。口縁楕円文12個、胴部懸垂文５個。縄文RL斜。 唐草文系

18区12号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

12埋-１ 深鉢 口縁～底部 ２/３
推定口径43.0 底径11.4
器高52.3

砂粒多。良好。褐～黒褐
色。

胴部撚糸Ｒ。 勝坂３式

18区13号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

13埋-１ 深鉢 口縁～底部 ２/３
口径19.4 推定底径6.0
器高20.8

砂粒多。良好。にぶい褐
～褐灰色。

把手４単位。縄文LR縦。 堀之内１式

18区14号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

14埋-１ 深鉢 ほぼ完形 口径39.1
底径8.5 器高58.5

砂粒多。良好。明黄褐色。口縁部渦巻文５単位、胴部懸垂文14本。縄文RL。 加曾利Ｅ３式

18区16号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

16埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 １/２
口径35.2 残存高35.0

砂粒多。良好。明赤褐色。口縁部渦巻文６単位。縄文LR縦。 加曾利Ｅ３式

18区17号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

17埋-１ 深鉢 口縁～胴部 80％
口径38.0 残存高21.9

砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

口縁部渦巻文５単位、胴部懸垂文８本。縄文RL。被
熱なし。

加曾利Ｅ３式

18区19号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

19埋-１ 深鉢 胴部上位～中位 70％
残存高14.7

砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

内外面ナデ。 後期前半

18区22号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

22埋-１ 深鉢 口縁～胴部下位 80％
口径49.2 残存高35.0

砂粒多。良好。明赤褐～黒
褐色。

懸垂文４単位。胴部楕円区画１ヶ所。縄文RLランダ
ム。

加曾利Ｅ３式

18区22号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

22埋-２ 磨石 完形 55 53 22 90.5粗粒輝緑岩

18区23号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

23埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 ほぼ完存
口径32.0 残存高27.5

砂粒多。良好。明赤褐色。口縁部文様７、胴部文様12。縄文RL縦。内面：煮炊
きによる劣化あり。被熱なし。

加曾利Ｅ３式
中

18区23号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

23埋-２ 円礫 完形 148 160 113 3,800.0粗粒安山岩 やや扁平な球状円礫を使用。測縁短軸の一方に敲打を加
えて平坦面を作出この面で自立する。

18区24号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

24埋-１ 深鉢 口縁～胴部下位 80％
推定口径28.1 残存高23.2

砂粒多。良好。黒褐～明
黄褐色。

器形・文様とも粗い作り。文様６単位。口縁部被熱
なし。

唐草文系

24埋-２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。並。明黄褐色。 逆Ｕ字形の懸垂文。縄文はRL。 加曾利Ｅ３式
新段階

18区25号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

25埋-１ 深鉢 胴部下位 残存高10.3 砂粒多。良好。橙色。 内外面とも粗いケズリとナデ。 後期前半

25埋-２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 沈線区画内を刺突で充塡。 称名寺２式
3～5と同個体
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番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

25埋-３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

称名寺２式 2･
4･5と同個体

25埋-４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰褐色。 称名寺２式 2･
3･5と同個体

25埋-５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

称名寺２式
2～4と同個体

25埋-６ 土製品 破片 推定口径7.5 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

数条の凹線を施す。 ８と同個体か

25埋-７ 深鉢 胴部片 細砂多。良好。にぶい黄
橙色。

沈線区画内に縄文LR。 堀之内１式

25埋-８ 土製品 破片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

数条の凹線を施す。 ６と同個体か

25埋-９ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい褐色。

口唇部に沈線と刺突。 堀之内１式

25埋-10 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

口唇部直下に沈線を施す。 堀之内１式

25埋-11 深鉢 底部 底径7.2 細砂多。良好。にぶい橙
色。

器外面に研磨・光沢。 堀之内式

25埋-12 鉢 底部 底径7.8 細砂多。良好。にぶい黄
橙色。

内外面に軽い研磨。 後期前半

18区12号配石土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部中位 ２/３
残存高17.5

砂粒少。並。にぶい黄橙
色。

懸垂文間を櫛歯の波状文で充塡。 加曾利Ｅ３式
5･6と同個体

２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

隆線渦巻文と楕円区画文。縄文はRL。 加曾利Ｅ３式

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

口縁部に縄文RL。 加曾利Ｅ３式

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

懸垂沈線間を縄文RLで充塡。 加曾利Ｅ３式

５ 深鉢 胴部片 砂粒少。並。にぶい黄橙
色。

1･6と同個体

６ 深鉢 胴部片 砂粒少。並。にぶい黄橙
色。

1･5と同個体

７ 深鉢 胴部片
残存高12.2

砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

懸垂沈線間を縄文RLで充塡。 加曾利Ｅ３式

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

頸部に刻目が付く隆線。 堀之内１式

９ 吊り手付
土器

把手片 細砂多。並。にぶい黄橙
色。

内面に蕨手状沈線。 加曾利Ｅ３式
期

10 深鉢 底部片
底径10.8 残存高7.4

砂粒多。良好。にぶい褐
色。

懸垂沈線間を縄文RLで充塡。 加曾利Ｅ３式

11 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

沈線区画内に刺突を施す。 称名寺２式

12 深鉢 口縁部片 砂粒少。並。橙色。 口縁部に押圧を施した隆線がめぐる。 称名寺１式

13 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐灰色。 口縁部に高い隆線がめぐる。 称名寺１式

14 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 口唇部内面に凹線がめぐる。 後期後半

15 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい黄
褐色。

縦位の条線。 晩期終末

16 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。黒褐色。 縦位の条線。 晩期終末

17 鉢 口縁部片 細砂少。良好。黒褐色。 口縁部に３本の凹線がめぐる。 晩期終末

18 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。褐灰色。 縦位の条線。 晩期終末

18区12号配石石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

19 磨石 完形 120 83 49 653.5粗粒安山岩

20 石製品 完形 182 244 95 3,350.0粗粒安山岩

19区１号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１埋-１ 深鉢 胴部下位～底部 80％
底径10.4 残存高14.6

砂粒多。良好。橙色（内
面：黒～黒褐色）。

外面：ケズリ～ナデ調整後、縦位の研磨を施す。内
面：ナデ。底部網代痕あり。

堀之内２式
～加曾利Ｂ式

19区２号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

２埋-１ 鉢 口縁～胴部下位 80％
口径18.0 残存高11.5

砂粒多。良好。にぶい褐
～暗褐色。

口縁突起４個、文様４単位。縄文LR縦位充塡。無文
部と内面軽い研磨・光沢。

堀之内１式

２埋-２ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。黒褐色。 刺突を伴う沈線。縄文LR。 堀之内１式
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19区３号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

３埋-１ 深鉢 胴部下位～底部 100％
底径9.5 残存高13.1

砂粒多。良好。にぶい橙
色。

外面粗いナデ～研磨。底面網代痕なし。内面上位被
熱による劣化。白色化明瞭。半周辺に。

後期

19区３号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

３埋-２ 磨石 完形 120 96 55 966.8粗粒安山岩

19区４号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

４埋-１ 深鉢 胴部上位～下位 70％
残存高36.3

砂粒多。良好。明赤褐色
（黒褐色）。

器面やや粗いナデ。 称名寺１式

４埋-２ 深鉢 胴部片 砂粒多。並。にぶい褐色。断面三角形の隆線。交点に円形の刺突。 称名寺１式

４埋-３ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい褐色。

口縁部に隆線がめぐる。 称名寺１式

19区４号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

４埋-４ 磨石 完形 126 74 43 663.8粗粒安山岩

19区５号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

５埋-１ 深鉢 胴部中位～下位 １/２
残存高13.5

砂粒・繊維多。良好。橙
色。

縄文１段ＬとＲを束ねた結節（あやくり）。被熱痕跡
確認できない。

前期黒浜式段
階（長野系）

19区６号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

６埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 2/3
口径22.2 残存高12.1

砂粒多。良好。明黄褐色。口縁部に刻目が付く。隆線と８の字状の貼付文。胴
部に菱形区画を構成。

堀之内２式

６埋-２ 深鉢 胴部片 細砂少。良好。黒褐色。 帯縄文で文様構成。縄文LR。 堀之内２式

19区７号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

７埋-１ 深鉢 口縁～底部 １/８ 口径
48.8 底径12.2 器高49.0

砂粒少。並。黒褐～にぶ
い黄橙色。

縄文LR。内面入念ナデ～軽い研磨。 堀之内２式

19区９号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

９埋-１ 深鉢 胴部下位～底部 80％
底径10.8 残存高10.6

砂粒多。良好。赤褐色。 器面やや劣化。底面に白色シルト付着。底面に網代
痕あり。

後期

20区２号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

２埋-１ 鉢か 体部中位～底部 ２/３
底径13.0 残存高14.4

砂粒多。良好。にぶい褐
色。

内外面ともケズリ～ナデ調整後、軽い研磨。 後期 堀之内
２式

20区３号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

３埋-１ 深鉢 口縁～胴部下位 80％
口径28.5 残存高23.5

砂粒多。良好。明赤褐色。樽形の深鉢。口縁突起４個。隆線懸垂文間を縦位の
沈線で充塡。２条の弧線文を加える。

唐草文新段階

20区４号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

４埋-１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

隆帯と凹線。 加曾利Ｅ３式

20区６号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

６埋-１ 深鉢 胴部片 残存高8.7 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい褐色。

胴部に綾杉状の沈線。 唐草文新段階

６埋-２ 深鉢 胴部中位～底部 １/３
底径8.6 残存高11.6

砂粒・金雲母多。良好。
赤褐色。

底面に白色シルト付着。 曾利Ⅲ式

20区10号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

10埋-１ 深鉢 口縁～胴部下半 完存
口径49.0 残存高55.0

砂粒多。良好。にぶい黄
橙～にぶい黄褐色。

Ｈ字状文３単位。隆線の交点に円形の刺突。隆線区
画内の縄文はLR。

称名寺１式

20区11号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

11埋-１ 脚台付深
鉢

頸部～底部 １/３
推定底径8.0 残存高16.1

砂粒多。良好。明褐色。 断面三角形隆線＋ナゾリ。縄文RL縦。脚台部円孔４
個。外面上半にスス、内面下半にススと炭化物付着。
煮炊きに実用。

加曾利Ｅ３式
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20区12号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

12埋-１ 深鉢 胴部中位破片 残存高8.4 砂粒多。並。明黄褐色。 沈線のみで文様を構成。 称名寺２式

12埋-２ 深鉢 口縁～胴部中位 １/４
推定口径16.4 残存高11.6

砂粒多。良好。黒褐色。 縄文LR横。被熱痕なし。 加曾利Ｅ４式
～称名寺式

12埋-３ 深鉢 胴部下位～底部 80％
底部10.6 残存高11.4

砂粒多。良好。にぶい黄
褐～赤褐色。

内外面被熱による劣化・摩耗が著しく、調整・文様
不明。外面全体に白色シルトが多量に付着。底面に
網代痕あり。

後期

20区13号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

13埋-１ 深鉢 胴部下位～底部 100％
底径8.4 残存高6.6

砂粒多。良好。明黄褐色。内面ナデ。外面～底面軽い研磨。被熱なし。炭化物
付着。

中期

20区14号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

14埋-１ 鉢 口縁～底部 ３/４
推定口径30.0 底径8.0
器高20.9

砂粒多。良好。橙色。 口縁部突起９個、胴部渦巻文５個。縄文LR。無文部
と内面軽い研磨・光沢。

堀之内１式

20区15号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

15埋-１ 深鉢 胴部上位～下位 ３/４
残存高34.5

砂粒多。良好。暗褐色。 文様５単位。外面上半がススで黒色化、下半が被熱
明色化、やや劣化。内面下半に炭化物付着。

唐草文系

20区15号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

15埋-２ 台石 完形 127 54 40 380.0粗粒安山岩 断面三角形の棒状円礫を使用した、小形の台石。おそら
く石鏃などの小形石器の加工に使用。平坦面の広い部分
に細かなキズの集積がつく。

20区16号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

16埋-１ 深鉢 胴部中位 50％
残存高22.5

砂粒多。良好。明黄褐色。縄文無節Ｌ縦。 加曾利Ｅ３式

20区18号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

18埋-１ 深鉢 胴部上位～下位 70％
残存高29.9

砂粒多。良好。浅黄橙～褐
灰色。

内外面入念ナデ～軽い研磨。 称名寺１式

18埋-２ 深鉢 胴部中位～底部 １/２強
口径27.2底径10.0器高42.8

砂粒多。良好。赤褐～に
ぶい赤褐色。

外面は斜位ケズリ～ナデ後、軽い研磨。内面は横位
入念なナデ。底部網代痕ないが凸凹あり。

称名寺式 20区102号住
居(報告済)-15と同個体

18埋-３ 深鉢 口縁部片
残存高7.6

砂粒多。良好。にぶい黄
橙～褐灰色。

口縁部に断面三角形の隆線がめぐる。 称名寺１式

20区19号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

19埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 80％
口径33.2 残存高21.2

砂粒多。並。にぶい黄褐
色。

隆線２本、その上に突起が付くが欠失。隆線上に刺
突。縄文LR、器面劣化で見えにくい。

称名寺１式

19埋-２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。橙色。 口縁部に断面三角形の隆線がめぐる。 称名寺１式

19埋-３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 胴部に断面三角形の隆線を施す。 称名寺１式

20区20号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

20埋-１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

無文。 後期前半

20埋-２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

断面三角形の隆線を施す。隆線の交点に円形の刺突。
縄文はRL。

称名寺１式

20埋-３ 深鉢 胴部中位～底部 60％
底径10.0 残存高19.0

砂粒多。並。黄橙色。 内外面粗いナデ～軽い研磨。ただし、器面大荒、大
半が劣化・剥落。断面三角形隆線。劣化著しく底面
観察不能。

称名寺１式

20区20号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

20埋-４ 磨石 完形 104 101 49 750.4粗粒安山岩

20区21号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

21埋-１ 壺形 胴部片 細砂少。良好。にぶい黄
褐色。

２本の平行隆線。紐掛けの突起が欠損。内外面研磨。後期前半

21埋-２ 壺形 胴部片 細砂少。良好。にぶい黄
褐色。

沈線を伴う隆帯。外面研磨・光沢。 後期前半

21埋-３ 深鉢 胴部片 砂粒多。並。にぶい黄褐
色。

無文。器面に凹凸を残す。 後期前半

21埋-４ 鉢 胴部上位～底部 １/２
底径8.0 残存高18.8

砂粒少。良好。橙色。 体部に一対の把手。底面に丸みあり、研磨。内外面
に研磨・光沢があるが劣化・荒れ。被熱なし。

加曾利Ｅ３式
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20区23号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

23埋-１ 深鉢 頸部～胴部中位 90％
残存高11.6

砂粒多。良好。橙色。 隆線懸垂文６個。内外とも上端３～５㎝被熱による
劣化明瞭。

唐草文系

20区24号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

24埋-１ 深鉢 ほぼ完形
口径23.7 底径7.0
器高34.0

砂粒多。並。橙色。 文様７単位。器面劣化で文様不鮮明。器形にゆがみ、
埋没のためか。網代痕なし。被熱不明。

唐草文系（加
曾利Ｅ３式新
段階）

20区25号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

25埋-１ 深鉢 胴部中位 50％
残存高10.7

砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

内面軽い研磨・光沢。被熱なし。 加曾利Ｅ３式

20区26号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

26埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 80％
口径35.7 残存高27.4

砂粒多。良好。赤褐～暗
褐色。

文様５単位。被熱痕跡なし。 唐草文系

20区28号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

28埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 １/３
口径17.4 残存高8.9

細砂多。良好。にぶい黄
橙色。

文様４単位。縄文無節Ｌ縦。内面粗いケズリ～ナデ。
口縁部内外面やや被熱明色化。

加曾利Ｅ３式新段階
２と同個体

28埋-２ 深鉢 胴部片 細砂多。良好。灰黄褐色。沈線と無節縄文Ｌを施す。 加曾利Ｅ３式新段階
１と同個体

20区29号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

29埋-１ 深鉢 口頸部 80％ 口径39.7 砂粒多。良好。褐灰色。 横位沈線により口縁部無文帯。沈線文。単節RL縄文
充塡。

加曾利Ｅ３式

20区30号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

30埋-１ 深鉢 胴部 ほぼ全周残存 砂粒多。良好。明赤褐色。口縁部と胴下半欠失。口縁部弧状沈線。胴部は２条
単位の沈線垂下（８単位）。単節LR縄文充塡。縄文部
に縦位沈線（上端が蕨手状、下端が蛇行するもの有
り）。無文部は研磨。

加曾利Ｅ３式

30埋-２ 浅鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい橙
～黒褐色。

隆帯による渦文。外面隆帯部分と内面全面に赤色塗
彩。

加曾利Ｅ３式

20区30号土器埋設遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

30埋-３ 台石 70％ 379 261 61 8,000.0安山岩

28区２号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

２埋-１ 深鉢 口縁～胴部上位 １/４
推定口径21.0 残存高12.1

砂粒多。良好。橙色。 口縁に刻目付隆帯で渦巻文。胴部RL縄文縦位。無文
部に入念ナデ。

勝坂３式

２埋-２ 浅鉢 口縁～胴部下位 １/６
推定口径43.2 残存高15.5

砂粒多。良好。褐色。 外面：やや粗いナデ～軽い研磨。内面：入念ナデ
～研磨・光沢。

中期

２埋-３ 深鉢 胴部下位～底部 １/４
残存高8.8

砂粒多。良好。にぶい褐
色。

内外面に入念ナデ。 勝坂３式 ２埋
-１の胴部か

２埋-４ 浅鉢 体部破片 残存高12.1 砂粒多。良好。明赤褐～褐
灰色。

内外面研磨・光沢。赤塗痕がわずかに残る。 中期

28区３号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

３埋-１ 深鉢 胴部上位～底部 ２/３
底径7.2 残存高22.3

砂粒多。良好。橙色。 撚糸Ｌ。 加曾利Ｅ１式

３埋-２ 高台付土
器

高台部片
底径15.8残存高4.9

砂粒・金雲母多。良好。
黄褐色。

４つの円孔が付く。縄文はLR。 中期

28区５号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

５埋-１ 深鉢 胴部中位～底部 ４/５
底径8.6 残存高21.8

砂粒多。良好。明褐色。 胴部懸垂文10本。縄文RL縦。 加曾利Ｅ３式

５埋-２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。暗褐色。 懸垂沈線間を縄文LRで充塡。 加曾利Ｅ３式

30区10号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

10埋-１ 深鉢 胴部中位 100％
残存高8.1

砂粒多。良好。浅黄橙色。文様単位４か（不明瞭）。縄文LR縦、下方不明瞭。下方
内外面被熱による劣化著しく、縄文や沈線見えない。

加曾利Ｅ３式
(連孤文系か)
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30区11号土器埋設遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

11埋-１ 深鉢 口縁～胴部中位 ３/４
口径30.4 残存高18.9

砂粒多。並。にぶい黄褐
色。

縦位に粗い条線。外面及び口唇部、被熱による劣化
が著しい。

加曾利Ｅ３式

18区３号掘立柱建物柱１土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

横位の綾杉状沈線を施す。 堀之内１式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐灰色。 沈線で重なった入り組み状の渦巻文を施す。 堀之内１式

３ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい黄
褐色。

２～３条の沈線で曲線的な文様を構成。 堀之内１式

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

頸部に刺突を施した隆線がめぐる。 堀之内１式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

３本単位の沈線で文様を構成。縄文はLR。 堀之内１式

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 ３本単位の沈線で文様を構成。縄文はLR。 堀之内１式

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

３本単位の沈線で文様を構成。縄文はLR。 堀之内１式
9･10と同個体

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。暗赤褐色。３本単位の沈線で文様を構成。 堀之内１式
8･10と同個体

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰褐色。 ３本単位の沈線で文様を構成。 堀之内１式
8･９と同個体

11 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。赤褐色。 口縁部はくの字に内折。 堀之内１式

12 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

３本単位の沈線で文様を構成。 堀之内１式

13 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

集合沈線を施す。 堀之内１式

14 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 櫛歯の条線を施す。 堀之内１式

18区３号掘立柱建物柱１石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

５ 磨石 完形 126 103 61 1,097.3粗粒安山岩

18区３号掘立柱建物柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

無文。 後期

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

無文。 後期

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰黄褐色。頸部に３本の沈線がめぐる。胴部の縄文はLR。 堀之内１式 ７と18区３
号掘立柱建物柱７の１
～３と同個体

４ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

頸部に３本の沈線がめぐる。 堀之内１式 18区３号掘
立柱建物柱３の５と柱４
の６～９と同個体

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 無文。内面平滑に調整。

６ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。橙色。 ２条の沈線で渦巻文を施す。縄文はLR。 堀之内１式

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

無文。内面平滑に調整。 ３と18区３号掘立柱建物
柱７の１～３と同個体

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 無文。内面平滑に調整。

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 縄文LRを施す。 堀之内１式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

無文。内面平滑に調整。

18区３号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

刺突を伴う隆線を垂下する。 堀之内１式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

無文。内面平滑に調整。

４ 鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

内傾する口縁部に刺突を施した隆線がめぐる。内外
面研磨・光沢。

堀之内１式

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。４条の平行沈線を施す。 堀之内１式 18区３号掘
立柱建物柱２の４と柱４
の６～９と同個体

６ 深鉢 底部片
推定底径9.4 残存高4.1

砂粒多。良好。赤褐色。 外面、粗いナデのみ。網代痕が付く。 後期
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18区３号掘立柱建物柱３石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

３ 石皿 欠損 (217) (58) (40) 891.1粗粒安山岩

18区３号掘立柱建物柱４土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 壺形 胴部片 細砂少。良好。黒褐色。 頸部に沈線がめぐり、胴部に縄文LRを施す。内面研
磨・光沢。

堀之内１式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

外面ナデ。内面平滑に調整。 後期

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

内外面研磨。 後期

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

内外面研磨。 後期

５ 鉢 底部片 砂粒多。良好。明黄褐色。外面ナデ。内面平滑に調整。 後期

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

４条の平行沈線で文様を構成。縄文はLR。 堀之内１式 ７～９と18
区３号掘立柱建物柱２の
４と柱３の５と同個体

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

堀之内１式 ６･８･９と
18区３号掘立柱建物柱２
の４と柱３の５と同個体

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐灰色。 堀之内１式 ６･７･９と
18区３号掘立柱建物柱２
の４と柱３の５と同個体

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。 堀之内１式 ６～８と18
区３号掘立柱建物柱２の
４と柱３の５と同個体

18区３号掘立柱建物柱７土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁～頸部 １/５
推定口径46.8
残存高15.9

砂粒多。良好。にぶい黄
褐～明褐色。

口縁部にＣ字状沈線を施した大小の突起が付く。 堀之内１式 ２･３と18
区３号掘立柱建物柱２の
３･７と同個体

２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。黒褐色。 堀之内１式 １･３と18
区３号掘立柱建物柱２の
３･７と同個体

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐色。 堀之内１式 １･２と18
区３号掘立柱建物柱２の
３･７と同個体

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 外面ナデ。内面平滑に調整。

18区３号掘立柱建物柱８土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 外面研磨。内面平滑に調整。 後期

２ 深鉢 頸部片 細砂少。良好。橙色。 頸部に平行沈線がめぐる。 堀之内１式

18区３号掘立柱建物柱９土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい黄
橙色。

１条の沈線で文様を施す。 堀之内１式

２ 鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい黄
橙色。

内外面研磨・光沢。 後期

18区３号掘立柱建物柱９石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

３ 磨石 完形 109 93 60 870.6粗粒安山岩

４ 砥石 ほぼ完形 306 229 134 6,400.0粗粒安山岩 よく発砲した軽質安山岩の円礫を使用した荒砥石。両端
部の一部を残して、ほぼ全面を研磨・加工に使用。数ヶ
所に刺突痕がつくが何に使用したかは不明。

18区３号掘立柱建物柱10土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。黒褐色。 頸部に沈線で渦巻文を施す。縄文はLR。 堀之内１式
２と同個体

２ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

堀之内１式
１と同個体

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 ２条の平行沈線を施す。 堀之内１式

18区３号掘立柱建物柱11土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐灰色。 ３～４条の平行沈線で文様を構成。 堀之内１式
２と同個体
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２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。 堀之内１式
１と同個体

３ 土製円盤 完形 砂粒多。良好。赤褐色。 堀之内１式土器の胴部片を使用。 堀之内１式

18区３号掘立柱建物柱11石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

４ 磨石 完形 135 100 76 1,570.4粗粒安山岩

18区４号掘立柱建物柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒少。並。橙色。 口唇部に沈線を施す。 称名寺２式

２ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。黒褐色。 列点を伴う平行沈線で文様を施す。 称名寺２式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 沈線のみ。 称名寺２式

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。縦位の条線を施す。 称名寺２式

５ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい黄
橙色。

印刻状の深い沈線を施す。 称名寺２式

６ 深鉢 底部片
底径10.0 残存高1.5

砂粒多。並。明黄褐色。 網代痕なし。 後期

18区４号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐灰色。 口縁に環状の把手が付く。 堀之内１式

２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

波状口縁。内折する口縁部に沈線と円形刺突を施す。堀之内１式
４と同個体

３ 深鉢 口縁部片 細砂少。並。にぶい黄橙
色。

口縁部肥厚。 後期

４ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

堀之内１式
２と同個体

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 縦位の条線を施す。 後期

６ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

胴部に沈線で渦巻文を施す。縄文はLR。 堀之内１式

20区２号掘立柱建物柱１土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。褐灰色。 横位集合沈線間に刻目が付く。 中期後半

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

２本隆線の懸垂文。縄文はRL。 唐草文系新段
階

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 縄文はRL。 加曾利Ｅ３式

４ 深鉢 口縁部片 細砂少。良好。明褐色。 口唇部外面に沈線がめぐる。 堀之内１式

20区２号掘立柱建物柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい褐色。

斜行沈線。 中期後半

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明黄褐色。沈線のみ。 堀之内１式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

内外面研磨。 後期前半

20区２号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい黄
褐色。

凹線区画内に縄文RLを施す。 加曾利Ｅ３式

20区２号掘立柱建物柱５土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。橙色。 隆帯と凹線で区画。 加曾利Ｅ３式

２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。明赤褐色。凹線の楕円区画文。 加曾利Ｅ３式

３ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。褐色。 凹線区画の無文帯。 加曾利Ｅ３式

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 隆帯区画の無文懸垂帯と縦位の条線。 唐草文系新段階

５ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。明赤褐色。凹線区画の無文帯。 加曾利Ｅ３式

６ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。暗褐色。 深い沈線で区画された縄文帯で文様を構成。 称名寺１式

７ 深鉢 底部片
推定底径6.6 残存高4.5

砂粒少。良好。褐灰～橙
色。

底面研磨。 唐草文系新段
階

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

隆帯区画の無文懸垂帯と縦位の条線。 唐草文系新段階

９ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐色。 波状口縁。口縁部に沈線がめぐる。 加曾利Ｅ４式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 鋭利な細沈線で区画された縄文帯で渦巻文を構成。 加曾利Ｅ４式

11 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 内外面平滑。 後期前半

12 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。内外面入念なナデ。 後期前半

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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20区２号掘立柱建物柱５石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

13 石鏃 70％ 21 12 ４ 0.9黒曜石

20区２号掘立柱建物柱６土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 細砂少。良好。橙色。 深い沈線で区画された縄文帯で文様を構成。 加曾利Ｅ４式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

内外面平滑。 後期前半

３ 深鉢 胴部片 細砂多。良好。にぶい褐
色。

くびれ部に沈線がめぐる。 堀之内１式

４ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
黒褐色。

刻目が付く隆線の区画と綾杉状沈線。 唐草文系新段
階

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。凹線区画内を縄文RLで充塡。 加曾利Ｅ３式

20区２号掘立柱建物柱６石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

６ 磨石 60％ (80) 61 55 326.1粗粒安山岩

20区２号掘立柱建物柱７土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。並。褐灰色。 条線を波状に施す。 後期前半

20区２号掘立柱建物柱７石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

２ 磨石 完形 92 65 54 381.1粗粒安山岩

20区２号掘立柱建物柱８土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい黄
褐色。

口縁部が大きく内湾。深い沈線で文様を区画。 加曾利Ｅ４式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 凹線区画内の縄文はRL。 加曾利Ｅ３式

３ 深鉢 胴部片 細砂多。良好。暗赤褐色。鋭利な細沈線で文様を区画。 加曾利Ｅ４式

４ 深鉢 胴部片 細砂少。良好。明黄褐色。無文。内外面平滑。 後期前半

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黄褐色。 ３条の平行沈線。 堀之内１式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。凹線区画内の縄文はRL。 加曾利Ｅ３式

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

凹線区画内の縄文はRL。 加曾利Ｅ３式

20区２号掘立柱建物柱８石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

８ 磨石 完形 98 73 35 370.3粗粒安山岩

９ 石鏃 完形 16 17 3 0.5黒曜石

10 敲石 完形 174 94 31 657.5粗粒安山岩

20区２号掘立柱建物柱９土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
橙色。

口唇部内外面肥厚。口唇上端に刺突列。 唐草文系新段
階

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 断面三角形の隆線区画内に縄文LRを施す。 加曾利Ｅ４式

20区２号掘立柱建物柱９石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

３ 打製石斧 70％ (95) 55 18 96.6細粒輝石安
山岩

被熱。

20区２号掘立柱建物柱10土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

断面三角形の隆線のみで文様を構成。隆線の交点に
円形の刺突が付く。

称名寺１式

20区２号掘立柱建物柱11土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 頸部片 細砂多。良好。明褐色。 頸部に隆帯がめぐる。 堀之内１式か

２ 深鉢 胴部片 砂粒少。並。にぶい褐色。縄文LRを施す。 後期

３ 深鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい赤
褐色。

外面に刷毛目状の調整痕を残す。内面研磨・光沢。 後期

20区２号掘立柱建物柱12土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。暗赤褐色。半裁竹管による平行沈線間に幅広の押し引き文を施
す。

勝坂１式
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２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 隆線と沈線を施す。 唐草文系新段
階

20区２号掘立柱建物石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

１ 台石 完形 229 195 124.5 8,510.0粗粒安山岩

２ 台石 完形 276 219 17515,800.0粗粒安山岩

３ 台石 完形 340 224 10113,820.0粗粒安山岩

20区５号掘立柱建物柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。極暗赤褐
色。

２本隆線で区画された中を縦位の沈線で充塡。 加曾利Ｅ２式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 細沈線で区画された無文懸垂帯。 加曾利Ｅ４式

３ 深鉢 胴部片 細砂少。良好。明褐色。 細沈線で区画された無文懸垂帯。 加曾利Ｅ４式

４ 鉢 口縁部片 細砂少。良好。にぶい黄
橙色。

口唇部角頭状。口縁部に刻目が付く隆線がめぐる。 加曾利Ｂ２～
３式

５ 鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 内外面平滑。 加曾利Ｂ２～
３式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 ２条隆線の懸垂文間に縄文LRを施す。 唐草文系新段
階

７ 鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐灰色。 口縁部に縄文帯。頸部の刻目が付く隆線下に斜行沈
線を施す。

加曾利Ｂ２式
8･9と同個体

８ 鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐～に
ぶい黄橙色。

外面に斜行沈線。内面平滑。 加曾利Ｂ２式
7･9と同個体

９ 鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 外面に斜行沈線。内面平滑。 加曾利Ｂ２式
7･8と同個体

10 鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 内外面黒色処理。外面研磨。内面平滑。 加曾利Ｂ２～
３式

11 深鉢 胴部片 細砂多。良好。にぶい赤
褐色。

胴部上半がくの字に外折。内外面平滑、軽い研磨。 加曾利Ｂ２～
３式

12 深鉢 頸部～胴部下位 １/６
残存高13.7

砂粒少。良好。にぶい赤
褐色。

内外面：研磨、少光沢。外面：ケズリ痕残す。 後期加曾利Ｂ
２～３式

20区５号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 断面三角形の隆線区画内の縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

断面三角形の隆線区画内の縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

３ 深鉢 胴部片 細砂多。良好。明赤褐色。鋭利な細沈線で区画された縄文帯で文様を構成。 加曾利Ｅ４式

４ 深鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい褐
色。

内外面平滑。 後期

20区５号掘立柱建物柱４土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 浅鉢 肩部～底部 １/５
推定底径8.6 残存高14.4

砂粒多。良好。にぶい褐
色。

赤塗確認できない。底面に白色シルト付着。 唐草文系

20区５号掘立柱建物石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

１ 石棒 頭部片 (102) (89) (34) 395.6緑泥片岩 有頭石棒の有頭部片。精緻で丁寧な作り。頭頂部は研磨・
光沢を帯びる。（転用か。）被熱なし。

２ 敲石 完形 145 119 53 1,142.6石英閃緑岩

３ 軽石製品 完形 104 73 59 111.3軽石 加工前の原石であろう。

４ 円礫 完形 177 141 79 2,900.0石英閃緑岩 平面が楕円形、断面が紡錘形の円礫。やや緑がかった色
調で、明瞭な磨り面は認められない。シンメトリーに良
く整った形状。

５ 敲石 一部欠損 170 118 79 2,400.0珪質変質岩

６ 台石 １/２ (295) (192) (79) 5,000.0粗粒安山岩 扁平な円礫を使用した台石。斜めに欠損。表裏の平坦面
に研磨による磨り面が明瞭に残る。打痕は認められない。

７ 台石 １/２ 212 (159) 80 4,000.0粗粒安山岩 扁平な亜角礫を使用した台石。片面に溝状の研磨痕が並
ぶ磨面と集合する敲打痕が重なり、もう一方の面には中
央部に錐揉み穴が一つ付く。

20区６号掘立柱建物柱１土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

縄文LRを施す。内面平滑。 堀之内２式

２ 深鉢 胴部片 細砂多。良好。にぶい赤
褐色。

斜行する平行沈線。 堀之内２式

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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３ 土製円盤 完形 細砂多。良好。にぶい橙
色。

内外面平滑。 後期

４ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

外反する口縁部に断面三角形の隆線を施す。 加曾利Ｅ４式

20区６号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 沈線による三角形の区画文。内面平滑。 堀之内２式

20区６号掘立柱建物柱４土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 底部 底径6.4 残存高7.6砂粒少。良好。黒褐色。 胴部に斜行する沈線。内面平滑。底部摩耗顕著。 堀之内２式

20区６号掘立柱建物柱４石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

２ 削器 ほぼ完形 (68) 20 9 1.2黒曜石

20区７号掘立柱建物柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部 50％
推定口径17.6 残存高6.4

砂粒多。良好。褐色。 内面軽い研磨。口縁部渦巻文８個４単位。 唐草文系

２ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。暗褐色。 口縁部に斜行沈線。胴部に重弧文。 曾利Ⅱ式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

３本隆線と綾杉状沈線。上端の欠け口を丸頭状に研
磨加工。

唐草文系新段
階

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。暗褐色。 縄文LRを地文に沈線で文様を施す。 唐草文系新段
階

５ 浅鉢 胴部 １/３
推定口径42.2 残存高20.8

細砂少。並。褐色。 口縁部が内湾し、口唇部肥厚。内外面研磨・光沢、
全面に赤色塗彩が残る。口縁部に補修孔あり。

加曾利Ｅ２式
か

20区７号掘立柱建物柱２石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

６ 打製石斧 完形 110 58 23 172.6黒色安山岩

７ 台石 １/２ 163 (81) 52 1,049.5粗粒安山岩 丸い扁平円礫を使用した台石。片面の数ヶ所に小さな敲
打痕。もう一方は平坦で、明瞭な痕跡なし。

20区７号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。黒褐色。 頸部に３条の沈線を施す。 加曾利Ｅ２式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 ２本隆線区画内に縄文LRを施す。 唐草文系新段階

３ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。黒褐色。 低い隆帯と凹線で文様を構成。 加曾利Ｅ３式

４ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。褐色。 縦位の条線を施す。 加曾利Ｅ３式

20区７号掘立柱建物柱３石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

５ 台石 完形 229 191 67 4,900.0粗粒安山岩 楕円形の扁平な円礫を使用した台石。両平坦面に弱い磨
り面が残る。また、ほぼ全面に被熱による黒色化が認め
られる。

20区８号掘立柱建物柱１土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。黒褐色。 無文。内外面粗いナデと研磨。 堀之内２式

20区８号掘立柱建物柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

細沈線で文様を施す。 後期前半

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 無文。 後期前半

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒色。 沈線区画内の縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

20区８号掘立柱建物柱２石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

４ 石鏃 完形 12 8 3 0.2黒曜石

５ 石棒 頭部2/3 (101)頭部最大
82

頭部最大
(78)

763.8緑泥片岩 緑泥片岩製の有頭石棒の頭部。現状は３つに割れて１/３
を欠失するが、発掘時は残っていた。体部の加工はやや
粗いが頭部は丁寧に研磨されている。

20区８号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

波状口縁で把手が付く。口縁部内折。文様は刺突文
と沈線と隆線。

称名寺２式

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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２ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。灰黄褐色。細沈線のみで文様を構成。 称名寺２式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

無文。 後期前半

20区８号掘立柱建物柱４土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。赤褐色。 無文で口唇部内面に沈線がめぐる。外面研磨。 堀之内２式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

区画内の縄文はLR。 堀之内２式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

区画内の縄文はLR。 堀之内２式

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

無文。内外面平滑。 堀之内２式

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 無文。内外面平滑。 堀之内２式

20区８号掘立柱建物柱４石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

６ 打製石斧 ほぼ完形 138 77 20 203.6黒色頁岩

29区１号掘立柱建物柱１土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒・雲母多。良好。に
ぶい褐色。

口唇部に斜めの刻目。内外面ナデ。 高井東式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。斜位の条線。 後期

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

口縁部横位沈線間に刻目を施す。 高井東式

29区１号掘立柱建物柱２石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

１ 石鏃 ほぼ完形 30 15 5 1.4珪質変質岩
（流紋岩質
凝灰岩）

29区１号掘立柱建物柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

口縁部縄文帯に列点状の刺突を施す。 堀之内２式

29区１号掘立柱建物柱３石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

２ 磨製石斧 １/２ (73) 51 33 152.1蛇紋岩

19区１号環状柱穴列柱４石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

１ 磨石 完形 152 94 56 1,091.0粗粒安山岩

19区２号環状柱穴列柱１土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁～胴部中位 １/３
推定口径26.6 残存高19.8

砂粒多。良好。暗赤褐色。縄文LR縦。 称名寺１式

２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。明赤褐色。口縁部隆線下に縄文RLを施す。 称名寺１式

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

口縁部沈線下に縄文RLを施す。 加曾利Ｅ４式

４ 深鉢 口縁部片
口径11.5 残存高4.4

細砂少。良好。にぶい褐
色。

頸部がくの字に外折し口縁部が強く内折する。口縁
に小突起。

称名寺２式

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。縄文LRを充塡した帯状文で渦巻文を構成。 称名寺１式

６ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。赤褐色。 縄文LRを充塡した帯状文で渦巻文を構成。 堀之内１式

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

沈線区画の無文帯で文様を構成。 称名寺１式

８ 深鉢 口縁部片 砂粒少。並。にぶい橙色。くの字に内折する口縁部に沈線がめぐる。 堀之内１式

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 頸部沈線上に文様単位を示す刺突を施す。 堀之内１式

10 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

口縁突起下に押圧を施す。口縁部をめぐる縄文は

LR。
高井東式

11 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

外面ナデ、内面軽い研磨。無節の縄文Ｌ。 高井東式

12 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。明赤褐色。斜行沈線を横位帯状に施す。 加曾利Ｂ２式

13 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐灰色。 縦位の条線に太沈線を加える。 後期後半

14 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

縦位の条線を施す。 高井東

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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15 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

粗製土器。外面にケズリ痕を残す。 後期後半

16 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。明赤褐色。粗製土器。外面にケズリ痕を残す。 後期後半

17 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

口縁部が内湾する粗製土器。内外面にナデ痕を残す。後期後半

18 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。外面に斜位のナデ痕を残す。 高井東

19 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

細沈線のみで文様を描く。 称名寺２式

20 深鉢 胴部下位～底部
底径6.2 残存高6.0

砂粒多。良好。橙色。 外面、縦位の粗いケズリ痕。内面、ナデ。底面網代
痕あり。

後期

21 深鉢 胴部片 砂粒多。並。にぶい橙色。２条の沈線を施す。 後期後半

22 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 ２条の沈線を施す。土製円盤か。 後期後半

19区２号環状柱穴列柱１石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

23 石鏃 完形 28 17 3 1.0黒曜石

24 磨製石斧 破片 (38) (35) (12) 18.1蛇紋岩 装着部片。器面研磨・光沢。

25 磨石 60％ (81) 77 33 315.9粗粒安山岩

26 打製石斧 80％ 122 57 30 172.0粗粒輝石安
山岩

27 打製石斧 80％ (94) 51 18 127.3細粒輝石安
山岩

28 打製石斧 70％ (78) 45 21 93.8細粒輝石安
山岩

19区２号環状柱穴列柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。明赤褐色。隆帯に沿って幅広の押し引き文で文様を施す。 勝坂１式

２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。橙色。 内湾する口縁部に刻目が付く隆帯と集合沈線で弧状
文を施す。

勝坂３式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰黄褐色。刻目が付く隆帯区画内を沈線で充塡。 勝坂３式

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 玉抱き三叉文を施す。 勝坂３式

５ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい黄褐色。

２条の蛇行沈線を施す。 阿玉台Ⅱ式

６ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
灰黄褐色。

隆帯と幅広の押し引き文を横位に施す。 阿玉台Ⅱ式

７ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい橙色。

隆帯の両側に幅広の押し引き文を施す。 阿玉台Ⅱ式

８ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐色。 半裁竹管による横位沈線と交互刺突文を施す。 加曾利Ｅ１式

９ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

内湾する口縁部に渦巻文を施す。 加曾利Ｅ２式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。半裁竹管縦位の集合沈線を施す。 曾利Ⅰ式

11 深鉢 頸部片 砂粒・金雲母多。良好。
赤褐色。

隆線と細沈線で文様を描く。 曾利Ⅰ式

12 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。明褐色。 口縁部に半裁竹管による斜位の集合沈線を施す。 曾利Ⅰ式

13 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

半裁竹管縦位の集合沈線を施す。 曾利Ⅱ式

14 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

無文の口縁部がくの字に内湾。 勝坂３式

15 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 楕円区画内に縦位の沈線。 唐草文系

16 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。明赤褐色。頸部に交互刺突文。 唐草文系

17 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

頸部に隆帯で渦巻文を描く。 唐草文系

18 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
明褐色。

口縁部に蛇行沈線。 唐草文系

19 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰黄褐色。口縁部内面にＳ字状の貼付文。 唐草文系

20 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい赤褐色。

内面隆線が波頂部で渦巻文を描く。 唐草文系

21 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

綾杉状沈線。 唐草文系

22 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 縦位沈線間に綾杉状沈線。 唐草文系

23 深鉢 胴部片
残存高7.9

砂粒多。良好。明赤褐色。半竹平行沈線。縄文LR縦。 加曾利Ｅ３式古段階（唐
草文系 ） 胎土・色調は
唐草文系

24 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

縄文反撚りLLRか。 加曾利Ｅ３式

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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25 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

文様を構成する隆帯間に綾杉状沈線。 唐草文系

26 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。隆帯で文様を構成。 唐草文系

27 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。橙色。 口縁部に楕円区画文。縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

28 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

口縁部内面に隆線がめぐる。 加曾利Ｅ３式

29 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

口縁部に隆帯で渦巻文。縄文はLR。 加曾利Ｅ３式

30 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 胴部に隆帯渦巻文。 加曾利Ｅ３式

31 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐色。 隆線による渦巻文。 加曾利Ｅ４式

32 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
明褐色。

縄文は付加条。 加曾利Ｅ３式

33 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 口唇部内面に隆線。口縁部隆線に沿って刺突列を施
す。

唐草文系

34 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

波状口縁。胴部の縄文無節Ｌ。 加曾利Ｅ４式

35 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

波状口縁。胴部の縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

36 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。橙色。 胴部上半に細沈線で渦巻文を構成。 加曾利Ｅ４式

37 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

細沈線で渦巻文を構成。 加曾利Ｅ４式

38 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい黄褐色。

縄文LRを地文に２条の沈線で文様を描く。 加曾利Ｅ１式

39 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。褐灰色。 内湾する波状口縁。 加曾利Ｅ４式

40 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

帯状文で文様を構成。 称名寺１式

41 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

深い沈線施文。 称名寺１式

42 深鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい橙
色。

沈線のみで文様を描く。 後期

43 深鉢 胴部片 細砂少。良好。褐色。 沈線のみで文様を描く。 称名寺２式

44 深鉢 口縁部片 細砂多。良好。灰褐色。 口縁部外反。 称名寺２式

45 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。黒褐色。 内外面にナデ痕を残す。 後期

46 土製品 破片 細砂多。良好。にぶい褐
色。

表裏面に２条の刺突列。 後期

19区２号環状柱穴列柱２石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

47 石鏃 完形 17 13 4 0.6黒曜石

48 石鏃 完形 14 12 2 0.3黒曜石

49 削器 70％ 15 11 4 0.6黒曜石

50 石錐 80％ 23 8 7 1.1黒曜石

51 石核 － 50 35 58 98.9流紋岩

52 磨石 完形 150 62 45 723.2粗粒安山岩

53 打製石斧 完形 95 45 15 66.5黒色頁岩

54 打製石斧 80％ (96) 58 14 110.9細粒輝石安
山岩

55 打製石斧 ほぼ完形 (122) 57 21 137.9細粒輝石安
山岩

19区２号環状柱穴列柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。赤褐色。 頸部をめぐる隆帯に綾杉状の刻みが付く。 唐草文系古段
階

２ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。赤褐色。 地文は無節Ｒ。沈線は半裁竹管。 加曾利Ｅ１式

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

地文はRL。沈線は半裁竹管。 加曾利Ｅ１式

４ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

頸部に半裁竹管による集合沈線がめぐる。地文は撚
糸Ｌ。

加曾利Ｅ１式

５ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。暗赤褐色。頸部に３条の沈線がめぐる。地文はLR。 曾利Ⅰ～Ⅱ式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

縄文RLの地文に平行沈線で文様を描く。 加曾利Ｅ１式

７ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。橙色。 縄文RLを地文に連弧状の文様を構成。 連孤文系

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 平行沈線による剣先文。地文はRL。 曾利Ⅰ～Ⅱ式

９ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。橙色。 斜行沈線の地文に交差して粘土紐を貼付。 曾利Ⅰ式

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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10 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい赤褐色。

細い竹管状の集合沈線。 曾利Ⅰ式

11 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
明赤褐色。

３条の隆線懸垂文と半裁竹管による集合沈線。 曾利Ⅰ式

12 深鉢 口縁～胴部下半 １/３
推定口径16.9 残存高22.8

砂粒多。良好。明褐色・
暗褐色。

樽形の波状口縁深鉢。文様２対４単位。 唐草文系

13 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
暗赤褐色。

隆帯に刻目、胴部に綾杉状沈線。 唐草文系

14 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
赤褐色。

隆線と斜行沈線。 唐草文系

15 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

弧状の綾杉状沈線。 唐草文系

16 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。暗褐色。 ２条の隆線で渦巻文を構成。 唐草文系

17 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

隆線と綾杉状沈線。 唐草文系

18 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
暗赤褐色。

縄文LRを地文に連弧文を構成。 唐草文系

19 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

綾杉状沈線。 唐草文系

20 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。明赤褐色。隆線区画内に縦位の沈線。 曾利Ⅰ式

21 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

２条の隆線で渦巻文を構成。 唐草文系

22 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 綾杉状沈線。 唐草文系

23 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
赤黒色。

条線を地文に２条の蛇行沈線を垂下する。 唐草文新段階

24 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

隆帯間を充塡する沈線は細い竹管状施文具。 唐草文系

25 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 隆線懸垂文と横位沈線。 唐草文系

26 浅鉢 頸部片 砂粒少。良好。にぶい白
橙色。

楕円区画内に斜行沈線。 唐草文系

27 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰褐色。 沈線区画縄文帯に押し引き状の刺突列を加える。 称名寺１式

28 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

縄文RL。 加曾利Ｅ３式

29 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい黄
橙色。

隆帯の渦巻文と楕円区画文。 加曾利Ｅ３式

30 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰黄褐色。２条の平行沈線で波状文を構成。 加曾利Ｅ３式

31 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

２条の隆帯で渦巻文を構成。 加曾利Ｅ３式

32 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。灰褐色。 波状口縁。口縁部に断面三角形の微隆帯。 加曾利Ｅ４式

33 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい黄
橙色。

波状口縁。体部文様は細沈線で区画。 加曾利Ｅ４式

34 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。橙色。 細沈線区画内に縄文LRを充塡。 加曾利Ｅ４式

35 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 沈線のみ。

36 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。明赤褐色。微隆帯と縄文RL。 加曾利Ｅ４式

37 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰黄褐色。口縁部に深い太沈線。

38 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい赤褐色。

内面の貼付は剥落。高い貼付隆帯に沿って刺突列を
施す。

唐草文系古段
階

39 深鉢 胴部中位～下位 １/３
残存高14.3

砂粒多。良好。赤褐色。 縄文LR縦。 中期

19区２号環状柱穴列柱３石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

40 石鏃 80％ (13) 15 3 0.4黒曜石

41 石錐 80％ 26 8 4 0.8黒曜石

42 打製石斧 70％ (87) 51 20 135.0細粒輝石安山岩

43 軽石製品 破片 (38) (27) 10 4.3軽石 薄手で全面加工。

44 磨石 完形 118 80 52 587.3粗粒安山岩

19区２号環状柱穴列柱４土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。明赤褐色。２本の隆帯でＳ字文を施す。 加曾利Ｅ１式

２ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。橙色。 刻目が付く懸垂隆帯と横位の平行沈線。地文は撚糸
Ｌ。

唐草文系古段
階

３ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい黄橙色。

半裁竹管の平行沈線で重弧文を描く。 唐草文系古段
階

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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４ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
明赤褐色。

半裁竹管による斜位の集合沈線。 曾利Ⅰ式

５ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
赤褐色。

縦位集合沈線の上に蛇行隆線を貼付。 曾利Ⅰ式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 隆線の渦巻文と綾杉状沈線。 唐草文系

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 隆線の渦巻文と綾杉状沈線。 唐草文系

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。暗赤褐色。隆線と綾杉状沈線。 唐草文系

９ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
赤褐色。

全面に縄文LRを施文。 後期

10 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
明赤褐色。

凹線区画無文帯。縄文RL。 加曾利Ｅ３式

11 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

隆帯で渦巻文。縄文はRL。 加曾利Ｅ３式

12 深鉢 口縁部片 砂粒少。並。にぶい黄褐
色。

口縁部に隆帯がめぐる。 加曾利Ｅ４式

13 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。細沈線で弧状文を施す。

14 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

凹線と条線で文様を構成。 加曾利Ｅ３式

15 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。橙色。 深い沈線で文様を区画。 加曾利Ｅ４式

16 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。褐灰色。 深い沈線で縄文帯を区画。 称名寺１式

17 深鉢 底部片
推定底径6.0 残存高3.2

砂粒少。良好。橙色。 網代痕なし。 後期

19区２号環状柱穴列柱４石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

18 石鏃 60％ (7) 10 2 0.1黒曜石

19 台石 完形 223 201 98 5,990.0石英閃緑岩

19区２号環状柱穴列柱５土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 鉢か 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
にぶい橙色。

半裁竹管による２条の平行沈線で幾何学的な文様を
構成。交点に三叉印刻を施す。

前期末～中期
初

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 隆線区画内に綾杉状沈線。 唐草文系

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 沈線区画内に綾杉状沈線。 唐草文系

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

幅広の凹線で区画。縄文はRL。 加曾利Ｅ３式

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。細沈線区画内に縄文LRか。 加曾利Ｅ３式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。細沈線区画内に縄文LRか。 加曾利Ｅ４式

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰褐色。 深い沈線で区画された縄文帯で渦巻文を構成。 称名寺１式

８ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

深い沈線で区画された縄文帯で渦巻文を構成。 称名寺１式

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 深い沈線で区画された縄文帯で渦巻文を構成。 称名寺１式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 沈線区画内に縄文LRを施す。 堀之内１式

11 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。橙色。 口縁部に２条の沈線。 堀之内１式

12 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐～明赤褐色。

深い沈線で区画された縄文帯で渦巻文を構成。 称名寺１式

13 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい橙
色。

沈線区画内に縄文LRを施す。 堀之内１式

19区２号環状柱穴列柱５石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

14 磨製石斧 30％ (43) (37) 19 47.2蛇紋岩 装着部と刃部を欠損。側面が劣化し、ややあれている。
転用なし。

15 磨石 60％ (87) 61 35 235.4粗粒安山岩

19区２号環状柱穴列柱６土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

波状口縁。波頂部隆帯渦巻文下に無文懸垂帯。縄文
はRL。

加曾利Ｅ３式

２ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
灰白色。

口縁部に渦巻文と楕円区画文。 加曾利Ｅ３式

３ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
暗赤褐色。

口縁部内面折り返し状に肥厚。口縁部に隆線がめぐ
る。

唐草文系

４ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
赤褐色。

口唇部くの字に外折。縄文はRL。 唐草文系

５ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。暗褐色。 口唇部内面に突帯。口縁部に刺突列。 唐草文系（越
後系）

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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６ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。明赤褐色。沈線区画内に櫛歯状施文具で綾杉状の刺突を施す。 唐草文系

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

弧状の綾杉状沈線。 唐草文系

８ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐灰色。 大きく内湾する波状口縁。縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

９ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。黒褐色。 口縁部隆線に沿って円形の刺突列を施す。 加曾利Ｅ４式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐灰色。 断面三角形の隆線。 加曾利Ｅ４式

11 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい橙
色。

微隆線区画内の縄文はLR。 称名寺１式

12 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

深い沈線による縄文帯で文様を構成。 称名寺１式

13 深鉢 胴部片 細砂多。良好。にぶい褐
色。

深い沈線による縄文帯で文様を構成。 称名寺１式

14 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

把手が付く波状口縁。口唇部をめぐる沈線の端部に
円形刺突を施す。

堀之内１式

15 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい橙
色。

斜位の集合沈線。内面研磨。 加曾利Ｂ２～
３式

16 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

縄文LRを地文に蛇行沈線を垂下させる。 堀之内１式
17と同個体

17 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。 堀之内１式
16と同個体

18 深鉢 胴部片 細砂多。良好。暗褐色。 外面に横位の綾杉状沈線。内面研磨。 加曾利Ｂ２～
３式

19区２号環状柱穴列柱６石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

19 石鏃未製
品

ほぼ完形 14 14 4 0.7黒曜石

20 軽石製品 完形 77 52 39 47.3軽石 片面に研磨した平坦面と途中までの円孔。もう一方の面
に刃物痕のようなキズが残る。未製品か。

21 削器 完形 50 81 12 37.5細粒輝石安
山岩

19区２号環状柱穴列柱７土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。２本隆線の懸垂文。縦位条線を地文に２本の横位沈
線を加える。

唐草文系

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰褐色。 縦位の条線。 唐草文系

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。縦位条線を地文に２条の横位沈線を施す。 唐草文系

４ 鉢 胴部上位～底部 １/５
推定底径7.2 残存高13.2

砂粒多。良好。灰黄褐～灰
黒褐色。

外面：縦位条線。内面：研磨。底面：網代痕なし。 加曾利Ｅ３式

５ 深鉢 胴部片 砂粒・金雲母多。良好。
赤褐色。

２条の隆線懸垂文と半裁竹管による綾杉沈線。 唐草文系

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 隆帯の両側にナゾリを加える。 加曾利Ｅ３式

７ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 隆線区画の無文帯で文様を構成。 加曾利Ｅ４式

８ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。黒褐色。 深い沈線による縄文帯で文様を構成。 称名寺１式

９ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。暗褐色。 刺突を伴う鎖状隆線懸垂文。 称名寺１式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 沈線区画の縄文帯で文様を構成。 称名寺１式

11 深鉢 口縁部片 細砂少。良好。灰褐色。 文様は沈線のみで施す。 称名寺１式

12 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。明褐色・
黒色。

山形の突起の両側に円形の刺突を施す。口縁部をめ
ぐる沈線はその刺突を起点とする。

称名寺２式

13 深鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい褐
色。

鋭利な沈線で文様を施す。内面研磨。 称名寺２式

14 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

平行沈線で文様を施す。 後期

15 深鉢 口縁部片 細砂少。並。灰黄褐色。 口唇部内面に沈線。口縁部に細沈線で縄目状の文様
を施す。

加曾利Ｂ１式

16 鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい黄
橙色。

上半部に文様帯。内外面研磨・光沢。 加曾利Ｂ１式

17 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

沈線区画内を条線で充塡。 後期

18 深鉢 口縁部片 細砂多。良好。にぶい黄
橙色。

外面にケズリ痕を残す。内面研磨。 後期

19 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

外面にケズリ痕を残す。内面ナデ。 後期

20 深鉢 口縁～胴部中位 １/６
推定口径20.1 残存高13.7

砂粒多。良好。赤褐色。 口唇部内面に沈線がめぐる。外面 横～斜 ケズリ
後、ナデ。内面 横～斜 ケズリ痕を残す。

後期

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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19区２号環状柱穴列柱７石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

21 石鏃 90％ 20 (11) 5 0.9黒曜石

22 削器 70％ 48 38 17 2.3黒曜石

23 打製石斧 90％ (93) 42 20 102.0細粒輝石安
山岩

24 石棒 頭部片 (60) 36 31 72.5緑泥片岩 小形の有頭石棒の頭部。所々に剥落がはいり、当初の形
状はかなり失われている。断面形は楕円形。

25 磨石 完形 92 67 52 425.0粗粒安山岩

26 磨石 完形 115 85 47 679.0粗粒安山岩

27 台石 完形 213 192 64 3,810.0安山岩

28 多孔石 ほぼ完形 190 163 112 4720.0粗粒安山岩

29 多孔石 完形 322 224 13112,550.0粗粒安山岩

30区１号環状柱穴列土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁～底部 １/５
推定口径32.3
推定底径8.0
器高38.5

砂粒多。並。黒褐～明赤
褐色（器肉：黒色）。

口縁部４単位波状。底面に網代痕あり。外面：口縁
部と胴部下位はケズリ＋ナデ。胴部上位は研磨・光
沢（ケズリ・ナデの調整後、研磨を施す）。内面：上
方は横～斜位のナデ、下方は縦方向のナデ。

高井東式

30区１号環状柱穴列柱１土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 隆帯と沈線による懸垂文。縄文は無節Ｌか。 勝坂２式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。刻目が付く隆帯と半裁竹管による平行沈線による文
様構成。

勝坂２式

３ 深鉢 口縁部片 砂粒・金雲母多。良好。
暗赤褐色。

口縁部に沈線を施した隆帯で文様を構成。口縁部内
湾。外面赤色塗彩。

勝坂２～３式

４ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

弱く内湾しながら開く無文の口縁部。口唇部内面に
隆帯。

勝坂２～３式

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰褐色。 断面三角形の隆線による区画文。区画外に縦位の条
線。

加曾利Ｅ４式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 綾杉状沈線。 唐草文系新段
階

７ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

凹線区画無文帯を垂下。 加曾利Ｅ３式

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 ３条の平行沈線で文様を構成。空白部に縄文LR。 堀之内１式

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。浅黄橙色。３条の平行沈線で文様を構成。 堀之内１式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 細沈線と縄文LR。 堀之内２式

11 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐灰色。 堀之内１式から引き継ぐ把手の下に８字状貼付文。 堀之内２式

12 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。暗褐色。 ３条の平行沈線で文様を構成。空白部に縄文LR。 堀之内１式

13 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。灰褐色。 平行沈線で文様を描く。内外面研磨。 高井東式

14 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。赤褐色。 口縁部に刻目が付く隆線。その下に横位の縄文帯。 堀之内２式

15 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

口縁部に押圧を施した隆線がめぐる。 加曾利Ｂ式

16 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 口縁部上端に高い隆帯を施す。内外面研磨。 高井東式

30区１号環状柱穴列柱１石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

17 石棒 頭部 (194) 150 134 5,700.0デイサイト 無頭の大形石棒の頭部。器面が劣化して荒れているが形
状は良く調整されている。頭部に一部自然面が残る。

30区１号環状柱穴列柱２土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

沈線区画外の縄文はLR。 堀之内１式

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 沈線区画外の縄文はLR。 堀之内１式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 懸垂沈線と縄文LR。 堀之内１式

４ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

沈線区画外の縄文は無節Ｌ。 堀之内１式

５ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。褐灰色。 断面三角形の隆線を施す。 称名寺１式

６ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。浅黄橙色。沈線のみ。 堀之内１式

７ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

肥厚する口縁部に刺突列を伴う平行沈線を施す。 堀之内１式

８ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 くびれ部に円形の刺突列を伴う平行沈線がめぐる。 堀之内１式

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。暗赤褐色。３条の平行沈線で文様を構成。 堀之内１式

10 土製円盤 完形 砂粒多。良好。にぶい橙
～にぶい褐色。

無文部を使用。 後期
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11 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

３条の平行沈線で文様を構成。 堀之内１式

12 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

横位沈線を施す。内面研磨。 後期前半

13 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

平行沈線を施す。 堀之内１式

14 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。橙色。 弧状の貼付文と沈線を施す。 後期か

15 深鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい黄
橙色。

刻目が付く隆線のみ。 堀之内１式

30区１号環状柱穴列柱２石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

16 軽石製品 完形 67 53 53 55.3軽石 原石から１/４を切り取ったような製品。平坦面はほぼ直
角で、他の面は自然面がそのまま残る。

17 石鏃 70％ 21 (9) 4 0.5チャート

18 削器 完形 20 14 5 1.2黒曜石

30区１号環状柱穴列柱３土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

外面に横位のナデ痕を残す。 後期

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 沈線のみ。 後期

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。赤褐色。 横位沈線。 後期

30区１号環状柱穴列柱４土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁～頸部 １/４
推定口径27.8 残存高10.4

砂粒多。良好。明黄褐色。くの字に内折する口縁部と頸部に沈線がめぐる。頸
部に８の字状の貼付文。胴部の縄文は無節Ｌ。

堀之内１式

２ 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。にぶい橙
色。

環状の把手に円形刺突を伴うＣ字状沈線を施す。 堀之内１式

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

口縁部突起に円形刺突を伴うＣ字状沈線を施す。 堀之内１式
５と同個体

４ 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。黒褐色。 口縁突起下に刻目が付く隆線懸垂文、頸部に同隆線
を施す。胴部の縄文はLR。

堀之内１式

５ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

口縁部くの字に内折。 堀之内１式
３と同個体

６ 浅鉢 口縁部片 細砂多。良好。橙色。 口縁部に縄文帯がめぐる。 堀之内１式

７ 深鉢 頸部片 砂粒少。良好。にぶい赤
褐色。

頸部をめぐる隆線に刻目が付く。 堀之内１式

８ 深鉢 頸部片 細砂少。良好。黒褐色。 懸垂隆線に刻目が付く。縄文はRL。 堀之内１式

９ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。浅黄橙色。３条の平行沈線で文様を構成。縄文はLR。 堀之内１式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黄橙色。 ３条の平行沈線で文様を構成。縄文はRL。 堀之内１式

11 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい褐
色。

３条の平行沈線で文様を構成。縄文はLR。 堀之内１式

12 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。にぶい赤
褐色。

３条の平行沈線で文様を構成。縄文はLR。 堀之内１式

13 深鉢 胴部片 細砂多。良好。にぶい黄
橙色。

沈線のみ。 堀之内２式か

14 深鉢 頸部片 砂粒多。良好。暗赤褐色。頸部をめぐる沈線間に円形刺突列を施す。 堀之内１式

15 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 充塡縄文帯で連続する三角文を構成。 堀之内２式

16 深鉢 口縁部片 砂粒少。良好。明褐色。 内折する口縁部に沈線と刻目を施す。 堀之内２式

17 深鉢 胴部片 細砂少。良好。黒色。 横位の平行沈線。縄文はLR。 堀之内１式

18 深鉢 底部片 底径7.0 残存高1.9砂粒多。良好。明赤褐色。内外面研磨。底面に網代痕。 後期

19 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。褐色。 沈線のみ。 堀之内１式

20 深鉢 胴部片 細砂少。良好。にぶい褐
色。

細沈線のみ。 堀之内２式か

21 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

押圧を施した隆帯を横位に施文。器面平滑。 後期後半

22 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰褐色。 押圧を施した隆帯を横位に施文。器面平滑。 後期後半

30区１号環状柱穴列柱４石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

23 打製石斧 70％ (58) 57 15 68.4細粒安山岩

19区１号柱穴列土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。黒褐色。 口縁部に棒状の貼付文。 高井東式

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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２ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。浅黄橙色。 高井東式

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

外面粗いナデ。内面平滑。 高井東式

19区１号柱穴列石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

４ 多孔石 完形 181 162 100 3,925.0粗粒安山岩

20区１号集石遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

内外面入念なナデと軽い研磨。 後期

２ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。黒褐色。 内外面入念なナデと軽い研磨。 後期

20区１号集石遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

３ 円礫 完形 167 121 109 3,200.0粗粒安山岩 紡錘形の円礫で横断面がわずかに三角形となり３面の平
坦部をわずかに研磨している。裏面とした面が最も平坦
ですわりが良い。

４ 多孔石 完形 159 152 107 3,700.0粗粒安山岩 扁平な亜角礫を使用した多孔石。片面に４つの円錐形の
穴が付く。

20区２号集石遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。灰黄褐色。 中世

２ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。褐灰色。 中世

３ 内耳鍋 底部片 細砂多。良好。褐色。 中世

20区２号集石遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

４ 茶臼 破片 (103) (55) (35) 126.9粗粒安山岩 茶臼の受け皿端部。製作時のケズリ痕をよく残す。被熱
による黒色化明瞭。

５ 砥石 破片 (122) (93) (39) 486.2粗粒輝石安
山岩

大形砥石の欠損品。各面に製作時のケズリ痕が残る。小
口面が最もよく使われている。全体が被熱で黒色化して
おり、下端部に敲打痕が認められる。

６ 石製品 一部欠損 111 99 53 523.0粗粒安山岩

20区４号集石遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部片 砂粒多。並。橙色。 懸垂沈線間を横位沈線で充塡。 唐草文新段階

２ 深鉢 胴部片 砂粒少。良好。明赤褐色。竹管状施文具で集合沈線を施す。 曾利古段階

３ 深鉢 口縁部片 砂粒多。並。明黄褐色。 口縁部外反。 後期

４ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

内外面研磨・光沢。 後期

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

外面研磨。 後期

18区11号焼土遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 須恵器杯 底部片 砂粒少。並。灰色。 底部に網代痕。

２ 須恵器壺 底部片 残存高4.1 砂粒多。良好。灰色。 高台が付く。

18区11号焼土遺構鉄製品観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 備 考

３ 鉄椀 破片 (20) (40) 4 7.3厚さ3.5㎜ほどの均質な鉄板を球状に加工している。鉄椀の可能性が高
い。表面の色調は赤褐色で、錆ぶくれは認められない。

18区11号焼土遺構石器観察表
番号 器種 残存 計測値①長さ(㎜)②幅(㎜)③厚さ(㎜)④重量(ℊ) 石 材 備 考

４ 軽石製品 破片 (56) (64) 29 31.4軽石 円孔が付く板状の製品。面は平滑で丁寧な作り。

20区９号焼土遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 胴部下位～底部 １/２
底径9.5 残存高20.2

砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

胴部に縄文LR縦位施文。底面に白色シルト付着。 加曾利Ｅ４式

２ 両耳壺 胴部片 砂粒多。良好。赤橙色。 胴部に渦巻文。 加曾利Ｅ３式
新段階

３ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。沈線区画内の縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

４ 深鉢 底部片
底径7.0 残存高2.3

砂粒多。良好。にぶい褐
色。

網代痕なし。

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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５ 深鉢 底部片
底径5.0 残存高1.9

砂粒少。良好。にぶい黄
橙色。

網代痕なし。

６ 深鉢 底部片
底径5.6 残存高2.1

砂粒多。良好。にぶい橙
色。

網代痕なし。

７ 深鉢 口縁～胴部中位 １/２
推定口径33.5 残存高24.0

砂粒多。良好。明赤褐～暗
赤褐色。

隆線区画内に縄文RLを充塡。 加曾利Ｅ４式

８ 深鉢 胴部片
残存高10.2

砂粒多。良好。にぶい褐
色。

隆線区画内に縄文RLを充塡。 加曾利Ｅ４式

９ 両耳壺 胴部片 砂粒多。良好。にぶい褐
色。

断面三角形隆線を施す。 加曾利Ｅ４式

10 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

胴部に無節縄文Ｌを施す。 加曾利Ｅ４式

11 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐色。 波頂部にＣ字状の貼付文。 加曾利Ｅ４式

12 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。赤褐色。 口縁部に２列の刺突。胴部の縄文はLR。 加曾利Ｅ４式
13と同個体

13 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。暗褐色。 12と同個体

14 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。浅黄橙色。口縁部に２列の刺突。 加曾利Ｅ４式

15 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。灰黄褐色。口縁部に渦巻文と楕円区画文。縄文はRL。 加曾利Ｅ３式
新段階

16 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。にぶい黄
橙色。

胴部文様は沈線で区画。縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

17 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

沈線区画内の縄文は無節Ｒ。 加曾利Ｅ３式
新段階

18 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

沈線区画外の縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

19 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい橙
色。

隆線区画内の縄文は無節Ｌ。 加曾利Ｅ４式

20 瓢形土器 口縁部片 細砂少。良好。黒色。 微隆線で曲線的な文様を施す。外面に赤色塗彩。 加曾利Ｅ４式
21と同個体

21 瓢形土器 口縁部片 細砂少。良好。黒色。 20と同個体

22 深鉢 胴部片 細砂少。良好。橙色。 鋭利な細沈線で区画。縄文は無節Ｌ。 加曾利Ｅ４式

23 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 沈線区画内を充塡する縄文はRL。 加曾利Ｅ４式

24 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。黒褐色。 口縁部隆線に沿って円形刺突を施す。縄文はLR。 加曾利Ｅ４式

25 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。にぶい赤
褐色。

隆線懸垂文間を斜位沈線で充塡。 唐草文新段階

26 深鉢 口縁部片 砂粒多。並。橙色。 口縁部に隆線がめぐる。 加曾利Ｅ４式

27 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明褐色。 沈線区画内を充塡する縄文はRL。 加曾利Ｅ４式

28 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。明赤褐色。縄文LRを地文に２条の隆線で文様を施す。 加曾利Ｅ４式

20区13号焼土遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。灰黄褐色。 中世

２ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。にぶい褐
色。

中世

３ 内耳鍋 底部片 細砂多。良好。にぶい褐
色。

中世

４ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。褐灰色。 中世

５ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。褐灰色。 中世

20区18号焼土遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。にぶい褐
色。

中世

２ 内耳鍋 胴部片 細砂多。良好。灰黄褐色。 中世

29区１号焼土遺構土器観察表
番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考

１ 深鉢 口縁～胴部下位 50％
口径27.8 残存高22.9

砂粒多。良好。にぶい黄
褐色。

口縁部に渦巻文と楕円区画文、胴部に無文懸垂帯。
区画内を櫛歯の条線で充塡。

加曾利Ｅ３式

２ 深鉢 胴部中位～底部 50％
底径8.2 残存高21.9

砂粒多。良好。明赤褐色。胴部無文帯４本。縄文LR縦。 加曾利Ｅ４式

３ 浅鉢 胴部片 砂粒少。良好。橙色。 内外面研磨。 中期後半

４ 深鉢 口縁部片 砂粒多。良好。褐灰色。 口縁部に隆帯で渦巻文。 加曾利Ｅ３式

５ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 楕円区画内を斜位の沈線で充塡。 加曾利Ｅ３式

６ 深鉢 胴部片 砂粒多。良好。橙色。 隆帯区画内を綾杉状沈線で充塡。 唐草文新段階

７ 鉢か 底部片
推定底径5.6 残存高3.3

砂粒多。良好。明赤褐色。無文。

番号 器種 残存状態・計測値 胎土・焼成・色調 器形・文様の特徴 時期・備考
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写 真 図 版



PL 1

１　18区１号・２号土器埋設遺構　確認当初の状況

２　18区１号・２号土器埋設遺構　確認状況



PL 2

１　18区１号・２号土器埋設遺構　埋設状況

２　18区２号土器埋設遺構　埋設土器下出土の土器 ３　18区５号土器埋設遺構

４　18区７号土器埋設遺構 ５　18区10号土器埋設遺構



PL 3

５　18区12号土器埋設遺構　埋設状況 ６　18区12号土器埋設遺構　土坑掘り方

７　18区13号土器埋設遺構　確認状況 ８　18区13号土器埋設遺構　埋設状況

１　18区11号土器埋設遺構　確認状況 ２　18区11号土器埋設遺構　埋設状況

３　18区12号土器埋設遺構　確認状況 ４　18区12号土器埋設遺構



PL 4

５　18区14号土器埋設遺構　埋設状況 ６　18区14号土器埋設遺構　土器内部の土壌と礫

７　18区14号土器埋設遺構　土坑掘り方 ８　18区16号土器埋設遺構　確認状況

１　18区14号土器埋設遺構　確認状況 ２　18区14号土器埋設遺構　埋没土と礫

３　18区14号土器埋設遺構　埋設状況 ４　18区14号土器埋設遺構　埋設状況



PL 5

５　18区17号土器埋設遺構　埋設状況 ６　18区17号土器埋設遺構　周辺の状況

７　18区17号土器埋設遺構　埋設状況 ８　18区17号土器埋設遺構　掘り方

１　18区16号土器埋設遺構　埋設状況 ２　18区16号土器埋設遺構　土器内部の土壌と礫

３　18区16号土器埋設遺構　土坑掘り方 ４　18区17号土器埋設遺構　確認状況



PL 6

５　18区23号土器埋設遺構　確認状況 ６　18区23号土器埋設遺構　埋設状況

７　18区24号土器埋設遺構　確認状況 ８　18区24号土器埋設遺構　掘り方

１　18区22号土器埋設遺構　確認状況 ２　18区22号土器埋設遺構　周囲の礫

３　18区22号土器埋設遺構　埋設状況 ４　18区22号土器埋設遺構　掘り方



PL 7

１　19区２号・３号土器埋設遺構　確認状況（40号住居内）

２　19区２号・３号土器埋設遺構　確認当初の状況 ３　19区２号土器埋設遺構　確認時の状況

４　19区３号土器埋設遺構　確認時の状況 ５　19区３号土器埋設遺構　埋設状況



PL 8

５　19区７号土器埋設遺構　確認状況（上から） ６　19区７号土器埋設遺構　埋設状況

７　19区７号土器埋設遺構　埋設状況（上から） ８　19区７号土器埋設遺構　掘り方

１　19区４号土器埋設遺構　確認状況 ２　19区４号土器埋設遺構　埋設状況

３　19区６号土器埋設遺構　確認状況 ４　19区６号土器埋設遺構　埋設状況



PL 9

５　20区６号土器埋設遺構　確認状況 ６　20区６号土器埋設遺構　埋設状況

７　20区12号土器埋設遺構 ８　20区11号土器埋設遺構

１　20区２号土器埋設遺構　確認状況 ２　20区２号土器埋設遺構　埋設状況

３　20区３号土器埋設遺構　埋設状況 ４　20区４号土器埋設遺構　確認状況



PL 10

５　20区14号土器埋設遺構　右手の段差は４号列石 ６　20区14号土器埋設遺構　上方の段差は４号列石

７　20区14号土器埋設遺構　埋設状況（北から） ８　20区14号土器埋設遺構　埋設状況（東から）

１　20区10号土器埋設遺構　埋設状況 ２　20区10号土器埋設遺構　土器内部の状況

３　20区10号土器埋設遺構 ４　20区10号土器埋設遺構　土坑掘り方



PL 11

５　20区18号土器埋設遺構　埋設状況 ６　20区18号土器埋設遺構　土坑掘り方

７　20区19号土器埋設遺構（上から） ８　20区19号土器埋設遺構　埋設状況

１　20区15号土器埋設遺構（北西から） ２　20区15号土器埋設遺構　埋設状況

３　20区16号土器埋設遺構　確認状況 ４　20区18号土器埋設遺構　上面の大形礫



PL 12

５　20区23号土器埋設遺構（上から） ６　20区23号土器埋設遺構　埋設状況

７　20区23号土器埋設遺構　掘り方の礫 ８　20区23号土器埋設遺構　掘り方

１　20区20号土器埋設遺構　確認状況 ２　20区20号土器埋設遺構　土器内に丸い凹石

３　20区21号土器埋設遺構（上から） ４　20区21号土器埋設遺構　埋設状況



PL 13

５　20区26号土器埋設遺構　埋設状況 ６　20区26号土器埋設遺構（上から）

７　20区26号土器埋設遺構　土器下の板石 ８　20区26号土器埋設遺構　掘り方

１　20区24号土器埋設遺構 ２　20区25号土器埋設遺構

３　20区26号土器埋設遺構　確認状況 ４　20区26号土器埋設遺構　蓋石と扁平円礫



PL 14

５　20区29号土器埋設遺構　手前に449号土坑 ６　20区29号土器埋設遺構

７　28区１号土器埋設遺構　確認状況 ８　28区１号土器埋設遺構　埋設状況

１　20区28号土器埋設遺構　確認状況 ２　20区28号土器埋設遺構　掘り方確認

３　20区28号土器埋設遺構　掘り方 ４　20区30号土器埋設遺構



PL 15

５　30区10号土器埋設遺構　確認状況 ６　30区10号土器埋設遺構　埋設状況

７　30区10号土器埋設遺構　周囲の礫 ８　30区11号土器埋設遺構　埋設状況

１　28区２号土器埋設遺構　埋設状況 ２　28区２号土器埋設遺構　埋設状況

３　28区３号土器埋設遺構　埋設状況 ４　28区３号土器埋設遺構　掘り方



PL 16

１　18区１号掘立柱建物（南から）

２　18区１号掘立柱建物（南から） ３　18区２号掘立柱建物　柱２

４　18区２号掘立柱建物　柱２ ５　18区２号掘立柱建物（南から）



PL 17

１　18区２号掘立柱建物（南から）

２　18区４号掘立柱建物（北から）



PL 18

１　18区３号掘立柱建物　確認状況（北から）中央部に埋没谷

２　18区３号掘立柱建物　確認状況（北から）北西部の一部が埋没谷上にある。南側に後期の５号・６号列石が見える。
　　柱穴上面に配石・礫群がのる。



PL 19

１　18区３号掘立柱建物　確認当初の状況（北から）　 埋没谷上の柱穴の上面に配石・礫群がのる。

２　18区３号掘立柱建物　確認状況（北から）　　 確認当初は８本柱の構造を想定していた。



PL 20

１　18区３号掘立柱建物　完掘状況（東から）　　 棟持ち柱を持つ12本柱の構造が判明。

２　18区３号掘立柱建物　完掘状況（北東から）　　 左手の棟持ち柱の上に、後期の６号列石がのる。



PL 21

１　18区３号掘立柱建物　遠景（北東から）　　 南側（左手）に後期の６号列石。

２　18区３号掘立柱建物　遠景（北北東から）　　　 掘立柱建物の南側は、１ｍほどの段差がある。



PL 22

５　同１　柱１　柱痕を取り巻く礫 ６　同１　底面で礎石を確認

７　同１　柱１　礎石 ８　同１　柱１　礎石

１　18区３号掘立柱建物　柱１　上面の37号配石 ２　同１　37号配石下の礫群

３　同１　礫群中央に柱１の柱痕 ４　同１　柱１　柱痕を取り巻く礫



PL 23

５　同１　配石下の確認調査 ６　同１　柱２　確認状況

７　同１　柱２　確認状況 ８　同１　柱２　完掘

１　18区３号掘立柱建物　柱２　上面の21号配石確認 ２　同１　21号配石　周囲の小石

３　同１　21号配石 ４　同１　21号配石



PL 24

５　同１　柱３　下部の状況 ６　同１　柱３　完掘

７　18区３号掘立柱建物　柱４　上面の38号配石 ８　同７　柱４　下層に敷かれた礎石

１　18区３号掘立柱建物　柱３　上面の22号配石確認 ２　同１　22号配石

３　同１　配石下で柱３を確認 ４　同１　柱３　柱痕を取り巻く礫



PL 25

５　同４　柱５　柱痕確認状況 ６　同４　柱５　完掘

７　18区３号掘立柱建物　柱６　確認状況 ８　同７　柱６　柱痕確認状況

１　18区３号掘立柱建物　柱４　柱痕を取り巻く礫 ２　同１　柱４　下層に敷かれた礎石

３　同１　柱４　完掘 ４　18区３号掘立柱建物　柱５　確認状況



PL 26

５　18区３号掘立柱建物　柱８　柱痕確認状況 ６　18区３号掘立柱建物　柱９　上面の中世土坑

７　同６　柱９　上面の中世土坑 ８　同６　柱９　確認状況

１　18区３号掘立柱建物　柱６完掘 ２　18区３号掘立柱建物　柱７　遺物出土状況

３　同２　柱７　下層の状況 ４　同２　柱７　完掘



PL 27

５　18区３号掘立柱建物　柱12　底面の礫 ６　同５　柱12　柱痕を取り巻く礫

７　同５　柱12　完掘 ８　同５　柱12　底面の状況

１　18区３号掘立柱建物　柱10　柱穴確認状況 ２　同１　柱10　底面の礎石

３　同１　柱10　完掘 ４　18区３号掘立柱建物　柱11



PL 28

１　20区１号掘立柱建物　全景（南東から）

２　20区２号掘立柱建物　全景（西から）



PL 29

５　同１　柱４ ６　同１　柱５

７　同１　柱６ ８　同１　柱７

１　20区２号掘立柱建物　柱１ ２　同１　柱１

３　同１　柱２ ４　同１　柱３



PL 30

１　20区５号掘立柱建物　全景（北から）

２　同１　柱２　完掘 ３　同１　柱２　柱痕調査

４　同１　柱１　柱痕調査 ５　同１　柱１　完掘



PL 31

１　20区５号掘立柱建物　柱１　掘り方 ２　同１　柱３　柱痕調査

３　同１　柱３　柱痕調査 ４　同１　柱３　掘り方

５　20区６号掘立柱建物　全景（北から）



PL 32

５　同１　柱３　柱痕調査 ６　同１　柱３

７　同１　柱４　柱痕調査 ８　同１　柱４

１　20区６号掘立柱建物　柱１ ２　同１　柱１　掘り方

３　同１　柱２ ４　同１　柱２　掘り方



PL 33

１　20区７号掘立柱建物　全景（西から）

２　20区８号掘立柱建物　全景（北から）



PL 34

５　29区１号掘立柱建物　全景（南から） ６　同５　柱１

７　同５　柱２ ８　同５　柱３

１　20区８号掘立柱建物　柱１ ２　同１　柱２

３　同１　柱３ ４　同１　柱４



PL 35

１　19区１号環状柱穴列　全景（東から）

２　同１　柱３と柱４ ３　同１　柱２　手前に炭化材

４　同１　柱２　炭化材 ５　同１　柱２　炭化材



PL 36

５　同１　柱３ ６　同１　柱３

７　同１　柱４　上面の礫 ８　同１　柱４　埋没土上層の礫と遺物

１　19区２号掘立柱建物　柱１ ２　同１　柱１

３　同１　柱２ ４　同１　柱２



PL 37

５　同１　柱６ ６　同１　柱６　下層の礫と遺物

７　同１　柱７　16号住居床面で確認 ８　同１　柱７　完掘

１　19区２号掘立柱建物　柱４　埋没土上層の礫 ２　同１　柱４　完掘

３　同１　柱５ ４　同１　柱５　完掘



PL 38

１　30区１号環状柱穴列　全景（北北東から）

２　30区１号環状柱穴列　全景（東から）



PL 39

５　同１　柱２　柱痕調査 ６　同１　柱２　下層の礫

７　同１　柱２　完掘 ８　同１　柱３　上面の礫

１　30区１号環状柱穴列　柱１　柱痕調査 ２　同１　柱１　完掘

３　同１　柱８　確認状況 ４　同１　柱８と柱１



PL 40

５　同１　柱６　完掘 ６　同１　柱７

７　同１　柱穴の調査状況

１　30区１号環状柱穴列　柱５　上面の礫 ２　同１　柱５　柱痕調査

３　同１　柱５　完掘 ４　同１　柱６　柱痕調査



PL 41

５　20区１号集石（東から） ６　20区２号集石（東から）

７　20区４号集石（北から） ８　20区４号集石　掘り方確認

１　18区１号集石（南東から） ２　20区１号集石（南から）

３　20区１号集石（東から） ４　20区１号集石（南から）



PL 42

５　18区３号焼土　確認状況 ６　18区３号焼土　断面調査

７　18区４号焼土　断面調査 ８　18区９号焼土　確認状況

１　18区１号焼土（北から） ２　18区２号焼土　断面調査

３　18区２号焼土　断面調査 ４　18区２号焼土　掘り方



PL 43

５　18区12号焼土 ６　18区13号焼土　確認状況

７　同６ ８　同６　断面調査

１　18区９号焼土　断面調査 ２　18区９号焼土　完掘

３　18区10号焼土　確認状況 ４　18区11号焼土



PL 44

５　18区14号焼土　確認状況 ６　同５

７　18区15号焼土　確認状況 ８　同７　断面調査

１　18区13号焼土　断面調査 ２　同１

３　同１ ４　同１



PL 45

５　同１　焼土Ｂ　断面調査 ６　同１　焼土Ｃ

７　同１　焼土Ｃ　確認状況 ８　同１　調査状況

１　18区16号焼土　確認状況（北から） ２　同１　焼土Ａ

３　同１　焼土Ａ　断面調査 ４　同１　焼土Ｂ



PL 46

５　19区４号焼土 ６　19区６号焼土

７　19区７号焼土 ８　19区８号焼土

１　18区17号焼土　確認状況 ２　19区１号焼土

３　19区２号焼土 ４　19区３号焼土



PL 47

５　同４　遺物出土状況 ６　同４　遺物出土状況

７　同４　焼土の確認 ８　20区10号焼土

１　19区９号焼土 ２　19区10号焼土

３　19区11号焼土 ４　20区９号焼土　確認状況



PL 48

５　同３　断面調査 ６　同３　断面調査

７　20区14号焼土 ８　同７

１　20区11号焼土 ２　20区12号焼土

３　20区13号焼土　確認状況 ４　同３



PL 49

５　20区18号焼土　確認状況 ６　同５　焼土下の礫

７　同５　焼土下の礫 ８　20区19号焼土

１　20区14号焼土 ２　20区15号焼土

３　20区16号焼土　確認状況 ４　20区17号焼土



PL 50

５　20区24号焼土 ６　20区25号焼土

７　20区26号焼土 ８　20区27号焼土

１　20区20号焼土 ２　20区21号焼土

３　20区22号焼土 ４　20区23号焼土



PL 51

５　20区31号焼土 ６　同５

７　同５ ８　20区32号焼土

１　20区29号焼土　確認状況 ２　同１　断面調査

３　同１　遺物出土状況 ４　20区30号焼土



PL 52

18区土器埋設遺構出土遺物（１・２・４・５・６・７号）

1 埋 -1

5 埋 -1

6 埋 -1

2 埋 -3

2 埋 -2

2 埋 -1

4 埋 -1 7 埋 -1



PL 53

18区土器埋設遺構出土遺物（７・８・９・10号）

7 埋 -2 7 埋 -4
7 埋 -5

7 埋 -6

7 埋 -7 7 埋 -8
7 埋 -9 7 埋 -10

7 埋 -3

8 埋 -1

8 埋 -2

8 埋 -3

10 埋 -1

10 埋 -1

9 埋 -1 9 埋 -2



PL 54

18区土器埋設遺構出土遺物（11・12・13・14・16・17号）

11 埋 -1

12 埋 -1

13 埋 -1

16 埋 -1

17 埋 -114 埋 -1



PL 55

18区土器埋設遺構出土遺物（19・22・23・24・25号）

19 埋 -1

22 埋 -1

23 埋 -1

22 埋 -2

23 埋 -2

25 埋 -1 25 埋 -2

25 埋 -3

25 埋 -4
25 埋 -5

24 埋 -1

24 埋 -2 25 埋 -10 25 埋 -11 25 埋 -12

25 埋 -9
25 埋 -825 埋 -7

25 埋 -6



PL 56

19区土器埋設遺構出土遺物（１・２・３・４・５・６・７・９号）

1 埋 -1 2 埋 -1

2 埋 -2

3 埋 -2

3 埋 -1

4 埋 -2
4 埋 -3

4 埋 -4

4 埋 -1

5 埋 -1
6 埋 -2

7 埋 -1

7 埋 -1

7 埋 -1

7 埋 -17 埋 -1
9 埋 -1

6 埋 -1



PL 57

20区土器埋設遺構出土遺物（２・３・４・６・11・12・13・14・15・16号）

2 埋 -1

4 埋 -1
3 埋 -1

6 埋 -2

12 埋 -3

12 埋 -2
12 埋 -1

11 埋 -1

15 埋 -2

13 埋 -1

14 埋 -1

15 埋 -1
16 埋 -1

6 埋 -1



PL 58

20区土器埋設遺構出土遺物（18・19・20・21・23号）

18 埋 -1

18 埋 -3

18 埋 -2

19 埋 -2 19 埋 -3

19 埋 -1 20 埋 -1

20 埋 -2

21 埋 -1
21 埋 -2

20 埋 -4

20 埋 -3

23 埋 -121 埋 -4

21 埋 -3



PL 59

28区土器埋設遺構出土遺物（２号）

20区土器埋設遺構出土遺物（24・25・26・28号）

24 埋 -1

28 埋 -1

28 埋 -2

26 埋 -1

25 埋 -1

25 埋 -1

2 埋 -2

2 埋 -1

2 埋 -4

2 埋 -3



PL 60

28区・30区土器埋設遺構出土遺物（３・５・10・11号）18区12号配石出土遺物（１～ 20）

28 区 3埋 -1 28 区 3埋 -2
28 区 5埋 -1

28 区 5埋 -2

30 区 10 埋 -1

30 区 11 埋 -1

2

3
4

5

6

7
8 9

10

11

12
13 14

15 16 17 18 19 20

1
1



PL 61

18区３号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・４・７・８）

柱 1-1 柱 1-2
柱 1-3

柱 1-4

柱 1-6

柱 1-7

柱 1-8 柱 1-9 柱 1-10 柱 1-11 柱 1-13 柱 1-14
柱 1-5

柱 3-1

柱 2-2 柱 2-4
柱 2-5 柱 2-6 柱 2-7 柱 2-8

柱 2-9

柱 2-10

柱 3-2 柱 3-4

柱 3-5

柱 3-6 柱 3-3

柱 8-1

柱 8-2

柱 4-6

柱 4-9

柱 4-4
柱 4-5

柱 4-7
柱 4-8

柱 4-1 柱 4-2 柱 4-3

柱 7-1

柱 7-2

柱 7-4

柱 7-3

柱 1-12

柱 2-1



PL 62

18区４号掘立柱建物出土遺物（柱２・３）

18区３号掘立柱建物出土遺物（柱９・10・11）

柱 9-3

柱 9-2

柱 9-1

柱 10-1
柱 10-2

柱 10-3

柱 9-4

柱 11-1

柱 11-2

柱 11-3

柱 11-4

柱 2-1

柱 2-3 柱 2-4
柱 2-5 柱 2-6

柱 3-1
柱 3-2 柱 3-3 柱 3-4 柱 3-5

柱 3-6

柱 2-2



PL 63

20区２号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・５・６・７・８）

柱 1-1
柱 1-2

柱 1-3

柱 1-4
柱 2-1

柱 2-2 柱 2-3

柱 3-1

柱 5-1 柱 5-2
柱 5-3

柱 5-4

柱 5-5
柱 5-6 柱 5-7 柱 5-9

柱 5-8

柱 6-1
柱 6-2

柱 6-3

柱 6-4

柱 6-5
柱 6-6

柱 7-1

柱 7-2

柱 8-2 柱 8-3
柱 8-4

柱 8-10
柱 8-1

柱 8-6
柱 8-7

柱 8-9 柱 8-8

柱 5-10 柱 5-11
柱 5-12 柱 5-13

柱 8-5



PL 64

20区５号掘立柱建物出土遺物（柱２・３）

20区２号掘立柱建物出土遺物（柱９・10・11・12）

柱 9-3

柱 9-1

柱 9-2

柱 11-1 柱 11-2 柱 11-3

柱 10-1

柱 12-2
柱 12-1

3 2

1

柱 2-1
柱 2-2 柱 2-3

柱 2-4

柱 2-7 柱 2-8

柱 2-9

柱 3-1 柱 3-3 柱 3-4 柱 3-2

柱 2-12

柱 2-11

柱 2-10

柱 2-6

柱 2-5



PL 65

20区７号掘立柱建物出土遺物（柱２）

20区６号掘立柱建物出土遺物（柱１・３・４）

20区５号掘立柱建物出土遺物（柱４）

柱 4-1

1

2

3

4

75

6

柱 1-1 柱 1-2 柱 1-3

柱 1-4
柱 3-1 柱 4-2 柱 4-1

柱 2-1 柱 2-2
柱 2-3 柱 2-4



PL 66

20区８号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３・４）

20区７号掘立柱建物出土遺物（柱２・３）

29区１号掘立柱建物出土遺物（柱１・２・３）

柱 2-5
柱 2-5 柱 2-6

柱 2-7

柱 3-5

柱 3-1

柱 3-2 柱 3-3

柱 3-4

柱 2-5

柱 2-5

柱 1-1

柱 2-1 柱 2-2 柱 2-3 柱 2-4

柱 2-5

柱 3-1 柱 3-2

柱 3-3

柱 4-1
柱 4-2

柱 4-3
柱 4-4

柱 4-5

柱 1-1 柱 1-2

柱 1-3

柱 2-1
柱 3-1

柱 3-2



PL 67

19区２号環状柱穴列出土遺物（柱１・２）

19区１号環状柱穴列出土遺物
        　　　　　　　　  （柱４）

柱 1-1

1

柱 1-1

柱 1-1

柱 1-2

柱 1-3
柱 1-5

柱 1-6

柱 1-9

柱 1-10

柱 1-8

柱 1-11

柱 1-12
柱 1-13

柱 1-14

柱 1-15
柱 1-16

柱 1-17

柱 1-18 柱 1-19 柱 1-20

柱 1-21
柱 1-22

柱 1-23
柱 1-24 柱 1-25 柱 1-26 柱 1-27 柱 1-28

柱 2-1
柱 2-2 柱 2-3 柱 2-4

柱 2-5

柱 2-6 柱 2-7

柱 2-8
柱 2-9

柱 2-10
柱 2-11 柱 2-12

柱 2-13
柱 2-14

柱 2-18

柱 2-19
柱 2-20

柱 2-21 柱 2-22 柱 2-23

柱 1-7

柱 2-15 柱 2-16 柱 2-17



PL 68

19区２号環状柱穴列出土遺物（柱２・３）

柱 2-24

柱 2-25 柱 2-26

柱 2-27

柱 2-28

柱 2-35

柱 2-29 柱 2-30
柱 2-31 柱 2-32

柱 2-33
柱 2-34

柱 2-36 柱 2-37 柱 2-38 柱 2-39 柱 2-40
柱 2-41

柱 2-42 柱 2-43
柱 2-44 柱 2-45

柱 2-46 柱 2-47 柱 2-48 柱 2-49 柱 2-53 柱 2-54 柱 2-52

柱 3-1 柱 3-2
柱 3-3

柱 3-4
柱 3-5

柱 3-6
柱 3-7

柱 3-8
柱 3-9

柱 3-10

柱 3-11

柱 3-13
柱 3-14

柱 3-15

柱 3-16

柱 3-12

柱 3-17 柱 3-18
柱 3-19 柱 3-20 柱 3-21



PL 69

19区２号環状柱穴列出土遺物（柱３・４）

柱 3-22 柱 3-23 柱 3-24
柱 3-25

柱 3-26

柱 3-27

柱 3-28

柱 3-29 柱 3-30 柱 3-31
柱 3-32

柱 3-33

柱 3-34 柱 3-35

柱 3-36

柱 3-37

柱 3-38

柱 3-43

柱 3-39
柱 3-39

柱 3-40 柱 3-41

柱 3-42
柱 3-44

柱 4-1
柱 4-2 柱 4-3

柱 4-4

柱 4-5 柱 4-6
柱 4-7

柱 4-8
柱 4-9

柱 4-10

柱 4-12

柱 4-13

柱 4-14 柱 4-15 柱 4-16 柱 4-17

柱 4-19

柱 4-18

柱 4-11



PL 70

19区２号環状柱穴列出土遺物（柱５・６）

柱 5-1 柱 5-2 柱 5-3

柱 5-7
柱 5-8

柱 5-9
柱 5-10

柱 5-11

柱 5-4

柱 5-5 柱 5-6

柱 5-13

柱 5-14
柱 5-15

柱 6-1

柱 6-2

柱 6-6

柱 6-4

柱 6-8

柱 6-9 柱 6-10
柱 6-11

柱 6-12

柱 6-13

柱 6-14

柱 6-19

柱 6-20
柱 6-18

柱 6-15

柱 6-16
柱 6-17

柱 5-12

柱 6-7

柱 6-3

柱 6-5



PL 71

19区２号環状柱穴列出土遺物（柱７）

柱 7-1
柱 7-2

柱 7-3

柱 7-5

柱 7-6 柱 7-7

柱 7-4

柱 7-4

柱 7-8

柱 7-9

柱 7-10
柱 7-11

柱 7-12
柱 7-13

柱 7-14 柱 7-15

柱 7-16

柱 7-17
柱 7-18

柱 7-19

柱 7-21
柱 7-22

柱 7-23

柱 7-24

柱 7-25

柱 7-26

柱 7-27
柱 7-28

柱 7-29

柱 7-20
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30区１号環状柱穴列出土遺物（柱１・２・３）

柱 1-1 柱 1-2

柱 1-3

柱 1-4 柱 1-5
柱 1-6

柱 1-7 柱 1-8 柱 1-9 柱 1-10

柱 1-11 柱 1-12
柱 1-13

柱 1-14
柱 1-15 柱 1-16

柱 1-17

柱 2-1 柱 2-2 柱 2-3
柱 2-4

柱 2-5

柱 2-6
柱 2-7

柱 2-8
柱 2-9

柱 2-10 柱 2-11 柱 2-12 柱 2-13 柱 2-14
柱 2-15

柱 2-17 柱 2-18
柱 3-1

柱 3-2 柱 3-3
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19区１号柱穴列出土遺物

30区１号環状柱穴列出土遺物（柱４）

30区１号環状柱穴列出土遺物

柱 4-1
柱 4-2

柱 4-3

柱 4-4

柱 4-5 柱 4-6 柱 4-7 柱 4-8

柱 4-9 柱 4-10
柱 4-11

柱 4-12 柱 4-13

柱 4-14
柱 4-15

柱 4-16
柱 4-17

柱 4-18

柱 4-19 柱 4-20
柱 4-21 柱 4-22

柱 4-23

1

2

3

4
1
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20区９号焼土出土遺物（１）

20区２号集石出土遺物

18区11号焼土出土遺物

20区１号集石出土遺物 20区４号集石出土遺物

1

3
2

4

1

2 3

4 5

1

2 3
4 5 6

1
2

3

4

1

2

3 4

5

6

10 13 14 15 16

8
9

11

12
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29区１号焼土出土遺物

20区13号焼土出土遺物 20区18号焼土出土遺物

20区９号焼土出土遺物（２）

1 2
3 4 5

1

2

1

1

1 1
1

4

5

3

6
7

2

27
7 17 23 18 19

28

25

24
20

21

26 22

1
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